丹 下 左 膳 

日光の 巻 

林不忘 


どそう すいそう 

土葬 水葬 


ふしぎな ことがある。 

左 膳が この 焼け跡へ かけつけた とき、 いろいろと 彼 

が、 火事の 模様な ど をき いた 町人 風の 男が あった。 

そのほか。 

近所の 者ら しい 百姓 風 や 商人 体が、 焼け跡 を とりま 

いて、 ワイ ワイと 言って いたが。 


まろう どだい ごんげん 

この 客人 大権 現の 森 を 出 はずれ、 銀の うろこ を 浮か 

さんぼうし がわ 

ベ たような、 さむざむ しい 三方 子 川 をす こし 上流に さ 

かの ぼった ところ、 小高い 丘の かげに、 一軒の 物置 小 

屋が ある。 

近くの 農家が、 収穫 どきに 共同に 穀物で も 入れて お 

くと ころら しいが …… 。 

空 いっぱいに 茜 の 色が 流れて、 小寒い 烏の 声が 一 一 

つ 三つ、 ななめに 夕 やけ をつつ きって 啼 きわたる ころ。 

夕方 を 待って いたかの ように、 その 藁屋根の 小屋に、 

ポッン と 灯が ともって、 広く もない 土間に 農具の 立て 

かけて あるの を片 づけ、 人影が ザ ヮザヮ している。 


「ィ ャ、 これで 仕事 は 成就した も 同様 じ や。 強いだ け 

で 知恵の たらぬ 伊賀の 暴れ ン坊、 今ごろ は、 三方 子 川 

の 水の 冷た さ を つくづく 思い知った であろうよ、 ヮッ 
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と、 その 同勢の 真ん中、 むしろの 上に あぐらをかい 

て、 牛の ような 巨体 を ゆるがせて いるの は、 思いき や 

みねたん ば 

あの 司 馬 道場の 師範代、 峰 丹 波。 

「ほんとうに むごたら しい けれど、 敵 味方と わかれて 

みれば、 これ もし かたがな いねえ」 

大きな 丹 波の 肩に かくれて、 見えなかった が、 こう 

言って 溜 息をつい たの は、 お 蓮 K である。 


取り まく 不知火 連中の 中から、 誰かが、 

「ム フフ、 御 後室 様 はい まだに あの 源三郎 のこと を… 

〜」 

お 蓮 様 は、 さびし そうな 笑顔 を、 その 声の 来たう す 

暗い ほうへ 向けて、 

「何 を 言 うんです。 剣で 殺される のなら、 伊賀の 暴れ 

ン坊も 本望だろう けれど、 お前 達の 中に 誰 一人、 あの 

源 様に 歯の たつ 者 はない もの だから、 しょうこ となし 

に、 おとし 穴の 水責め …… さぞ 源 さま はおく やし かろ 

うと、 わたし は それ を 言って いる だけ さ」 

「そうです」 


と 丹 波 は、 ニヤ ニヤ 笑いながら 一同へ、 

「お 蓮 様 は 武士道の 本義から、 伊賀の 源 三に 御 同情な 

さって いる だけの こと だ。 よけいな 口 をた たく もので 

はない」 

と、 わざとら しいた しなめ 顔。 

「そこへ、 あの 丹 下 左 膳と いう 無法者まで、 飛び こん 

できて、 頼まれ もしない のに 穴へ 落ちて くれたの だか 

ら、 当方に とって は、 これ こそ まさに 一石二鳥  」 

みな は 思い思いに 語 をつ づけて、 

「もうこれ で、 問題の すべ て は片づ いたと いう もの だ。 

今ごろ は 二人で、 穴の 中の 水底で あがいて いるで あろ 


う」 

両手で 顔 をお おった お 蓮 さま を、 ジロリ と 見やって、 

「サ ァ、 これで 夜中 を 待って、 上から あのお とし 穴 を 

うめて しまう だけの こと だ」 

「何百 年 か 後の世に、 江戸の 町が のびて、 あの 辺 も 町 

家つ づきに なり、 地なら しで もす る ことがあれば、 昔 

の 三方 子 川と いう 流れの 下から、 一 一 つ の 白骨が だき 

あって 発見 さるる であろう、 ァハ ハハ」 

いい 気で 話しあって いる この 連中 を、 よく 見る と、 

みな あの 焼け跡の 近所 をゥ ロウ 口して いた 農夫 や、 町 

人 どもで、 あれ はすべ て 司 馬 道場の 弟子の 扮 装だった 


の だ。 それとなく 火事の 跡の ようす を 偵察して いた も 

のとみ える。 

「サ ァ、 酒が きた ぞ」 

大声と ともに、 一 升 徳利 をい くつ も かかえこんで、 

このと き、 納屋へ かけこん できた 者が ある。 

二 

見る と、 左 膳に 火事の ことな ど を 話した あの 町人で 

ある。 

酒 を 買いに いって、 いま 帰った ところ だ。 


「サ ァ、 おのおの 方、 これにて 祝盃を あげ、 深夜 を 待 

つと いたそう」 

と言う 彼の 口調 は、 姿に 似げ なく、 侍の ことば だ。 

これ も、 司 馬 道場の 一人な ので ある。 

一 同 は 歓声 を あげて、 そこ ここに わりあてられた 徳 

利 を 中心に、 いくつと なく 車座 をつ くって 飲み はじめ 

る。 

いつのまにか、 浅黄 色の 宵闇が しのびよって いた。 

こころき いた 者の 点じた 蠟燭の 灯が、 大勢の 影法師 を 

ユラ ュ ラと 壁に もつれさせる。 

皆の 心が シ ー ン となると、 とたんに、 言い あわせた 


ように 胸に 浮かんで くるの は、 あの、 自分ら が 誤って 

斬リ 殺し、 それ を 焼け跡へ 放置して、 源 三郎と 見せ か 

けた 仲間の 死骸。 

かたわらに ころがし ておいた の は、 名もない 茶壺で、 

ほんとう のこけ 猿の 茶壺 は、 とうに 峰 丹 波の 手に おさ 

め、 本郷の 屋敷に 安置して ある …… 。 

と 思う から、 丹 波 は 上機嫌 だが、 その 壷が 早く も あ 

の 門之丞 によって 盗み出され、 又 その 門 之丞が 斬りた 

おされて、 壺 はすで に 左 膳の もとへ —— -。 

その 左 膳の 手へ うつった 壺 もお 藤 姐御の ために、 通 

りすが りの 屑屋へ おはらいもの になって。 


今 は？ 

どこに あるか わからない。 

…… と は、 峰 丹 波、 知らなかった。 

計略が 図に 当たって、 源 三郎を 罠へ 落とし こんだ の 

みならず、 何かと 邪魔になる 丹 下 左 膳まで、 飛んで 火 

に 入る 夏の 虫、 自分から 御 丁寧に も、 その 穴へ 飛び こ 

んで くれたの だから、 これ こそ ほんとうに 一網打尽で 

ある。 

ァ J のうえ は。 

深夜まで- J こに じっとし てい て 世間の 寝 しずまる の 

を 待ち、 一 同で 手早く、 地面から 地下へ 通ず る あの 三 


尺 ほどの 竪坑を 埋めて しまえば いい。 

そうすれば。 

人相 も 知れない ほどに 焼けた だれた、 あの 若侍の 死 

骸と、 壺を、 源三郎 とこけ 猿と いう ことにして、 本郷 

の 道場へ 持つ て 帰る。 

もう その 手 はずが すっかりと とのって、 いま、 この 

納屋の 一 隅に は、 白 布 をき せた その 焼死体と、 焼けた 

茶壺と が、 うやうやしく 置いて あるの だ。 

峰 丹 波、 今宵 ほど 酒のう まいことの なかった の も、 

むり はない。 

狭い 物置 小屋に、 一 本 蠟燭の 灯が、 筑 紫の 不知火と 


も 燃えて、 若侍の 快談、 爆笑 …… 。 

さて は、 真っ赤に 染め あがった 丹 波の 笑顔。 

だが、 その 祝 酒の 真ん中に あって、 お 蓮 様 だけ は、 

打ち沈んだ 表情 を 隠しえなかった の は、 道場 を 乗っ取 

るた めと はいいながら、 かわいい 男 を だまし 討ちに し 

た 自責の 念に かられて いたのであろう。 

すると  。 

この 騒ぎの きれ 目 切れ目に、 どこから ともなく 風に 

乗って 聞こえて くるの は、 異様な 子供の さけび 声。 

ちゃん  ちちうえ 

「父 9 …… 父上！ 父上！」 

一 同 は、 フト 鳴り を しずめた。 


「まだ 吠えて おる ゾ。 かの 餓鬼め！」 

だれかが 歯ぎ しりした とき、 ふたたび、 悲しそう な 

チヨ ビ 安の 声が 夜風に ただよって —— 。 

「父上！ 聞こえない のかい？ 父上！」 

遠くの チヨ ビ 安の 声に、 鳴リを しずめて 聞きい つて 

いた 不知火の 連中 は、 

「伊賀の やつら は、 あの 子供 を そのまま にして 行って 

しま つたと みえるな」 


「ゥ ム、 いかに 連れ去ろう としても、 あの、 左 膳の 落 

ちた 穴の まわりに へばりついて おって、 どうしても 離 

れ ようと せんの だ。 だいぶ 手古摺つ てお つたよ うだ 

やゝ - 

力」 

「そこへ、 町人 体に 姿 を やつした 拙者ら が、 弥次馬 顔 

に 出かけて いって、 斬り あい を 聞きつ けて 役人 どもが、 

出かけて くると ころ だと 言い ふらしたら、 かかりあい 

になる の を 恐れて、 そのまま 逃げち つてい つた。 ァハ 
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ま つ たく。 

こうだい のしん  しょうへい かんぐみ  ゆうき さきよう 

高大 之 進の 尚 兵 館 組と、 結 城 左 京 等の 道場 立て こ 


もりの 一統と は、 底 も 知れない 穴へ 左 膳が おちこんだ 

の を これ 幸いと、 泣き さけぶ チヨ ビ安を そのままに、 

そうそう 引き あげてし ま つたの だ。 

この 物置 小屋から 出て いった 司 馬 道場の 弟子 どもが、 

町人、 百姓 姿の 口々 から、 役人き たると さけんだ のに 

驚いて。 

また、 その 左 膳のお ちた 地中に、 自分ら の 探し もと 

める 主君 柳 生 源三郎 が、 同じく とじこめられ ていよう 

と は、 夢にも 知らずに。 

「父上！ あがって こられない？ 父上！」 

と、 それから チヨ ビ安 は、 こう 叫びつ づけて、 穴の 


周囲 を龃 けて まわ つ ている うちに。 

めっきり 長くな つた 日 も、 ようやく 夕方に 近づき、 

三方 子 川の 川 波から たちのぼる 薄 紫の 夕闇。 

穴 は、 ポッ カリ 地上に 口 を ひらいて、 暗黒 をす いこ 

んで いるば かり …… のぞいて よば わっても、 なんの 答 

え あらば Y  J そ。 

子供の 力で は、 どうす る こと もで きないの だ。 

「父！ ああ、 どうしたらいいだろう なァ」 

チヨ ビ 安 は 気が ふれた ように、 地 団駄を ふむ だ けだ。 

とやかく する うちに  はや、 夜。 

「むこうの 森の 権現さん 


ちょいと きくから 教えて おくれ 

あたいの 父 は どこへ 行った ：：： 」 

うら さびしい 唄 声が、 夜風に 吹き ちらされて、 あた 

りの 木立ち へ こだます る。 

「ほんと に、 あたい ほど 不運な 者が あるだろう か。 産 

みの 父 やお ふくろの 顔 は 知らず、 遠い 伊賀の 国の 生 

れ だと いう こと だけ をた よりに、 こうして 江戸へ 出て 

—— 」 

チヨ ビ安、 穴の ふちに 小さな 膝ッ 小僧 を だいて すわ 

りながら、 自分 を 相手に かきくどく 言葉 も、 いつしか 

幼い 涙に 乱れる のだった。 


「こうして 江戸へ 出て、 その 父 やお ふくろ を 探して 

いたが、 なんの 目鼻 もっかず、 そのうちに、 この 丹 下 

左 膳て ェ乞 食のお 侍さん を、 仮り の 父上と 呼ぶ ことに 

はなった ものの、 その 父上 も、 とうとう 穴の 中に 埋め 

られ てし まっちゃ ァ、 もぐらの 性で ねえ かぎり、 どう 

も 助かる 見込み は あるめえ」 

ちょうど チヨ ビ 安が、 こんな 述懐に ふけっている 最 

中。 

ここ を いささか 離れた 森 かげの 納屋で は、 峰 丹 波の 

下知で、 いよいよ 夜中の 仕事に とりかかる ことにな つ 

た。 


一同 は 二手に わかれた。 丹 波と お 蓮 様 は 数名の 者に、 

なきがら 

源 三郎の 身が わりの 死骸 を かつがせて、 泣きの 涙の 体 

よろしく、 ここから ただちに 本 郷妻恋 坂の 司 馬 道場へ 

帰る。 

ほかの 連中が、 小屋に ある 農具 を 手に、 大急ぎで、 

あの 左 膳と 源 三 郎の穴 を 埋めて しまおうと いうので。 

づな 

いのち 綱 


- 


「ほんと に、 おめえ みたい に 親不孝な 者ったら、 ぁリゃ 

くずや 

ァ しない。 その 年に なって 嫁 ももら わず、 いくら 屑屋 

ま ご 

だからって、 親 一人子 ひとりの 母親 を、 こんな、 反古 

や ボロッ 切れ や、 古金なん かと 同居 さしと いて サ、 自 

分 は 平気で 暇 さえ あれ ァ、 そう やって 酒ば つかりく 

ら つ てい ゃァ がる」 

ボ— ッと 灯のに じむ 油 障子の 中 路地の なかの 一 軒に、 

いきなり、 こう 老婆の ののしる 声が わいた。 

マ J  J は ど J? 

と、 きくまで もな く。 


あさく さり ゆうせん じ 

浅 草 竜 泉 寺、 お 江戸 名所 は トン ガリ 長屋。 

くずた け 

その、 とんがり 長屋の 奥に 住む、 屑 竹と いう 若い 屑 

うち 

屋の家 だ。 

母 ひとり 子 ひとりと いうと おり、 いま、 こうたん か 

をき つたお 兼と いうお 婆さん は、 この 屑 竹の 母親な の 

だ。 

六 畳 一間 ほどの 家に、 およそ 人間の 知識で 考えられ 

るかぎ りの、 ありと あらゆる ガラ クタが 積まれて、 … 

ぞうきん 

…古紙、 雑巾に もなら ない 古着、 古 かも じ、 焚きつ け 

になる 運命の 古 机、 古文 箱。 

古いお 櫃に は、 古い 足袋が ギ ッシリ つまり、 古い 空 


き 樽の 横に、 古い 張リ 板が 立て かけて ある 始末。 

身の 置き どころ、 足の 踏み 立て 場 もない。 

室内の すべての ものに は、 上に 古と いう 字が つくの 

だ。 

お 兼 婆さん も、 まさに、 その 古の 字の つく 一人で、 

きせる 

古い 長火鉢の 前に、 古い 煙管 を斜に 構えて、 

「商売に 出たら 最後、 途中で 酔つ ばらって、 三日 も 四 

日 も 家へ 寄りつ きゃァ しない。 この 極道者め が ッ！ 

お 母なん か、 鼠に 引かれても かまわな いってい うの 

力 レ」 

この 怒号の 対象た る 屑 竹 は？ 


と 見る と。 

やっと 一 一畳 ほど のぞ い て いる 古 だた みの 真ん中に、 

あおむけに ひっくりかえって、 酒臭い 息、 ムニ ャム ニヤ 

言つ ている。 

一 一、 三日 前、 籠 を 背負って、 

「屑 ィ、 屑ィ、 お払い 物 は ござい やせん か」 

と、 駒 形の ほうへ 出て 行った きり、 この 夜中に、 やつ 

と 家 を 思いだ したよう に ブラ リと 帰つ て 来たと ころ だ 

ほかに は 道楽 はなし、 邪気の ない 男 だが、 若い くせ 

に、 大 の酒ッ くらい なんだ、 この 屑 竹 は。 

おつか さんがお こる の も、 むり はない ので。 


「そうして、 帰って くる かと 思う と、 私の 言う ことな 

いびき 

んか 馬の 耳に 念仏で、 そう やって 大の 字な りの 高鼾 

だ …… よし！ 今日は 一 つ、 泰軒 先生に 申し あげて、 

じ つ くり 意見 をしても らいましょう」 

と、 たちあが つたお 兼 婆さん、 

「いま、 泰軒 先生 を 呼んで くるから、 逃げ かくれす る 

んじ やない よ」 

「ヘン！ 逃げた くった ッて、 足腰が 立た ねえ や。 自 

慢 じゃァ ねえが、 宵から 三 升 も 飲ん だんだ」 

「マ ァ、 ほんと に、 あきれて 口が きけ ゃァ しない。 母 

親 を 乾干しに してお いて、 自分 はそんな に 酒 を くらつ 


て 歩く なんて」 

憤然として、 入口の 土間に 下り立つ たお 兼 婆さん、 

暗がり を またいで かけ 出す 拍子に、 

r ォ痛タ タタ タタ！」 

何やらけ つま づ いたよう す。 

「なんだい！ こんなと ころへ こんな もの ころがしと 

いて！ 危 いじ やない か。 オヤ、 茶壺 だね。 マァ、 う 

すぎたない 茶壺 だよ」 

下駄で ィャ という ほど 蹴って おいて、 お 兼 は、 どぶ 

板 をなら して 家 を 出た。 


二 

これ はいった い、 どうした というの だ。 

おなじ トン ガリ 長屋の、 作 爺さんの 家 だ。 

土間から 表へ かけて、 いっぱいに 下駄が はみ出した 

えんぎ 

ところ は、 縁起で もない が、 まるでお 通夜の よう だと 

言いたい 景色。 

家の 中には、 例の 泰軒 居士 を 取りまい て、 長屋の 男、 

女、 お爺さん、 お婆さん、 青年 や 若い 女が、 ギ ッシリ 

すわって、 作 爺さん は、 出 もしない 茶 がら をし ぼって、 

茶 をす すめる のにい そがし い。 


かわいい 稚児 輪のお 美 夜 ちゃんが ねむそう な 眼 をし 

て、 それ をい ちいち 配って いる。 

「だから、 じ や —— 」 

と、 泰軒 先生 は、 あいかわらず、 肩に つぎの あたつ 

た 縦縞の 長 半纏、 襟元に 胸毛 を のぞかせて、 部屋の ま 

ん 中に すわって いる。 合 総の 頭 を ユラ リ とさせて、 か 

,p お や 

つぎ 八百屋 をして いる 長屋の 若者の ほう を、 ふリ 向い 

た。 

「だから じ や。 そのお 町と いう 女に 実意が あれば、 ど 

てて おや おふくろ 

ん なに 質屋の 隠居が 墾 望しょう と、 また 父親 や 母親が 

すすめよう とも、 さような、 妾の 口な ど は 振りき つて 


おまえの ところへ 来る はず じ やが」 

先生 は、 チラと 若者 を 見て、 

「お 町さん の 家 は、 そんなに 困って おる というの でも 

なかろう が」 

「へ ェ、 この 先の 豆腐屋で、 もっとも、 裕福と いう わ 

け じゃァ ござん せんが、 ナニ、 その 日に 困る という ほ 

ど じゃあね えので」 

「しかるにお 町坊 は、 家 を 助ける という 口実の もとに、 

おんじゃく 

その 伊勢屋の 隠居の もとへ 温石が わりの 奉公に 出よ 

うとい うの だな」 

「へえ、 あんなに 言い かわした、 この あっし を 袖に し 


て  ちくしょう ッ！」 

若い 八百屋 は、 拳固の 背中で 悲憤の 涙 をぬ ぐって い 

る。 

「コ レ、 泣くな、 みっともない。 お前の 話で、 そのお 

町と いう 女の 気立て はよ く 読めた。 そんな 女 は、 思い 

切 つ てし まえ」 

「ソ、 その、 思い切る ことができ ねえので」 

「ナァ 二、 お 町 以上の 女房 を 見つけて、 見返して やる 

つもりで、 せっせと かせぐ がいい。 おれが おまえなら 

そうする」 

「ェ？ 先生が あっしなら —— 」 


と 八百屋の 青年 は、 急に いきいきと 問い返した。 泰 

軒先 生 は 二 ッコリ しながら、 

「ゥ ム、 おれが おまえなら、 そうするな ァ。 金に 眼の 

くれる 女なら 伊勢屋に 負けね え 財産 を 作って、 その 女 

をく やし がらせて やる」 

「よし！」 

と 八百屋 は、 歯が み をして、 

「あっし も 江戸 ツ子 だ。 スッ パリ あきらめ やした。 あ 

きらめて 働き やす …… へ え、 かせぎ やす」 

「ォ ォ、 その 気になって くれたら、 わし も 相談に のり 

がいが あつたと いう もの じ や。 サァ、 次 ッ！」 


「ァ ノ、 泰軒様 —— 」 

と、 細い 声 を 出した のが、 前列に すわって いる 赤い 

まるまげ 

手柄の 丸鬅 だ。 とんがり 長屋に はめず らしい、 色つ ぼ 

い 存在。 

一と 月 ほど 前に、 吉 原の 年が あけて、 この 二、 三 軒 

つけぎ や 

先の 付 木屋の 息子と いっしょ になった ばかりの、 これ 

でも 花恥ずかしい 花嫁 さま。 

「お前さんの 番か。 なんじ や」 

「ァ ノ、 あたし は 一生懸命に つとめて いるつ もりです 

けれど、 お 姑さん の 気に いらなくて、 毎日つ らい 朝夕 

を 送 つ て います けれど  」 


泰軒 先生 ケロリ として、 

「ふん、 そのよう すじ ゃァ、 お 姑さん の 気に いらね え 

の は あたりまえ だ。 自分で は 勤めて いるつ もりです け 

れど …… と、 その、 けれどが、 わしに も 気に いらね え」 

こうして 毎日 夜になる と、 泰軒 先生の 家 は、 この ト 

ン ガリ 長屋の 人事 相談所。 

付 木屋の 花嫁 は、 たちまち 柳眉 を さかだてて、 

「あら、 こんな こと だろうと 思った よ。 年寄り は 年寄 


リ 同士、 泰 軒さん も チラ ホラ 白髪が はえて いる もんだ 

から、 一 も 二 もな くお 姑さん の 肩 を もって」 

「コレ コレ、 そういう 心掛け だから、 おもしろくない 

の だ。 老人 は 先が 短い もの、 ときには むり を 言う の も 

むりで はない と 考えたら、 お 姑さん のむ りが む リじゃ 

なく 聞こえる だろう」 

「だって、 うちのお 姑さん たら、 何かとい えば、 あた 

くるわ 

しのこと を 廓 あがり だからと  」 

「そう 言われめ えと 思ったら、 マァ、 いまわしの 言つ 

たこと をよ く 考えて、 お 姑さん の 言う むり をむ りと 聞 

かないよ うな 修行 をしなさい。 そのうちに は、 お前 さ 


んか らもむ リの ひとつ も 言いた くなる。 そのお まえ さ 

んの むり もむ りではなくなる。 何 を 言っても、 むりが 

、〈，お £3 

むりで なくなれば、 一家 は はじめて 平 隠 じ や、 ハハハ 

ハ。 おわかり かな」 

「わち きに は、 お経の ようにし か 聞こえな いよ」 

「わち きが 出た ナ。 マァ、 よい。 明日の 晚、 亭主 をよ 

こしなさい。 さァ、 つぎ ッ！」 

「先生 ッ！」 

破れ 鐘の ような 声。 グイと 握った 二つ 折りの 手拭で、 

ヒョィ と 鼻の 頭 を こすりながら、 このと き 膝 をす すめ 

たの は、 長屋の 入口に 陣 どって いる 左官の 伝 次 だ。 


「今夜 は 一 つ、 先生に 白黒 をつ けて おもらいして えと 

はげ ちゃびん  しゃく 

思い やして ね。 この 禿 茶瓶が、 癩に触 わって たまら 

ねえんだ。 ャ イツ！ 前へ 出ろ、 前へ！」 

「こんな 乱暴な やつ は、 見た ことが ねえ。 泰軒 先生、 

わつ しから もお 願いし ます。 裁 きをつけて もらいて え 

もんで」 

負けずに 横合い からのり 出した は、 その 伝 次の 隣家 

ひとりもの  じい 

に 住んで いる 独身者のお 爺さんで。 

しょうとく いぬね こ 

「先生 も 御 承知のと おり、 わつ し は 生得、 犬 猫が すき 

で ごぜえ やして …… 」 

じっさい このお 爺さん、 自分で 言う とおり、 犬 や 猫 


がすき で、 商売 は 絵草紙 売りな の だが、 かせぎに 出る 

ことな ど 月に 何 曰と いうく らい、 毎 曰の ように、 そこ 

らの町 じゅうの 捨て猫 やら 捨て犬 を ひろって きて、 自 

分の 食う もの も 食わずに 養って いるの だが。 

それが このごろ では、 猫が 十六 匹、 犬が 十二 匹と い 

う 盛大ぶ り。 

犬 猫のお 爺さんで とおって いる、 とんがり 長屋の 変 

リ者 だ。 

「そっち は 好きで やって いる ことだろう が、 隣に 住む 

あっし ども は 災難 だ。 夜つ ぴて、 ニヤ アン ニヤ アン ヮ 

ン ワン 吠えく さって、 餓鬼 は 虫 を かぶる、 産前の かか 


ァは 血の道 を あげる という 騒ぎ だ。 あっし ゃァ この 親 

爺のと ころへ、 何度と なく どなりこん だんだ が …… 」 

「わが 家の 中で、 おれが かってな こと をす るに、 手前 

にと やかく 言われる いわれ はねえ」 

「何 をッ！ 汝が 好きな ことなら、 人の 迷惑に なって 

も かまわね え と言うの かッ」 

「マ ァ、 待て！」 

と泰 軒先 生 は、 大きな 手 を ひろげて、 二人 をへ だて 

な 力ら 

「これ は 爺さんに、 すこし 遠慮して もらわな くッ ちゃ 

きんじょが つ ぺ き 

ならね えよう だ。 人間 は 近所合壁、 いっしょに 住む。 


なァ、 いかに 好きな 道で も、 度 を はずして は …… 」 

r 泰軒 先生 ッ！ 屑 竹の 婆あが、 お願いが あって 参 じ 

ました」 

お 兼 婆さんの 大声が、 土間 口から —— 。 

四 

「そら、 見ろ！」 

と 左官の 伝 次が 犬 猫の 爺さん を きめつけた とき、 

「先生 様ッ！ ちょっと 自宅へ 来て ください ッ。 竹の 

野郎が、 また 酔つ ばらって 来て」 


叫びながら、 人 を かきわけて 飛び こんで きたお 兼 婆 

さん、 いきな リ泰 軒先 生の 手 をと つて、 遮二無二 引き 

たてた。 

大は、 まず 小より 始める。 

富 士の山 も、 ふもとの 一歩から 登り はじめる …… と 

いう 言葉が ある。 

日本の 世直しの ために は、 まず この 江戸の 人心から 

改めねば ならぬ。 

それに は、 第一に、 この 身辺の とんがり 長屋の 人気 

を、 美しい ものにしなければ ならない。 

と、 そう 思いた つた 泰軒 先生。 


乞われる ままに、 長屋の 人々 の 身の上 相談に のって 

いそうろう 

いるう ちに、 いつしか、 毎夜こう して、 先生が 居候 を 

きめこんで いる この 作 爺さんの 家に は、 とんがり 長屋 

の 連中が、 煩悶、 不平、 争論の 大小す ベて を 持ち こん 

できて、 押すな 押すな のにぎ やか さ。 

嫁と 姑の 喧嘩から、 旅立ちの 相談、 恋の悩み、 金 儲 

けの 方法、 良人に すてられた 女房の 嘆き …… いっさい 

がっさい。 

それ を また 泰軒 先生、 片 つばし から 道 を 説いて、 解 

決して やる のだった。 

まるで、 この 人事 相談が 蒲生泰 軒の 職業の ように 


なって しまったが、 むろん 代金 をと る わけで はない。 

H  )、、 ゝ 0 

た 力 

じゅんぼく 

淳朴な 長屋の 人達 は、 先生に 御 厄介 を かけて いる 

と いうので、 芋が 煮えた とい つ て は 持つ てく るし 継ぎ 

はぎ だらけの どてら を 仕立てて ささげて くる 者 も あれ 

ば …… 早い話が、 泰軒 先生に はっき ものの 例の 

びんぼう どく リ 

貧乏 徳利 だ。 

あれ は、 このごろ ちっとも 空に なった ことがない。 

と 言って、 先生が 自分で 銭 を 出して 買う わけで はな 

いので。 

知らぬ まに 長屋の 連中が、 お礼 心に、 そっと 酒 をつ 


めて おいて くれる —— 。 

泰軒 先生、 この とんがり 長屋に 来て、 はじめて 美し 

い 人情 を 味わい、 世 はま だ 末で はない。 ここに、 新し 

い 時代 をつ くりだす 隠れた 力が あると、 考えた の だつ 

た。 

近 ごろで は、 トン ガリ 長屋ば かりで なく、 遠く 聞き 

伝えて あちこちから、 思い あぐんだ 苦しみ や、 途方に 

くれた 世路 艱難の 十字路、 右 せんか 左 せんかに 迷って、 

とんがり 長屋の 王様 泰軒 先生のと ころへ かつぎこんで 

くる。 

先生が 来てから、 長屋の 風 は、 一変した のだった。 


眼に 見える ところ だけで も、 路地に は、 紙屑 一 つ 散 

ほうき 

らばって いないよう になり、 どぶ 板に は、 いつも 箒の 

目に 打ち水 —— 以前の、 大掃除の あとのよ うな とんが 

り 長屋の 景色から みると、 まるで 隔世の 感が ある。 

何かとい うと、 眼に 角た てた 長屋の 連中 も、 この ご 

ろで は、 

「おはよう ございます」 

「どうもよ いお 天気で  何 か 手前に できます 御用が 

あったら、 どうか おっしゃって ください まし」 

などと、 挨拶し あう ありさま。 

击 a 匕。 


その 泰軒 先生、 いま、 お 兼 婆さんに グング ン手を 引つ 

ばられ て、 屑 竹の 住居へ やって きた。 

五 

ふくろ 

「酒 は 飲む の もよ いが、 盃の 中に、 このお 母 の 顔 を 思 

い 浮かべて 飲む ようにい たせ。 いい 若い者が、 酒 を 飲 

む どころ か、 酒に 飲まれて しもうて、 その 体たら く は 

なにごと じ ゃッ」 

先生の 大喝に、 屑 竹 はヒョ ックリ 起き あがり、 

ながばん てん 

長 半纏の 裾で、 ならべた 膝 をつつ みこみ、 ちぢみあが つ 


ている。 

もうこれ でい いだろう …… と、 チラと 母親へ 微笑 を 

投げた 泰軒、 

「ほんと に 先生、 御足労 をお かけし まして、 ありが と 

うご ざいました。 これで 竹の 野郎 も、 どうにか 性根 を 

取り もどす でしよう。 どうもお 世話 さまで  J 

と 言う お 兼 婆 さ んの くどくどし た 礼 を 背中に 聞 い て 、 

出口へ さしかか ると、 

「オヤ …… ？」 

と 歩 をと めて、 先生、 足 もとの 土間の 隅 を のぞきこ 

んだ。 


「なんじ や、 これ は、 茶壺で はない か」 

つぶやきつつ、 手に 取り あげ、 灯に すかして ジッと 

みつめて いたが、 「ゥ ー ム」 と泰 軒、 うなり だした。 

「うう む、 きたない 壷 だな。 こんなき たない 壺が、 こ 

のとん がり 長屋に あって は、 長屋の 不名誉 じ や。 ィャ、 

眼 ざ わりになる。 じつに どうも、 古いき たない 壺 だナ」 

がまち 

と、 変な こと を 言いながら、 平然として、 上り 框の 

屑 竹 を かえりみ、 

「竹さん、 貴公、 どうして この 壺を 手に いれられ たか 

な？」 

また 叱られる のかと、 屑 竹はビ クビク しながら、 


「へ ェ、 まったく どうも、 こぎた ねえ 壷で、 申し わけ 

ございません」 

「ィ ャ、 そう あやまらんでも よろしい。 どこで、 この 

壺を ひろ つ て こられた か」 

「いえ、 ひろって きた わけで はない ので。 駒 形の 高麗 

屋敷の、 と ある 横町 を 屑ィ、 屑ィと 流して いますと、 

乙な 年増が、 チヨ イト 屑屋さん …… 」 

「コレ コレ、 仮声 は 抜きで よろしい」 

「恐れ入ります。 すると、 その 姐さん が、 これ は あま 

りきた ねえ 壺で、 見て いても 癩に さわって くるから、 

どうぞ 屑屋さん、 無代で 持って行って おくれと —— 」 


「駒 形の 高麗 屋敷？」 

と泰軒 は、 瞬間、 真剣な 顔で 小首 を ひねった が、 す 

ぐ 笑顔に もどり、 

「ィ ャ、 そうであろう。 誰 とても、 この よごれた 壺を 

ながめて おる と、 胸が 悪くなる。 こんな 不潔な 壺を長 

屋へ 置く こと はで きん。 竹さん、 わし はこの 壺をも 

ら つてい つて、 裏の どぶ ッ 川へ 捨てようと 思う が、 異 

存 はないで あろうな？」 

「異存の なんの つて、 どうぞ 先生、 お持ちな すって、 

打ち こわすな り、 すてるな り …… ふて ぇ壺 だ」 

と 竹さん、 母親のお かげで、 泰軒 先生に 叱られた うつ 


ぶん を、 土間の 茶壺に もらして いる。 

「では、 これなる 不潔な 壺、 ひっくくって まいる ぞ」 

泰軒 先生 は 笑い声 を 残して、 その 壺を 気味 悪そう に 

さげながら 屑 竹の 土間から 一 歩 路地へ ふみ 出た が。 

同時に、 その 表情 は 別人の ように、 緊張した。 

長屋の 洩れ 灯に、 だいじ そうに かかえた 壺を うち 見 

やりつつ、 

「こけ 猿よ、 とうとう 吾輩の 手に 来た ナ。 お前 は 知ら 

ずに、 世に あらゆる 災厄 を 流して おる。 サ、 もう どこ 

へ もやらん ぞ、 ァ ハハハ ハハ」 


丄八 

「わし は、 日夜 何者か 見張りの ついて おる からだ だ。 

今宵 一 夜と いえ ども、 この 壺を手 もとに 置く こと はで 

きぬ。 それに、 待って おる 者に 渡して、 はよう 喜ばし 

て もやり たいし —— 」 

ひとりご ちた 泰軒 は、 壷 を さげて 作 爺 さ んの 家へ も 

どりながら、 とほうに くれたの である。 

というの は。 

誰に この 壺を 持た してやろう？ 

作 爺さん は、 いつぞやの 病気 以来、 足腰の 立たない 


人間に なって しまった。 はって、 家の 中の こと だけ は 

できる けれど。 

とつお い つ 思案して、 路地 を ぶらぶら 歩いて くると 

たん。 

とんがり 長屋の 角に、 一丁の 夜 駕籠が とまった かと 

思う と、 

「代 は 今やる。 ちょっと 待って くんね え」 

おとな 

例によって 大人び た 幼 声 は、 まぎれ もない チヨ ビ安 _ 

とんぼ 頭 を 垂れから のぞかせて、 駕籠 を 出る が 早い 

か、 眼 ざと く 路地の 泰軒 先生 を 見つけた とみえて、 

いそうろう 

「ォ ゥ、 お 美 夜 ちゃんと この 居候 じゃァ ねえ か」 


バタ バタ かけよ つ て、 

「オイ、 イソ 的の 小父さん、 駕籠 賃を はらって くんな。 

酒代 もたん まりやつ てな」 

い き 

と 呼吸 を はずませ ている。 

泰軒 先生 は、 星の 輝く 夜空 を 仰いで、 わらった。 

「ワッハ ッハ、 子供 か 大人 かわから ねえ やつ …… 貴様 

は、 あの 丹 下 左 膳の 小姓であった ナ」 

「ゥ ム、 その 父上 左 膳の ことで 来たんだ。 とにかく 居 

候の 小 父ち やん、 銭 を 出して、 あの 駕籠 屋 をけ えして 

くんな よ」 

だが、 それ はむ りで、 泰軒 先生に お金が あれば、 左 


膳に 右手が ある。 

しかし、 血相 を 変えて いる チヨ ビ安 のよう すが、 た 

だ ごとで ない ので、 泰軒 先生の 一声に 応じ、 長屋の 誰 

かれが 小銭 を 出しあって、 チヨ ビ 安の 駕籠 賃を はらつ 

て やった。 

この 駕籠 は。 

チ ョ ビ安、 さき. 一 J ろから この お 美 夜ち やん の 家に い 

る泰 軒先 生 を 思い出して、 この場合、 その 助力 を 借り 

ようと 思いた つが 早い か、 あの 司 馬 寮の 焼け跡から、 

通りかかった 辻 駕籠 を ひろい、 一散にとば してきた も 

ので。 


ふところに 小石 を 入れて ふくらまし、 

「金 はこのと おり、 いくらでも 持って いる。 酒代 も惜 

しみ はせ ぬ ぞョ」 

などと チヨ ビ安、 例の 調子で、 ボンと 胸 をた たいた 

りして 見せた もの だから、 子供 一人の 夜歩き、 駕籠 屋 

はた ぶんに いぶかりながら も、 ここまで 乗せて 来たの 

だった。 

「それで 小 父ち やん、 おいらが、 その、 父上の 落ちた 

穴の まわりに うろついて いると、 夜に なって、 町人 や 

すき  くわ 

ら 百姓の かっこう をした やつらが、 鋤 や 鍬 を 持って 

やって きて、 おいら を 押しの けて、 ドン ドン 穴 を 埋め 


ようとす る じゃァ ねえ か。 多勢に 無勢、 あたい はスタ 

コ ラ 逃げ出して、 駕寵で ここ へ とんで きた わけ だが、 

もう 穴 は 埋まった に 相違ね え。 ねえ 小 父ち やん。 お前 

はとっても 強い 人 だって、 丹 下の 父上が 始終 言って い 

たよ。 どうぞ 後生 だから、 おいらと いっしょに 現場へ 

いって、 父上 を 助けてお くれで ないか。 ょゥ、 よ ゥ！ 

拝む から」 

小さな 顔 を 真っ赤に、 涙 を 流して 頼む チヨ ビ安 を、 

じ つ と 見お ろして いた 泰軒 居士、 

「ナ 二？ 左 膳が 生きう めに？ それ は 惜しい。 使い 

ようによ つて は、 使える 男 だ。 よし！ 心配す るな。 


小 父 ちゃんが 行って 助けて やろう」 

七 

けれど、 この 壺 である。 

こけ 猿の 茶壺 を 片手に、 蒲生泰 軒、 考え こんでいる 

とんき ようごえ 

と、 それに 眼 をつ けた チヨ ビ安、 頓狂 声 を あげて、 

「ャ ァ、 あたいと 父上が、 一生懸命に まもって きた 壺。 

こないだ 父が、 どこから か 持って きたのに、 どうして 

ここに あるんだ い」 

「シ ッ！ 大きな 声 を 出すな。 この 壺は、 それと は 違 


う」 

「ィ ャ、 同じ 壺だ。 あたいに は、 ちゃんと 見 おぼえが 

あら ァ」 

「これ、 この 壺 のこと を かれこれ 申すなら、 左 膳 を 助 

けに 行つ て はやらぬ ぞ」 

「ァ ラ、 チヨ ビ安 さんだ わ。 チヨ ビ さんだ わ」 

声 を 聞きつ けたお 美 夜 ちゃんが、 家から 走り出て 来 

て、 

「安さん！ あんた、 まあ、 よく 帰って きた わね え」 

「ォ ゥ、 お 美 夜ち やん か。 会いたかった、 見たかった」 

なんかと チヨ ビ安、 いっぱし のこと を 言って、 お 美 


夜 ちゃんの 手 をと ろうとす ると、 ハツと 何事 か 思いつ 

レ た泰 生 

「コラ コラ、 チヨ ビ安 とやら、 ただいま はそんな こと 

を 言うて おる 場合で は あるまい。 生きう めに な つ た 丹 

下 左 膳 を 助け出しに …… 」 

「ォ ゥ、 そうだ！ お 美 夜ち やん！ いずれ、 つもる 

話 は あとで ゆっくり —— 小 父ち やん！ さあ、 行こう」 

「待て！」 

と泰 軒先 生、 お 美 夜 ちゃんの そばに しゃがみ こんで、 

「今夜 はお 美 夜 ちゃんに も、 ひと 役 働いて もらわねば 

ならぬ」 


と、 何事 か、 そっと その 耳に ささやけば、 お 美 夜ち や 

んは、 かわいい 顔 を 緊張 させて、 しきりに うなずいて 

いた。 

それから まもなく だ つ た。 

二 組の 人影が、 この とんがり 長屋の 路地 口から 左右 

うるし 

にわかれ て、 漆よりも 濃い 江戸の 闇へ 消えさつ たの 

だが …… 。 

その 一つ は、 泰軒 先生 をうな がして、 一路 穴埋めの 

げんじょう 

現場 へ いそぐ チヨ ビ安。 

もう 一 つ の 小さな 影 は。 

大きな 風呂敷で こけ 猿の 茶壺 をし つかと 背負 つたお 


美 夜ち やん、 淋しい 夜道に、 身昏 ほど も ある 小 田原提 

灯 を ブラ ブラ させて、 一 人 とぼとぼ 歩きに 歩いた 末。 

生まれてから、 こんなに 遠く 家 を はなれた ことのな 

いお 美 夜ち やん。 

しかも、 夜中。 

両側の 家 は、 ピッ タリ 大戸 をお ろして、 犬の 遠吠え 

のみ、 まっくらな 風に 乗って くる。 作 爺さん は 足が き 

かないので、 お 役に はたたず、 朝まで 待てない 急な 御 

用と きかされて、 怖 いのも、 淋し いのも 忘れた お 美 夜 

ちゃん は、 背中に しょった こけ 猿が、 疲れた 小さな か 

ら だに、 だんだん 重み を 増して くるの を おぼえながら、 


いくつと なく 辻々 を 曲がり、 町々 をへ て、 やがて 来 か 

さくら だ もん 

かった の は 桜 田 門の 木戸。 

番所 を かためて いる 役人が、 驚いて、 

「コレ コレ、 小娘、 貴様、 寝ぼけた ので は あるまい な。 

そんな 物 をし よ つ て どこ へ 行く？」 

六尺 棒 を 持った もう 一 人が、 そばから 笑って、 

「おおかた、 引っ越しの 手伝いの 夢で も 見た ので あろ 

う」 

「いいえ！」 

とお 美 夜ち やん は、 ここが 大事な ところと、 かわい 

い 声 を はりあげ、 


やくたく 

「あたしね、 南のお 奉行 様のお 役宅へ 行 くんです の。 

とおして くださいな」 

八 

とびよ し 

「ォ ウイ、 ガラツ 熊！ 鳶由 ッ！」 

真夜中の トン ガリ 長屋に、 大声が 爆発した。 

声 は、 まるで トンネル を つっぱしる ように、 長屋の 

はしから はしへ ピ ー ン とひび いて ゆく。 

叫んだ の は、 この 長屋の 入口に 巣 をく つて、 口き き 

いしきん 

役 を 引き受け ている 石屋の 金さん …… 石 金さん。 


名前 だけで も、 えらく 堅そう な 人物。 

その 堅い ところが、 この とんがり 長屋の 住民の 信用 

を ことごとく 得て、 まず、 泰軒 先生に つぐ 長屋の 顔役 

なの だ。 

今。 

その 石 金さん が、 あわてふためいて 路地 を 飛び出し 

て、 こうどな つたの だからた まらない。 

まるで 兵営に 起床 喇叭が 鳴り ひびいた ように、 ズラ 

リ とならぶ 長屋の 戸口に、 一 時に 飛び出す 顔、 顔、 顔。 

ガラツ 熊 は、 まつ 裸の 上に 印ばん てん 一枚 引っかけ 

て。 


鳶由 は、 つんつ るてんの 襦袢 一まい のま ま。 

そのほか、 灰 買いの 三吉。 

さいもん はんこう 

でろ りん 祭文の 半 公。 

かさ  なんぶろ うにん  ほその どの 

傘 はりの 南部 浪人、 細 野 殿。 

ねまき  まなこ 

寝間着の 若い 衆、 寝ぼけ 眼のお かみさん、 おどろい 

た 犬、 猫まで 飛び出して、 長屋 はにわ かに 非常時 風景 

だ。 

寝入りば なを 石 金の 濁声に 起こされて、 一 同、 何が 

何やら わからない。 

「相手 は 誰 だ、 相手 は ッ？」 

まき 

「なんだい、 お前さん、 そんな 薪 ざつぼう など を 持つ 


てサ」 

「や！ 暄曄 じゃあね えの か」 

はんしょう 

「半鐘が 鳴らね え じ やねえ か。 火事 は どこ だ」 

「いや、 火事で もない。 喧嘩で もない」 

長屋の 入口に つつ 立った 石 金 は 路地 を 埋める 人々 へ 

向かって、 大声に、 

「ォ ゥ、 おめ えら、 このごろ すこしで も、 この 長屋が 

住みよ くな り、 また、 困った ことがあり ゃァ、 持ち込 

んで 行ける と 思って 安心して いられる の は、 いったい 

どなたの おかげ だか、 わかって るだろう な」 

路地 いっぱいの 長屋の 連中、 ガヤ ガヤして、 


r 泰軒 先生 だ」 

とぴ よし 

と、 いう 鳶 由の 声に ついで、 

「そのと おり！ 泰軒 先生 は、 おれたちの 恩人 だ」 

「泰 軒先 生あって の、 トン ガリ 長屋 だ」 

みな 大声に わめく。 

「そこで だ  」 

群衆へ 向かって 話しかける 石 金の 足 もとへ、 心き い 

た 誰かが、 横合いの 芥箱を 引きずり 出して きて、 

「サ ァ、 これへ 乗って おやりな せえ、 声が よく 通る だ 

ろう」 

石 金 は その 芥 箱のう えに 立ち あがって、 


「オイ、 その 大恩 人の 泰軒 先生が、 いま 眼の 色 を 変え 

て、 向島の ほうへ すっとんで いらし つた」 

と、 演説 を はじめた。 

期せず して、 深夜の 長屋 会議の 光景 を呈 している。 

「この間まで、 作 爺さんの 隣家に 住んで、 おれ 達の 仲 

間だった チヨ ビ 安が、 先生 を 迎えに 来たの だ。 なに や 

ら ただならぬ 出来事ら しい こと は、 チラと 見た 先生の 

顔つきで、 おら ァ 察したん だ。 先生と 安の 話から、 

しぶえ むら  しばりよう 

渋 江村の 司 馬 寮の 焼け跡と いうの を 小耳に はさんだ が、 

そこに 何 ごと かあつて、 先生 はとんで いった ものと み 

える。 おめえ らも、 トン ガリ 長 屋 と 江戸に きこえた 連 


中なら、 よも や 先生 を 見殺しに ゃァ しめえ ナ」 

九 

真夜中の 住民 大会。 

塵埃 箱 の 上に 立ち あがった 委員長 石 金さん の 舌端、 

まさに 火 を 発して、 

「おれたちが こうして いられる の も、 泰軒 先生のお か 

げ だと 思 や あ、 これから 押し だしてい つて、 先生に 加 

勢 をす るのに、 誰 一人 異存の ある 者 は あるめえ」 

ヮ— ッ とわいた 群衆の 叫びの なかに、 奇声で 有名な 


ガラツ 熊の たんかが ひびいて、 「ャ ィ、 石 金の もうろく 

親爺め、 ォ タン チンの げじげじ 野郎め、 わらじの 裏み 

てえ なつら ァ しゃがつ て、 きいた ふうの こと をぬ かす 

ねえ」 

ィャ どうも、 こういう、 字引に もない 言葉 を 連発す 

る 段になる と、 ガラツ 熊、 得意の 壇場 だ。 

「ヱ、 コゥ、 石 金め、 乙う きいた ふうな 口 をた たく ぜ_ 

異存の ある 者 は あるめえ たァ、 なんでえ。 誰 ひと リ異 

こぼし 

存 があって おたまり 小 法師が ある もんか、 な あおい、 

しんば リ ぼう 

みんな …… 棒つ 切れで も、 心 張 棒で も かついで つて、 

先生に 刃向かう やつら をた たきの めして しめえ」 


「そうだ、 そうだ！ 泰軒 先生に 助太刀す るのに、 文 

句の ある やつが ある もんか」 

「石 金 も 気をつけて もの を 言う が い い」 

「ォ ー ィ、 みんな！ このままで 押し だせ ッ」 

ヮッシ ョィ、 ヮッ ショィ …… まるでお 神輿 を かつぐ 

ような 騒ぎ。 

「細 野 先生！」 

と 誰かが、 この 長屋の ひとりで、 尾羽 打ち 枯らして 

傘 を はって いる 南部 浪人へ 呼びかけて、 

たけみつ 

「こういう とき ァ、 痩せても 枯れても お 侍 だ。 竹光で 

もい いから 一 つ 威勢よ く 引つ こぬ いて、 先に 立って お 


くんな せえ」 

「言う にやお よぶ。 泰軒 氏の ためと あらば、 拙者 水火 

もい とい 申さぬ。 ソレ おのおの 方 ッ！」 

なんかと、 細 野 先生、 継ぎはぎ だらけの 紋 つきの 尻 

を はしょって、 一刀 を 前半に たば さみ、 ドン ドン かけ 

だした。 

「ソ レ、 先生に おくれるな」 

えもの 

「なにも 獲物の ねえ やつ は、 かまわね えから、 相手の 

咽喉 ッ首 へく らいつ いて やれ」 

やおや はつ  てんびんぼう 

「オイ、 八百屋の 初さん、 そんなお めえ、 天秤棒な ど 

かつぎだして、 どうしょう つてんだ」 


「な あにね、 これで 相手の 脛 を かっさらって やり まさ 

あ」 

「ォ ー ォ ー、 糊屋の 婆さん、 戦場に 婆さん は 足 手 まと 

いだ。 おめえ はま ァ、 家に 引つ こんでい なせえ よ」 

「何 を 言って るんだ よ。 うちの 次男坊の 根性 を 入れ か 

あくしょ 

えて、 悪所 通い を やめさせ てくだす つたの は、 どなた 

だと 思う。 みんな 泰 軒先 生じ やない か。 その 先生の 一 

大事に、 婆あ だって 引つ こんで いられます か。 これ 

なむ あみだぶ つ 

だって、 石の 一 つぐら いほうれ らァ ね。 南無阿弥陀仏 

南無阿弥陀仏」 

とんがり 長屋の 一同、 どっと 一 団 にな つ て 押し だし 


ました。 

はんてん とびぐち 

下帯 一 つに むこう 鉢巻の もの、 尻切れ 半纏に 鳶口 を 

ひっかつ ぐ やら、 あわてて 十能 を 持ち出し たもの など。 

思い思いの 武器。 

文字 どおりの 百鬼夜行 …… 。 

r 泰軒 先生 を 助けろ！」 

「チヨ ビ安を 救え！」 

深夜の 町 を、 この わめき 声が、 はるか 向島の ほうへ 

とスッ 飛んで ゆく。 

とびよ し 

石 金、 ガラツ 熊、 鳶由、 細 野 浪人、 この 四天王 格。 

先頭に たって。 


たいへんな 助勢。 

十 

「それで は、 われら は、 この 源三郎 身が わりの 焼死体 

と、 偽の こけ 猿の 焦げた 壺を 守って、 お 蓮の 方と もど 

も、 これより ただちに 道場へ 引つ 返し、 源 三郎の 死ん 

だ ことと、 こけ 猿の 壺 なる ものの もう 世の中から なく 

なった こと を、 すぐに も 発表す る 手 はず だから、 よい 

まう 

か、 その 方 ども は 一刻 を 争い、 このお とし 穴 を 埋めて 

しまえ。 手ぬ かりのない ようにい たせよ」 


戸板に のせ、 白 布で おおった 身が わりの 死骸と。 

真っ黒に 焼けた、 にせの こけ 猿と。 

この 二つ を 先にた てた 峰 丹 波の 一 行。 

お 蓮 様 を 中に、 さながら 葬式の 行列よ ろしく、 闇 を 

しゅくしゅく 

ふくんで 粛 々と 寮の 焼け跡へ さしかかった。 

月の ない 夜 は、 ふむ 影 もない。 

す き 

つい 一昼夜 前まで、 この あたりに めずらしい、 数寄 

を こらした 寮の 建物の あった あたり、 焼け 木が 横たわ 

り、 水と 灰に よごれた 畳、 建具が ちらばり …… まだ 焼 

け 跡の 整理 もつ いていない。 

何 一 つ 落ちても いないのに、 食 を あさる 痩せ 犬 も、 


ものさびしい。 

行列の 殿 をお さえて 行く 峰 丹波ガ ッシリ したから 

だ を そこで 立ち どまら せて、 穴埋めの 役割の 連中へ、 

そう 最後の 命令 をく だした。 

町人 体、 百姓 風に 扮 した 道場の 弟子 ども、 いま、 手 

に 手に 小屋に あった 農具 を 持って、 葬列 を 見送り かた 

がた、 ここまで いっしょに 来たと ころ だ。 

別れる の だ、 ここで。 

しゅしょ う 

丹 波と お 蓮 様 は、 悲しみの 顔 をつ くって、 殊勝げ に、 

これから ショボ ショボ と 妻 恋 坂へ。 

さ いりょう かく  ゆうき さきよう 

残る 穴埋め 係の 中から、 宰領 格の 結 城 左 京が 進み 


出て、 

「御 師範代、 御 心配 無用」 

と 丹 波へ 笑い かけ、 

「これから すぐに 埋めに かかれば、 ナニ、 さほどの 仕 

事で は ござりません。 たちまち のうちに ふさぎ 得 ま 

しょうほ どに、 一刻ば かりの 後に は、 途中で 追いつく 

で ございましよう」 

「ゥ ム、 いそいで やってくれ。 水 はもう、 だいぶ 穴へ 

たまつ ている ことで あろうな」 

さんぼうし がわ 

「むろん、 すでに 水浸しで ござろう。 この 三方 子 川の 

川底から、 細き 穴 をう がち、 はじめは 点々 と 水の した 


たるよう に 仕組みお きました が、 その 穴が だんだん 大 

きくな リ、 ドッと 水が 落ち こんだ にき まっています。 

今ごろ は 土左衛門が 二つ、 この 地の 底に …… はつ はつ 

ま」 

「そこ を また 土葬に する のじ や。 これで は、 いかな 伊 

賀の 暴れ ン坊 も、 また かの 丹 下 左 膳と いえ ども、 二つ 

の 命がない かぎり、 一 一度と われらの 面前に 立つ こと は 

なかろう。 いや、 これで 仕事 はでき あがった という も 

のじ や。 では、 われら 一足先へ まいる から ナ」 

言葉 を 残して、 丹 波の 一 行 は そのまま、 さながら 悲 

しみの 行列の ように、 底 深い 夜の 道へ と 消えて 行く。 


お 蓮 様の みは、 これでい よいよ 源 三郎が 地底の 鬼と 

なる のかと 思う と、 さすがに、 心 乱れる ようすで、 

「今と なって、 源 様 を 助けよう とも 思わなければ、 ま 

た、 もう 手遅れに きまって いる けれど、 せめて は、 水 

にっかった 死骸な リと 引き あげて、 回向 を 手 向け、 

ぼ；. こ 、- 

菩提 をと むらう ことにしたら …… 」 

その 声 を 消そうと、 峰 丹 波 は 大声に、 

「御 後室 様、 おみ 足が お疲れで は ございませ ぬか。 サ 

ァ、 出発、 出発！」 

と、 さけんだ。 


十 一 

お 蓮 さま は それでも、 後ろ髪 を 引かれる 思い。 

「源 様ッ  源三郎 さま ッ！」 

胸 をし ぼる ような 最後の ひと 声。 

かけ もどって、 おとし 穴 を のぞこう とする お 蓮 様に、 

きっと 眼く ばせ して 丹 波が 下知。 ほとんど 手取り 足 取 

リ にかつ がんば かリ …… 。 

前後左右 からお 蓮 様 をと りかこんで、 行列 は、 歩 を 

おこして 去った。 

あとに は、 穴埋め 役の 一 同。 


生 あたたかい 風の 吹く 深夜の 焼け跡に 同勢 七、 八 人、 

あんまり 気持よ からぬ 顔 を 見 あわせて、 

「穴の 底に おぼれて る やつ を、 土で 埋 ずめ リ ゃァ、 こ 

れ ほど 確かな 墓 はねえ。 目印に、 捨て石の 一 つもお つ 

立てて おいて や るんだ な」 

むえんぼとけ 

「後年、 無縁仏と なって、 源 三郎塚 …… とで も 名が つ 

くで あろうよ」 

しめった 夜気に 首 をす くめて、 誰かが 大きな くさめ。 

「ハ アツ クシ ョ ィ！ そろそろ 始めよう では ござらぬ 

力」 

「フン、 気の きかね え 役割 だ。 こんな 仕事 は、 早くす 


ませる にかぎ る」 

「しかしな ァ、 なるほど 穴 は、 細い ものにすぎ ぬが、 

下へ いって、 かなり 大きな 部屋に 掘り ひろげて あると 

いうで はない か。 そこまで 埋める となると、 七 人 や 八 

人で は、 朝まで かかっても 追いつくまい」 

「そうだ、 最初に、 大きな 石の 二つ 三つ もころ がし こ 

んで、 穴の 途中 をふさぎ、 その上から 土 を かぶせれば 

よいで はない か」 

ゆうき さきよう 

それ は 思いつき だとば かり、 結 城 左 京 を はじめ 二、 

三人が、 手ごろの 石 を 見つけに あたりの 闇へ 散らば つ 

て 行く。 


すき くわ 

ほかの やつら は、 鋤 や 鍬 を かついで、 おとし 穴の ふ 

ちへ 集ま つ てきた。 

左 膳の おちこんだ ときの まま、 張り 渡して あった、 

うすい 焼け 板が、 割れ 飛んで いる。 

穴の 底 は、 一段と 闇が 濃く、 気のせい か、 轟々 と 水 

音の こもって 聞こえる の は、 いよいよ 三方 子 川の 底が 

抜けて、 地下室 全体、 水 部屋に なって いるの か …… 。 

もう、 左 膳 も 源三郎 も、 ふくれあがった 二 個の 溺死 

体に 相違ない。 水に 押し あげられ、 土の 天井に はさま 

れて、 いかに 苦しい 死 を …… そう 思う と 一同、 さすが 

に、 あんまり いい 気持 はしない ので。 


穴の 中から は、 うめき 声 ひとつ あがって きません。 

濁水 をのむ 墓。 

チヨ ビ 安の 姿 も、 すでに 付近に 見えない。 人っ子 ひ 

とりいな いので 安心し きった 七、 八 人、 すぐ 仕事に と 

リ かかれば いいのに 1 0 

今の いままで、 物置 小屋で さんざん 飲んで きた 祝い 

それが 戸外へ 出て、 ドッと 夜風に 吹かれる と 同時に、 

一 度に 発した 酔い。 

「マ ァ、 そうせく こと も あるまい」 

ひとりの 言葉 をい いこと に、 みんな 穴の まわりに す 


わりこんで しまった。 そして、 足で 土 くれ を 落として 

みながら、 気味 わるそう にだ まりこく つてい る。 

石 を さがしに 行った 結 城 左 京ら 二、 三人 は、 近くの 

暗中 をゥ ロウ 口して いるら しく、 帰って くるよう す も 

ない。 

「結 城 どの、 石 はあった か ナ？」 

穴の ふちから、 たれ かがき いた。 と、 

「石で ふさがず、 貴様ら のから だで ふさ げば よ い 」 

うしろで、 暗黒が 答えた。 

十二 


石で 穴 を 埋める かわりに、 貴様た ちのから だで 埋め 

るから、 そう 思え  。 

太い 濁声が、 闇から わいて— …… 。 

ギヨ ッ として とびのいた、 穴の まわりの 連中、 暗黒 

をす かしてお よび 腰 だ。 

ゆうき ど の  さきよう ど の 

「お、 おい、 結 城 殿、 左 京 殿。 何 を 冗談 を 言う の だ I 

I」 

最初 は、 ほんと に、 石 を さがしに いった 結 城 左 京が、 

ザ J つ そり 帰 つてき て、 ふざけて いるの だと 思った ので。 

「い いか げんう すッ 気味の わるい 役目 を 引き受けて、 


おっかなび つくりの ところ だ。 おどかしつ こなしに し 

よう ぞ」 

そんな こと を 言いながら、 ふと 思 つたこと は。 

どうも、 声が ちがう  ？ 

そのと たんに、 

「ゥフ フフ フフ、 だいぶ 胆を ひやした ようじ やが、 そ 

の 調子で は、 墓 埋めな どと いうす ごい 仕事 はっと まる 

まい テ、 わつ はつ はつ は」 

また 大声が、 眼の 前に 爆発して、 暗黒が 凝った かと 

見える 一塊の 人影が、 ノ ッソリ 立ち 現われた。 

それでも。 


穴の まわりの やつら は、 まさか ここへ じゃま 者が 飛 

びこんで こようと は 考えない から、 あくまでも、 仲間 

の ひとりと 思い こんで、 

「石が あつたかと、 きいて いるんだ」 

「さ つ さと 埋ず めて、 引き あげよう では ござらぬ か、 

ゆうきう じ 

結 城 氏」 

口々 につぶ やきながら、 こわそう に 二、 三 歩ず つ 後 

ず さり。 

だが。 

結 城 左 京に して は、 チト からだが 大きい。 

かれ 左 京、 突然 妙な 服装 をして ここに もどって きた 


力  

この 拍子に、 暗がりで 何も 見えない 彼ら も、 一 時に 

合点が いったと いうの は。 

眼前の 大きな 黒 法師の 横から、 子供の 声が して、 

「居候の 小 父ち やん、 この 穴 だよ、 父上が 落ち こんだ 

の は！ 早く こいつら を 追っぱらって 助けて ちょうだ 

いよ。 ねえ、 イソ 的の 小 父ち やん！」 

「ャ ャッ！ この 子 ッ？， - 

「ゥ ム！ 宵の口まで、 この 穴の まわ リを うろつき、 

ちゃん  ちちうえ 

父上、 父上！ と 左 膳 を 呼ば わって いたかの 少年！」 

すき くわ 

異口同音に さけんで、 穴埋め 組 は、 一 度に 鋤、 鍬な 


ど を ふ りかぶ つ て 身が まえた。 

黒い 影の 足 もとから、 小さな 影が 走り出て、 おとし 

穴の ふちへ かけ 寄り、 

ちゃん 

「父！ 父上！ ヨウ！ まだ 生きて いるの？」 

「ォ— ィ、 結 城 殿 ゥ！」 

一同 は、 頭の てっぺんから 出る ような 声で、 しきり 

に 仲間 を 呼び集める。 

「石な ど は、 もうどう でもよ い。 じゃまが はいった！ 

こっちから 先に 片 づけねば …… 」 

「何 ィ？ じゃまが？」 

あちこちの 暗黒に 声が して、 散らばつ ていた 結 城ら 


二、 三人が、 あた ふた こっちへ 来る ようす。 

泰軒 先生 はどうす るかと 思う と、 この 危機に およん 

でも 手から 離さず、 トン ガリ 長屋から 飛んで くる 間ぶ 

ら さげて きた、 例の 一 升 徳利 を かたむけて、 グ ピリと 

ひと 口、 飲んだ もの だ。 まず、 勢い をつ けて ：：： とい 

うわけ。 

「こいつら ァ！ あの 丹 下 左 膳て え 隻眼 隻 腕の 化け物 

は、 なるほど 世の中に 役に たたぬ 代物 じ やが、 しかし、 

農工 商 を いじめながら 徳川 におべ つか をつ かう 武士と 

いう 連中に あいそ をつ かし、 世 を 白眼視して おる 点で、 

吾輩と 一脈相通ずる ところの ある 愉快な やつ じ や。 そ 


れ をなん ぞゃ！ 腕で かなわず、 この 奸計に おとし 入 

るると は、 卑怯 千万 …… ！」 

十三 

武器 を 持って いないの が、 一期の 不覚だった。 

ゆうき さきよう 

刀 を 帯して いるの は、 結 城 左 京 ほか、 二、 三人 だけ。 

他の 連中 は、 商人 や 百姓に 扮 した まま、 穴埋めに 出 

くわ すき 

て 来たの だから、 納屋に ころがつ ていた 鍬 や 鋤 を ひつ 

かついで いる …… これで は、 いまこ こへ 現われた 異様 

な 人物に、 対抗の しょうがない。 


物置 小屋へ ひっかえ して、 両刀 を 取って くる —— 一 

同の 頭に ひらめい たの は、 この ことだった。 

がっそう  す あわせ 

合惣を 肩まで たらし、 むしろの ような 素 袷に 尻切れ 

草履。 貧乏 徳利 を ぶらさげて、 闇につつ 立って いる 泰 

軒先 生 —— …… これ を泰 軒先 生と は 知らないから、 司 

馬 道場の 連中 は、 めつぼう 気が 強い。 

結 城 左 京が 一歩 進み出て、 

「われら は、 火事に 焼けた 当家の 者、 あと 片 づけに 来 

たまでの ことです。 どなた か存ぜ ぬが、 何やら 言いが 

かり をつ けられる と は、 近 ごろ もって 迷惑 至極 —— 」 

やちゅう 

「夜中 をえ らんで 焼け跡の 整理と は、 聞こえぬ 話 だ。 


穴で も 埋める 仕事が あるなら、 わし も 手つ だって やろ 

うかと 思つ てナ」 

左 京 は、 つと 仲間 を ふり 返って、 

「こいつ はおれが 引きう けた。 かまわぬ から、 すぐ 埋 

めにかかれ」 

「小 父ち やん、 居候の 小 父ち やん！ 早くお 父上 を 引 

き 出して おくれよ。 両手が あっても はい あがれな いの 

に、 片手 じゃァ どうす る こと も できねえ だろう。 もう 

死んだ かもしれ ない ねえ、 小 父ち やん」 

穴の まわりに 立ち さわぐ チヨ ビ安 をめ がけて、 鋤 や 

1 が 殺到した。 


「えい ッ、 小僧、 そこの けッ ！」 

その 一人の 横顔へ、 やにわに 振り まわした 泰軒 先生 

の 一 升 徳利が、 グ ワン！ と 当たって、 

「ォ ッ！ なんだか 知らぬ が、 ばかに かたい、 大きな 

拳固 だぞ」 

打 たれた やつ は、 頭 を かかえて よろめきながら、 感 

心して いる。 

泰軒 先生に 斬りつ けて、 みごとに かわされた 

ゆうき さきよう  じつぼう しらぬい 

結 城 左 京 は、 さすがに 十 方 不知火 流の 使い手、 瞬間に、 

これ は 容易なら ぬ 相手と 見破りました。 

「ャ！ おれ 一人で は 手に おえぬ。 おのおの 方、 刀 


を！ 刀 を  」 

一同 は 鋤 や 鍬 を そこへ 投げす てて、 もと 来た 森 かげ 

の 物置 小屋へ、 一 散 走りに 引つ 返して ゆく。 

みなが 来る まで、 なんとかし てこの 場 をつな ごうと 

左 京が 泰 軒へ 白刃 をつ きつけて、 静かな 構えに はいろ 

うとした とき！ 

嵐の ような 多人数の 跫 音が、 地 を とどろかし てこつ 

ちへ 飛んで くる。 

驚いた の は、 左 京 だけではなかった。 泰軒も チヨ ビ 

安 も、 闇 をす かして 振り かえると、 

「先生 ッ、 先生 イツ！」 


ガラツ 熊の 声 だ。 

「トン ガリ 長屋が、 総出で 助太刀に めえ り やした」 

おどりあがった チヨ ビ安、 

r ャァ、 石 金の 小 父ち やんだ！ 鳶 由の 兄ち やんだ！ 

ああ、 長屋の 細 野 先生 もい る」 

「いかがな されました、 泰軒 先生」 

r ィャ、 これ はおれが 引きう けたから、 早く その 穴 を 

掘リ かえして —— 」 

泰軒 先生、 さっき 左 京の 言った のと、 同じ 言葉 をく 

りかえ す。 それ を チヨ ビ 安が、 いそいで 説明して、 

「ォ ウイ、 長屋の 衆、 この 穴の 中に、 あっしのお 父上 


が埋ず まってい るんだ よ。 そこらに、 鍬 や 鋤が ほうつ 

て あるだろう。 ォゥ、 みんな 手 を 貸して くんな！」 

十四 

それ は、 世に も ふしぎな 光景だった。 

あさく さリ ゆうせん じ 

浅 草 竜 泉 寺の 横町から かけつけた、 トン ガリ 長屋の 

はんてん 

住民 ども、 破れ 半纏のお 爺さん やら、 まつ 裸の 上に 火 

さしこ 

消しの 刺子 を はおった、 いなせな 若い者 や、 ねんね こ 

半纏で 赤ん坊 をし よった おかみさん、 よれよれ 寝間着 

の 裾 を はしょった お婆さん —— まるで 米騒動 だ。 てん 


くわ  すき 

でに、 そこらに 散らばつ ていた 鍬 や 鋤 を ひろいあげて、 

一 気に 穽を 掘リ ひろげ はじめた。 

「この 下に、 あたいのお 父上が 埋まって いるんだ よ。 

早く、 早く！」 

と、 チヨ ビ安 は、 穴の まわり を おどりあがって、 狂 

いさけ ぶ。 

チヨ ビ 安の 父？ 

と 聞いて、 長屋の 人達 は、 びっくりした。 

以前 チヨ ビ安 は、 この こけ 猿 騒動に まきこまれる 前 

ところてん 

まで は 、やはり、 とんがり 長屋に 巣 を 食つ て、 夏 は 心太 、 

あまざけ 

冬 は 甘酒の 呼び売り をして いたの だから、 その 身の上 


は、 長屋の 連中が みんな 知っている —— 。 

あたいの 父 は どこへ 行った ：：•• あの 唄 も、 みなの 

耳に 胝が できる ほど、 朝晚 聞かされ たもので、 この チヨ 

ビ 安に は、 父 も 母 もない はず。 

遠い 伊賀の 国の 出生と だけで、 その わからぬ 父母 を 

たずねて、 こうして 江戸へ 出て、 幼い 身空で 苦労して 

いると 聞いた チヨ ビ安。 

てて お、 

その、 チヨ ビ 安の 父親が、 この 穴の 下に 埋められて 

いると いうんだ から、 とんがり 長屋の 人々 は、 驚きの 

つぎに、 ヮァ ー ッと 歓声 を あげました。 

おやじ 

「オイ、 安 公の 親父が 見つかつ たんだと よ」 


「ソ レツ！ チヨ ビ 安のお やじ を 助けろ ッ！」 

貧しい 人た ちほ ど、 涙ぐまし いくらい、 同情心が 深 

いものです。 

人の 身の上が、 ただちに 自分の 身の上な の だ。 トン 

ガリ 長屋の 連中 は、 もう 一 生 懸命。 男 も 女 も、 全身の 

力 を 腕へ こめて 穴 を 掘って ゆく。 

ふだん はめつぼう 暄 曄っぱ やい、 とんがり 長屋の 住 

人 だが、 この美し い 人情の 発露に は、 チヨ ビ安も 泣か 

されて しまいました。 

「ありが てえ なァ。 おいらの 恩人 は、 この 長屋の 人た 

ち だ。 いっか 恩げ えし をして えもの だな あ …… —— 」 


うれし 涙 を はらって、 チヨ ビ安、 ひと リ言。 

穴の 周囲 は、 戦場の ような さわぎです。 糊屋 のお 婆 

さんまで、 棒 きれ を ひろって きて、 土 を ほじく つてい 

る。 これ は 助けになる よりも、 じゃまになる よう だが 

……  うしろの ほうで 突然、 トン ック、 トン ックと 

うち わだいこ  ほっけつ しゅう 

団扇 太鼓が 鳴り だした の は、 法華宗に こって、 かたと 

せんべ いや 

きも それ を 手ば なさない お 煎 餅屋のお かみさんが、 こ 

こへ も それ を 持って きて、 やにわに たたき はじめた の 

なむみょうほうれんげきょう 

だ。 士気 を 鼓舞すべく …… また、 南無妙法蓮華経の 法 

力 を 借りて、 この 穴埋めの 御難 を 乗 りきるべく —— 0 

とんつ く、 とんつ く！ 


とんとん、 つくつ く  ！ 

えしき 

ィャ、 お 会式の ような にぎやか さ。 

指揮 をして いるの は、 例の 石 金のお やじと、 

南部 御 浪人 細 野 先生 だ。 

ガラツ 熊、 鳶由、 左官の 伝 次 —— この 三人の 働きが、 

いちばん めざましい。 鍬 を ふるい、 つるはし を 振り か 

ぶり、 鋤 を 打ち こんで、 穴 は、 見る まに 大きく 掘り さ 

げられ て ゆく。 

一同 泥 だらけに なって、 必死の たたかいだ。 おんな 

子供 は、 その 掘り だした 石 や 土 を、 そばから 横へ はこ 

んで ゆく —— 深夜の 土木工事。 


泰軒 先生 は？ 

と 見る と、 やって る、 やって る！ 

ゆうき さきよう 

むこうで、 結 城 左 京 を はじめ、 刀 を 取って 引つ かえ 

してきた 不知火 流の 七、 八 人 を 相手に、 

リ はく いっと し ひや つ べん 

「李 白 一斗 詩百篇 —— か。 うう い！」 

酒臭い 息 を はきながら、 たちまわり のまつ 最中。 

十五 

みず か しょう しん  しゅちゅう せん 

「李 白 一斗 詩 百篇、 自ら 称す 臣 はこれ 酒 中の 仙」 

泰軒 先生、 おちつきはらった ものです。 


と ほ 

思い出し たように、 この、 杜甫の 酒 中 八 仙 歌の 一節 

を、 朗々 吟 じながら —— 0 

棟の 焼けお ちた 大きな 丸太 を、 プンプン 振り まわし 

て、 だれも そばへ よれない。 

のんだくれで、 のんき 者で、 しようのない 泰軒 先生、 

じげん リゅぅ  おうぎ 

実は、 自 源流の 奥義 をき わめた、 こうした 武芸者の 一 

面 も あるんで す。 

トン ガリ 長屋の 人た ち は、 この 泰軒 先生の かくし 芸 

を 眼の あたりに 見て、 ちょっと 穴 を 掘る 手 を 休め、 

「丸太の ような 腕に、 丸太 ン棒を 振り まわされ ちゃ ァ、 

近 よれね えの もむ リ はねえ」 


「ざま ァ みや がれ、 侍 ども！」 

「ォ ゥ、 感心して ねえで、 穴 掘り をい そいだ、 いそい 

だ」 

不知火の 連中 は、 気が 気で はない。 泰軒 一人で も 持 

て あましぎ みだ つたと ころへ、 文字 ど お り 百鬼夜行 の 

姿 をした 長屋の 一 団が、 まるで 闇から わいた ようにと 

び だしてき て、 見る 間に 穴 を 掘り だした の だから、 結 

城 左 京ら の あわてよう ッ たらありません。 

それ はそう でしよう。 

この 穴 を 掘り さげて いけば、 柳 生 源三郎 と、 丹 下 左 

膳が とび 出す。 


猫 を 紙袋に おしこんで、 押入れに ほうりこん であ 

るから こそ、 鼠 ども も、 外で ちっと は 大きな 顔が でき 

るよう な ものの …… 。 

その 鋭い 爪 を もった 猫が、 しかも 二 匹、 いまにも 袋 

を やぶ リ、 押入れから とび 出す かもしれ ない の だ。 

それ も、 死骸であって くれれば、 なんの こと はない 


水に おぼれて、 もう 死んで いるに は 相違ない けれど 

…… 伊賀の 暴れん坊と 不死身の 左 膳の こと だ、 ことに 

よると …… 。 

ことによると。 


まだ 生きて いるか もしれ ない —— 。 

「こい つ ひとりに かま つ て はおられぬ」 

と 左 京 は 大声に、 

「早く！ 早く 穴の ほうへ まわって、 あの や 民 ども を 

追っぱら つ てし まえ」 

声に 応じて、 刀 を ふりかざした 二、 三人が、 穴の ま 

わりに 働く 長屋の 連中の なかへ 斬り こもうと する の だ 


ドッ コィ！ 

泰軒 先生の 丸太 ン 棒が、 行く手 ゆく 手に じゃま をし 

て、 どうしても 穴の そばへ 行く ことができない。 


「筑 紫の 不知火 も、 さまで 光らぬ もの じ やのう」 

泰軒 先生の 哄笑が、 長く 尾 を ひいて 闇に 消えた と 

さ！ 

必死に 穴 を 掘って いた 群れに、 突如、 大声が 起こつ 

て、 

「ャ ァ！ 水 だ、 水 だ！」 

すいみゃく 

r 水脈 を 掘り あてた ぞ！」 

それじゃ ァ まるで 井戸掘り だ …… しかし、 冗談で は 

ない。 しばらく 掘り ひろげた 穴から、 コン コンと 水が 

盛れ あが つてく るで はない か。 

さんぼうし がわ 

「こり やい けね え。 この 穴 は、 きっと 三方 子 川の 川底 


に つなが つてい るに 相違ね え」 

くわ  すき 

もう、 揪ゃ 鋤で はどうす る こと もで きない。 

一 同 は 思案に くれてし まった。 

水 は、 さながら 噴水の ように わきあがって くる。 

「お 父上！ お 父上！ 水の 力で 浮き あがって こられ 

ない の？ お 父上！」 

チヨ ビ安 はもう 半狂乱。 

「ォ ゥ、 野郎 ども！ 三尺 をと け。 下帯 も —— 」 

どうまごえ 

なかば 水 音に 消されながら、 石 金さん の 胴間声が ひ 

びいた。 


穴の 中から 水が わき 出た と 聞いて、 きも をつ ぶした 

の は、 結 城 左 京の 一派です。 もういけ ない …… ！ こ 

れ 以上 ここに まごまごし ていたら、 自分た ちの 身が あ 

やうい。 

「だめ だッ！ 引き あげよう」 

ナニ、 引き あげ るん じゃァ ない。 逃げ るんだ。 

みねたん ば どの 

「もうこう なったら、 先へ 行った 峰 丹 波 殿の 一行に 追 

いついて、 助勢 を 借りる より ほかみ ち はない」 

ささやき かわして 不知火の やつら は、 サッと 刀 を 引 


くが 早い か、 一目散に 闇の 奥へ 消え去った。 源 三郎と 

左 膳が、 生きて いるか 死んで いるか、 それ を 見き わめ 

る ひ まもなく。 

泰軒 先生 は、 丸太 を 投げす てて 穴の ふちへ とんで き 

な 力ら 

「ナ 二、 水が わいた と」 

「ハイ、 このと おりです」 

なるほど、 夜目に は ハツ キリと 見えない が、 泥 をと 

ぼうずあたま 

かした 真ッ 赤な 濁水が、 まるで 坊主頭が かさなる よう 

に、 ム クム ク わきあがつ てきて、 穴 は、 もういつ ぱい 

の 水。 


ァレョ ァレョ と言う まにあ ふれあ ふれて、 まわりに 

立つ 人々 の 足 を 没 せんば かりの 勢い …… 。 

てて お- P 

「ふしぎな こと も ある もの だ。 これで チヨ ビ 安の 父親 

も、 もはや 命 は あるめえ」 

「居候の 小 父ち やん、 なんとか してお 父上 を 助けてよ。 

あたい、 この 水の 中に もぐろう か」 

「馬鹿 言え。 下から 噴き 上げる 水へ もぐって いくの は、 

よほど 泳ぎ の 達者な 者で も、 むず か しいと されて いる」 

言いながら、 泰軒 先生が 見 まわす と。 

例の 指揮者の 石 金です。 帯 をと いてい るんだ。 

帯と い つ て も 三尺 …… そのよれ よれの 三尺 をと いた 


石 金、 大声 を はりあげて、 

「ャ ィ、 みんな、 帯 をと け」 

そろばん 

長屋の 連中の こと だから、 算盤 絞り かなに かの 白木 

綿の 三尺 —— 一同 それ をと いて、 つなぎ合わせて みた 

ところで、 長さ はしれて いる。 

「これ じゃァ しょうが ねえ。 下帯 をと きな」 

江戸っ子が そろって いるから、 いくら 貧乏人で も、 

腹巻き や 下帯 は、 切りた ての 晒し木綿の りゅうと した 

の を 身に つけて いる。 

それ を つなぎ合わせました から、 ここに 長い 一本の 

綱が できた。 


即製の、 いのち 綱。 

「さぐり を 入れ るんだ。 先に、 何 か 引っかける もの を 

つけなく つ ちゃ ァ ならね え」 

もう、 足 を 洗う ぬかるみの 中に 立って、 一同 は 死に 

もの 狂いの 働き だ。 

誰かが、 焼け跡から 桶の たが を 見つけて きた。 それ 

を、 そのつな いだ 帯の さきに 結びつけ たが、 これ だけ 

では、 水の なかへ 沈んで いかない。 

「重り をつ けろ」 

というので、 その またたが へ、 てごろの 石 を ゆわい 

つけた。 


この ふしぎな 命綱 を、 静かに 穴の 水中へ おろして や 

るの だ。 あせる 心 をお さえつつ。 

へんな 夜釣りが はじまった。 

「手 ごた え はねえ か」 

地引き網 のように、 五、 六 人で 綱の はし を 持って た 

ぐり おろして ゆく と、 しばらくして、 

「ゥ ム、 重くな つた ぞ！ 何 か 引つ かかった」 

ソレ、 あげろ、 引き あげろ …… と言うんで、 勢い こ 

んで、 ひっぱり あげてみ ると、 何と！ 大きな 岩が 桶 

のた がに ひっかかつ ている。 

水 は、 いたずらに ム クム ク とわき 出る だけ、 …… 丹 


下 左 膳 も、 柳 生 源三郎 も、 影 も 形 も あらば こそ 

にんげん みなと 

人間の 港 


r 殿 —— し 

伊吹 大作の 声 だ。 

桜 田 門外の、 南 町奉行 大岡越 前 守の 役宅 は、 奥の 書 

院に、 まだ ポ— ッと 灯が にじんで …… 。 


越 前 守 様 は、 まだ 起きて いらっしゃる らしい。 

黒塗り 絵 散らしの 文 机に 向かわれて、 燭台 を 引きよ 

せ 、 何やら 読書 を してい らっしゃる。 

書物 をめ くる、 ひそ やかな 音。 

毎夜の ような お調べ ものなん です。 

「大作 か。 なんです」 

しち 

下ぶ くれの、 柔和な 越 前 守の 笑顔が、 次の間の ふす 

まの ほう へ 、 

「其方、 まだ 起きて おった のか。 かまわず 先に やすめ 

と 申した に。 はは はは は、 わしの つきあい はでき ぬで 

あろう」 


忠相は 笑う と、 キ チンと そろえた 小肥りの 膝が、 こ 

まかく ゆれる。 それに つれて、 かたわらの 燭台 も 微動 

する。 灯が チラつ いて、 小さな 影が 散る —— 。 

ふすまの 引き手の 房が、 ゆらり と ゆれた。 細目に あ 

すき 

いた 隙から、 次の間の 伊吹 大作の 顔が 現われて、 

「お 精が 出ます ことで …… 申し あげます。 ただいま、 

木戸に ひっかかりました とやら で、 七、 八つば かりの 

女の子が、 重 内、 作 三 郎らに 引った てられて まい リま 

したが —— 」 

忠 相の 眼 は、 いつも 義眼の ように 無表情な の だ。 何 

事が あっても、 けっして 感情 を あらわさない 眼 …… そ 


うであろう、 この 人間の 港、 大 江戸の 水先案内 ともい 

うべき 奉行 職 を 勤める こと は、 かれ 忠相、 人間と して 

ぎょうじゅうざが 

修行す る ことであった。 行住坐臥、 すべて これ 道場で 

ある。 そう 自ら を 練って きている うちに、 かれの 眼 は、 

びい どろ 細工の ように、 外の 物 は 映しても、 内の もの 

てんいち ぼう 

は 現わさ なくなった。 おそろしい 眼 だ。 あの 天ー坊 も、 

みやぶ 

この、 またたき もしない 眼に 看破られ たので ある。 

いま、 その 眼 を じっと 大作に すえて、 

「ナ 二、 女の子 だと？」 

「ハイ、 それが、 この 夜 ふけに 一人 歩いて おります の 

で、 不審 を 打ち、 木戸へ さしかかりました ところ を、 


取り 押えました ところが、 奇怪に も、 殿に お 眼 通り を 

願って やまぬ と 申す ことで、 重 内 も 作三郎 も、 ホトホ 

ト もてあまし、 とにかく 用人 部屋まで 連れて まいって 

fc ります 力 」 

「余に 会いたい？」 

「は あ、 ただ、 お 奉行 様に お 目に かか るんだ と 申す だ 

けで、 あと は 何 をき いても、 シ クシ ク 泣いて おります」 

ちょ つ と 考えて いた 忠相 は、 

「どんな 娘 じ や」 

「貧乏な 町家の 娘で —— 何やら 大きな 箱 を 背負って お 

ります。 壺だ とか 申す ことで」 


「壺じ やと？」 

あわてた ことのない 忠 相の 声に、 ちょっと あわた だ 

しい ものが 走った が、 それ は 瞬間、 すぐ もとの、 深夜 

の静 海の ような 顔に かえ つ て、 

「なぜ 早く それ を 言わぬ」 

「は ァ？」 

「ィ ャ、 なぜ 早く 壺 のこと を 言わぬ と 申す のじ や。 庭 

へま わせ」 

おも も 

大作 は 意外な 面持ち、 

「では、 あの、 御自身お 会いになります ので？」 

「莛 へま わせと いうに」 


くりかえした 忠相 は、 さがって いく 大作の 跫音 を、 

背中に 聞きながら、 

「泰 軒の 使い じ やな」 

と、 つぶやいた まま、 もう そのこと は 忘れた ように 

ふたたび、 卓上の 書物へ 眼 をお としてい ると、 

広縁の そとの 庭先に、 二、 三人の 跫音 がからん で、 

「殿、 連れてまい りました が —— 」 

大作の 声と ともに、 すすり あげる 女の子の 泣き声。 

二 


もう、 死んだ 気のお 美 夜ち やんだ つた。 

泰軒 先生の 言い つけだし、 大好きな チヨ ビ安 兄ち や 

んの ためだと ある —— 

この 重い 壷の 箱 をし よって、 遠い 桜 田 門と やらの、 

こわい お 奉行 様のお 宅まで 行く ように ：.：. と言われた 

とき、 お 美 夜ち やん は 恐ろし さに ふるえあが つてし 

まった。 

ほんと に、 どうしたらいい だろうと、 作 爺さんに 相 

談 してみ たと ころが、 そり や あお 前、 どんな こと をし 

て も 行かな くつち ゃァ ならない。 泰軒小 父 ちゃんと、 

チヨ ビ安兄 ちゃんの ために —— 。 


「泰軒 小 父 ちゃんと、 あの チヨ ビ安兄 ちゃんの ためだ 

もの」 

後ろに は、 自分の 背 ほど も ある、 重い 重い 壷の 箱 を 

しょい、 前に は、 これ もや はり 自分の 背 ほど も ある 小 

田 原 提灯 を ぶらさげ たお 美 夜 ちゃんが、 深夜の 町 を、 

一 人ト ボトボ 歩きながら、 たえず、 呪文の ように 口の 

中に くりかえ したの は、 この 言葉だった。 泰軒小 父 

ちゃんと、 チヨ ビ安兄 ちゃんの ため …… 。 

そうすると、 小さ なお美 夜 ちゃんに、 ふしぎに、 大 

きな 力が わくの だった。 

リ ゆうせん じ 

物心つ いてから、 竜 泉 寺の とんがり 長屋し か 知らな 


いお 美 夜ち やん。 

からてん じく 

桜 田 門なん て、 まるで 唐 天竺の ような 気がする。 

何百 里 あるの かしら。 

何千 里 あるの かしら。 

江戸に、 こんな 静かな ところが あろうと は、 お 美 夜 

ちゃん は、 今まで 知らなかった。 まるで 死の ような 町。 

白壁の 塀が、 とても 長く つづいて いたり、 その 中 か 

いちょう 

ら のぞいて いる 銀杏の 樹を、 お化けで はない かと 思つ 

あんま 

たリ、 按摩 師の 笛が 通ったり、 夜泣きう どんと 道連れ 

になったり —— 。 

人に ききき き、 やっとの ことで 桜 田 門と いう 辺まで 


来て みると、 まつ 暗な 中に 大きな お 屋敷が ズラリ と 並 

ん でいて、 とほうに くれたお 美 夜 ちゃんの 前に、 この 

とき、 左右から 六尺 棒 を つき出して、 

「コ ラッ、 小娘、 どこへ ゆく」 

と、 誰何した のが、 越 前 守 手付きの 作 三郎、 重 内の 

二人、 不審 訊問と いう やつ だ。 

お 美 夜ち やん はわる びれ ない。 

「あたいね、 南のお 奉行 様のと ころへ 行 くんだ けど、 

お じ  うち 

小 父ち やん、 お 奉行 様のお 家 知らない？」 

「なんと 御 同役、 お聞きな された か。 あきれた もので 

は ござらぬ か。 ャィ ャィ、 小娘、 ここが、 そのお 奉行 


様のお 屋敷 だが …… 」 

「ナ ラ、 どっちの 小 父 ちゃんが お 奉行 様？ この 人？ 

この 人？」 

「ィ ャ、 これ はどう も 恐れい つた。 お 奉行 様が 小 倉の 

袴の 股 立ち をと つて、 六尺 棒を斜 にか まえて、 夜風に 

きばつ 

吹かれて 立って るか ッてン だ。 相当 奇抜な 娘 だナ、 こ 

いつは」 

取りつ く 島が なくなって、 両手 を 眼に、 メソ メソ泣 

き 出した お 美 夜ち やんだ つた。 

重 内 も 作三郎 も、 弱りぬ いた あげく、 用人 部屋へ 引つ 

ぱ つてき て、 伊吹 大作にまで その 旨 を 通じた という わ 


け。 

この 壺を 取られて はならない と 思う から、 お 美 夜 

ちゃん はもう 一 生 懸命、 両手で しっかり 箱 を かかえて 

あいま あいま 

泣きながら、 その 泣く 合間 合間に、 あちこち 見 まわし 

たり、 ちょっと キヨ トンと した リ、 それから また、 急 

に 声 を はりあげ たりして、 畳の かたい 用人 部屋に 待た 

されて いると、 

かほう 

「コレ コレ、 お 奉行 様が お会いになる という。 果報な 

やつ だ。 こっちへ 来い」 

大作、 重 内、 作 三郎の 三人に とりかこまれ たお 美 夜 

ちゃん、 


「あたい、 とうとう 罪人に なった の？」 

お 爺 ちゃんに また 会える かしら …… などと 情けない 

思い、 飛び石に つまずき つまずき、 広い お 庭の 奥へ I 

しょ いん 

縁の 高い 書院造りの 部屋が、 眼の 前に ある。 

その 明るい 障子が、 静かに 中から あいて、 デッ プリ 

くつぬ 

した 人影が 現われた の を 見た とき、 庭の 沓脱ぎの 下に 

すわって いるお 美 夜ち やん は 小さな からだが、 ガタガ 


タ ふるえだした。 

押し こみ をお さえたり、 人殺し をつ かまえた リ …… 

お 奉行さん なんて どんなに こわい 小 父ち やんだろう！ 

vr  o 

力 

そのと たんに。 

お 美 夜 ちゃんの 聞いた 声 は、 ビック リ する ほど やさ 

しい、 親しみぶ かいものであった。 

「そちら 三人 は、 さがって おる がよ い」 

お 美 夜ち やん をと りまい ていた 大作、 重 内、 作三郎 

の 三人 は、 跫音 もな く 庭の 闇へ 消え こんで ゆく。 

意地の わるい 三人のお 武家さん —— と 思って いた も 


のの、 サテ、 こうして ひと リ取リ 残されて、 お 奉行 様 

あ、 たヽ 

と 相対に なって みると、 恐ろし さから、 その 三人が 急 

に 恋しくな つ て、 

「小 父 ちゃんた ち、 行つ ちゃ ァ いや、 ここにいて！」 

とお 美 夜ち やん、 泣き声 を はなって あと を 追おうと 

する 

しずかな 含み笑いが、 お 広縁の 上から。 

「コ レ、 何も こわがる こと はない。 この 縁側へ 腰 を か 

けて、 わしに、 その 壺 というの を 見せて くれぬ か」 

灯 をし よった 顔 を 振り あおいで 見る と、 眼 尻に 長い 

しわ をき ざんだ、 柔和な 笑顔 …… ほんと に、 これが 南 


のお 奉行 様 かしら？ 

と、 お 美 夜ち やん は あやしみながら、 

「あのね、 あたいね、 浅 草の とんがり 長屋から 来たの」 

と、 一 度 安心す ると、 子供 だけにもう 人 見し り をし 

ない ので。 

壺を かかえて、 越 前 守と 並んで、 縁側に こしかけた 

お 美 夜 ちゃんに、 障子 をと おして ほのかな 燭台の 灯が 

踊る。 

忠相は にこやかに、 片手で 壺の 風呂敷 をと きながら、 

「ゥ ム、 その トン ガリ 長屋なら、 おまえ を ここへ 使い 

力もう た J けん 

によ こした 人 は 蒲 生泰軒 …… 泰軒小 父ち やんで あろ 


う」 

「うん、 よく 知って るね、 この 壺 をお 奉行 様に、 お 渡 

しする ように つ て  」 

「おお、 よしよ し」 

忠相は お 美 夜ち やん の 頭 をな でて、 

「よくこの 夜中に、 ひとりで お使いに こられた な」 

言いつつ、 パラ リと 風呂敷 をと き、 桐 箱の 紐 を ほど 

き、 箱の 蓋 をと り、 ソッと 抜き出した 壺 から、 ス ガリ 

を はずして、 もう、 その 手 は 壷の 蓋に かかって いる。 

「おまえの 名 は、 なんという」 

さく じい 

「あたい、 作お 爺 ちゃんと このお 美 夜 ちゃんつ ていう 


んで すの」 

壷の 蓋 をと つた 忠相 は、 そっと 中 をの ぞいて 見た。 

部屋の 洩れ 灯な ので、 よく は 見えない …… 。 

なんだか 底の ほうに 赤ち やけた 紙 きれが 入って いる 

ようで も あり、 また、 何もない ようで もぁリ  。 

いずれ、 後で 明るい 部屋で、 ユック リ 見直す ことに 

しょうと、 忠相は そのまま 蓋 を かぶせつつ、 

「ゥ ム、 お 美 夜ち やん か。 かわいい 名 じ やのう」 

「ええ、 みん  な 力そう 言う ォ」 

「 何 を) J ほうびに やろう かの？ 泰軒小 父 ちゃんのお 

使い をして、 この 小 父 ちゃんの ところへ、 こんなり つ 


ぱな壺 を 持って きて くれたお 礼に、 何 かすば らしい も 

の を あげたい のじ やが …… 」 

急に 眼 を かがやか したお 美 夜ち やん。 

「ほんと？ ほんと になんでも ごほうび くれる？」 

と、 念 をお しました。 

忠相 はう ち 笑って、 

「念 をお すに は 及ばない よ。 噓は 泥棒の はじめと いう。 

世の中から、 その 泥棒 をな くす るの が、 このお じち や 


つと 

んの 務めな の だ。 わかる かな？」 

お 美 夜ち やん は、 縁に 足 を ブラ ブラ させながら、 か 

わ い い 合点 をす る。 

越 前 守 は 二 コ ニコ つづけて、 

「そのお 役目の この 小 父 ちゃんが 噓 をい うはず はない 

ではない か」 

「そうね え。 なら、 あたいの 言う こと、 なんでもして 

くれる？」 

「言うまでもない、 なんでも きいて やろう」 

「じ や、 お願いして みょう かしら」 

「ォ ォ、 いかなる ことで も 申して みるが よい」 


「じ ゃァ ね」 

と、 お 美 夜ち やん、 仔細ら しくちよ つと 考えて、 

「あたいの 仲よ しにね、 チヨ ビ安 さんって、 とても 元 

気な、 おもしろい 兄 ちゃんが いるの よ。 孤児な の」 

言い かけて、 お 美 夜 ちゃんが にわかに 涙ぐむ ようす 

なので、 越 前 守 はやさし く のぞきこみ、 

「コ レ、 いかがい たした。 その 孤児の チヨ ビ安 とやら 

が、 どうした というの じ や」 

お 美 夜ち やん はすす りあげて、 

「あたい、 自分の 物なん か 何も いらない の。 お 人形 も 

お着 物 も いらない から、 その チヨ ビ安兄 ちゃんのお 父 


ちゃんとお 母ち やん を、 探し だしてく ださらない？」 

チ ョ ビ安を 思う 純真な 気持 …… 子供ながら も、 それ 

が 眉の あいだに 漂って いるの を、 忠相 はじつ とみつ め 

ていたが、 

「ゥ ム、 このお 奉行のお じ ちゃんが 引き受けた。 きつ 

と 近いうちに、 その チヨ ビ 安と やらの 両親 を 見つけだ 

してやる であろう」 

「ありがとうよ、 小 父ち やん」 

お 美 夜ち やん はもう 涙声で、 

「まあ、 そうしたら、 チヨ ビ安 兄ち やん は、 どんなに 

喜ぶ ことだろう！ - 


「ゥ ム、 明日 かならずお 美 夜 ちゃんに も、 うれしい こ 

とが ある ぞ」 

と忠相 は、 手 をう つて 用人の 伊吹 大作 を 呼びよ せた。 

そして 駕籠 を 命じて、 すぐお 美 夜ち やん を トン ガリ 長 

屋へ 送らせた のだった が …… 。 

この 越 前 守 様の 言葉 は、 翌日 さっそく、 あのお 美 夜 

ちゃんが いらない と 言 つたお 人形 やら、 美しい 着物 や 

らの 贈り物と なって、 あのき たない 作 爺さんの 家へ 持 

ち こまれ、 ほんとうにお 美 夜ち やん を 狂喜 させた の 

だった。 

が、 それ は、 あとの こと。 


お 美 夜ち やん を 帰す とすぐ、 急に、 忠 相の 顔に 真剣 

の 色が みなぎった。 

「いつもながら たのもしい 泰軒じ や。 言葉 を番 えた こ 

と は、 かならず 実行す る。 どうして 手に入れ たか 知ら 

ぬが、 四方八方から 眼の 光って おる この こけ 猿、 よく 

も泰 軒の 手に 落ちた もの じ や」 

忠相 は壺を かかえて、 静かに 居間へ もどった。 

燭台 を 引き寄せて、 壷の 蓋 をと つた。 

この 壺の なかには。 

柳 生の 先祖が どこかに 埋ず めて ある、 何百 万、 何千 

万両 かの 大 財産の 所在 を 示す 古い 地図が、 はいって い 


る まず 

そして。 

その 秘図ー つに、 いまや 柳 生 一藩の 生命が かかり、 

がよくもう おん 

また、 いつの 世 も 変わらぬ 我欲 妄念の 渦が わきたって 

いるの だ。 

パッと 壷の 蓋 をと つた 越 前 守、 中 をの ぞいた。 

と、 何 ひとつ はいって いないで はない か！ 

灯の ほうへ 壺のロ を 向けて、 もう 一度 中 を しらべて 

みた。 

狭い 壺 のなか、 一度 見て ない もの は、 二度 見ても な 

い。 すると、 


「ハ ハァ、 そうか …… 」 

忠 相のお だ やかな 顔が、 二 ッコリ ほころびた。 

五 

柳の 影が、 トロ リと 水に うつって、 団々 たる 白い 雲 

ゆきき 

の 往来 を 浮かべた 川が、 遠く 野の 末に かすんで いる。 

さんぼうし がわ 

三方 子 川の 下流 は、 まるで 水郷の おもかげ …… 。 

鳴き かわす 鶏の 声で、 夜が 明けて みると、 あちこち 

に 藁葺きの 家が 三 軒、 四 軒。 

渡しの 船頭 や、 川魚 をと る 漁師の 住いだ。 


その 一 つ —— 。 

前の 庭に は 網 を ほし、 背戸 口から 裏に かけて は 畑が 

のき 

つくって あろうと いう、 半農半漁の 檐 かたむいた 草屋 

根です。 

「どうじ やな、 お 客人。 気がつかれました かな」 

なたまめぎ せる 

火の ない 炉 ばた に大 あぐらをかいて、 鉈豆 煙管で パ 

クリ、 パク リ、 のんきに むらさきの けむり を あげてい 

や  あるじ  てい 

たこの 家の 主人、 漁師 体のお やじが、 そう 大声に 言つ 

ふた ま 

て、 二 間き りない その 奥の 部屋 を ふりかえった。 

「ゥゥ む …… 」 

とその 座敷に、 うめき 声が わいて、 


「ォ ォ！ ここ は どこ だ！」 

誰 やら 起き あがった ようす。 おやじ はの そりと 立って 

行って、 奥の間 をの ぞく。 不愛想 だが、 人の よさそう 

な、 親切ら しい 老人 だ。 

r ゥム、 どうじ やな、 気分 は」 

すると  。 

ふしぎな こと も ある ものです。 床の 上に けげんな 顔 

をして すわって いるの は、 丹 下 左 膳 —— この 漁師の 家 

で 着せられ たらしい、 継ぎはぎ だらけの ゆかた を 着て、 

一 眼 を 空に 見 はり、 ひとりごと。 

「あの 川床の 天井が 落ちて、 ドッと 落ち こむ 水に あお 


られ、 運よく 穴から 川面へ 浮き あがった まで はお ぼえ 

ている が —— 」 

いぶかしげ にあたり を 見 まわした 左 膳、 横の 床に、 

まだ あおい 顔 をして 死人の ごとく 昏々 とねむ つてい る 

柳 生 源 三郎に 眼が 行く と、 

「ォ ォ、 貴公 もぶ じだった か」 

まったく、 奇跡と いう ほか はない。 

一条の 穴から 落ち こむ 水 は、 刻々 に 量 をまして、 胸 

を ひたし、 首へ せま リ  ぬけ 出る みちと いって は、 

高い 天井に、 落ちて きたと きの 堅坑 が、 細くな なめに 

通じてい る だけ、 この 生きう めの 穴蔵が 水び たしに 


な つ て は！ 

左 膳 も 源三郎 も、 そう 覚悟 をき めた。 チヨ ビ安は 地 

面で、 一人で かけまわって いるら しいが、 救いの 手 は 

のびて きそう もな い。 

頭の 上に は、 三方 子 川の 激流が 流れて いる。 

と、 このと き、 まるで 最期の 宣告 をく だすよう に、 

その 川底が 破れ 落ちた ので ある …… すさまじい 勢いで。 

土砂と 川 水と が、 一度に ドッと 落ち かかった の だが、 

その あおりで 流れ 落ちる 水に 巻かれながら、 左 膳 は 無 

意識に 三方 子 川へ 浮かび あがった ので ある —— たった 

一 つの 左腕に、 ぐったり となって いる 源三郎 のから だ 


を、 しっかり 抱き かかえた まま。 

これが 最期と 思った のが、 かえって、 生へ ひらく 唯 

一 の 道だった の だ。 

流れた だよう まも、 左 膳 は 源 三郎を はなさなかった。 

この 家の 親爺の 六兵衛 が、 夜の 川 釣りに、 その 下流に 

糸 を 垂れて いて、 浮きつ 沈みつ してく る 二人 を 見つけ 

るが 早い か、 近所の 者の 手 を 借りて 舟 を 出した ので あ 

る。 

救い上げた とき は、 左 膳 も 源三郎 も、 すっかり 意識 

ゆいしょ 

をう しなって いた。 隻眼 隻 腕の 異様な 浪人 姿と、 由緒 

ありげ な 美男の 若侍と 今夜の 夜釣りに は、 ふしぎな 獲 


物が あった もの だと、 六 兵衛は そのまま、 二人 を この 

自宅に 運び いれて、 まず、 濡れた 着物 を 着かえ させ、 

ー晚 ねんごろに 看病して、 …… サテ、 この 朝で ある。 

「お 同伴 はま だ 気 を 失って おる ようじ やの。 まあ、 こ 

んな ところ だが、 ゆるゆる 逗留して、 からだの 回復 を 

お待ちな せえ」 

「ォ ォォ、 そうだ。 こけ 猿 —— ゥ ゥム、 こけ 猿 を… 

—— 」 

と、 思い出し たように、 左 膳が うなった。 

丄八 


引き， 満ち，  

港の 岸に 立って、 足 もとの 浪を 見お ろす 人 は、 その 

干満の 潮に のって、 いろいろの 物が 流れよ つてい るの 

を 見る であろう。 

緒の 切れた 下駄、 手の とれた 人形、 使い ふるした 桶、 

など、 など、 など …… その すべてが、 人間の 生活に 縁 

の 近い ものである ことが、 いっそう 奇怪な 哀愁 感 をよ 

、、ヽ 0 

港の 潮 は、 何 を ただよわして くる かしれ ない。 

大 江戸 は、 人間の 港な のだった。 


海に、 港に、 潮の さしひきが あるよう に、 この 大江 

戸に も、 眼に 見えない 人間の みち 潮、 ひき 潮 —— 。 

お 美 夜 ちゃんと いう 小さな 人間の 一粒が、 こけ 猿の 

壺を しょ つ て 飛ぶ 鳥 を 落とす お 奉行 大岡越 前 守 様のお 

前に 現われた の も、 その 人間の 港の 潮の なす、 ふしぎ 

わざ 

な 業であった といえ よう。 

また。 

自分の 背中の、 きたない 古い 茶壺の なかに、 そんな 

何百 人、 何千 人の 大人た ち —— 伊賀の 侍た ち を はじめ、 

さむらい 

こわい お 侍 さんの 大勢に、 こんな 生き死にの 騒ぎ を 

させる ような、 巨万の 財宝が かくされて あろうな どと 


は、 もとより 知る よし もない お 美 夜ち やん …… まるで、 

ぽ つ くり 

塗りの はげた 木履に 小判が のっかって、 港の 石垣に 流 

れ よって 来たよう な もの。 

そして、 一 方で は。 

三方 子 川の 漁師 六 兵衛の 網に、 隻眼 隻 腕の 痩せ 浪人 

と、 青白い 美男と が 引つ かかった —— 。 

たいへんな 獲物。 

これ も、 人間の 港の はかり 知る ことので きない、 浪 

の 動きと いうべ きであろう。 

人間の 港 は、 雨に つけ 風に つけ、 三角 浪を たて、 暗 

く、 明るく さかまいて、 思い も よらない 運命の はし は 


し を、 その 石垣の 岸へ うち 寄せる …… お 江戸 八 百 八 町 

の 潮の ふしぎ。 

まり 

千代 田の 濠 はいかに 深く、 その 城壁 は どんなに 高く 

とも、 この、 人間の 港の 潮 を 防ぐ こと はでき ない。 

お 庭 を わたる 松風の 音と、 江戸の 町々 のどよ めきと 

が、 潮騒の ように 遠く かすかに 聞こえて くる、 ここ は、 

じょうぐ ち 

お 城の 表と 大奥との 境目 —— お 錠 口  。 

おもて は、 政務 をみ るお 役所。 大奥 は 将軍の 住い。 

その 中間の 関所 ともいうべき、 このお 錠 口 は、 用 向 

きはいち いちこ こで 取り次いで、 なんび ととい えど も 

か つてに 出 はいり を 許されない。 


なんび ととい えど も  と 言った がた だ 一 人の 例外 

は、 例の 千代 田の 垢す り 旗本、 愚 楽 老人 だ。 

お 錠 口 を はいった お 廊下の すぐ 横手に、 お 部屋 をい 

ただ い て、 そこに 無礼 ごめん を きめこんで いるの が、 

天下に こわい 者の ない 愚 楽さん。 

今 も。 

老人 腹這いに なって、 何 か 書見 をして いる。 

まだ 宵の口。 

実に どうも こっけいな 光景です。 三尺 そこそこの、 

まるで 七、 八つの こどもの ような からだに、 顔 だけ は 

いっぱし 大きな 分別く さい 年より づら。 それが、 背中 


に 大きな こぶ をし よ つ て、 お 部屋の 真ん中に ペタンと 

寝そべり、 両足で かわるがわる パタン、 パタンと 畳 を 

たたきながら、 しきりに しかつめらしい 漢籍 を 読んで 

いる。 

お 城で こんな 無作法な 居ず まい をす る 者 は 愚 楽 老人 

の ほかに はない。 

これ は、 まず、 怪異な かっこう をした 亀の子が、 上 

げ 潮に うちあげられて きれいな 砂浜で 日向 ぼ つ こ をし 

ている 形。 

あしおと 

とたんに、 そとの 廊下 を、 やさしい 跫音 がすべ るよ 

うに 近づいて 来た かと 思う と、 静かに ふすま を 開いて、 


顔 を のぞかせ たの は、 奥 女中の 一人 だ。 

「あの、 南のお 奉行 様が、 至急 御 老人に お 眼に かかり 

たいとの ことで …… 」 


夜分、 大岡越 前が、 至急 自分に 会いたい …… と 聞い 

た 愚 楽 老人、 スック とたち あがった。 


スック と —— なんてい うと、 馬鹿に 背が高い ようで 

すが、 三尺 ほどの 愚 楽 老人なん ですから、 たてに なつ 

て も 横にな つても、 たいした 違い はな いんで。 

壺！ こけ 猿！ 

あたま 

と、 すぐ ピンと 頭脳に きたが、 静かな 声で 女中へ、 

「どうぞ これへ お通しく だされ」 

と 言った 老人、 チョコ チョコと 隅へ 行って、 衣桁に 

掛けて ある 羽織 を ひ つ かけた。 

葵の 御紋 これ 見よ がしの、 拝領のお 羽織。 

愚 楽さん は、 この 羽織 を 着なければ 人に 会わない こ 

とに してい るんで す。 子供みたい なから だに、 大人の 


羽織 を はおった の だから、 まるで 打ち かけ を ひきずつ 

たよう —— しかつめらしい 渋い 顔で、 ピ タリ 着座して 

待ち かまえて いると ころへ、 

「御 老人、 こちら かな？」 

微笑 を ふくんだ 越 前 守の 声。 

つづいて、 音 もな く ふすまが すべって、 恰幅の いい 

ただすけ 

忠 相の 姿が、 うす 闇 をし よって はいって きた。 老人の 

眼 は、 あわただしく、 この 夜の 訪問者の 手 もとへ ゆく。 

が、 忠相は 何も 持って いない …… 。 

手 ぶら？ 

と、 愚 楽 老人の 顔に 失望の 色が はしった とき、 


「大作、 其 品 を そこへ 置いて、 その 方 は 溜りで 待つ が 

よい」 

忠 相が うしろ を 振り かえって 言った。 用人の 伊吹 大 

作が ついて きていた の だ。 声に 応じて 大作 は、 大きな 

箱 包み を 室内 へ すべらせ ておい て —— 無言。 

平伏。 愚 楽 老人に 挨拶した のち、 あとず さりに さ 

が つ て ゆく。 

壺の 包み を 引きよ せた 越 前 守忠相 は、 愚 楽の 前に 静 

かに 座 を かまえて、 いつまでも ほほえんで いる。 

r  ヮ.」 

と、 愚 楽 老人 は、 眼で きいた。 


「例の 品で ござる か、 越 州 殿」 

「まあ、 さようで」 

「ホ ホウ、 どうしてお 手に？」 

「かの 泰 軒が 引き受けた 以上、 成らぬ という こと は あ 

り ませぬ」 

愚 楽 老人 は、 それ を 心から 肯定す るよう に、 大きく 

うなずい たのち、 

「シ テ、 その 泰軒 は、 いかなる 手段に より、 いかなる 

方面よ リ壺を 入手した もので ござろう のう」 

「サ ァ、 それ は …… 小娘が 使者と なって 持って きた だ 

けで、 委細の こと はわ かりま せんが —— 」 


言 い なが ら忠相 は、 壺の 屈呂敷 をと き にか かる。 

おしとどめた 愚 楽 老人、 

「貴公、 壺を ひらいて ごらんに なった か」 

「ゥ ム、 いかにも あけて みました」 

「して、 紙片 は？ 埋 宝の 所在 を 示す 古 図 は？」 

たたみかけて、 つめよる ごとき 愚 楽 老人の 顔 を、 越 

前 守 はじつ とみつ めて、 

「中には) /ざらぬ」 

「中に ない 9  壷の 中に ない …… とすると？」 

「サ、 そこで ござる、 御 老人。 壷の 中 にないと すれ 

ば？」 


「壺に 物 を かくすと すれば、 壺の 中に きまって おる。 

その 壺の 中に ないならば、 こり や —— ない のであろう」 

「と、 拙者 も 最初 は 考え ましたが …… 」 

「待った！」 

愚 楽 老人、 大きな 手 を ひろげて、 越 前 守の 言葉 を さ 

えぎ つた。 そして、 ハタと 膝 をう つた。 

「ハ ハァ、 そうか。 なるほど、 そうか  」 

二 

夜詰めの 近侍た ちが、 お 次の間に しりぞい てから、 


もうよ ほどになる。 上段の 間に 御 寝な された 吉宗公 は、 

う つらう つらと して 夢路に はいろう として いた。 

と、 いくつか 間 をへ だてた 遠くの 部屋で、 なに か 押 

し 問答 をして いるよう な、 大きな 声が する。 

うえさま 

上様に 取り次いで くれ、 いや、 お取り次ぎ 申す わけ 

に はま いらぬ …… そんな こと を 言い合つ ている よう だ。 

はじめは、 水の 底で 風の 音 を 聞く ような、 ボン ャリ 

した 気持で いた 将軍 吉宗 も、 あまり その 人声が いつま 

でも 続く ので、 眠リ におち ようとし ていた 意識 を 呼び 

もどされた。 

むろん、 眠りの じゃまになる という ほどで はない。 


遠く かすかに、 低く 伝わって くるの だが、 耳に ついて 

ならない ので、 吉宗 は、 枕 もとの 鈴 を ふった。 

近習の 一人が、 お 夜着の 裾 はるかの 敷居 際に、 手 を 

ついて、 

「お召しで ございま しょうか」 

「ゥ ム、 愚 楽の 声が する よう だが」 

「ハ、 お 耳に とまって 恐れ入ります。 愚 楽 様と、 南 町 

やちゅう 

奉行 大岡越 前 守 様 御 同道で、 夜中 この 時なら ぬ 時刻に 

ま せ 

お 目通り 願いいで ており まする。 おそば 御用、 間 瀬 

ひゆう がの かみさま 

日向 守 様が、 おことわり 申し あげてお ります ので」 

「ナ 二、 愚 楽と 越 前と が、 余に 会いたい と 申す か」 


「壺？ こけ 猿？」 

ハ ハァ、 来たな …… と 思う と、 吉宗公 は、 さっとお 

しろ りんず  あおい 

夜着 を はねのけて、 起き あがった。 白 倫 子に 葵の 地 

紋を 散らした お 寝間着の 襟 を、 かきあわせながら、 

「苦し ゆうない。 両人と もこれ へま かり 出る ように、 

間 瀬に そう 申せ」 

やちゅう 

とこの 時 はずれの 夜中、 御 寝所で お 眼通リ をお おせ 

つける —— よほどの 大事 件に 相違ない と、 近侍 は 眼 を 

まるくして さが つ て ゆく。 

しばらく すると、 おおいばりの 愚 楽 老人の 声が 近づ 

いてきて、 


「だから、 わし は 言うた じ やない か。 上様のお 耳に は 

いれば、 わけなくお 眼 通り をお 許しく ださる にき まつ 

てお ると。 何も 知らぬ お 手前ら が、 中途で 邪魔 だてす 

ると はけし からん」 

ぎよ ざ 

御座 近くまで ほとんど どな リ ちらさん ばかりの 勢い 

で 来る の は、 愚 楽 老人、 いつもの 癖が 出た とみえる。 

上段の 間の ふすま を 左右に 開かせて 吉宗公 はじ つ と 

愚 楽 を 見やった。 たって、 やっと ふすまの 引き手に 頭 

うわぜい 

のと どく ほどの 愚 楽 老人と、 上背 も たっぷり、 小肥り 

の 堂々 たる 越 前守忠 相と がな らんで、 双方す り 足で お 

次の間へ はいって くると ころ は、 その 珍妙な こと、 と 


うとう 八 代 様 を ふきださせて、 

「ゥ フフ フフ フフ …… 愚 楽、 そちの 抱いて おる の は、 

そり や、 なんじ や」 

愚 楽 老人 は、 大きな 壷の 箱 を、 持て あます ように 前 

に 置いて、 すわりながら、 

「ェ へへ へへ、 とうとう 伊賀の こけ 猿が、 大岡越 前の 

入手す ると ころと なりまして」 

その 横に 着座した 越 前守忠 相、 

「夜中 を も かえりみ ませず、 お 眼 通り を 願い出ました 

じさ じさ 

無礼、 おとがめ もな く、 かくは 直々 お 言葉 をた まわり、 

ありがたき しあわせに 存じます る。 い つもながら ごき 


げんうる わしく 拝した てまつ り、 恐悦 至極に 存じます 

る」 

つ つ しんで 御 挨拶 申し上げて いるのに 愚 楽 老人 は、 

そういう 儀礼 はいつ さい 抜きで、 いきなり、 友達 かな 

んぞ のように 将軍 様へ 話しかけて、 

「どうして この 壺が、 越 前の 手に はいりました か、 そ 

こらの 筋道 は、 なにとぞお たずねな きょう」 

「ホ ホウ、 例の 大金の 所在 を 知る こけ 猿と やら —— ど 

れ どれ」 

乗り出す 吉宗公 …… 愚 楽 老人 はまる で 自分が 悪戦 苦 

闘の のち、 やっと 手に入れ たような 顔つき だ。 


吉宗公 はせ きこんで、 

「愚 楽、 越 前。 お前た ち はもう その 壺を あけて 見た で 

あろうな」 

「ハツ」 

と 越 前 は 平伏して、 

「ところが、 紙片な ど は 中にはい つ ておりません —— -」 

言い かける そばから、 愚 楽 老人 は、 まるでお 風呂場 

で 背中 を 流して いると きのよう に、 気 やすに 膝 をす す 


めて、 

「それが、 上様、 ふしぎ じゃあ ございま せんか。 何も 

はいって いないんで」 

吉宗公 は 腕組み をして、 眼 をつ ぶった。 

「フ ゥム、 はいって おらぬ。 ス ルト、 柳 生の 埋宝 とい 

うの は、 ひとつの 伝説 ：：•• いや、 とんでもない 作り ご 

とに すぎなかった のかな」 

ニヤ ニヤした 愚 楽 老人、 

「上様、 おたずね 申し あげます」 

「ゥ？ なんじ や」 

「およそ 紙 きれな どを壺 にかくす といたし ますれば、 


まず、 どこで ございましよう な？」 

「何 をい う。 壺に封 じこめ る —— つまり、 壺の 中に 決 

ま つ てお るで はない か」 

「それが、 ソノ、 なんども 申す とおり、 はいって おり 

ません ので」 

「それならば、 はじめからない のであろう」 

「サ、 そこです。 とそう、 私 も 考え ましたが、 いま 一 

度お 考え 願えませんで しょうか」 

「ゥ ム、 わかった！ ハハハ ハハ、 わかった ぞ」 

眼 を かがやかした 吉宗公 は、 力 を こめて 小膝 を 打ち 

な 力ら 


「二重底 だな？」 

越 前 守と 愚 楽 老人 は、 チラと 眼 を 見 かわす。 

さり 

沈黙に おちる と、 もう 夜の ふけ わたった ことが、 錐 

で 耳 を 刺す ように、 しんしんと 感じられます。 おそば 

御用、 近侍の 者た ち、 ことごとく 遠ざけられて、 今 こ 

ぎょしん 

の 御 寝の 間に 額 を 集めて いるの は、 八 代将 軍 吉宗様 を 

中に、 天下 ごめんの 垢す り 旗本 愚 楽さん と、 今 をと き 

めく 南のお 奉行 大岡忠 相の 三人の み。 

くろじ きん まきえ 

黒地 金 蒔絵のお 燭台の 灯が、 三つ の 影法師 を ひと つ 

に 集めて、 大きく 黒く、 畳から 壁へ かけて ゆれ 倒して 

いる。 


まちぶぎょう 

一町 奉行が、 いかに 重大な 事件 だからといって、 

夜間 将軍と 膝 をつ きあわせて 話す という ことな ど は 絶 

対に ない …… ナン テ こと は 言い ッ こなし。 物に は 例外 

というものがある。 これが その、 最も 意外な 例外の 場 

合の ひと つなので …… 正史に は 出て おりません けど、 

このと きの 三人の 真剣 さは、 じっさいたい へんな もの 

で ございました。 

愚 楽 老人の 眼く ばせ を 受けて、 越 前 守 は、 壺の 風呂 

敷 をと き、 古色蒼然たる 桐の 箱 を 取り出した。 

時代で 黒光りが している。 やがて その 蓋 を 取り のぞ 

き、 そっと 御前に 出した の は、 すがりと いう 赤の 絹 紐 


の 網の かかった、 これ ぞ、 まぎれ もない こけ 猿の 茶壺 


多くの 人 を さわがせ、 世に 荒波 を かきたてた とも 見 

えず、 何事 も 知らぬ顔に ヒッ ソリと 静まり返つ ている 

おおめ、， ぶつ 

ところ は、 さすが 大名 物 だけに、 にくらしい ほどのお 

ちつき と、 品位。 

人に 頭 を さげさせる だけで、 自分 の 頭 を さげた こと 

だい うとく いん 

のない 八 代 有徳 院殿 も、 このと き、 この こけ 猿に 面と 

向かった とき だけ は、 おのず と 頭の さがる の をお ぼえ 

たと 申し 伝えられて おります。 

ゥ— ム、 とうな つた 吉宗 様、 壺を 手近に 引きよ せて、 


つくづくと) ，一 らんに なり、 

さく 

「りっぱな 作 ゆきじ やな あ。 品行と いい、 味わいと い 

い、 たいした もの じ ゃナ」 

幾 金ぐ らいだろう …… そんな 骨董 屋 みた いなこと は 

おっしゃ いません。 

「あけて くやしき 玉手箱 —— スゥッ と 煙が 出て、 この 

吉宗、 たちまち 其方の ような 老人に なるや もしれ ぬぞ」 

ごきげん のい いとき は、 お 口の 軽い 八 代 様、 そんな 


こと を おっしゃって、 愚 楽へ 笑い かけながら、 パッと 

壺の蓋 をと つた。 

何も はいって いない。 

もとより、 煙 も 出ない。 

拍子抜け のした 玉手箱 …… 吉宗公 は壺を ひつく リか 

えして、 底 を ポンポンと おたたき になって は、 首 を か 

しげて しきりに 音 を 聞い てら つ しゃる。 縁日で 桶 を 買 

うような か つ こうだ。 底が 一 一重に な つ ている かどう か、 

それ を あらため ている のです。 

越 前 守と 愚 楽 は、 笑いの 眼 を かわした のち、 愚 楽が、 

「どうです、 上様。 底に 種 id 掛け は ございますまい」 


「ィ ャ、 これ は 降参いた した」 

吉宗 はそう 言って、 壺を 畳へ 置きな おし、 

「この 壺に秘 図が 入って おらん となると、 柳 生の 埋宝 

それ 自身が ちと あやしい 話 じ やな」 

「そう …… かもしれ ません」 

「かもし れんで はない ぞ、 愚 楽。 柳 生 は ああい う 武弁 

一 方の 貧乏 藩 じ やが、 先祖の 隠した 大金が ある。 それ 

を そのまま にして おいて は 危険 じ やから、 日光 を 当て 

て 吐き出させて しまえ  と、 余に 向かって そう 進言 

したの は、 愚 楽、 其方で はない か」 

「へ ェ、 上様の おっしゃる とおりで」 


「へェ ではない ぞ。 それで、 ああして 柳 生の 金魚 を 死 

なした のじ やが、 日光 を ふり 当てられた 柳 生で は、 一 

風と やら 申す 茶 師の言 を 頼りに、 それ以来、 死に もの 

狂いで これなる こけ 猿の 壺の 行方 を さがし 求めて きた 

…… これ、 その 壺を いま あけて みれば、 ただ 空気が は 

いっている だけと は、 愚 楽、 これ はすべ て 貴様の 責任 

だぞ」 

むりな 理屈 だが、 楽しみに していた 壺を ひらいて み 

ると、 何も 出て こない ので、 吉宗 公、 ちょっと 駄々 を 

こね はじめた のか もしれ ない。 将軍 を はじめ、 昔の 大 

名 なんても の は、 みんな、 子供の ような わがまま 者が 


多 か つ た。 

あわてる かと 思う と、 さに あらず、 愚 楽 老人 は 平然 

として、 

「上様、 蓋 を まだお 持ちで ございますな」 

ときいた。 

なるほど …… 気がつく と、 八 代 様 はさつ き 蓋 を あけ 

たと き 取った 蓋 を、 そのまま まだ 右手に 持って いらつ 

しゃる。 

「ゥ ム、 これが —— これが どういた した」 

と吉宗 は、 つくづく その 蓋 をみ つめている。 

御存じの とおり、 茶壺の 蓋 は、 木 を まるくけ ずった 


ものであります。 それに、 奉書の 紙が、 一枚 一枚と 貼 

リ かためて ある。 

「別になん の奇 もない、 ただの 茶壺の 蓋で はない か」 

と吉宗 は、 それ を ボンと 畳へ ほうり 出した。 蓋 は、 

ころころと 輪 をえ がいて ころが リ ながら、 越 前 守の 膝 

先へ 来て、 ビタリと 倒れた。 

手に とった 忠相 は、 おそるおそる 口 を 開いて、 

「毎年、 新茶の 候になります と、 諸 藩から 茶壺 を 宇治 

の 茶 匠へ つかわします。 茶 匠 は なかなか 権威の ありま 

す もので、 おあずかり 申した 諸侯のお 茶壺 を、 それ ぞ 

れ棚 がありまして、 それへ 飾って おくので ございます 


が、 そのと き …… 」 

と、 ひとくさり 茶壺の 説明 を はじめました。 

ひ つ そりと した 大奥の 夜気に、 太い、 おちつきはら つ 

た 越 前 守の 声が、 静かな 波紋 をえ がく。 吉宗も 愚 楽 も、 

いつのまにか 緊張して、 聞き入って います。 

うじ  ちゃ 

宇治 は 茶 どころ 


一 


越 前 守 は、 静かな 声で つづけて、 

「 御存じ のとお り、 茶壺に はいろ いろの 焼きが 一 J ざ い 

ますが、 各 大名の 壺を あずかりました 茶 匠に おいて は、 

禄高、 城 中の 席順に 関係な く、 壷の 善悪に よって、 棚 

の 順位 を 決める ので ござります。 いかに 大 藩の 茶壺で 

も、 壺 そのものが 名品で なければ、 上位に は 据えられ 

ませぬ。 また、 小 藩の 茶壺な りと も、 名器で ござり ま 

すれば、 上位 を 与えられます のが、 これが、 宇治の 茶 

匠の 一 つの 権威と でも 申しましょう か？ ィャ、 上様 

の 前 を はばかり もせず、 先刻 御 承知の こと を、 かよう 

に 談義め かしてお それ 入ります る」 


ひれ 伏そうと する 忠相 を、 愚 楽 老人が そばから、 制 

する ような 手つきと ともに、 

「ィ ャ、 話に はおの ずと、 順序と いう ものが ござる、 

かまわず お続けめ されい」 

吉宗様 も、 二 ッコリ おうなずき になって、 

「それで？」 

と、 うながされる。 

「ハツ …… それで、 各 大名 は、 おのず と壺の 順位 を 争 

いまして、 万金 を 投じて 伝来の 茶壺 を あがない 求め ま 

する ありさま。 かくして、 新茶が 詰まり ますまで、 壺 

は その 宇治の 茶 匠の もとに、 飾られて あるので ござい 


ます」 

「すると、 この こけ 猿の 茶壺 も、 柳 生 藩から 毎年、 そ 

の 新茶 を 入れに 宇治の 茶 匠へ つかわされ たもので あろ 

うかの？」 

上様の 御下問に、 越 前 守、 はッと 答えて、 

ぎよ い 

「御意に ござり まする。 昔から 茶 匠の 棚に おいて、 一 

の 位 を ゆずった ことのな いこけ 猿の 茶壺 —— この 壺ぁ 

るが ゆえに、 わずかの 禄 にもかかわらず、 御三家 を は 

とざま  レリ 

じめ、 御 譜代 外様 を 通じての 大 大名 を も 後え にお さえ 

て、 第一 の 席 は、 ずっと 柳 生家の 占む ると ころで ござ 

りました」 


「この 名壺じ やからな、 むり もない」 

「それほどの 壺を また、 柳 生で はどうして、 弟の 源 三 

郎へ などく つつけ て、 この 江戸の 司 馬 十 方 斎へ ゆずろ 

うとした のであろう …… 解せ ぬ」 

と 愚 楽 老人が、 首 を ひねる。 

「サ、 それ は、 なんとかして 弟 を 世に出そう という、 

つし まの かみ 

兄 対 馬 守の 真情で も ござりましょう か。 弟の 源 三郎と 

申す は、 剣 をと つて は 稀代の 名誉 なれ ど、 何分 恐ろし 

い 乱暴者で、 とかくの 噂 も ぁリ、 末が 気づか われます 

ところから、 天下の 人間 道場た る 江戸へ 出して、 広い 

世間 を 見せて やろうとの 兄の はからいに 相違) J ざり ま 


せぬ。 マ、 それ は それと いたしまして、 サテ、 宇治で 

は、 各 大名の 茶壺に 新茶 を 詰め 終わります ると、 これ 

なる 蓋 をいた し、 この 蓋の 上から、 ピッ タリと 奉書の 

紙 を はりまして、 壺の 口に 封 をいた します」 

「フ ム、 それ は 余 も 存じて おる」 

「おそれいります。 その 封 をした 茶壺 を、 それぞれ 藩 

へ 持ち かえり、 藩 公の 面前に おいて、 お抱えの お茶 師 

が 封 を 切り、 新茶 をお すすめ まいらす る …… これ を 封 

切りのお 茶 事と 申しまして、 お茶の ほうで は 非常に や 

かまし い 年中行事の 一 つで ございます」 

愚 楽 老人 は、 せ つ かちに、 背中の 1H と 漆 を、 い つ しょ 


に ゆるがせて すすみ 出ながら、 

「ィ ャ、 そこらの こと は、 よく わか リ 申した。 が、 わ 

からぬ ことが たった ひとつ ある。 この こけ 猿 も、 毎年 

宇治へ 往復して 新茶の 詰め かえ をした ものなら、 中に 

古い 地図な どが はいって おったら、 とうに 人 眼に つか 

ずに はおかぬ はず。 とつく の 昔に 誰かが 見つけて、 も 

う 宝 は 掘り出された あと かもしれ ぬテ。 さようで は ご 

わせん か、 上様」 

「そう も 考えられ るが、 さもなければ、 その 図 は、 は 

じめ から 壺の 中で はなく、 壺は壺 でも 他の 場所に —— 」 

言い かける 吉宗の 言葉 を、 愚 楽が 横から 折って、 


「えらい！ さすが は 天下の 八 代 様。 これなる 越 前 も、 

愚 楽 も、 まず、 そこらの ところと にらんで おります」 

二 

これより 先。 この 壺を あけて、 中に、 あるべき 古 図 

のない こと を 知った とき、 越 前 守 は、 一度 は 驚き、 失 

望 もした が、 たちまち、 何 か 思い当たった ことがある 

らし <、 

「ハ ハァ、 そうか」 

と、 言った …… 。 


そして また。 

愚 楽 老人 も、 さっき 自分の 部屋で、 壷の 中が からつ 

ぼと 聞いて、 しばらく 考えた のち、 これ も 同じように 

何 か 考えが あると みえて、 

「ハ ハァ、 そうか」 

とうなず いたが …… 。 

馬鹿な 人間の 考える こと は、 たいがい 同じような も 

の だが、 知者の 知恵 も、 また 似た ような もの。 

この 天下の 知恵者が 二人まで、 ハ ハァ、 そうかと、 

自信 ありげ に ほく そえんだ のです から、 まだ 悲観す る 

の は 早い。 秘密の 地図 は、 壷の どこかに かくされて あ 


るの だろう けれど。 

これ を 言い かえれば、 柳 生家 初代の 殿様 もまた、 相 

当の 知恵者だった という ことになる。 

すると で す 

今。 

じっと 考えて いらつ しった 八 代将 軍吉宗 公、 ニッコ 

リ 微笑 をお 洩らしに な つた かと 思う と、 

「ハ ハァ、 そうか」 

まるで 口 まね だ。 

と 同時に、 手に していた 壺を キッと 見す えた 吉宗、 

「この 中 だな、 この 蓋の ：：： 」 


「恐れ入りまして ございます」 

越 前 守と 愚 楽 老人、 一度に そこへ 平伏した。 畳 をな 

めそう に、 忠相は 口 を 開いて、 

「新茶の 封に 宇治で 貼りました 奉書 は、 封切りの 茶 事 

で 縁 を 切ります だけで、 蓋の 奉書 は そのまま 残ります。 

その上へ、 翌年 また 奉書 を 貼り、 そのつ ぎの 年 は、 ま 

た その上へ …… 年 一枚と、 上から 上へ 奉書が 貼り 重ね 

られ まして、 古い 茶壺の 蓋 は、 厚さ 何分に も 達する 奉 

書の 層が できて おります る。 上様！ 御 慧眼のと おり、 

問題の 地図 は、 その 奉書の なかに 貼り こめられて ある 

ものと 察せられ まする」 


「なるほど、 考えた もの だナ」 

感心した 吉宗 は、 一 刻 も 早く その 秘密の 地図 を 取り 

出したい もの だと、 にわかに 興奮に 駆られる ようす。 

「誰か ある。 何 か、 この 紙を剝 がす もの はない か」 

へ ャ • ピンで はどうで …… 小姓が 顔 を 出す の を 待ち 

かねて、 吉 宗は吒 りつけ るよう に、 

「コ レ、 何 か 薄刃の もの はない か。 小刀で もよ い。 と 

く 持て」 

やがて 小姓の 捧げて 来た 小刀と 茶壺 の 蓋と を、 吉宗 

は 愚 楽 老人へ 突き だして、 

「爺、 貴様 は 手先の 器用 を 自慢に してお る。 ていねい 


に剝 がして みろ」 

これ は、 大任です。 

何しろ、 毎年 糊で 奉書 をべ ッ タリ 貼りつ けて、 毎年 

その上へ 上へ と 貼って きたの が、 何十 年、 ィャ、 百年 

の 余 も 貼り 重なって いるの だから、 もう スッ カリ かた 

まって、 一個の かたい 物質に 変化しつつ ある。 

しかも、 ただ 削り落として しまえば よいので はない 

一枚 一枚、 小刀の 先で 上から 順々 に剝 がすので すか 

ら、 愚 楽 老人たい へんな 役目 を 言いつ かった もの だ。 

初代の 柳 生が 隠した のです から、 どうせ 下の ほうで 

あろう けれど、 もし 隱 つけで もして は、 今までの 苦心 


が 水の 泡。 第一、 日光 御 造営 を 目前に ひかえて、 柳 生 

一藩、 浮かぶ瀬 のない ことになる …… と 小刀の さきで 

蓋の 紙 をせ せく る 老人の 額に は、 いつのまにか 玉の汗 


めったに 緊張した ことのない 愚 楽 老人、 このと き だ 

け は、 小刀で 蓋の 紙を剝 がす 手が、 ヮ ナヮナ とふる え 

たといい ます。 

それ はそう でしよう。 


何しろ …… 。 

貧乏と 剣術 を もって 天下に 鳴る 柳 生 藩に、 莫大な 財 

産が かくされて あるとの、 諸国 潜行の 隠密、 お 庭番の 

報告 を 土台に、 このたびの 日 光大 修営の 建築 奉行 を 柳 

生 対 馬 守に おとすべく 吉宗 公に 進言した の は、 そのお 

庭番の 総帥た る この 愚 楽 老人 …… 今 この 壷の 蓋から 埋 

宝の 個所 を 明記した 古 図が 出て こない 日に は、 愚 楽 さ 

んの 責任 問題 だ。 

だが、 しかし —— 百年 もの 長い あいだ、 毎年 上から 

上へ と、 糊と 奉書で 貼り かため、 そいつが うずた かい 

冒 をな してい るんだ から、 ちっと やそつ とで はう まく 


剝 がれ つ こありません。 

もし 小刀の 先で 傷つけ でもしょう ものなら、 元 も 子 

もなくなる …… 。 

上から 削る ように、 紙を剝 がして ゆく 老人の しわ 深 

い 額に は、 水晶の ような 汗の 玉が —— そして また、 そ 

の 愚 楽の 手 もと を 見守る 八 代将 軍吉宗 様と、 大岡越 前 

守の 手に も、 いつのまにか 汗が 握られて いるので。 

壺ー つ を 中に、 当時 天下 をお さえた 三 賢人の 吐く 息 

が、 刻々 熱く、 荒らくなる。 

物事の 肝 どころ を ッボと 言います が、 それ は、 この 

こけ 猿の 茶壺から 起こった のです。 


「紙と いう もの は …… こうして みると  わりかた… 

…丈夫な —— ものと みえる」 

愚 楽 老人、 そう 一言 ひと 言、 切って 言いながら、 心 

気の すべて を 小刀の さきに 集めて、 一生懸命、 

「世辞 を かためて 浮気で こねて —— じゃァ ねえ、 糊で 

かためて 時代が た つて …… まるで 岩の ようじ やわい」 

と 愚 楽、 あまりに 緊張し すぎた 室内の 空気 を、 笑い 

ほごそう とする かの ように、 そんな こと を 言った。 

が、 その 気分の 緩和 策 も、 なんの 役に もた たない。 

紙 はめく り 進んで、 もう 柳 生 時代の ころに 達したら 

しく、 糊と 紙の あいだに いつのまにか 虫が わいた とみ 


えて、 模様の ような 虫食いの 跡が 見えて きた。 それと 

同時に、 息づ まるよう な 三人の 力の 入れ 方 もい つ そう 

せまって、 今 はもう、 部屋の 空気 そのものが 固化した 

よう …… 緊張の 爆発 点。 

と！ そのと きでした。 

「オヤ ッ！」 

と、 愚 楽 老人が 叫んだ のです。 そして、 手の 小刀 を 

ほうり 出して、 

「あった！ 出て きた！ ホレ、 上様、 越 州、 字が 書 

いて ある？ ソラ、 この 下の 紙に、 うつ すらと 字が 見 

えます るぞ」 


「ドレ ドレ！ ホ ホウ、 なるほど、 何やら 墨の 跡が す 

けて 見える わい」 

「御 老人、 早く、 その上の 紙 をお 取りな され」 

「損じて はならぬ ぞ」 

「心得て おります。 ここが 千番に 一番の 掛け合い I 

I」 

愚 楽 老人 は、 紙の 端に そっと 爪 を かけて、 静かに、 

しずかに 剝き はじめた。 上の 奉書が 注意 深く 剝 がされ 

るに つれて、 下から 出て きたの は、 何やら 文字と 地図 

らしい ものの 描かれた、 一枚の 古びた 紙！ 

こけ 猿の 壷の 秘密 は、 いま 明るみへ 出ようと してい 


る。 

何百 万、 何千 万両 とも 知れない。 柳 生の 埋 宝！ 

老人の 手が、 上の 紙 を剝ぎ 終わりました。 六つの 眼 

が、 凝 然と ひとつに 集まる。 

押しつ ぶした ような 無言の のちに、 声に 出して その 

文字 を 読んだ の は、 吉宗 公であった。 

「常々 あ 〇〇 心驕 〇 て —— 」 

四 

「常々 あ 〇〇 心驕 〇 て 湯水の ごとく 費い、 無き も 〇 〇 


なる は、 黄金な り。 よって 後世 一 〇 事 ある 秋の 用に 立 

てんと、 左記の 場所へ 金 八 〇〇 両を 埋め 置く もの 也 I 

I」 

そこまで 読んだ 八 代 公 は、 紙片から 顔 を あげて、 の 

ぞ きこんで いる 愚 楽と 越 前 守 を 見 まわした。 

「ところどころ 虫が 食って おって、 よく 読めぬ。 わか 

らん 個所に は 字 を 当てて、 判読せ ねばなら ぬが」 

横合いから、 愚 楽 老人が ス ラスラと 読んだ。 

「常々 あれば 心驕リ て 湯水 の) J とく 費 い 、 無き も 同然 

こうせい  ちょうこと  とき 

なる は 黄金な り。 よって 後世 一 朝 事 ある 秋の 用に 立 

てんと、 左記の 場所へ 金 II サァ、 これ はわから ぬ。 


八百万 両 やら 八 千万 両 やら、 それとも 八十 五両 やら、 

とにかく、 八の字の つく 大金」 

「シ テ、 その 埋 ずめ ある 場所 は？」 

忠 相の 問いに、 八 代 公 は、 その 古びた 紙 を 灯に すか 

して 見ながら、 

「武蔵 国 —— ァァ、 どうし たらよ いか。 このと おり 虫 

が 食って お つ て あと は 読めぬ」 

愕然として 他の 二人 は、 同時に 左右から 首 を さしの 

ベて、 

「いや、 それ はたい へんな ことで ござります。 せっか 

くこ こまで こぎつけ たのに、 肝腎の 個所が 虫食いと は 


::: ？」 

「図の ほうで はわ かりま せんか」 

文字の 下に、 小さな 地図が ついてい るの だけれ ど、 

それ はいつ そう 虫の くった 跡が はげしく、 ほとんど 何 

が 書いて あるか わからない。 

消えた 線 を、 指先で たどって いた 吉宗、 

「これ は ハツ キリ 読めた ところで、 たいした 頼りに は 

ならぬ であろう。 ほんの その 一 個所の 地図に すぎぬ か 

ら …… ホラ、 この、 山中の 小み ちが 辻に なって おる と 

ころに 立って、 右手 を 望めば、 二 本の 杉の 木が あって 

—— あと はどうに も 読めぬ が、 苔む した 大 いなる 捨石 


のと ころより、 左に はいり …… と ある」 

「山の 中の 小み ちが 四つに 合し、 その 辻から 二 本の 杉 

が 見えて、 捨て石が あって …… これが 武蔵 国の どこと 

も 知れぬ と は、 もはや 探索の 手 も 切れた も 同然」 

暗然た る 愚 楽 老人の 言葉に、 越 前 守 は、 膝 をす すめ 

て、 

「しかし、 埋 宝の ある こと は、 事実で ござります な。 

だが、 大 さわぎ をした こけ 猿の 茶壺 は、 ただ、 これ だ 

けの ことであった のか」 

愚 楽 老人 は 憂 わしげ に、 

「柳 生 はどうす るでありましょう」 


吉宗 公が、 

「どうす ると は？」 

「イエ、 さしあたっての 日光 修営の 費用 —— 柳 生 は、 

この 壺 だけ を 頼りに してお ります のに、 武蔵 国と だけ 

では、 まるで 雲 をつ かむ ような 話。 こうなる と、 剣に 

かけて は 腕 達者 揃いの 柳 生 藩、 苦し まぎれに 天下 を さ 

わがせ ねばよ いが」 

「上様」 

と 改まった 声で、 両手 をつ いたの は、 越 前守忠 相、 

ふしょう 

「柳 生 を 救うた め、 また、 日光 御 造営に 関して、 不祥 

な 出来事 を 防ぎます ために、 ここ は 上様、 一計が 必要 


かと 存じます が」 

「事、 権現 様の 御廟に 関してまい ります」 

愚 楽 老人 も、 そばから 口 を 添える の を、 聞いて いた 

吉宗公 は、 ややあって、 

「ゥ ム、 みなまで 言う に はおよ ばぬ。 そのよう に取リ 

はからえ」 

「ハツ。 それで は、 日光に 必要な だけの 金額 を …… 」 

「そうじゃ、 どこかに 埋めて  」 

「その 所在 を 図に 認めて、 これなる 壺に 納め、 それと 

なく 伊賀の 柳 生の 手へ 送りと どけます ことに …… 」 

御 寝の 間に 謀議 は、 いつまでも 続きます。 


「しかし、 上様 …… 」 

愚 楽 老人 は 何事 か 思いつめ たように、 

「ちょっと、 その、 張り こめて あった 地図 を 拝見 —— 」 

「誰が 見た とて 同じ ことじ や」 

将軍 様の さしだす、 古びた 小さな 紙片 を、 愚 楽 老人 

は 受け取つ て、 

ちと 

「フ ー ム、 あれほど 禍 乱の 因と なった こけ 猿が、 ただ 

これ だけの 物で あろうと は、 チト 受け取り かねる。 の 


う 越 前 殿、 この 紙の 虫食いの 跡 を、 貴殿 はなん と ごら 

ん になる か ナ？」 

「古文書に 虫の 食った ように 見せかけ るに は、 線香で 

細長く 焼いて、 たくみに 穴 を あける という こと を 申し 

ますが、 まさか そんなから くリ があろう とも  」 

「ィ ャ、 わからぬ。 わか リ ませぬ —— 」 

と 愚 楽 老人 は、 からだに 不釣合いな 長い 腕 を、 ガッ 

シと 組んで、 考え こみました。 

「これほど 用心 をして、 大金 を 隠した 初代の 柳 生、 念 

に は 念 を 入れた に 相違ない。 これ はこと によると、 同 

じょうな こけ 猿の 壺が、 まだ ほかに、 一 つ 二つ あるの 


かもしれ ませぬ ぞ」 

「考えられぬ ことで はない」 

うめ 

と 沈思の 底から 呻いた の は、 八 代吉宗 公で、 

「大切な 手がかり を、 ただ 一 つの 壺に 納めた ので は、 

紛失、 または 盗難のお それ も ある。 戦国の 世の 影武者 

の ごとく、 同じような 壺を 二つ 三つ 作り、 そのうちの 

一 つに 真実の 文書 を 隠して おくと いう こと は、 これ は 

ありそうな ことじ やわい」 

どうやら、 三人の 話の 模様で は。 

この 壺も ほんとう のこけ 猿 かどう か、 危 くな つてき 

た。 


そうすると  。 

あの、 最初に 婿入りの 引出物と して、 伊賀の 暴れん 

さと 

坊が柳 生の 郷 から 持って きた あれ も、 果たして 本当の 

こけ 猿？ もし あれが 真の こけ 猿の 茶壺で ない とすれ 

ば、 本物 はま だ 柳 生家に あるの か 9 —— 

無言の 三人のう えに、 城 中の 夜の 静寂が、 重い 石の 

ようにお おいかぶ さる。 

「ま、 壺の 真偽 は 第二と いたしまして、 日光 を 眼の 前 

に 控えて、 柳 生 は 今や 死に もの 狂いの ありさまで ござ 

いますから、 御 造営に 必要な だけの 金 は、 さっそく、 

それとなく 授けます ように、 お取り計らい を 願いたい 


と 存じます る」 

越 前 守の 言葉に、 吉宗と 愚 楽 は、 われに 返った よう。 

「ゥ ム、 それ はそう だ。 では、 さきほどの 案 を、 取り 

急ぎ 実行す るよう に」 

日光 着手の 日が 近づいて いる 今と なって は、 何より 

も、 まず 財政 的に 柳 生 をた すけて、 とにかく、 御 修理 

に 着手させる のが、 目下の 急務で ある。 

隠して ある 財産な どが あって は、 その子 孫に、 いつ 

なんどき、 謀叛 骨の 高い のが 現われて、 天下の 騒ぎ を 

起こさない とも かぎらない。 それ を 防ぐ ために、 財産 

を 吐き出させようと、 大金の かかる 日 光大 修営の 籤 を 


落とした の だけれ ど。 

今 は、 あべこべに。 

将軍 様が 機密費 を 出して、 それで 名家 柳 生 を 救わな 

ければ ならない ことにな つた。 

これ じゃァ まるで、 天へ 向かって 唾 をした ような も 

ので、 あの 金魚 籤で 死んだ 不幸な 金魚が、 ざま ァ みや 

がれと 言った とい います。 

だが、 ただ 公儀から 金が おりたと いうので は、 柳 生 

も 体面 上 受け とりにく いし、 他の 諸侯への きこえ も あ 

る。 

愚 楽 老人 は、 せかせかと 手 をた たいて、 お 小姓 を 呼 


んだ。 

「料紙と 硯箱、 それに、 線香 を 一本 持って きて くださ 

ら ぬか」 
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それから 二、 三日した 明け方の ことです。 

麻布 林 念 寺 前の、 柳 生の 上屋敷。 

しょう へ いかん 

その 邸内の 一 角、 尚 兵 館と 名づ けられた 道場に、 わ 

ざ わざ 伊賀から 下向した 壺 探索の 一 隊を 引きつれて 寝 

とまりし ている 高大 之 進 —— ィャ、 驚きました。 


驚いた わけです。 

あかつき 

春眠 暁 を 覚えず …… 夢うつつ の 境で、 ゥ トウ トと 

していた 横っ腹 を、 ィャ という ほど 蹴りつ けた 者が あ 

る。 

「ャ ッ、 何 やつ？」 

がば と はね 起きて みると、 ナニ、 蹴つ たんじ ゃァな 

い。 若い 伊賀 侍の 一人が、 何 かに 驚き あわてて 部屋へ 

とびこんで くる 拍子に、 大之 進の 胴ッ 腹に つまずいた 

ん です。 

「ナ、 何 をす る」 

「何 をす る じゃァ ございません。 たいへんです。 たい 


へんです！ ふしぎな こと も ある もので、 いま 私が、 

朝早く 起きて、 庭で …… 」 

と、 その 言う ところ は、 こうだ。 

この 若い 弟子、 いつも 恐ろしく 寝坊なん だが、 今朝 

にかぎ つてす こし 早起き をして、 庭へ 出て ラジオ 体操 

—— じゃァ ない、 木剣 を 振って おおいに 三文のと く を 

味わおうと している と、 

「これが 驚かずに いられます か。 あのお 庭の 根 あがり 

松に、 何が ぶらさがつ ていたと おぼしめ す、 高 隊長 殿」 

「まさか、 天人の 羽衣で も あるまい」 

まわりに 寝て いた 連中 も、 ゴ ソゴソ 起き 出て、 


「首く くりで も ブラ さが つていた のか」 

「何 を 不吉な こと を 申す」 

若侍 は 躍起に なって、 

「天人の 羽衣よりも、 もっと 貴重な 品です ぞ、 隊長 殿。 

こけ 猿の 壺に緦 がつ いて、 あの 根 あがり 松の 下 枝に、 

ひっかかって おる では ござらぬ か。 それが、 さわやか 

な 朝風に 吹かれて、 ブラ— リ、 ブラ リ …… 」 

「寝ぼけた な、 貴様」 

「夢にも こけ 猿 を 忘れぬ ゆえに 貴公、 かわいそうに 乱 

心め されて、 さような 幻影 を 見る ように あいなつ たか」 

「こけ 猿が 松の木な どに、 ぶらさが つ ていて たまる も 


のか」 

「噓 だと 思うなら、 出て 来て 見る のがい ちばんの 早道 

だ」 

一 同 はが やが や 言 いながら その 発見者の 若侍 に付き 

従って、 ゾロゾ 口 庭先へ 立ちお リて みると、 高大 之 進 

を はじめ、 尚 兵 館の 一 同、 ィャ、 驚きました。 

驚く わけです。 

もん どのしょう 

庭 隅の 築山の ふもと、 江戸 家老 田 丸 主 水 正が、 何よ 

リの 自慢に している 一 本 松 …… 。 

その 梢に、 黒い 西瓜の ように ブラ リ とひつ かかって 

いるの は、 紛れ もない こけ 猿の 茶壺で ございます。 


ポ カンと 口 を あけた 高大 之 進、 

「ああ、 わが 輩 も、 寝ても さめても こけ 猿、 こけ 猿と 

思う うちに、 かような 怪しの 幻 を 見る ようにな つた か」 

とつぶ やいて、 思わず 眼 を こすった といい ますが、 

それ はそう でしよう。 何しろ、 そのこけ 猿の ために は、 

今まで 多勢の 人間が 血 を 流し、 また そのために、 いま、 

若き 主君 伊賀の 源 三郎は 行方 知れず …… 丹 下 左 膳な ど 

よけいもの 

という 余計者まで 飛び出して、 まんじ 巴の 必死の 争い 

を 描き だ している その 中心 —— ^ J け 猿 の 茶壺が 、 ぶ ら 

りと さがって、 見つけた 若侍の 言い草で はない が、 さ 

わ やかな 朝の 微風に そよ いでいる のです から …… 。 尚 


兵 館の 連中、 声 もない。 
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「ゥ— ム、 皮肉な 壺だナ …… 」 

うめいた 高大 之 進、 松の木へ かけよって、 壺を にら 

みあげながら、 

「探す ときには 姿 も 見せず、 とほうに くれてお ると、 

こうして 松の木な どに ぶらさがつ ている。 だが、 いつ 

た い 何者の 仕業であろう ナ？」 

あたりの 伊賀 侍た ち を ジロジ 口 眺め まわした が、 こ 


い つ だけ は 誰に も 返事が できない。 

とにかく。 

おそろしく 変わった 風景です。 茶壺 を 荒緦で 縛り あ 

げて、 そいつが ブランと 松の 枝に ひっかかって いるん 

てす 力ら 

「昨夜 深更に、 何奴 かが 忍びい つ て …… 」 

「しかし、 これが 真の こけ 猿の 茶壺と すれば、 そやつ 

は、 よほど われわれに 好意 を 持って おる 者と 思わねば 

ならぬ」 

屈強の 若侍 達が、 壺を 見上げて、 ワイ ワイ 言って る。 

问 かからく りが ありそうで、 うつかり 手出しの できな 


い 気持 —— 。 

「おろせ！」 

大之 進の 命令に、 一人が、 おっかな びっくり 背の び 

をして、 そっと 壺を、 松の 根方の 芝へ 取りお ろし まし 

た。 

「誰か その 蓋 を あけて みろ」 

こんど は 一 同 尻 ごみして、 誰も 手 を かける 者がない。 

「ス— ッと 一筋、 怪しの 煙が 立ち 昇った かと 見る まに、 

空中に、 変 怪の形 をと つて、 うらめし や 伊賀 ざむ らい 

…… ナン テ ことになるん じ やない かな」 

「世相 険悪 じ やから、 爆弾で も 入って いるの かもしれ 


ぬ」 

そんな こと を 言う やつはありません。 

中に 勇敢な ひとりが、 芝生に 片膝つ いて、 壷の 蓋 を 

とりに かかった。 

「御油 断め さるな、 おのおの 方！」 

誰かが、 大時代の 叫び を あげた。 同時に、 皆 はパッ 

そく 

と 足 を 開き、 腰の 一 刀の 柄に 手 を かけて、 居 合の 構え 

—— これに は 何者かの 深い 魂胆が あるに 相違ない と 思 

うから、 ビック リ箱を あける ような 緊張 だ。 

最初 五分 ほど、 そっと 蓋 をず らして、 中 をの ぞいて 

みたが、 べつに 煙 も 出なければ 格別 あやしい 仕掛け も 


なさそう なので、 また 一 寸 ほど 蓋 を 持ち あげてよ うす 

をう かがった。 それでも、 なんの こと もない ので、 安 

心して ぐつ と 中 を のぞき、 

「オヤ！ 何も はいって いない …… 」 

「ハ テナ、 空の 壺を、 こうして 曰く ありげ に 当 屋敷へ 

らち 

届けた と は —— 悪戯に して は、 あまりに も埒 もない。 

何 か 仔細がなくて はかなわぬ ところ じ やが」 

何も はい つて いないと わかる と 一 同大き に 強くな つ 

て、 ガヤ ガヤ 始める。 

「 一 応御 家老へ 届けいで ずば なるまい」 

高大 之 進 は その 壷の 口 をつ かんで 片手に ぶらさげ、 


庭 を 横ぎ つて 田 丸 主 水 正の 居間の ほうへ と、 歩き だし 

た。 

ひとりが、 あとに 落ちて いた 壺の蓋 を 拾い あげて、 

「高 先生！ 蓋が —— 」 

「蓋な どい らん、 捨てて しまえ」 

「しかし」 

と 追いす がって、 

「壷に ついて おる ものです から …… 」 

「そうか。 じ や、 まァ、 蓋 も 持って行こう」 

めんどうくさ そうに 受けと つた 高大 之 進、 その、 丸 

い 木の 上へ 奉書 を 幾重に も 貼り かためた 壷の 蓋 を、 グ 


ィと 懐 へね じこんで、 片手の 壺を 大きく 振りながら、 

主 水 正の 居間の 外へ とやって 来た。 

「御 家老 様、 まだお やすみで すか」 

「馬鹿な こと を 言いな さ い、 年より は 早く 眼が さめて 

困る もの じ や。 さきほどから 庭が やかましい ようじ や 

が、 何 かナ？ 小判で も 掘り当てた かの？」 
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埋 宝の ことが 絶えず 頭に ある もの だから、、 何かと 

いうと すぐ、 小判 を 掘り当て たか …… なんて、 まるで 


リ ュ ウリツク 号みたい な ことば かリ 言う。 

「ごめん を  」 

きざ はし 

と 大之進 は、 高 縁の 階 を あがって、 つぎの 間の 障 

子 を あけた。 

書院造りの 居間。 

柳 生家 江戸 家老、 田 丸 主 水 正 は、 鼈甲 縁の 眼鏡 を 

つたい 

額 部へ 押し あげて 何 か 書見 をして いた 経 机から、 大之 

進の ほう を振リ かえ つ た。 

「ォ、 なんじ や。 そんなう すぎたない もの を 座敷に 持 

ち こみお つ て …… 」 

と 小言 をい いかけた 主 水 正、 二度 見なお して、 ィャ、 


驚きました ネ。 

驚く わけです。 

夢にも 忘れない こけ 猿の 茶壺 …… 主 水 正 は、 操り 人 

形が 糸に つられる ように 踊る ように、 両手 を 空に 泳が 

せて、 フワ フワ ッ とたち あがろう とした。 

「こ、 これ、 とうとう —— ぉ壺 を、 手に入れて くれた 

か、 いや、 でかした、 でかした ぞ！ 大之 進」 

「いえ、 御 家老、 落ちついて ください。 何者が、 いか 

なる 考え あっての 仕業 か は 存じません が、 昨夜お 庭へ 

忍び こんで、 この 壺を緦 で 松の木へ ぶらさげた やつが 

あるんで す。 いま 見つけて、 大騒ぎ をした うえ あけて 


みました ところが …… 」 

「ゥ ム！ はいって おった か？」 

「ですから、 落ちついて くださいと 申し あげる のです- 

何も はい つ ており ませぬ」 

「ナ 二、 壺 はから …… ！」 

夢み るよう に、 じっと 考えて いた 田 丸 主 水 正 —— す 

ると、 です。 たちまち、 ニッと 微笑 を 洩らした かと 思 

うと、 

「ハ ハァ、 そうか」 

ここに 越 前 守、 愚 楽、 吉宗 公の 三人と 同じ 言葉 をつ 

ぶ やいた 田 丸 老人、 きっと 高大 之 進へ 眼 をす えて、 


「蓋がない ではない か、 これ、 この 壷の 蓋 はどうした」 

急に あわて だした 家老の ようすに、 大之進 もい つ 

しょに あわてて、 

「蓋 …… と。 蓋な ど は、 さっき 捨てて しまい ましたが 

—— 」 

「ナ、 何？ 壺の蓋 をす てた と？ 馬鹿者め ッ！ 棄 

そうそう 

てた とて、 まだお 庭に ころがって おろう。 早々 に 拾つ 

てま いれ、 痴 けが ッ！」 

はッ  とお 辞儀 をしょう とした 大之 進、 なんだ 

か 懐中に 硬ば つた 物が はいって いるから、 フト 思い出 

して、 


「あ！ ここに ございました。 手前、 受けと つて 懐中 

へ 入れて まいり ましたの を、 とんと 失念。 とんだ 粗忽 

をいた しました」 

「言い訳 はよ い。 出しなさい、 早く」 

こんな 壷の 蓋なん か、 どうで もよ さそうな もの だの 

に、 お爺さん、 年の せいで どうかし てるな —— と大之 

進、 心中お かしくて たまらな いが、 相手が 家老です か 

ら、 

「中が からつ ぼで、 おまけに 蓋がなければ、 これ こそ 

ほんと に 身 も 蓋 もない —— あいすみ ません」 

差し出す 丸い 蓋 を、 主 水 は 待ち きれぬ ように ひった 


くって、 しばらく ジッ とみ つめてい たが、 

「うん、 そうだ。 この、 年々 上から 上へ と 張り 重ねて 

きた 奉書の 封の 下に、 貼り こめて あるに 相違ない。 ィ 

ャ、 ここと は 誰も 気がつかぬ であろう。 大之 進！ お 

家 は 助かりました ぞ。 その 床の間の わしの 刀の 小柄 を 

取って くれ —— 待って おれよ。 今 ここに、 柳 生の 大財 

産の 所在 をし るした、 御 先祖の 地図 を 取り出して みせ 

るから な。 早く 小柄 を 持って まいれ と言うに。 えい ッ 

何 をして おる の だ！」 


壷の 蓋 をお しいた だいた 田 丸 主 水 正、 大之 進の 抜き 

とってき た 小柄で、 丁寧に 紙を剝 ぎながら、 

「高、 儀 作 は？」 

若党 儀 作の ことです。 

「おります、 さっき 庭へ 出て ぉリ ましたが …… お呼び 

いたしましょう か」 

「ィ ャ、 旅立ちの したく を させて くれ」 

「どこかへ 御 出発になる ので？」 

「いま 埋 宝の 所在が 明らかにな るから、 そうしたら、 

さ つ そく 儀 作 を 国お もて へ 知らせに 走らせようと 思 つ 


てな」 

「しかし、 まだ …… 」 

ハ テナ？ と 主 水 正 は 首 を ひねった。 なんとなく、 

蓋に 貼り 重ねて ある 紙に、 最近 手 をつ けたよう な 感じ 

が 見られる。 だが それ も、 ちょっと 変 だと 思った だけ 

で、 つぎの 瞬間、 あせりに あせって 紙 をめ くりす すん 

でい くと、 

「ァ、 あった！ 出て きた ぞ」 

さけんだ 主 水 正 は、 喜びに ふるえる 手で、 剝ぎ とつ 

た 一 枚の 紙片 を 高大 之 進の ほうへ 突き出した。 

見る と  。 


虫食いの あとのい ちじる しい 紙に、 何やら 文字と、 

地図ら しい ものが したためて ある。 

虫食いの あと は、 線香で 細長く 焼いた ので。 

蓋に 貼り こんであった 古い 奉書の 一 枚に、 薄墨で そ 

れ らしく、 愚 楽 老人が 書いた の を、 いま 言った ように 

線香で 焼いたり、 ところどころ 番茶で よごした りして、 

古めかしく 見せた ものな のです。 

「常々 あ 〇〇 心驕 〇 て」 

という あた リは、 原物のと おりだが …… どうも 巧み 

に 作った ものです。 これなら 誰が 見ても、 御 先祖の 書 

き 物と しか 思えない。 愚 楽 老人、 実に 達者な もの だ。 


千代 田の 大奥で 上様のお 背中なん か 流して いるより、 

ほかに 商売が ありそうです。 

ただ 日光の 金が 将軍家から 柳 生へ おりる では、 造営 

奉行に 当たった ものが 費用 万端 を 受け持つ という、 在 

来の 慣習が 破れて しまう。 柳 生 も 受け取る こと はでき 

なかろうと、 そこで、 士 n 宗、 愚 楽、 大岡越 前が 相談の 

うえ、 この 細工 をした こと は、 前に 言った とおりです 

が、 主 水 正、 そんな こと は 知らないから、 かぶりつ く 

ように 読んで ゆく と、 文句 は、 ところどころ 虫く いら 

しく 線香で 焼いて あって、 よく 読めない が、 地図 は… 


地図の ほうまで わからな くして しまって は、 なんに 

もな りません。 

どうやら おぼえの ある 地図 —— その 下に、 一 行の 文 

むさし のく に え ど あざぶ リん ねんじ ま へ やぎう はん 

字が 走って いて、 武蔵国 江戸 麻布 林 念 寺 前 柳 生 藩 

かみやしき 

上屋敷。 

オヤ！ 主 水 正、 大声 を あげた。 見 おぼえが ある わ 

けで、 いま 現に 自分の 住んで いる 屋敷の 図面で はない 

か。 庭の 隅の 築山の かげのと ころに、 X の 印が ついて 

いるの は、 財産 はこ こに 埋ず めて あると いうので あろ 

う。 主 水 正と 大之進 は、 顔 を 見合わせた。 双方 唾 をの 

みこむ だけで、 いつまでも だまって いる。 


やっとの ことで、 大之 進が、 

「御 家老、 このお 上屋敷 は、 御 当家 御 初代の 時代から、 

ずっと ここにお 住まいに な つ て いたので ございましよ 

うか」 

主 水 正 は 答えません。 じっと 考え こんでいる うちに、 

はじめて 彼 は、 思い当たった。 

「これ は、 真の こけ 猿で はない の だ」 

「え ッ？ 本物で はない …… だが 御 家老、 こうして 古 

い 書きつ けまで 現われ、 埋ず めて ある 場所 も、 わかつ 

たで は ございま せんか。 しかも、 この 屋敷の 庭の 隅と 

—— 」 


「大之 進、 至急した く をして くれ。 お 城へ あがって… 

…そうじゃ、 愚 楽 様に お 目に かかる のじ や」 

十 

い つ とき 

それから 一 刻、 一 一時間の のちに。 

千代 田 城の 一 室で、 膝 を 突き あわせん ばかりに 対座 

している の は 愚 楽 老人と、 柳 生 藩の 江戸 家老 田 丸 主 水 

正の 二人。 

「はは ァ、 それ はおめ でたい ことで —— こけ 猿の 茶壺 

が、 そうた やすく 見つかって、 大金の 所在 も 判明いた 


しゅうちゃく 

したと は、 祝 着 至極、 お喜び 申し あげる」 

そう 言う 老人の 顔 を、 主 水 正 は、 じっとみ つめて 二 

ャ ニヤ 笑いながら、 

「それが、 その、 ふしぎな ことに は、 林 念 寺 前の 手 ま 

えど も 上屋敷の、 庭 隅に 埋めて あると いうので、 へへ 

ペペへ」 

けろ りと した 愚 楽 老人、 

「それ はまた、 たいそう 近いと ころで、 便利で ござる 

な。 これが 奥州の 山奥と か、 九州の はずれと かいうの 

だと、 旅費 も かかる。 掘り出す 人夫 その他、 第一、 他 

領 ならば 渡り をつ けねば ならん しな」 


「ハイ、 おっしゃる とおりで」 

「そんな こと をして おって は、 ちっと やそつ との 財産 

は、 それで 元 も 子 も なくなって しまう。 掘り出す 費用 

と、 掘り出す 財産と、 ちょうど トン トンな どと いうの 

では、 やりきれん からな」 

「ハイ、 おっしゃる とおりで」 

「さすが 思慮深い 御 先祖 だけあって、 埋める ときまで 

に、 そこらの 点 も 御 考慮に なった ものと みえる、 ィャ 

恐れ入った。 持つべき はいい 先祖 だな」 

「恐れ入ります。 ところで、 ふしぎな ことが ございま 

すので —— 」 


よけいな こと を 言 わせて はならない と、 愚 楽 は大急 

ぎに、 おっかぶせる ように、 

「それで、 もはや その 庭の 隅 をお 掘りに な つ たかな？」 

「イエ、 まだで ございます。 とりあえず こちら 様へ、 

お礼 言上に …… 」 

「お礼？ なんの、 わしに 礼を言う ことがある もの か 

—— ゥム、 ナニ、 自分の 屋敷の 隅なら、 掘ろうと 思え 

ばいつ でも 掘れる。 マァ、 そう あわてる におよ ぶまい 

からな」 

「とこ ろが 、 ふ しぎな ことが ございま すので …… 」 

主 水 正、 まだ やって る。 


チ エツ！ 血の まわりの 悪い 親爺 を、 家老 だなん て 

飼って おく もんだ。 こっちの 心づ かい を 察して、 だ 

まって 掘り出し ゃァ いいのに —— と 愚 楽 老人 は、 ジリ 

、ヽ ノリし な 力 、り 

「ふしぎ …… と は、 何が ふしぎで？」 

「へへ へへ へ、 実は どうも、 なんとも はや、 申し わけ 

ございません しだいで」 

と 主 水 正、 急に 懸命に あやまり だした から、 サァこ 

んどは 愚 楽 老人の ほうが わからない。 眼をパ チクリ さ 

せて いると、 主 水 正 は 首筋 を かき かき、 言いに くそう 


「実は、 お 屋敷 替えに なって、 ただいまの 林 念 寺 前に 

移り ましたの は、 一昨年の ことで ございます」 

ァ！ そうか  と、 そこまで は 気がつか なかつ 

た 愚 楽 老人、 大狼 1 を かくして、 

「ホ ホウ、 そうで ござった かな」 

「それまで あそこ は、 京 極左 中 様のお 屋敷で、 どうも 

手前 どもの 先祖 は、 人様のお 屋敷へ 忍び こんで、 財産 

を 埋めた ものと 見えまして、 なんとも ハヤ、 不調法 を 

働きました しだい、 実に、 どうも  」 

そんな こと を 洗いた てずに、 ありがたく ちょうだい 

してお けばい いのに、 剣術の 家柄の 家老 だけに、 いや 


に 力 チカ チの、 融通の きかない 親爺 じ やな —— 愚楽老 

人 はお かしい の を こらえて、 

「ィ ャ、 すると、 当時 あの 辺 は、 野原 か 森で でも あつ 

たのでしょう」 

十一 

愚 楽 老人と 主 水 正との あいだに、 いかなる 長話が 

あった もの か …… 。 

それ はわ かりま せんが。 

老人、 スッ カリう ち 明けて、 この 頑固 一徹の 柳 生家 


在府 家老 を 説いた ものと みえます。 

ピッ タリ 両手 をつ いて ひれふし ている 主 水 正の 前へ、 

愚 楽さん は、 ニヤ ニヤした 顔 を 突き出して、 

「じ やから、 そういう わけ じ やから、 御 藩 をと りつぶ 

そうの なんのと いうの が、 決して 御 公儀の 考えで ある 

わけはなし、 いわば、 こけ 猿の 蔵して おる 秘 財の 何分 

の 一 、 ィャ、 何十 分の  一 - I それ は、 真の こけ 猿が み 

つかり、 宝の 所在が 明らかにならねば、 いかほどまで 

に 莫大なる 財産 かわから ぬから、 しかと した こと は 言 

えぬ が、 とにかく その 一部分 を 日光に つかわせようと 

いうの が、 将軍家の ありがたい おぼしめし …… 」 


あんま リ ありがたく もありません が、 そう 言われる 

以上、 主 水 正、 いかにも ありがた そうに 白髪頭 をい つ 

そう 畳に Y  ,1 すりつける。 

愚 楽さん は 静かに 説きす すめて、 

「しかるに、 こけ 猿に 意外の 邪魔が はいり、 真偽い ず 

れ ともしれ ぬ壺 が、 いくつと なく 現われた」 

「ハツ、 その 儀 は、 手前 ども 柳 生 藩の 者 一同、 実に ど 

う も、 近) J ろ 迷惑し) J くのこ とに 存じお ります るし だ 

いで」 

「ィ ャ、 そうであろう。 黄金のう ずた かきと ころ、 醜 

きまでに あらわな 我欲 迷 執の 集まる こと は、 古今 そ 


さ 

の 軌をー つに する。 上様に おかせられても、 お 手前ら 

の 困憊が お 耳に 達し、 なんとかして 公儀の 手 を もって 

ざる 

真の こけ 猿 を 発見して やりたい もの じ やと、 わしに お 

言葉が 下がった ので、 届かぬな がら もこの 愚 楽が、 大 

岡 越 前 守 殿と 相談のう え、 ある 巷の 俠豪 …… その 者の 

名 は 言えぬ が —— に 頼んで ナ、 ひたすら 捜索しても 

ら つたの じ や」 

ほうし 

「ありがたき 御 芳志、 手前 主人に も なれな く取リ つぎ 

まする 考え、 いかに 感 佩いた します ことか …… 」 

「ところで、 貴殿に うかがう が、 いったい 柳 生の こけ 

猿と 申す は、 いくつ あるの かな？」 


と、 ふしぎ そうな 顔 を 上げた 主 水 正、 

「いくつと 申して  むろん それ は、 一 つに きまって 

おります。 他 はすべ て 贋物」 

「サ ァ、 それ はわ かってお るが、 その 贋の こけ 猿が、 

二つ 三 つ 御 藩の 手 もとに も 昔から 伝わって おる ので は 

ないかな？」 

「ィャ さような こと はない と 存じます るが、 しかし、 

こけ 猿の 儀に つきましては、 国元なる 一風 宗匠と 申す 

藩のお 茶師 にきいて みねば、 何事 も 手前 一存に て は 申 

しあげ かねます る」 


「そうであろう。 先日 某所より 入手いた した 茶壺、 こ 

れ こそ は 真の こけ 猿に 相違な しと、 上様と 越 州と、 拙 

者と いきお いこんで その 壺の紙 を剝ぎ 取りた ると ころ、 

なるほど 虫食いの あと はげしき 古 図 一枚、 現われ はし 

たもの の、 文 言 地図 等 簡略 をき わめ、 とても、 思慮 あ 

る 柳 生家 御 先祖の 真の 書き物と は 思われぬ。 その 虫食 

いの あとな ども ナ、 はなはだ 怪しき もので —— じ やが、 

こう いつまでも 本物の こけ 猿が お 手に はいらぬ ようで 

は、 柳 生 殿の 御迷惑 こそ 思い やらる る。 でナ、 こけ 猿 

の 詮索 はしば らく 第二に、 御 造営に 入用な 額 だけ は、 

上様の ポケット • マネ ィを …… という ことにな つたの 


じ や。 マァ、 何も 言わずに、 お 庭の 隅 を 掘って みなさ 

れ。 正直 爺さん ポチが 鳴く。 大判 小判、 ザ ック、 ザク 

 あ つまつ まつ ま」 

くわ まつ リ 

お 鍬 祭 


おおお- P  ちの した 

「つつしみ つつしみて 申す。 わが 先祖 ここに 地下に 

こがね  ぼんてんた いしゃく 

黄金 を埋 ずめ 給いて より、 梵天 帝釈、 天の 神、 地の 神、 


暗の 財宝 を 守り 護り 給うて …… つ つし みつ つし みて 申 

す」 

変な 文句 だが —— 0 

これで も 田 丸 主 水 正、 その 白髪頭に、 もう 四、 五本 

白い の を ふやして、 ひと 晚 かかって、 やっと 考えぬ い 

た、 これが、 いわば まァ、 即席の 祝詞なん です。 

高大 之 進 を はじめ 尚 兵 館の 若侍 一 同、 今日は 袴 を 着 

て、 くすぐつ たそうに 並んで いる。 

場処 は、 麻布 林 念 寺 前なる、 柳 生 対 馬 守のお 上屋敷 _ 

お 稲荷 様 を ま つ つ て ある 築山の かげ。 

きょうは そのお 稲荷 さまなん か、 あれ どもな きが ご 


ほこら 

とき ありさまで、 今 その 祠 のうしろ の 庭 隅に、 この 壮 

大な お祭りが 開かれようと しています。 

称して …… お 鍬 祭。 

土 を 掘る 縁起 祝いだ。 

愚 楽 老人に 対面して、 急いでお 城 を さがった 主 水 正、 

ひそかに にせ 猿の 示した 庭の 隅へ 行って みると なる ほ 

ど、 そこが 三尺 四方 ほど 新しい 土 を 見せて いる。 たし 

かにゅうべ あたり 掘り返して、 何か埋 ずめ て あるら し 

い 形跡。 

愚 楽 老人 配下の 忍びの 者が 五、 六 人、 ゆうべ こつ そ 

りこの 邸内へ 潜入して、 ここに 日光の 費用 を埋 ずめ、 


また あの 細工 入りの 壺を、 松の木に ひっかけ ていった 

という わけ。 

今 は 主 水 正、 すべ てが 明らか だが、 人心の 動揺 を 思つ 

て は、 これ はあくまで 先祖の 埋 ずめ たもの、 あの 壺は 

どこまでも 正真正銘 のこけ 猿と いう ことに 見せかけて、 

苦しい 一 時 を 糊塗せ ねばならぬ。 

「殿の 御 出府 を 待って、 しかるう えに、 お 手ず からお 

掘リ 願う としょう。 それまで は、 何者 もこの 庭 隅に 近 

よる こと はならぬ。 昼夜 交替に 見 はり をいた せ」 

つい 一昨年まで 他人の 住まいだった 屋敷に、 こけ 猿 

の 財産が 埋ず めて あるなん てェの は、 どう 考えても う 


なず けない 話 だから、 藩士 一同、 それ こそ、 お 稲荷 さ 

けんぞく 

まの 眷族に 化かされ たような 形。 

それでも。 

埋宝 発見の 心祝いに、 潔め の 式 をせ ねばなら ぬと 言 

われて、 こうして 正装に 威儀 をた だし、 ズラリ と 変な 

顔 を 並べ ている。 

屋敷の 庭の 一 隅が、 急に 聖地に なりました。 

一 坪の 地面に 青竹 をめ ぐらし、 注 連緦を はり、 その 

中央に 真新しい 鍬 を、 土に 打ち こんだ 形に 突き さして、 

鍬の 柄に 御幣 を 結び、 前なる 三方に は、 季節の 海の も 

の 山の ものが、 ところ 狭い までに そなえて ある。 


田 丸 主 水 正、 いま 前に 進み出て …… つつしみ つつし 

みて 申す、 とやった ところ だ。 

若侍の 一人が、 となりの 抉 を 引っぱって、 

「ゥ フッ、 どうかと 思う ね」 

「こういう てが あると は、 知らなかった よ」 

「こんな インチキ をして いいの かしら」 

高大 之 進が 振り かえって、 

「もろもろ はだ ま つて おれ」 

めでたく 式 は 終わって、 これから 大広間で 酒宴に 移 

ろうとして いると、 合羽 姿 もりり しく、 手 甲 脚絆、 旅 

のこしら え をす ました 若党 儀 作が、 やっと 人 を かき 分 


けて、 主 水 正に 近づき、 

「御 家老、 それで は 私 は、 これから ただちに 伊賀の ほ 

うへ —— 」 

「ゥ ム、 急いで 発足して くれ。 道中 気をつけて ナ」 

二 

東海道 を 風の ように スッ 飛ぶ 超特急 燕、 あれで もお 

そいな どと 言う 人が ある。 もっとも、 亜米利加の 二十 

ロンドン バリ—  ゴ— ルド ■ ァ ロウ 

世紀 急行、 倫 敦巴里 間の 金 矢 列車、 倫敦 エディンバラ 

フライング . ス カツ チマン 

間の 「飛ぶ 蘇 格 蘭人」 …… これら は、 世界一 早い 汽車 


で。 

人間に は、 欲のう えに も 欲が ある。 その 欲が、 進歩 

を 作り だすので すが。 

どこへ ゆく にも スタ コラ 歩いた 昔 は、 足の 早い 人が 

そろつ ていたと みえます。 

早足 は、 修練 を 要する 一 つの 技術だった。 

歩き じ よ うず の 人の 草鞋 は、 つまさきの ほうがす り 

切れても、 かかとに は、 土 ひとつつ かなかった もの だ 

そうで、 つま リ、 足の 先で 軽く ふんで、 スッス ッと行 

く。 

呼吸 をと とのえ、 わき 眼 を ふらずに、 周囲の 風光と 


すっかり 溶けあって、 無念無想、 自然の ひとつの よう 

に、 規則正しく 歩 を 運ばせる。 

この 早足に ついては、 いろんな 話が のこって おり ま 

す。 水の いっぱい はいった 茶碗 を ささげて、 一日 歩い 

て も、 一滴 もこ ぼさなかった なんて こと をい う、 完全 

にから だの 平均が とれて、 一 つもむ だな 動きが ないか 

ら、 全 精力 を あげて 歩く ほうに 能力が あが つたと いう 

わけでありましょう。 

また。 

ある おそろしく 足の 早い 人 は、 胸へ 紙一枚 当てて 歩 

いて、 けっして 落ちなかった という。 


そうかと 思う と、 ある 人の 通り過ぎた あとに は、 あ 

まりの 勢いに 空気が 渦 をまい て、 屋根 瓦が 舞い あがる 

やら …… そんなの は 当てに ならない。 

林 念 寺 のお 上 屋敷 を あ とに した 柳 生家の 若党 儀 作、 

たった 一 人で、 伊賀の 国 を さして 江戸 を 出 はずれ まし 

た。 

妙な 荷物 を かついで いる。 

例の 松の木に ぶらさが つていた 贋の こけ 猿 を、 ぐる 

ぐる ッと 風呂敷 包みに して、 ヒョィ と 背中へ はすかい 

こ  0 

この 壺のー 伍一 什 を 知らせに 走る の だから、 証拠 物 


件と してし よ つ て 来たの だ。 

同時に。 

壷の 騒ぎ を 知る 人に 対して は、 こけ 猿 ここに あり、 

という 宣伝に もなる、 が、 何も 御存じない 連中に は、 

大きな 茶壺 をし よって 粋狂な！ としか 見えません。 

品 川から 大 森の 海辺へ かけて は、 海苔 をつ ける ため 

の 粗朶が、 ズ— ッと 垣根の ように 植えられ ています。 

名物です なァ。 

これが、 江戸の 江戸ら しい ものと 別れる 最後。 

急ぎの 旅 だから、 いい 景色 も 眼に はいりません。 六 

郷の水 は、 ゆるやかに 流れて、 広い 河口の あたり、 蘆 


の あいだに 上 下す る 白帆が 隠見す る。 

やがて 神奈 川、 狩 野 川 を はさんだ 南北に 細長い 町。 

海に 面した 見 はらしの いい 場所に、 茶店が 軒 を 並べて 

おります。 おなじみの 広 重の 絵 を 見ましても、 玉 川、 

たる やな どと あります とおり。 

有名な 文句の、 

「 お やすみな さ いや ァせ。 あつたかい 冷 飯 も) y ざり や 

ァす」 

「旦那さん、 煮た ての さかなの さめた の も ござ リゃァ 

す。 おやすみなさい ゃァ せ」 

細い 坂み ちに 姐さん たちが 出ば つて、 口々 に 客 を 引 


く。 儀 作 もよう やく 咽喉の 乾き を おぼえました ので、 

潮風の 吹き あげる 縁台に 腰かけて、 

「日中 は なかなか むす じゃあね え か」 

額の 汗 を ふいて おります と、 

「おやすみなさい ゃァ せ」 

表の ほうに、 客引き 女の 黄色い声 がわいて、 儀 作の 

あと を 追うよう に、 ズ カリと その 茶店へ はいって きた 

一 人の 男。 

唐 桟の袷 をつ ぶに 着て、 キ リツと しりば しより をし 

ている …… 小意気な、 ちょいと した 男前。 


つづみ 

ひさしぶりに、 鼓 の 与吉。 

彼 は。 

同じような 茶壺が いくつ も 出て きて、 与吉、 とほう 

にくれ てし ま つたんで す。 

そのうえ、 丹 下の 殿様 も、 酷え こと をした もので、 

あの 伊賀の 暴れん坊と いっしょに、 渋 江の 寮の 焼け跡 

で 穴埋めに されて しまった。 

あの あとから、 泰軒 坊主と トン ガリ 長屋の 連中が お 

しかけて、 掘り返した そうだが、 出て きたの は、 水、 


水 —— 水 だけだった と 聞いた が …… それ はそうと、 若 

き 主君 を 失った 源 三 郎づ き の 伊賀 侍た ち は玄心 斎、 谷 

大八を はじめ、 一 同 まだ 妻 恋 坂の 司 馬の 道場に がん 

ばっている。 あの 若者に かぎって、 奸計に おちいる よ 

うなお ひとで はない。 かならずや 近いうちに、 どこか 

らか ブラ リと 現われる に 相違な い 。 相変わらず 蒼白 い 

顔に、 不得要領の 笑み を 浮かべて、 ふらっと 懐手 をし 

たまん ま。 

そう 信じて、 みんな 今か今かと、 源 三郎の 帰り を 待 

ちかまえ ている。 同じ 屋敷 内の 峰 丹 波 一味と、 いまだ 

に 睨み合い をつ づけた なりで。 


本物の 壷が どこに あるか わからな いから、 どっちに 

ついてい いか 見当の つかない 鼓の 与の 公。 

お つ かな ビ ックリ で 訪ねて 行 つた 尺 取り 横町のお 藤 

姐御の 家に は 貸家 札が ななめに 貼られて …… 。 

近処の 人に、 それとなく 聞いて みると、 

「サ ァ、 なんです かね。 もうだい ぶ 前です けれど、 姐 

さん は バタ バタ 家 をた たんで、 どこか 旅に 出る とかつ 

て、 フラッ とい なくなり ましたよ。 もう 江戸に はいな 

いと 思います がね」 

という 返事 だ。 

そこで。 


鼓の 与吉。 

まなこ 

あちこちへ 眼 を はなって、 世間の ようす をな がめ 

ると  。 

チヨ ビ 安は泰 軒先 生 に 引き取られて ト ン ガリ 長屋の 

作 爺さんの 家に、 お 美 夜ち やん を 加えて 四 人、 水 いら 

ずの 楽しい 暮し …… と いうと ころ だが、 泰 軒と チヨ ビ 

安、 大小 二人の かわり 者が、 作 爺さんの 屋根の 下に 居 

候に ころがり こんでいる わけ。 

「あの チヨ ビ安を 抱き こんで、 ここで なんとか 一 芝居 

う つてみ てえ もの だが —— 」 

と は 思う ものの、 与の 公、 頭 を かいて、 


「どうも、 あの 泰軒 てえ 乞食 野郎が いる あいだ は、 恐 

ろしくて 寄りつ け もしね え」 

手 も 足 も 出ない 与吉。 それでも まあ どうやら 丹 波の 

御機嫌 を 取りな おして、 妻 恋 坂道 場の 供待ち 部屋に ご 

ろつ ちゃらしながら 毎日、 麻布 林 念 寺 前の 柳 生の 上屋 

敷の あたり を うろついて いますと …… 。 

ある 日の こと。 庭の 隅が ガヤ ガヤす るから、 武者 塀 

の 上から ヒョィ との ぞいて 見る と、 注連緦 を張リ めぐ 

らし、 ありがた そうに 鍬 を 拝んで …… お 鍬 祭。 

ふしぎな こと をす ると 思った 与の 公、 とび 帰って 峰 

丹 波に 報告す る。 


さすが は、 不知火 流の 師範代と して、 智も略 も ある 

人物。 じっと 眼 をつ ぶって しばらく 考えて いたが、 

わらじ 

「与 吉、 すまぬ が、 すぐに 草鞋 だ」 

「へ ェ、 あっしが はき ますんで。 だが、 どっちの 方角 

へ 向けて ネ？， - 

r ゥム、 今日に も 林 念 寺の 屋敷から、 国お もて 柳 生 藩 

を さして、 急使が たつに 相違ない。 貴様、 その あと を 

つけて ナ、 ようす を さぐる のじ や。 源 三 郎の兄 対 馬 守 

が 出府す るよう な ことがあって は、 当方に とって この 

うえ もない 痛手 じ やからのう」 

あこ ヽ 

みなまで 聞かずに、 気 も 足 も 早い 与吉 兄哥、 オイき 


たとば かり、 すぐ その 場から お尻 を はしょって、 東海 

道 をく だ つ てきた のです。 

たび みち 

旅 は 道づれ 

一 

一 本道の 街道 筋。 

チラ ホラ 先へ 行く 旅人の なかに 壺を しょって、 恐ろ 

し く 早足に すっとんで 行く 若党 姿 を 認めた の は 与吉が 


六 郷の川 を 渡って、 川 崎の 宿へ はいり かけた ころ だつ 

た。 

たびたびの ことで i りている から、 それ をけ つして 

ほん 物の こけ 猿 だと は 思わない が。 

なにしろ マァ、 ここで ひさしぶりに 茶壺ら しい 物 を 

さ い さき 

拝む と は、 幸 先が いい。 おおぜいの 人数で、 大 さわぎ 

して まもって 行く 壺 こそ、 贋物 かもしれ ねえが、 こう 

やって 若党 一人が、 何気なく 見せかけて、 ヒョィ と 肩 

へ かついで ゆく 壺 ：：•• こいつ はおお いに 怪しい ぞ。 

芝居気の ある やつで、 道の 真ん中に 立ち止まり、 左 

の 袖口へ 右手 を 入れて、 沈思黙考の 体よ ろしく、 与の 


公、 首 を ひねった もの だ。 

それから。 

腰の 手拭 を バラ リと 抜いて、 スッ トコ かぶり、 あん 

まり 相の よくない 風 態です。 

すたすたと 足 を 早めた まで はいいが、 先方の 若党 も、 

お つ そろし く 足が きく。 

はじめ、 与吉の 考えで は。 

柳 生 藩の 急使と いう 以上、 すくなくとも 五 人 や 十 人 

の 供 を 連れて 宿 継ぎの 駕籠 かなに かで、 ホイ！ 駕 

籠！ ホイ！ とば かり、 五十三次 を 飛ばして 行く に 

相違ない。 


自分 は ひとまず さきに 街道へ 出て、 どこかの 立場 茶 

屋に でも 腰 を かけ、 眼 を 光らせて いれば、 金輪際に が 

しっこ はない の だ。 見つけし だい、 あと をつ ければ い 

いと、 そう 思って、 柳 生の 使いより 先に 旅に 出た つも 

りなの だが …… 。 

いくら 振り かえっても、 早 駕籠 はおろ か、 急使ら し 

いものの かげ も 見えない。 

ハ テナ？ 

と 与の 公、 小 首をかしげた とたんに、 六郷の 宿で、 

この、 さきへ 行く 壺の姿 を 見つけた という わけなんだ。 

儀 作の 足 も 早い が、 与吉の 韋駄天 は 有名な ものです。 


今まで 毎々 ャ バイから だに なって、 一晩のう ちに 何 

十 里と、 江戸 を 離れて しまわなければ ならない 必要に 

せまられ るから、 いやで も応 でも、 早足 は 渡世 道具の 

ひとつ。 

で …… やっと 追いつい たのが、 この 神奈 川の 腰かけ 

茶屋。 

「おやすみなさい ゃァ せ」 

「何 を 言ゃァ がる。 やすむな といった つて、 おいら ァ 

この 家に 用が あるんだ。 今 ここへ、 茶壺が へえった ろ 

う」 

オット ッ トツ ト！  口 をお さえた 与吉、 見る と、 土 


間 をつつ きった 奥の 腰かけに、 その 茶壺の つつみ を そ 

ば に 引き つ けた 若党が 、 渋茶 か 何 か で 咽喉 をうる おし 

ている から、 ィャ、 与の 公、 ことごとく よろこん じ ま つ 

て、 

「これ は、 どうも。 よい 風が 吹きます な あ。 そのお 腰 

かけの 端の ほう を、 あっしに も 拝借 させて いただき や 

しょう」 

口のう まい やつで、 そんな こと を 言いながら、 

あ わ かずさ 

「あれが 安房 上 総の 山々、 ィャ、 絵に かいたよ うな 景 

色と は、 この ことでしょう ナ。 海て ェ もの は、 いつ 見 

て も 気持の いい もので」 


一 人で しゃべり ちらして、 海に みとれる ふう …… か 

たわらに ある 儀 作の 飲み かけの 茶碗 をと つて、 口に 

持って ゆこうと する。 儀 作が おどろいて、 

「ああ もしもし、 それ は 私の 茶碗 だが —— 」 

「オヤ！ そうでし たね。 ィャ、 これ はとんだ 粗忽 を 

だが ね、 あなた 様のお 飲み かけなら、 あっし は、 ちつ 

ともき たない と は 思いません。 イエ、 お流れ をち よう 

だいいた したいく らいの もので」 

「何 をつ まらん こと を 言いな さる。 ソレ、 お前さんの 

茶碗 は、 ここに あるよ」 


二 

「なるほど、 あらそわれね えもの だ。 あっしの 茶碗 は、 

ちゃんと ここに あら ァへ へへ へ」 

なんかと 与の 公、 何が あらそわれね えものな のか… 

…しきりに 感心して いる。 

ガブ リ とひと つ 茶 を 飲んで、 何 やか や 一 人で 弁じ だ 

した。 

くちまえ 

口前 ひとつで 人に とりいる こと は、 天才と いってい 

いほ どの 鼓の 与吉。 

武家 奉公で 世間 もせ まく、 年 も 若い 儀 作 は、 これが 


機会と なって、 うまう ま まるめこまれ たと 見える。 

「旅 は 道 づれ、 世 は 情けて えこと が ありま さあ」 

与吉の やつ、 古い 文句 をなら ベて、 

「ォ ゥ、 姐さん、 茶代 はこ こへ 置く よ。 このお 侍さん 

の 分 もナ」 

チヤ リンと 二つ 三つ、 小粒 を 盆へ 投げ だす。 

儀 作 はお どろいて、 

「ィ ャ、 私の 分まで 置いても らう わけはない。 どうぞ 

さような 心づ かいは 御 無用に 願いたい」 

与吉は 平手で 額 をた たいて、 

「そうお かたい こと をお つ しゃる もん じゃあ ござんせ 


ん。 ナニ、 ほんのお 近づきの おしるし、 へへ へへ へ、 

手前の 志 でございますよ」 

相手に もの を 言わせ まいと、 与吉は 大声に、 

「へらへら へったら、 へらへらへ！ へらへ つたら、 

へらへらへ  サァ、 めえ り やしよう。 あっし ゃァね 

き つ ぷ 

真実、 旦那の 気性に 惚れ こみ やした。 実に どうも、 お 

若い に 似ず たいした もので。 さすが はお 侍 様 …… あつ 

しみて えな 下司な 者と 同道し やすの は、 さぞ 御迷惑で 

は ござりましょう が、 そこが ソレ、 ただいま もい う 旅 

は 道 づれ、 へらへ つたら、 へらへら …… 」 

先に 立って 腰かけ を 離れた 与の 公 は、 ごく 自然に 壺 


へ 手 を 出して、 

「お 荷物、 お持ち やしよう」 

と壺 を取リ あげよう とする から 儀 作は胆 をつ ぶし、 

「アイ ャ、 それ は 主君より おあずかりの 大切な お 品。 

手 を 触れて はならぬ ぞ」 

旦那と かお 侍と か、 さかんに おだてられて、 若党 儀 

作、 ちょいと いい 気持に なって しまった。 いっぱしの 

武家ら しく、 言葉 使い も 急に 角ば つてき たの は、 与吉 

のお べんち やらが 即効 を呈 したので ございましよう。 

人間の 弱点。 

それ を 見ぬ いている 与吉 は、 


「マ アマ ァそ うおつ しゃらずに。 持ち逃げ しょうと は 

申しません。 旦那の 家来と おぼしめして、 あっしに お 

荷物 を かつがせて おくん なせえ」 

とめる 暇はなかった。 

つつしんで 壺の 包み を 持って、 与吉の やつ たちあ 

がって しまったから 儀 作 もし かたない。 ナニ、 すこし 

でも あやしい ふしが 見えたら、 そのと きと つ てお さえ 

れ ばいい の だと、 

「おもしろい 町人 だ。 では、 ソ クソク まいる としょう 

か」 

いつも 家来の 身が、 急に 家来が できた のです から、 


にわかに そっくり かえって、 茶店 を あとに しました。 

たしょう 

袖す リ 合う も 他生の縁。 

つまずく 石 も 縁の 端。 

いろいろ 便利な 言葉が ある …… この場合、 与吉に 

とって。 

そんな こと をべ ラベ ラ 弁じた てながら、 与 吉は儀 作 

から 一歩 さがって、 お 追従たら たらに ついて ゆく。 

もとより、 気を許し はしない。 

変な そ ぶ りが 見えたら、 抜きう ちに …… 儀 作が 心 を 

配って 行く と、 

「オヤ ッ！ あれ は ッ！」 


ま え 

不意に 手 を あげて、 与の 公、 前方 を 指さした。 

「なんじ や！ 何が 見える」 

つまだ 

儀 作が つりこまれて、 爪立ちして 道の むこう を 望み 

見た とき。 パッ ともと 来た ほうへ かけだし たんです、 

与吉の 野郎。 

よろいび つ 

一 


あれから、 何日た つたろう。 

それとも、 もう 十 何日？ 

とにかく …… 。 

今にな つても、 柳 生 源 三郎が 現われな いところ をみ 

ると、 あのと き、 あの 穴の 底で 三方 子 川の 水に ひたさ 

れて、 ぉ陀 仏に なった にき まっている —— 0 

と は、 峰 丹 波 一味の、 たれし も 思う ところ。 

「ああ、 自分 ほど あわれな ものが あろう か。 恋しい と 

思う 人 を、 あんな 手段で 亡き ものにしなければ ならな 

かった と は」 

かってな 人 もあった もので、 こんな こと を 考えて ひ 


とり ふさいで いるの は、 司 馬 十 方 斎 先生の 御 後室、 お 
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「でも、 あの方 も あまり 強情す ぎた から、 こんな こと 

になつ たんだ わ」 

胸に 問い、 胸に 答えて、 このごろ は 部屋に とじこもつ 

て 考え こんでば かリ である。 

ふしぎな の は、 同じ 屋敷 内の 奥まった 部屋 部屋に が 

ん ばっている 安積 玄心 斎、 谷大八 等、 伊賀から 婿入り 

道中に くつ ついて きた 連中です。 

かたき 

主君の 仇敵 は、 同じ 邸内の この 丹 波と お 蓮 様の 一味 

とわ か つ ている はずな のに。 


源三郎 はいても いなくても、 同じ こと だと 言わぬ ば 

かリ、 なんの かわ リご ともなかった かの ごとく、 今 ま 

でと 同じく 朝夕 を 続けて いる だけ。 

渋 江の 寮の 火事から、 この 妻 恋 坂の 道場へ 引き あげ 

た 当座 は、 今にも、 奥座敷の 伊賀 侍から 斬リ 込みが く 

るかと、 日夜 刀の 目釘 を 湿し、 用心 をお こたら なかつ 

た 丹 波の 一党 も、 何日 過ぎても なんの こと もない ので、 

だんだん 気が ゆるみ、 

「柳 生 一刀 流な どと 申しても、 しょせん は、 一人 二人 

の 秀抜な 剣士 をと り 巻く 烏 合の 勢に すぎぬ とみえます 

な あ」 


「さよう さ。 まず 柳 生 対 馬 守と 源 三郎、 恐るべき は あ 

の 兄弟 だけで、 ほかに は 骨の ある 者 ひとり も おらぬ と 

みえる。 主人に 害 を 加えた は、 われらと わかって おつ 

ふっき ゆ う 

て も、 復仇 ひとつ くわだてる ではなし、 ああ やっての 

ん ベんだら りと 日 を 送って いると は、 ィャ ハヤ、 見さ 

げ はてた 腰ぬ けの 寄り じ ゃテ」 

「ひとつ、 笑って やれ、 そうじゃ、 皆 そろって、 笑つ 

て くれよう では ござらぬ か」 

などと、 ものずきな 若い やつらが 五、 六 人、 縁側へ 

出て、 奥庭の ほう をむ いて ワッハ ッ ハツ、 ハツ ハツ ハツ 

…… と、 頼まれ もしない のに、 御苦労 さまに 笑い声 を 


合わせる。 

妻 恋 坂 上 一帯 を領 している、 宏大 もない 司 馬の 屋敷。 

植え こみ やら、 芝生の 小山 やら をへ だてて、 はるか 

むこうの 棟に、 伊賀の 連中が いすわって いるので すが、 

しんと しずまりかえって、 ゥン とも スン とも 答えない。 

はやる 若侍た ち を 一 手に おさえて、 師範代 安積 玄心 

斎が、 

「マ ァ、 待て！ 早まった こと をして はならぬ。 今に 

も 殿が お帰りに なろう もしれ ぬ。 その 話 をう けた ま 

わった うえで、 御 命令 ひとつで は、 剣の 林 はおろ か、 

血の 池へ もとび こみ、 しかばねの 山 を 築こう われらで 


はない か。 コレ、 しばらく 忍べ」 

と、 必死に しずめて いるので す。 

事実、 今にも 源三郎 が、 フラッ と 帰って くるに 相違 

ない —— 玄心斎 は、 そうかた く 信じて 疑わぬ ので。 

し 力し 

亡くなった 老 先生に、 萩 乃の 夫と 懇望され、 藩主 対 

馬 守との あいだに かたい 話し合いが ついて、 それで 乗 

りこんで きた この 婿入り 先な のに、 その 不知火 流の 道 

場に は、 意外な 陰謀が 渦 を 巻いて いて、 肝腎の 若君 は 

いま 行方不明 …… 。 

源 三郎に 陰膳す えて、 道場 方と にらみ 合い —— ふし 


ぎな 生活が つづいて いる。 

「御 気分 はいかが で」 

峰 丹 波 は、 大きな からだに 入 側の 縁 をき しませて… 

…表む き は どこまでも、 御 後室 様と 臣 です。 申し訳に 

そっと 片膝つ いて 障子 を あけながら、 そう、 面 ずれの 

跡の どぎ つい 顔 を、 お 蓮 さまのお 部屋へ さしいれた。 

侍女 を も 遠ざけて、 ただ ひとり。 

きょうそく  ひ ふ 

脇息に、 ほつ そりした 被 布 姿 をよりか からせて い 


たお 蓮 様 は、 ホッと 長い 溜息と ともに、 眉の あとの 赤 

い 顔 を あげる の も、 ものうそう …… 。 

「何度も 言うよう じ やが、 寝覚めが 悪い ねえ、 丹 波」 

「また さような こと を  」 

眼 も 口 も、 人の 倍 ほど も ある 大柄な 丹 波の 顔に、 す 

ごい 微笑が みなぎって、 

「お 蓮 様と もあろう 方が、 あんな 青二才の こと をい つ 

まで も  はつ はつ はつ は、 ィャ、 私 はまる で 胸が つ 

かえるよ うなう つとう しい 気持です。 あっちへ まいれ 

ば、 萩 乃 様 は 萩 乃 様で、 源三郎 をお もって、 シ クシ ク 

泣いて ばかりお いでになる。 こっちへ 来れば こっちで、 


あなた 様が 同じ 源 三郎を あきらめ きれずに、 この 気つ 

伏せの ありさま。 どうもお もしろ くない」 

と、 はいって 来て、 

「いけませんな。 そう クョ クョ なされて は。 なくなつ 

た大 先生のお ぼしめ しどお り、 源 三 メを萩 乃 様に 添わ 

せて、 われら はこの 道場 を 立ちの く か —— 面目に かけ 

て それが できぬ 以上、 あれく らいの 荒療治 は 当然で は 

ござり ませぬ か。 サ、 御 後室 様、 お 気 をな おして、 す 

こしお 庭先で もお 歩きに な つて は」 

お 蓮 様 は 返事 もしない。 頭痛で もす るの か、 白い 

きゃしゃ 

華奢な 指さき で、 しきりに こめかみ を 押え、 額に 八の 


字 を 寄せて だまりこく つてい る。 

丹 波 もしば らく 無言。 ジット そのよう す をみ つめて 

もろひざ 

いたが、 やがて、 ズィと 双 膝 をす すめて、 

「御 相談 …… 」 

「なんだ ェ？ また 御 相談 —— ほほ ほ、 お前の 相談と 

いうの は、 悪いた くらみに きまって いる」 

「同じ 穴の 狸で は ござらぬ か、 そうどう も 信用が なく 

声 だけで 笑った 丹 波、 キラ リと眼 を 光らせる と、 声 

を 低めて、 

「もう 今と なって は、 万が一に も 柳 生 源三郎 が、 生き 


て かえる 心配 は ございませぬ。 今日まで 待って なんの 

音沙汰 もない ところ をみ ると、 もはや 大丈夫 …… そこ 

で 今日に でも 拙者が、 亡き 先生のお 跡目に なおり、 こ 

の 道場 をいた だくと いう 流 名 相続の 披露 をいた したい 

もので ござる が」 

予定の 計画です から、 お 蓮 様 はい まさら 驚く こと も 

ない。 むしろ 自分から 出た 陰謀 だ。 もし あの 源三郎 に、 

恋 を 感じて さえい なければ、 永年の 願望が や つ ときよ 

う 成就す ると 聞いて、 お 蓮 様 は どんなに かこ おどりし 

たこと でしよう が —— 運命の 皮肉、 先妻の 娘 萩 乃の 婿 

に 迎えた 源三郎 を、 こんなに、 心 ひそかにした つてい 


る 現在のお 蓮 さまと して は …… 。 

「そうね え。 もう、 そうする ょリ ほか、 ないだ ろうね 

え」 

「ナ、 何 を  今と なって、 何 を 言わる る！」 

丹 波 は  0 

この 盛大な 十 方 不知火 流の 道場と ともに、 お 蓮 様と 

も 天下晴れて …… だが お 蓮 様より は、 道場の ほうが あ 

りが たいの が、 丹 波の 本心です。 しかし、 それ も、 故 

先生の 後釜に、 お 蓮 様の もとへ 入夫す る 形で こそ、 道 

場 も 自然にお のが 懐 へころ げこもう という ものです 

から、 この 土壇場へ 来て、 こう もに えきらない お 蓮 さ 


まの 態度 を 見せられて は、 

「出る ところへ 出て、 拙者が この 口 を ひらこう ものな 

ら、 同罪です ぞ、 お 蓮 様」 

詰め寄りました。 

丹 波 も 懸命です。 

ものうい 初夏の 午後 だ。 はるか 妻 恋 坂の下から のど 

かな 余韻 を 引いて あが つ てく る、 苗 売りの 呼び声 …… 

お 蓮 様に したと ころで、 十分 この 道場に は 未練が あ 


るし、 それに、 もともと 丹 波 はきら いで はない のです 

から、 二言と 否 は 申しません。 

さっそく 峰 丹 波 を もって、 この 道場の 相続に 立てる 

という …… すっかり 準備が ととのって、 その 夜、 ただ 

いまの 時間で いえば、 午後 七 時 ごろに、 道場の 正面に 

亡き 十 方 斎 先生の 位牌 を 飾り、 その 前に 遺愛の 木剣 を 

置いて —— これが まず 式場です。 

この 不知火 道場の しきたり として、 何 か あらたまつ 

た 式 事の 場合に はかならず 家 重代に 伝わる 鎧櫃 を 取 

り 出して、 その 前で おごそかに とりおこな うとい うこ 

とに な つ ている。 


新しい 入門 者が あって、 現代で いえば 宣誓式の よう 

な こと をす るの も、 この 鎧櫃の 前。 

免許皆伝の 奥 ゆるし をと つた 者が、 その 披露 をす る 

座に も、 その 鎧櫃を 飾る。 

ふだん は 土蔵に しまって あります の を、 むろん 今日 

は、 相続 披露の 式場へ 運び出す ことにな りまして、 二、 

三人の 若い 弟子が、 

「貴公、 そっち を 持て。 からだから 軽いだ ろうが、 大 

切な 品 だから、 粗忽の ないように、 皆で 気をつけて 持つ 

て ゆかねば ならぬ」 

「そうだ。 オイ、 青木、 お前 も 手 を 貸せ」 


「よしきた。 しかし、 なんだ な、 峰 先生 は、 やっと 本 

願 を 達した という もの だな。 え、 馬鹿を見 たの は あの 

伊賀の 暴れん坊 だよ。 婿の 約束 はぐれ はまになる。 こ 

け 猿の 茶壺 は 盗まれる、 故 先生の とむらいの 席への り 

こんで、 りっぱに 見得 をき つたまで はいいが …… 」 

「そうだ テ、 あとが よくね え。 本人 だけ は、 あくまで 

ないし ゆ うげ ん 

萩 乃 様の 良人の つもりで いても、 内祝言 はおろ か、 朝 

夕ろ くに 顔 を 見た こと もない。 おまけに、 ああ やって 

家来 を 連れて、 無茶な がんば リを やって おる うちに 峰 

先生の ぺ テンに かかって、 火事に まぎれて おとし 穴と 

は、 よくよく 運の 悪い やつ だな」 


「しかし、 それがし は 萩 乃 さまが お気の毒 でなら ぬよ。 

毎日 毎日 ああ 泣いて ばかり おられて は、 今に 黒 眼が 流 

れて しまい はせ ぬかと —— 」 

「まったく だテ。 あの 悲しみに 沈んで おられた 萩 乃 様 

を、 どうで 今夜の 席へ 引っぱ リ 出す のかと 思う と、 お 

いたわし くて ならぬ」 

「サ アサ、 むだ 口 は あとに して、 はよう 席 をと とのえ 

ねばならぬ。 峰 先生が お待ち かね だ。 よい か、 そっち 

の 端 を 持った か、 山 口」 

「ゥ ム、 サァ ゆこう …… オヤ、 これ はどうした！」 

r ャ！ おどろい たな、 どうも …… からだと 思った の 


に、 これ はいった いどうし たの だ。 ャケに 重い ぞ、 こ 

の鎧櫃 は」 

あおと いおり  いちにんまえ 

山 口 達 馬に 青砥 伊織と いう、 名前 だけ は 一 人前の 若 

い 門弟が 二人 軽い つもりで 持ち上げよ うとした その 鎧 

櫃が、 めつぼう 重い ので、 ビック リ顔を 見 あわし、 ポ 

カンと 立 つ ており ますと …… 。 

青木 三左衛 門と いう、 この 方 はすこし 年 をと つてお 

リ ます。 横鬢 のと ころが、 こう 禿げ あがって いて、 分 

U 貢。 

另彦 

「ナ 二、 そんなに 重い はずが ある もの か。 具足が は 

いってお るか もし れんから、 ことによると 多少 は 重い 


であろうが  さァ、 手 を 貸そう」 

「ゥ ム」 

と、 三人の かけ 声で、 やっと 鎧櫃を 持ち上げて みる 

と、 なるほど 重い。 

だが、 鎧 やら 何やら はいって いる だろうと、 青木 三 

左衛 門、 山 口 達 馬、 青砥 伊織の 三人、 べつに そうふし 

ぎに も 思わず、 小 倉の 袴をバ サバサ 言わせて、 式場な 

る 道場まで かついで まいって、 正面に 置きました。 


サァ、 何十 畳 敷け るでしょう …… 。 

広い 板の間の 道場。 

正面に は、 故 司 馬 先生の 筆になる 十 方 不知火の 大額 

を かかげ、 その 下の、 一段 小高い 畳の 壇上、 老 先生、 

老 先生 ありし日に は、 あの 白髪 赭顔の おごそかな 姿が、 

鉄扇 を斜に 構えて、 そこにす わって いられた もの だが。 

きんから かわ 

今 そのかわりに、 金 唐 革の 鎧櫃 が、 ドッシ リと 飾ら 

れて 1 0 

蔵から ここまで 持って きた 山 口 達 馬、 青砥 伊織、 青 

木 三左衛 門の 三人 は、 その、 異様に 重い 鎧櫃 に、 格別 

不審 を いだきませんでした。 


筑 紫の 名家、 司 馬 家です。 鎧、 兜、 刀剣な ど、 代々 

伝わる 武具 だけで も、 おびただしい 数に のぼって いる。 

それ を 誰かが、 鎧櫃へ 入れて おいた のだろう と、 そう 

思う までで。 

別棟に 陣 どって いる、 源三郎 手付きの 伊賀 侍た ちが、 

当ても なく 若君の 帰 館 を 待って いる あいだに、 彼らに 

気づかれ ぬよう、 そっと この 式 を あげてし まわねば な 

らぬ。 

みょうせき 

峰 丹 波が この 不知火 流の 名跡 を 継ぎ、 司 馬 十 方 斎 

の あと を 襲う との 披露 をして しまった あとで、 あの 柳 

生 一刀 流の 連中に 正式に かけあって、 邸 外へ おつ ぼリ 


出して しまおうと いう 魂胆。 

紋付 袴に 威儀 を 飾った 不知火の 弟子 一 同、 静かに 道 

場へ はいって きて、 壁 を 背に、 左右に 居 流れる。 正面 

壇上に は、 いくつと なく 燭台 を 置いて、 かがやく ばか 

リ …… 諸士の 前に は、 ほどよき ところに、 ズ— ッと百 

目 蠟燭を 立て つらね、 それが、 武者 窓 を もれる あわい 

夜光と 交錯して、 道場 全体、 夢の ような 気にし ずんで 

見える。 

ちゃく 

鎧櫃の 前に、 袴 を 着 した 峰 丹 波が、 大きな 背中 を 見 

せて 端坐。 

その 横に、 被 布の 襟 を かすかに ふるわせて、 お 蓮 様 


がう つむいて いる …… ひそかに 絹 ずれの 音が、 一方の 

入口から 近づいて、 なみいる 一同の 眼が そっちへ 向い 

た。 

泣きた おれん ばかりの 萩 乃で ある。 

常なら ば、 澄みき つた 湖心の ような 美しい 眼が、 赤 

く はれあがって いるの は、 いまの 今まで 涙に くれてい 

たものと みえる。 二人の 侍女に 左右から 助けられて、 

ソロ リ ソロ リと、 足 を 運ばせて くる 姿 は、 さながら 重 

病人の よう だ。 

席が きまる と、 

「ェ ヘン …… 」 


せき  かみざ 

出 もしない 咳ば らい をして 上座に たちあが つたの は、 

結 城 左 京 II あの、 穴埋めの 宰領 をつ とめた 男。 小 腰 

を かがめて、 ッッッ ゥと丹 波の 横手へ 進み、 皆の ほう 

を 向いて、 懐中から 何やら 書き物 を 取り出しました。 

奉書。 

つごうの いい かつ てな ことが ならべ て あるに 相違な 

い —— 左 京、 とっておきの 声 を 張り あげて、 読み はじ 

めた の を 聞く と、 

「先師、 司 馬 十 方 斎 先生 亡きの ち、 当 道場のお 跡目い 

まだ 定まらず、 もはや これ 以上 延引いた す 場合 は、 御 

公儀の きこえ もい かが かと 案じら るる まま …… 」 


なんかと、 うまい ことが 書き つらねて あって、 結局 

峰 丹 波 先生に とって は、 これほど 御迷惑な こと はない 

であろう けれども、 門弟 一同の 総意と して 御 推挙 申し 

あげる ので あるから、 どうぞ どうぞお 願いだ から、 こ 

の 道場の あるじに なって いただきたい —— 0 

「 …… 以上、 道場 総代、 結 城 左 京」 

読み終わった 彼、 一統の ほうへ 向いて おごそかに、 

「さて、 諸君！ 峰 先生 を 流師と あおぐ ことに、 誰も 

異議 は あるまい な？」 

みんな 黙って、 いっせいに 頭 を さげた。 と、 そのと 

さ、 


「異議 ある ぞ」 

どこから か、 小さな 声が …… ！ 

五 

異議 ある ぞ  という 妙に こもった 声が、 しんと 

した 空気 を ふるわせて、 ハツ キリと 一同の 耳に はいつ 

たから、 さァ、 野郎 ども、 ぎょっとした。 

膝に 置いた 両手で、 そのまま 袴 を ギュッ とっかんで、 

思わず 身 を かたくし ました。 

誰よりも 驚いた の は、 当の 丹 波と お 蓮 様、 左 京の 三 


人 —— その 結 城 左 京の 手に している 口上書の 紙が、 恐 

怖に カサカサと 鳴る のが、 聞こえる。 

ピンの 落ちる 音 も、 大きな 波紋の ように ひびく とい 

う 静寂の 形容 はこうい ぅ息づ まる 瞬間の こと を 言う の 

でありましょう。 

唇 を 真っ白に した 左 京、 かすれた 声 を あげて、 もう 

一 度、 

「峰 丹 波 先生が、 当 道場の あるじに 直られる ことにつ 

いて、 むろん、 誰 一人と して 異議 を 唱える 者 はないで 

あろうな？」 

「いいや！ おれ は 不服 だ！ おれ は 不承 だ！」 


地の 底？ 地獄の 釜の 下 —— 陰々 たる 声が …… 。 

とても はやかった、 そのと きの 一同の 動作 は。 

パッと 弟子 どもが 片膝 をた てた 剎那、 なかから あい 

たんです、 鎧櫃の 蓋が。 

お 蓮 様 は、 うしろ ざまに 手 をつ いて、 今にも 失神せ 

ん ばかり —— 获乃 はかた わらの 侍女の 手 を グッと 握つ 

て、 はりさけ そうに 眼 をみ はって いる。 

「何者 だ ッ！」 

叫んだ 丹 波、 とっさに 腰 を 浮かす と 同時、 引きつけ 

た 大刀の 柄に 大きな 手 を かけながら、 

「出入口に 締り をし ろ ッ！」 


門弟の ほうへ 向かって あわただしい 大声。 この 相手 

は 何者に しろ、 道場から 一歩 も 出さずに、 押つ 取り か 

こんで 斬り ふせて しまおうと いうので。 

「ワッハ ッ ハツ ハ、 だいぶお もしろ そうな 芝居だった 

が、 ィャ、 この 狭い なかに 身をかがめ てお るの は、 丹 

下 左 膳、 近 ごろ もって 窮屈し ごくで ナ」 

声と ともに その 鎧櫃の 中から、 スック と 立ち上がつ 

びゃくえ  ごうがんかん りゃく 

た 白衣の 異相 を 眼に した ときには、 傲岸 奸略、 人 を 人 

とも 思わない 丹 波 も、 ァ、 ァ、 ァと 言った きり、 咽喉 

が ひきつりました。 

大髻 の 乱れ髪が、 蒼白い 額き に 深い 影 を 作り、 ゲッ 


ソリ 痩せた 頰。 ォォ！ その 右の 頰に、 眉の なかば か 

きず 

らロ 尻へ かけて、 毛虫の はって いるよう な 一線の 疵跡 

か き  むきみ 

…… しかも その 右の 眼 は、 まるで 牡蠣の 剝身 のように 

白く つぶれて いるで はない か  ひさしぶりに 丹 下 

左 膳。 

道場 いっぱいに、 騒然と どよめき わたった の は、 ほ 

んの  一、 二 秒。 さながら 何 か 大きな 手で 制した ように、 

シンと しずまりかえった なかで、 左 膳、 からつ ぼの 右 

の 袖 を ダラ リと 振った。 枯れ木に 白い 着物 を かぶせた 

ような からだが、 ゆらゆらと ゆらいだ。 笑った の だ、 

声な き 笑い を。 


「出口 入口の 締り をし ろ！ 今夜て ェ 今夜 こそ は、 一 

人 残らず、 不知火 燃 ゆる 西の 海へ …… ィャ、 十万億土 

へ 送 りこんでくれ るから ナ」 

ケ タケ タと響 くような、 一 種 異様な 笑い声 をた てた 

左 膳 は、 細い すねに 女物の 長 襦袢 をから ませて、 鎧櫃 

を またいで 出た。 

「ザ、 サ、 したく をし ねえ か、 したく をョ！ こ、 こ 

の 濡れ 燕 はナ、 手前 たちのな まあった けえ 血に 濡れて 

えとい つて、 さつ きから 羽搏き をして きかね えの だ。 

ソ ー ラ！ この 羽ばたきの 音が てめ えたち に は 聞こえ 

ねえ か ッ！」 


と 左 膳、 左 腰に 差した 大刀の 鍔 元 を、 一本し かない 

左手に 握って、 体 を 落とし ざま、 ゆすぶった。 

カタ カタと、 鰐が 鳴る。 

一 同 は 立ちす くんで います …… すわって いるの は、 

丹 波 だけ。 

先生、 腰が 抜けたん じゃァ あるまい な。 

おいらが 手引き を 


- 


「丹 波ァ …… ！」 

きこく 

鬼 哭を嚙 むような、 左 膳の 声が。 

「汝ァ この 女 —— 」 

と 左 膳、 かたわら にいす くむお 蓮 様へ、 キラ リとー 

眼 を きらめかせ たのち、 

「汝ァ この 女と、 同じ 穴の 狸 だな、 ィャ さ、 同 臭の や 

からだな」 

ぐ つ と 調子 を さげて、 

「おもしれ え。 おれ ァ 伊賀の 源三郎 に、 なんの 恨みつ 

らみ もね え 痩せ 浪人。 だが ナ、 人間に ゃァ縁 ごころ て 


えものが ある。 また この 丹 下 左 膳の 胸に は、 男の 意気 

と いう ものが あるの だ！ ッ」 

ひとこと ずつ 言葉 を 句ぎ つて、 そのたび に 左 膳、 一 

歩 一 歩と 峰 丹 波に 近づく。 

どうして この 鎧櫃 のなかに、 人 もあろう に、 この 白 

面の 殺人鬼が ひそんで いたの だ？ 

愕然 呆然た る 丹 波の 胸中 を、 雨雲の ごとく、 あわた 

だしく 去来す るの は 他な し、 この 疑念の み。 

だが。 

そんな 詮索 は、 今のところ ゆとりがない。 たぶん、 

この 煙の ような 刃妖左 膳の こと だから、 いつのまにか 


土蔵へ 忍び こみ、 鎧櫃へ …… としか 推量の くだしよう 

がない の だ。 

そんな こと は、 さておき。 

あわよ く 跡目 を 相続して、 表む きこの 道場 を 乗つ と 

ろうとす る 間際に、 この もっとも 恐れて いる じゃま 者 

が、 鎧櫃 から わき 出た のです から、 さすがの 短気 丹 波、 

口が きけ な いのもむ り はない。 

ビック リ 箱から お化けが 出た 形。 

半 顔の 刀痕 を ゆがめ、 あご をな なめに 突き出した 左 

膳、 なに かこう 押しつける ように、 ソロ リ ソロ リと自 

分の 前へ せまって くるから、 丹 波、 仰天した。 


そのと たんに、 声が 出た。 子供の シャツ クリ は、 驚 

かせる と 止まり ますが、 ちょうど あんなよ うな もので _ 

「ブ、 ブ、 無礼者！ 諸子、 何 をして おる ッ！ かか 

t  ！ 力 力.^、 し—  •」 

たてつづけに さけんだ。 同時に、 腰 も 立った。 

起つ と 同時に、 パッと はねた 袴の 片袖、 そいつが 丹 

波の 背中に、 やっこ 砜 のように ヒ ラヒラ して、 まるで 

城 中 刃傷の 型 …… からだが 大きくて、 押し出し がりつ 

ぱ ですから、 さながら 名優の 舞台 を 見る よう。 

早く も その 手に は、 引き抜かれた 一 刀が、 秋の 小川 

しぐれ 

と 光って II 。 これが、 不知火 流で いう 沖の 時雨。 


サッと 水 をき るよう に、 そして、 しぐれの 一 過す る 

ように ひらめく という、 居 合の 奥許し なんだ。 

同 秒 …… 。 

今まで 啞 然として いた 門弟 一同の 手に も、 それぞれ 

しろがねの 延べ棒の ような ものが、 百 目 蠟燭の 灯に チ 

ラ チラと 映え かがやく。 剣 林 一度に 立って、 左 膳 を か 

こみました。 

萩 乃 は？ お 蓮 様 は？ と 見れば、 すでに このと き、 

女 二人の 影はありません。 二、 三の 弟子 や 侍女に 助け 

あしおと 

られ て、 血の 予想に 顔 をお おった お 蓮 様と 萩 乃の 跫音 

が、 そそく さと 乱れつつ、 はるか 廊下 を 遠ざかって 行 


く 

そのと き、 司 馬の 一同、 ギヨ ッと声 をのんだ の は、 

四ッ 竹の ような 左 膳の 笑い声が、 低く、 低く、 道場の 

板 敷 いっぱいに 低迷した からで。 

「ゥ フフ、 う ふ ふ、 そっちが 同じ 穴の 狸なら、 こっち 

は、 おれと 源三郎 は、 同じ 穴の 虎 だ。 恩 も 恨み もね え 

伊賀の 暴れん坊 だが、 左 膳 を 動かす の は、 義と 友情の 

二つ ある だけ。 おれ は 源三郎 になり かわって、 すまね 

えが、 丹 波の 首 を もらいに 来たの だよ」 

き つ さき 

いつのまにか 斬 尖、 床 を 指さして いる 濡れ 燕 …… 。 

下段の 構え だ。 


二 

世の中に、 こわい もの 知らず ほど 厄介な もの はあり 

ません。 

いま、 抜刀 を 下目に つけて、 喪家の 痩せ 犬の ように、 

きょく 

曲 もな く 直立して いる 左 膳の 姿 を 眼の 前にして。 

これ を、 組みし やすしと みたの が 不知火 流の 若侍 二、 

三人。 

おのが 剣 眼が、 そこまで いってお りません から、 相 

手の 偉 さ、 すごさと いう ものが すこしも わからない… 


…こわい もの 知らず と いうの は、 ここの ことです。 

「身の ほど 知らず の やつ メ、 鬼ぞ ろい といわれる 当 道 

場へ、 よくも 一人で 舞い こみお つたな」 

みそか 

「鎧櫃 から 化け物 浪人と かけて、 なんと 解く —— 晦日 

の 月と 解く。 心 は、 出た ことがない」 

なんかと、 なかには のんきな やつが あって、 そんな 

軽口 をた たきながら、 もうす つかり あいて をのんで か 

か つ た 気。 

抜き つれる が 早い か、 前後左右、 正眼に とって —— 

よしや ァ よかつ たんです。 

痩せこけた 左 膳の 頰 肉が、 虫の はうよう にピ クピク 


と 動いた。 

「よい か。 血の 雨の なか を、 縦横無尽に 飛び交わして 

くれよ 濡れ 燕」 

じっと 自分の 剣 を 見お ろして、 そう つぶやい たかと 

おもうと！ 殺った！ 

その はやい のなん の …… 右側に いた 一人、 ガクリ と 

膝 をつ いたと みると、 その 膝つ 小僧から 一時に ふき 出 

す， O  4 

プ クプク とお もしろ いように わき 出る 血 綿、 血糊が 

みるみる 袴の すそ を 染め、 板の間に ひろがって、 

「わ ッ！ ゥ 1 ム！」 


大刀 をいだ いて、 ころがって しまった。 

足 を 斬った から あしからず …… 左 膳、 そんなく だら 

な い 洒落 は 申しません。 

無言 だ、 もう。 

ひさしぶりに 血 を 味わった 濡れ 燕 は、 左 膳の 片腕 か 

ら とびたとう とする ものの ごとく、 すでに このと き は 

またもや 正面の 一 人 をな なめ 胴に 下から 斬り あげて、 

そいつの 手 を 離れた 一刀、 はずみと いう もの はお そろ 

しい もので、 ピュ ー ッと 流星の ように とんで 板壁に つ 

きさ さった。 刀の 持主 は、 すでに 上下 身体 を 異にして 

…… だから、 言わない こっち ゃァ ない。 


あまりの めざまし さに、 一 同、 瞬間 ぼんやり してし 

まった が、 

「屋内で は 不利！ 戸外へ おびき 出せ ッ！」 

声に 気がついて みると、 峰 丹 波 だ。 どうも ひどく 要 

領の いいやつ で、 うしろの ほうへ 来て、 足ぶ みなん か 

してし きりに 下知して いる。 安全地帯。 

が、 さっきの 丹 波の 命令で、 道場の 出口 入口、 厳重 

に 戸 じ まりをして しまったから、 オイ ソレと は あきま 

せん。 一 方、 左 膳 はもう、 一 団の 白い 風の よう だ。 白 

衣 をな びかせ て、 低く、 高く、 飛ぶ、 飛ぶ、 飛ぶ 濡れ 
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何人 斬った か、 何 刻た つた か。 

この すさまじい 道場の 物音に、 身 を ふるわせて 自室 

に つっぷし ていた 萩 乃。 跫 音が 廊下 を 走って きて、 や 

にわに ふすま を 引き あける 者が あるので、 振り かえつ 

てみ ると、 どう だ！ 血達磨の ような 左 膳が、 かこみ 

を 切り やぶ つ て此 室まで 来たの だ。 

「萩 乃さん とかいい ましたね。 サ、 おいらと いっしょ 

に 来 るんだ」 

サテ は、 恋に 狂った か 丹 下 左 膳。 

泣き さけぶ 萩 乃 を、 一 本し かない 左手に ギュ ッと抱 

きかかえ、 口に 濡れ 燕 を くわえた 丹 下 左 膳。 そのまま 


縁の 雨戸 を 蹴 やぶって、 庭へ、 暗黒の 樹だ ちの かげへ 

左 膳の 口に くわえて いる 濡れ 燕 …… 五月雨に 濡れた 

けちよう 

燕なら で、 これ は、 血に 濡れた 怪鳥、 濡れ 燕。 

その 妖 刀から、 何人 かの 冷たい 血潮が、 刃 を 伝わつ 

てしたたり 落ちる。 

雲の どこかに、 新月が 沈んで いるので あろう。 庭木 

の 影の 重なる あたりに、 あるかな しかの 夜光が、 煙の 

ように 浮動して いる —— あわい 闇夜。 


なかば 気 を 失った 萩 乃 は、 左 膳の 口の 濡れ 燕から、 

しずくの ように 落ちる 血が、 その 白い 首筋に、 二 筋 三 

筋の 赤 縞 をえ がいている であろうの を、 かすかに 意識 

した だけだった。 

口 をき けば、 刃が、 愛する 萩 乃の 上へ …… 左 膳 は、 

重い 大刀 を グッと 歯に かんだ まま、 ハツ ハツと 吐く 荒 

い 息が、 萩 乃の 顔へ、 肩へ。 

「あなた は、 いつぞや 門 之丞を 斬った お 浪人、 どうし 

て 今夜、 また あの 鎧櫃 のなかへ など 忍んで —— そして、 

わたくし を さらい 出して、 どうな さろうと いうので ご 

ざ います」 


必死に もがく 萩 乃、 匹 田の 帯 あげが ほどけ かかって、 

島 田の ほ つれが 夜風に なびき、 しどけ ない 美し さ。 乱 

むすめ 

れた裾 前に、 処女の 素足 は、 夜目に も クッキ リと —— 0 

答えぬ 左 膳の 恐ろし さに、 萩 乃 は、 はじめて 気がつ 

いたよう に、 

「アレイ、 誰か 来て！ 狼藉者 …… ！」 

さけぼう とする 口 を、 横 ざまに 萩 乃の 胸に かかって 

いた 左 膳の 左手が、 ムズ とふ さぐ。 

振り かえれば、 灯の もれる 道場 は、 大 混乱 だ。 何人、 

何十 人、 ィャ いく 十 人 かの 死体が、 そこに ころがって 

いるので あろう。 人々 は、 左 膳 を 追う こと も 忘れて い 


るら しく、 屋敷 ぜんたい、 異様に 静まり かえって いる。 

ヒタ ヒタと 庭の 苔 を 踏んで、 …… ギィ、 バタン！ 

そっと 裏木戸 を 出た 左 膳、 萩 乃 を 引きずり、 ひった て 

歩かせながら、 土塀に 沿って 魔の ように、 真夜中の 妻 

恋 坂を蚯 けて おりて ゆく。 

この 妻 恋 坂の 途中 …… ちょうど 司 馬の 屋敷の 真下に 

当たる ところに ちょ つ とした 空地が ございます。 

もと 小 普請 入りの 御家人の 住居だった のが、 あまり 

古びた ので とりこわし、 まだ そのまま になって いる。 

ものすごい 雲の 流れ を 背に、 立ち木が 二、 三本 ヒ ヨロ 

ヒ ヨロと 立って、 くずれた 石垣の あいだに、 チチチ と、 


耳鳴りの ような 音 をた てて 鳴いて いるの は、 あれ は、 

なんの 地虫？ 

左 膳 は 萩 乃 を 引つ かかえて、 その あき 地へ 切れ こん 

だ。 小暗い 隅へ 走り こむ と、 やっと 萩 乃 を はなして、 

左手に 持ち かえた 濡れ 燕 を、 自分の 着物の 裾で ス 

ゥ 1 ッ とふき つ つ、 

「萩 乃さん とやら、 おどろく こと はねえ。 おれ はこの 

あぶない 橋 を わたって、 おめえ さん をむ けえ に 来たの 

だ」 

牡丹の 大輪が 落ち 散る ように、 萩 乃 は 地面に 居く ず 

れた まま、 身動き もしない。 言葉 もない。 


その、 あやしく も 美しい 萩 乃の さま を 眼の あたりに 

して、 左 膳の 胸 は 麻と 乱れざる をえ ませんで した。 

あらゆる 世の 約束 を 断ち切り、 男と 男の あいだの 問 

題 を 解決す るに は 左 膳の 手に 利刃 濡れ 燕が ある。 だが 

この 恋の 迷い、 おのが 心の きずな だけ は —— 。 

この ひとに 宛てて、 あの 恥ずかしい、 まわらぬ 筆の 

恋文 を、 書いた こと もあった つけ。 

今 その 当の 萩 乃 は、 こうして 自分の 足 もとに、 おそ 

れ おののい ている。 

手 をのば せば、 すべて じぶんの ものに …… 。 

虹の ような、 熱い 長い 息と ともに、 左 膳 は ひとこと _ 


「泣きな さんな。 なァ、 おめえ さん、 源 三郎を 思って 

いなさる だろう。 その 恋しい 源 三に、 会わして やろう 

じゃァ ねえ か。 おいらが 手引き を …… 」 

「え？」 

こころ ぎょう あん 

心 の 暁闇 

「え？  I 


と、 涙に 濡れた 顔 を 上げた 萩 乃、 左 膳 は、 その 夜 眼 

にも 白い 顔から、 苦しそう に 眼 を そらして、 

「何もお どろく こと はねえ。 まさかお めえ さんまで、 

あの 丹 波な どと いっしょ になって、 源三郎 はもう 死ん 

だものと 思って いたわけ じゃァ あるめえ が —— なァ、 

江戸 じゅうの 人間が、 みんな 源三郎 をな きものと きめ 

てし まっても、 萩 乃さん、 おめえ だけ は、 どこかに 生 

きている と 信じて いた ことだろう」 

萩 乃 は、 もう とびたつ 思い、 すがりつかん ばかりに、 

「あの、 それで は、 ァノ、 源 三 郎様は 御 無事で …… ま 

あ！ シテ、 どちらに？」 


その 満面に あふれる 喜色 は、 左 膳の 一 眼に、 その ま 

ま、 針の ような つら さと 映る。 

微苦笑と いうの は、 昔から あつたの です。 左 膳 は 今 

それ を もらして、 

「ゥ フン、 おめえ を 源三郎 にあわせて えと 思って、 お 

れァ こっそり 道場へ まぎれこんで いたんだ。 源 三郎も 

おめえ さんの こと を  」 

「え？ では、 あのお 方 も、 この わたくし のこと を？」 

「マァ さ、 あいつ もお めえ のこと を、 おもって いる だ 

ろうと 思 うんだ。 これ ァ おいらの 推量 だ が —— 何しろ、 

口 をき かねえ 野郎 だから、 あの 伊賀の 暴れん坊の 胸の 


うちだけ は、 誰に も わからね え」 

「ハイ …… 」 

「サ ァ、 お起ちな せえ。 すこし 遠い が、 おいらが 案内 

役 だ。 こう 来な せえ よ」 

バタ バタと 裾の 土 を はらって、 立ち あがった 萩 乃、 

左 膳に したが つ て その 空地 を 出ようと すると！ 

「うぬ、 あの 化け もの。 侍、 いずくへ まいった」 

「ソ レ、 とりにがして はならぬ ぞ」 

「ナ 二、 拙者が 見つけて、 一 刀 両断に —— 」 

提灯の 灯と いっしょに、 司 馬 道場の 若侍の 声々 が、 

妻 恋 坂 を すっとんで ゆく。 大丈夫もう そこらに いない 


と 見き わめ をつ けたう えで、 いばって いるんだ から 世 

話 はない。 

その 連中の 通り過ぎ るの 待って、 左 膳 は 萩 乃 を つれ 

て、 妻 恋 坂 を あとに しました。 折りよ く 通りが かった 

の は、 二 丁の 空 駕籠。 左 膳と 萩 乃と 二人の 姿 は、 その 

駕籠に のまれた が —— 。 

ゆく 手 は？ 

ちょうど、 この 同じ 時刻。 

話 はこ こで、 この 二 丁 駕籠の 先 まわり をして …… 三 

方 子 川の 下流です。 

川 釣りの 漁師、 六 兵衛の 住居。 


奥の 六 畳 …… といっても、 ふすま はすす け、 障子 は 

破れ、 柱な ど は 鰹節の ように 真 つ 黒な —— 真ん中に、 

垢 じみた 薄い 夜具 を 着て、 まだ 病の 枕から 頭が あがら 

ずに いるの は、 柳 生 源三郎 でございます。 

伊賀の 暴れ ン坊の 面影 は、 今 この、 病む 人の 身辺に、 

わずかに 残って いるに すぎない。 あの 穴埋め 水責めの 

危機の 際に、 悪い 水 を 飲んだら しいので す。 衰弱した 

からだに 余病 を 発して、 あれから ずっと、 この 川 網 六 

兵衛の 家に 寝た ッ きりな の だ。 

看病す るの は、 あの 痩せ 鬼の ような 左 膳。 かれの ど 

こに、 そんな やさしい 心根が あるの か、 まるでもう 親 


身の ような こまかい 心づ かい、 

それと、 この 家の 娘、 お 露 II 。 

「あの、 御 気分 はいかが で …… 」 

いま も、 そう 言って 枕 もとに いざりよ つて 来たの が 

六 兵衛の ひとり 娘お 露です。 破れ 行 燈の灯 を 受けて、 

もめん 

手織りの ゴ ッゴ ッ した 縞 木綿、 模様 もさ だかなら ぬ 帯 

をまい て、 見る かげ もない 田舎娘で すが …… その 顔の 

美し さ！ 着飾らして 江戸の 大通り を 歩かせたら、 振 

リ かえらぬ 人 はないで あろう。 ことに その 眼！ 今 そ 

の 眼が、 艷に 燃えて いるの は、 ハテ、 どういう わけで 

ありましょう？ 


二 

年齢 は 十七？ それとも 八？ 

ポッと 上気した 顔 を、 恥ずかし そうに 灯に そむけて、 

お 露 は 枕 もと へ 膝 をす すめ、 

「ァ ノ、 もうお 薬 をめ しあがる 時刻で …… 」 

「ゥ ム」 

はらん  さかやき 

やっと 腹ば いに なった 源 三郎、 のびた 月 代 を 枕に 

押し当てた まま、 

「ィ かいお 世話になるな ァ。 あの 左 膳と ともに、 あな 


たの 父上に あぶない ところ を 救われてから、 もうよ ほ 

どになる。 左 膳 は あのと ぉリ、 すぐ 恢復いた したが、 

おれ は 濁水 を 飲んだ のが あたった とみえて、 いまだに 

この ありさまと は、 われながら 情けない」 

身 もだえす る 源三郎 のよう すに、 お 露 は 美しい 眉 を 

ひそめて 寄り そい、 

「すこしお み 足で もお さすり いたしましょう か。 マァ 

そんなに おじれに ならずに、 ゆっくり 御 養生 あそばし 

ますよう に  」 

「こんどと いう こんど は、 おれ も、 人の 情けが 身に し 

みた。 あの 左 膳 …… 本来なら 敵 味方、 おれに かまわず 


にど こへ でも 行って くれと、 毎日 頼む ように 言う の だ 

が、 この おれが 達者になる の を 見す ますまで は、 どん 

な ことがあ つ て も わしの そば を 離れぬ と言う。 そして、 

お 露 どの も ごらんの とおり、 あの、 かゆい ところへ 手 

みと リ 

のと どくよう な 左 膳の 看護 じ や。 男 を 泣かす の は 男の 

友情 だとい うこと を、 わし はこん ど はじめて、 つく づ 

くと 知った よ」 

左 膳の ことば かリ 言われる のがお 露に は、 少女ら し 

い 胸に、 不服な のか、 

「はい。 ほんとうに …… 」 

と 言った きり、 うつむい ている。 源三郎 も、 すぐ そ 


の 心中に 気がついた 体で、 

「ハ ハハ ハハ、 左 膳ば かりで はない。 親爺 六兵衛 殿と 

いい、 ィャ、 誰よりも お 露さん の 親切、 生涯 胆に銘 じ 

て 忘れ はいたさぬ」 

「そんなお 義理の ような お礼な ど —— 」 

お 露 は、 ちょっと すねて。 

「それよりも、 どうぞ いつまでも …… いつまでも 御 病 

気の まま、 ァノ、 あまり 早くよ くお なりに ならない よ 

うに  -」 

「これ は 異な こと を、 い つまで も 病気で おれと は —— 」 

「でも 御 病気 なれば こそ、 このむ さくる しい あばら 屋 


においで あそばして、 わたくしの ような 者まで、 朝夕 

お 側近くお 世話 させて いただい ており ますが、 おなお 

りに なれば、 りっぱな 御殿へ お帰り あそばして、 美し 

い 奥方 を はじめ、 大勢の 腰元 衆に 取り かこまれ …… 」 

パッと 顔 を かくした お 露の 耳 は、 火の ように 赤い。 

それよりも まごつい たの は 源三郎 で、 自分が 伊賀の 柳 

生 源三郎 という こと は、 知らして ない、 どこの 何者と 

も 身分 を つ つんで いるので すから、 

「何 を 言わる る。 私 はそんな 者で はない。 左 膳と 同じ 

御家人く ずれの やくざ 侍 …… 」 

「それならば、 なお 心配で。 江戸に は、 美しい 娘さん 


が、 たくさん いなさる とのこと  」 

「しかし、 お 露さん ほどきれ いなの は、 そうたんと は 

あるまい テ」 

と 源 三郎、 意識して 言う わけではありません が、 ふ 

と、 こんな 言葉が 口を出る のが、 そこが ソレ、 女に か 

けて 不良 青年た る 源 三郎の ゆえんでありましょう。 自 

分が そんな こと を 言えば、 それが どんなに 強く 相手 の 

胸に ひびく かも 考えないで。 

「ァ ラ、 あんな ことばつ かり …… 」 

お 露が、 両手で 顔 をお おって、 指の あいだから じつ 

と 源三郎 をみ つめたと き、 縁に むかった 障子が ガラツ 


と あいて、 

「源 三ェ、 みやげ だ。 ソレ 受け取れ ッ！」 

左 膳の 片手に 押されて、 はなやかな 風の ように、 バ 

タ バタと 部屋へ はいって すわった の は、 萩 乃 …… 。 

左 膳 も その 横手に、 ガ ツキと あぐら を 組んだ が、 お 

露 は、 もう はじかれ たように 逃げ だして、 その 姿 はす 

でに 室内に なかった。 

あらつ ぼい 左 膳の 友晴 …… 。 


萩 乃 は、 その 左 膳に 押されて、 くず おれる ように 座 

敷へ はいった とき、 むこうの ふすまの かげに、 チラと 

赤い 帯の 色が 動いて、 誰か 若い 女が 出て 行った ようす。 

逃げる ようにお 露の 去った の を 萩 乃 は 眼 ざと く、 眼 

のす みで 意識しながら、 たえて ひさしい 源 三郎の 前に、 

お 屋敷 育ちの 三 つ 指の 挨拶。 

「源 三郎 さま、 おひさし ぶりで ございます。 あなた 様 

は、 もうどう おなり あそばし たかと、 お案じ 申し あげ 

ており ましたに、 よく まァ御 無事で —— 源三郎 さま、 

おなつか しゅう ございます」 

やっと ひとりの 女が 去った かと 思う と、 また 一 人。 


女難に 重なる 女難に、 源三郎 は、 その 切れの ながい 

眼をパ チクリ させて、 かたわらに すわって いる 左 膳 を 

かえりみ、 

「これ はいった いなんと したの だ、 左 膳」 

「ヮ ハハハ ハハ、 おれが いたと て、 遠慮 は 無用 だ。 だ 

きつくな り、 手 を 取るな りする がよ い。 それとも、 こ 

んな 化け物で も、 人間の はしくれであって みれば、 人 

前で イチャック こと はでき ねえ と言うの なら、 おら ァ 

ドロ ドロと 消える としょう。 アツ ハツ ハツ ハ」 

豪快な 笑いの 底に 流れる、 身 を 切る ような 一 抹の哀 

愁 …… 源 三 郎も萩 乃 も、 それに 気の つくす ベの ない の 


は、 やむをえないが。 

左 膳が、 火の ように 恋して いる 萩 乃 は、 いま、 死ん 

だと 思った すきな 男 を 眼の 前にして、 この、 狂気の よ 

うな 喜びよう である。 それ を 見て いなければ ならない 

左 膳の 苦悩 は、 煮えた ぎる 鉛の 沼。 

剣 魔 左 膳の 恋 は、 誰も 知らない。 誰も 知らない。 病 

犬の ように 痩せ ほそった 左 膳の 肋骨の 奥と、 膝 わき 

に 引きつけ た妖刀 濡れ 燕の ほか は。 

どうして 萩 乃が ここ へ —— 0 

と、 源三郎 は、 なお も 不審 顔です。 

左 膳の 一 眼、 萩 乃と 源 三郎を かたみに 見ながら、 


「おれ は 今朝、 源 三に だま つ て ブラ リと ここ を 出た が、 

あの 足です ぐ 妻 恋 坂の 道場へ 行って みると、 何やら 今 

夜 儀式が あると かで、 屋敷 じゅうざ わめいて いる じ や 

ねえ か。 これ はさ いわいと 土蔵へ 忍び こみ、 鎧 櫃にひ 

そんで いると …… ナァ源 三郎、 これが おめえ のま だ 運 

のっきね えと ころと いうの だろう。 夜になる と、 その 

おれの はいった 鎧櫃 が、 道場の 正面へ かつぎ 出されて、 

あとめ 

その 前で 遺跡 相続の かためが 始まった の だ。 道場の あ 

る じに 直ろうと して いるの は 言うまでもなく 峰 丹 波」 

萩 乃が あと を 受けつ いで、 

「ハイ、 丹 波 は、 二世 十 方 斎の 名と、 継母お 蓮の 方と 


を 天下 はれて 手に入れ ようとの 魂胆で ございます。 そ 

のために、 わたくしの …… 」 

言い さした 萩 乃の 頰は、 行 燈の灯 を 受けて、 秋の 入 

リ 陽に はえる 紅葉の ように 赤い。 

むすめ 心に ためらつ たが、 やがて 思いきって、 

「わたくしの —— 夫と きまった 源 三 郎様を 亡き者に し 

ようとし、 また、 この わたくし を も 押し こめ 同様に… 

…」 

すると、 左 膳、 思い出し たように 笑って、 手近な 大 

刀 を 引きよ せて ホトホ トと鞘 をた たきながら、 

「コ レ、 濡れ 燕、 おめえ もよ く 働いて くれたが、 残念 


だった なァ、 丹 波 をう ち もらした の は」 

じっと 何 か 考え こんでい たが、 不意に ほがらかに、 

「サ、 これでい い。 萩 乃と 源 三郎を 会わして しまえば、 

丹 下 左 膳の 役目 はすんだ の だ。 サァ、 おれ はこれ から 

…：- J 

濡れ 燕 を トンと 杖に ついて、 左 膳、 やにわに 起とう 

とする から、 源 三郎は あわてて、 

「オイ、 ちょっと 待って くれ。 萩 乃と おれ を 二人き り 

にして  困るな ァ、 どうも」 


左 膳 は 中腰の まま、 

「惚れられた 女と 二人き りに なって、 困る つて やつ も 

なかろう じゃァ ねえ か、 ハツ ハツ ハツ ハ」 

「ィ ャ、 ところが その、 実は、 その …… 」 

と 源三郎 は、 しどろ もどろ だ。 

真つ かに はにかんで いる 萩 乃 を 左 膳 は 首 を 動かして、 

チラと 見ながら …… 左の 眼し かないので、 首 ごと 動か 

さない と 横の ほう は 見えない の だ。 

かわいそうな 丹 下 左 膳、 泣く ように 苦笑して、 

「ィ ャ、 どう 考えても、 おら ァ この 場の よけい もんだ 


よ。 萩 乃さん にう らまれ ねえ さきに、 消えて なくなつ 

たほうが か し - そうだ ぜ」 

「イエ、 あの、 けっして そんな こと は —— 」 

やっと それだけ 口にした 萩 乃、 自分に 対する 左 膳の 

胸中な ど、 知る 由 もない から、 なんという こまかい 心 

づ かい をして くださる 苦労人であろう！ こわい ばか 

りが この 方の 身 性で はない。 ほんとうに 思いやりの あ 

る— …… と、 眼に 千万無量の 感謝 を こめて 左 膳 を 見 あ 

げ、 

「なんとお 礼 を 申し あげてよ いやら —— あの、 源三郎 

さま、 こちら 様のお かげで、 こうして あなた 様の もと 


へ 連れて来て いただく ことができました。 どうかお 礼 

を おっしゃ つ て」 

源 三郎は 迷惑 顔、 

「だが、 何も おれが、 萩 乃さん を つれて 来て くれと 頼 

んだ わけ じゃァ なし —— 」 

「コ レ、 源 三！ てめ え 何 を 言う。 おれ はおめ えの た 

めに したん じゃァ ねえの だ。 萩 乃さん の 心 を 察して、 

この 出しゃばりな 役 をつ とめた の だよ。 こんなに おめ 

え 一人 を 思って いる 萩 乃さん の 心中 を、 すこしで も考 

えたら、 こら、 源 三、 そんな 口 はきけめ えが」 

起ち あがった 左 膳 は、 濡れ 燕の 鞘 尻で 帯 を さぐりな 


ふところ 

がら、 ぐっと 落し 差し …… 一本き りの 左の 手 を、 懐 

ふかく のんで、 ブラ リと 歩き だしながら、 

「源 三、 こんなに 女の子に 思われる の は、 あだ やおろ 

そかな ことじ ゃァね えぞ …… 」 

そういう 左 膳の 声 は、 かすかに ふるえて、 

源三郎 はいつ しか、 キ チンと 床の 上に すわりな おし 

ていた。 

「しかし、 弱った な あ。 今 ここへ 萩 乃 を 置き去り にさ 

れても …… マァ、 左 膳、 頼む から、 もうす こしおれと 

いっしょにいて くれ」 

「いたくても、 萩 乃さん の 邪魔になる。 この ひとが ど 


ん なにお めえ を 恋いした つ ている か —— それ を 思った 

ら源 三、 な、 すこしも はやく からだ を 丈夫に して、 首 

尾よ く あの 道場 を 乗っ取れよ。 なァ、 そのと き あこの 

丹 下 左 膳、 大手 を 振って 遊びに ゆく ぞ、 ハツ ハツ ハ」 

「こ、 これ、 あなた も いっしょに、 左 膳 を 止めて くだ 

さい」 

と 源三郎 は、 萩 乃へ、 

「私が あぶない ところ を 助かった の は、 みなこの 左 膳 

のお かげ だ。 穴の 底から 三方 子 川へ 浮かび あがる こと 

のでき たの も、 また、 この 家の あるじ 漁師 六 兵 衛に救 

われた の も、 みんな 左 膳が いたれば こそ だ。 萩 乃、 こ 


ころから 左 膳に 礼を言って くれ」 

萩 乃 は、 あらたまって 左 膳の 前に 両手 をつ き、 

「なにから 何まで、 ほんとうに ありがとう ^ ざい まし 

た。 源三郎 様の ことと いい、 今夜の ことと いい、 御 恩 

は 生涯 忘れ はいたし ません」 

その、 身 も 世 もな く よろこばし そうな ようす を、 左 

膳 はしば らく じ つ と 見お ろして いたが、 

「ィ ャ、 萩 乃さん、 あんた にそう 言われた だけで、 お 

れは、 このうえの 満足 はない。 無事な 源 三の 顔が 見ら 

れて、 うれしいだ ろうな ァ萩 乃さん」 

「ハ、 はい …… 」 


「はは はは は、 そうだろ うな あ。 大事に して あげな さ 

いよ。 源 三、 行く ぜ」 

「さ、 さ、 左 膳。 ド、 どこへ ゆく？」 

「どこへ？ それ はおれに も わからぬ。 この 腰の 濡れ 

燕に きいて くれ」 

五 

い つ とき 

夜明けの 一 刻 前 …… 。 

闇黒が ひときわ 濃い ときが あると いいます。 明け方 

の 闇 は、 夜中の 闇よりも いっそう 深 沈と して  その 


暁闇につつ まれた 左 膳、 源 三郎、 萩 乃の 三人 は、 それ 

ぞれの 立場で、 凝 然と 考え こんだ まま だ。 

だが、 このほか にもう 一 人。 

うば 玉の 暗黒よりも 濃い 心の 暗闇に、 すすり泣きの 

音 を こらえて いる 女が ひとり —— それ は、 次の間の ふ 

すまの かげに、 この f 伍一 什 を もれ 聞いた この 家の 娘、 

お 露でした。 

思う 源 三郎に は、 自分より さきに、 あんなに あの方 

をした つてい る この 萩 乃と やらいう 美しい お 嬢 様が あ 

る …… と 知って、 彼女の 心 は 暁闇に とざされた のでし 

た。 


萩 乃 は 萩 乃で、 こんなにまで したって いる 源三郎 が、 

すこしも その 愛の 反応 を 見せて くれない のが、 まるで、 

くらやみの 山道に 迷った ように、 こころ 寂しい。 

当の 源 三郎は …… 。 

たぶんに 不良 性の ある 彼の こと だ、 萩 乃に しろ、 お 

露に しろ、 女と いう 女に は、 面と むかえば、 おざなり 

に、 すいたら しい 言葉の 一 つや 二つ は 吐こうと いう も 

の だが、 そのす ぐ あとで、 けろ リと 忘れて しまう のが、 

この 源 三郎の 常な ので。 

女に かけて は 悪魔 的な 源 三郎。 それに 思い を 寄せる 

と は、 萩 乃 もお 露 も、 因果な ことにな つた ものと いわ 


なければ なりません。 

それよりも。 

恋する 女 を 友情 ゆえに、 思いき るば かり か、 こうし 

て 自分が なかだち となって、 その 二人 を まとめて やろ 

うとす る 丹 下 左 膳の 心中、 その つら さは どんなで しょ 

う！ 四 人 四 様に 黒い霧の ような 心の 暁闇。 

「ゲ ッ、 おれ はなんだ つて、 こんなと ころに、 ぼん や 

り 立って 考え こんでい るんだ。 ホイ、 焼きが まわった 

か 丹 下 左 膳」 

そう 思い出し たように 苦笑した 左 膳 は、 

「それじゃ ァ源 三、 しっかり 萩 乃さん を か あいがって 


やれよ。 手鍋 さげても の 心意気で ナ」 

もう、 とめる まはなかった。 

病み ほうけ た 源三郎 が、 片膝お こして 追おうと した 

しら ざ や 

とき、 白 鞘の 刀 を 見る ような 丹 下 左 膳の 姿 は、 すでに 

部屋から、 小 庭から、 そして 木戸から、 戸外の あかつ 

きの 闇黒へ のまれ さって いたのでした。 

「ほんと によけ いなこと をす る 人！ あんなお 屋敷の 

お嬢さん など を、 わざわざ 源 様のと ころへ 引っぱ つ て 

きたりなん かして、 人の 気 も 知らないで、 いけす かな 

い つたら あり ゃァ しない！」 

からかみ 

人知れずお 露 は、 唐紙の かげで 歯ぎ しり をして、 泣 


き 沈んだ のでした が、 これ はたち さって ゆく 左 膳の 耳 

に はむ ろん、 となりの 部屋の 萩 乃、 源三郎 にも 聞こえ 

なかった。 

朝の 闇に とけさった 丹 下 左 膳 は、 このつ ぎ どこに、 

あの 濡れ 燕 を 駆って 現われる ことでしょう か？ 

それ はしば らく、 そのまま にして。 

ばつの 悪い 思いで 萩 乃 様の 前に 残された の は、 伊賀 

の 暴れん坊です。 

い いなずけ 

許婚 どころ か、 自分と して は、 もう 妻と いう 建て前 

で、 それで 丹 波と お 蓮 様 一党に 対してがん ばってきた 

のです が、 こうして 萩 乃 さまと さしむかい になって み 


ると、 伊賀の 源 三、 てれる ことおび ただしい。 

相手 は 几帳面な お 嬢 様 育ち。 それが、 おもう 男の 前 

ですから、 いやに かたくなつ ている。 源 三郎、 すつ か 

り もてあまし 気味で、 

「え へん、 ゥ フン、 ええと、 ィャ そのなん です。 おい 

おい 夏め いてまい リ ました」 

なんかと、 やって いる。 

たた じ やみ せん 

畳み 三味線 


「は？」 

と 上げた 萩 乃の 顔 は、 パッ と美し く 上気して いる。 

それ を 源三郎 はじつ とみつ めて、 

「ィ ャ、 その、 実に ソノ、 なんです …… ときに 萩 乃 ど 

の、 よく 長い あいだ、 拙者 を 思って いてく だされ まし 

たな ァ」 

と 伊賀の 暴れ ン坊、 心に もない こと を、 例によって 

そんな 殺し文句 を 吐く。 

火に 油 を そそぐ ような もの、 源 三郎、 よせば いいの 


に —— でも 女たら しの 彼、 こんな こと をい うのが 癖に 

な つ ている ものと みえる。 

日ごろの 思いが やっとむ くわれた ように、 萩 乃は感 

じて、 娘の 恥ずかし さもう ち 忘れ、 そそく さと 膝 をす 

すめた。 

「あたくし ほんとうに、 もうもう どうなる かと 思い ま 

したわ。 お 兄 上 対 馬 守 様との かたいお 約束に よって、 

りっぱに 道場に お乗り込み になった あなた さま を、 今 

になって 筋 もな く しりぞけ るの みか、 あの 丹 波が 継母 

うえと 心 を あわせて、 司 馬の 家 を乗リ 取ろうと してい 

るなん てなん という 恐ろしい …… そのうえ、 弟子 ども 


の 噂で ふっと この 小耳に はさみました ところでは、 あ 

なた 様 を、 なんでも 穴と やらへ 埋めて しまった とのこ 

と。 萩 乃の 胸 は、 つぶれる ばかりで ございました」 

「ィ ャ、 そうた やすく 死ぬ 伊賀の 暴れ ン坊 では ござら 

ぬ」 

賴 もしそう に 萩 乃 は ほほえんで、 

「でも、 源 さま はよ い 御 朋友 をお 持ちな されて、 おし 

あわせで ございます。 あなた 様に も、 それから、 この 

あたくし にと つ て も」 

「ハ テ、 よい 朋友？」 

「は。 あの、 丹 下 左 膳と やらいう …… 」 


「おお、 彼に はこの 源 三郎、 近 ごろ もって 感銘いた し 

た。 余の 恩人で あるの みならず、 聞けば 今宵、 まさに 

丹 波の 手に 渡らん とした 道場 を、 邪魔 だてして すくつ 

て くれたの も、 かの 左 膳 —— 」 

「それよりも」 

と 萩 乃 は、 もじもじ あかくな りながら、 

「わたくし を ここへ 連れて くれました のが、 何よりう 

れ しくて …… 部屋へ ふみこまれ ていきな リ横 ざまに、 

抱き かかえられた ときには、 この 身 はどうなる ことか 

と 思いました けれど  」 

明け方の 色の、 かすかに 動き そめた 室内。 源 三郎は 


この 萩 乃な ど、 なんとも 思って いないく せに、 さも さ 

も 恋人 同士の よう、 膝 を 突き合わせん ばかりに 話し こ 

んで いる。 その 言葉に 伴奏 を いれる かの ように、 ある 

かなしの 音 をた てて 背戸 口から 流れ こんで くるの は、 

岸 を 洗う 三方 子 川の 夜の 水。 

相手が 女で さえ あれば、 変に 思わせぶ りな そぶり を 

見せる のが、 この 不良 青年 柳 生 源三郎 の、 いつもの 手 

なんだ。 

そんな ことと は 知らないから、 かわいそうに 萩 乃、 

もうこの 人の ために は 家 も いらない、 命 も いらない と 

まで 思 いこんで いるよう す。 


あんなに 自分 をした う 左 膳の 胸中 は、 つゆほど も 知 

ら ずに、 悪魔 的な 源 三郎を 恋い こがれる なんて、 人の 

心 はどうして， ，- う 食いち がう のでしょう。 

すると です ！ 

さっきから、 隣室の 境の ふすまの かげに、 ソッ とき 

き 耳 をた てて いた 六 兵衛の 娘、 お 露さん …… 。 

くわしい こと はわから ない が、 二人の 話で、 だいた 

いの 模様 は 察 しられます。 

い いなずけ 

許婚なん だ わ、 この ふたり は —— とそう 思う と、 眼 

の 先に 赤い 布 を 見た 牛の ように、 お 露 は、 カツと して 

起ち あがって いた。 


父 六 兵衛の 寝息 をう かがって、 しずかに 土間へ おり 

たお 露、 潜 戸 を あけた。 

そして、 パッ ととび だしたん です。 コレ！ どこ 

へ？ 嫉妬に 狂って。 

二 

パッ ととび だした …… パッ とかけ だした 鼓の 与吉。 

もう、 夢中です。 

若党で も、 儀 作、 侍の はしくれ だけに、 刀 一 本 をぶ つ 

さしてい る。 


まさか 竹光 じゃァ あるまい。 

今にもう しろから、 バ ッサリ 斬られる  と 思う か 

ら、 ィャ 与の 公、 このと きの 逃げ足の はやかった こと 

といったら、 それ こそ、 見せたい ようでした。 

とっさの 機転の きく やつで、 背中に 壺 のつつ み を 

引つ しょって 走る の は、 追いす がり ざまに 斬られる と 

きの、 これが 用心で。 

楣を 背中に している 気 だ。 

真昼 近い 神奈川 宿の 出 はずれ。 一 方 は 雑木林の 山で、 

いまの 今まで 鳴き 連れていた 名 も 知れない 鳥の 群れが、 

この 時なら ぬ 人の 気配に びっくりし たもの か、 ハタと 


音 を しずめて、 明るい 深夜 のよう な ものすご さ だ 。 

反対側 は 崖です。 下に は、 段々 畑が ひろがって、 遠 

くにお 百姓の 使う 鍬が、 ときどき キラ リと眼 を 射る。 

あっけに とられた の は、 若党 儀 作でした。 

調子の いいこと を 言って、 壺を かついで あとに つい 

てきて いた、 そのいな せな 若い者が、 拍子 を 見て だし 

ぬけに かけぬけて、 ドンド ンスッ とんで ゆ くんです か 

ら、 ァレョ ァレョ と言う ひま もない。 人間、 あんまり 

おどろく と、 即座に からだが 動かない もの だ。 火事の 

ときな どそうです。 人が たちさわ ぐのに、 ただ ひとり 

ボン ャリ 立って、 ニヤ ニヤ 笑って いる 人な どが ある。 


あとで 皆が 感心して、 

「どうも あの人 は、 偉い。 いかにも 落ちつい たもの だ 

て。 あのお めえ、 となりから 火が 出た という 騒ぎの な 

かに、 口 もき かねえ で、 キッと 立って いるなん てェこ 

と は、 ちっと やそつ との 度胸で はでき る ことじ ゃァね 

え ゃナ」 

などと 申します。 

そう 言われる から、 本人 はべつ に 否定 もせずに、 ィ 

ャ、 ナニ、 それほど でも …… などと、 あご をな でて お 

ります が、 いずくん ぞ 知らん、 動かない ので はない、 

動け ない ので。 


ハツと すると、 脳の 働きが しびれて しまって、 口が 

カラカラ にかわき、 とたんに 舌が まきこむ。 まず 何 を 

持ち出 そうかな どと 考えながら、 頭の なか は それ こそ 

火の ついた 車の よう。 これが わきから 見ます と、 非常 

に 落ちつい たように 見える ことがある。 こういう 人に 

かぎって、 手提げ金庫と まちがえて 煙草盆 を だいて か 

け 出したり、 書類 入れの つもりで 猫 を さかさに つかん 

で とびだした リ などと いう 話 は、 よくあります。 

こう 考えて みると、 歴史上の 人物な ども、 実質の 何 

倍 か、 ずいぶん 得 をして いる 人 も あり、 また 一 面に は 

とんでもない 損 をして いる 人 も あるん じ やない かと 思 


う 

余談に わたりました。 

が、 このと きの 若党 儀 作が、 ちょうど それで、 

「ああ、 ァァ、 あの …… ！」 

とわめ きながら、 泰然と 突っ立つ たま まだ。 

ところが、 与の 公 も 与の 公 だ。 追っても こない のに 

もう、 かかとに 跫 音が 迫る ような 気がして、 ひとりで 

あわてて、 

「うわ あ つ ！」 

さけぶ と 同時に、 右手の 雑木林へ かけこん だのです _ 


夢中でした。 

壺を ひっかか えて、 ガサ ガサと 灌木 を 分けてつ きす 

すんで ゆく と！ 大きな 栗の 木が 二、 三本 立って いる 

かげに ：：： ッッ ッン、 ッン、 ッン、 こころ 静かに 調子 

を 合わせる 三味の 音。 

やにわに そこへ とびこんだ 与吉、 ペタンと すわって 

あ 3  j 

「ォ！ 姐御！ これ あま ァ、 おめず らしい ところで- 

ィ ヨウ！ 死んだ と 思った お 藤さん と は、 へへ へ、 丹 

下の 旦那で も 気がつく めえ ッて ネ」 


鳥追い 姿の ような、 旅 を 流しの 三味線 ひき —— o 

笠の 紅 緒が、 白い 頰 にくつ きり 喰い 入って、 手 甲、 

脚絆 —— そ の 脚絆 の 足 を 草に 投げ だ し た 櫛 巻 お 藤 は、 

どこ やら、 風雨と 生活に もまれ 疲れて、 とろん とよ ど 

んだ眼 を あげて 与吉を 見ました。 

と。 

その 顔 はすぐ、 いきいきと かがやいて、 いたずらつ 

ぼく 小首 を ひねった ものです。 

「ハ テネ、 たいそう 慣れ なれし く おっしゃ るが、 お ま 

えさん は  どちらの 9  | 


立って いて は 藪 畳の 上に、 腰から 上 だけの ぞいて、 

儀 作に みっかる おそれが あるので、 与 吉は壺 を 足に は 

さみこむ ように、 ものものしく しゃがみながら、 

「ナ 二？ 何？ 姐御 はお いら をお 見忘れな すった と 

いうんで すかい。 情けね え、 へッ、 情けね え や」 

わざとら しく 眼 を こする の は、 涙 を ふくしぐ さの つ 

もりで、 

「十 年 も 二十 年 も、 会わね えって わけ じ やなし —— い 

えね、 あれから まもなく、 駒 形 高麗 屋敷の 尺取リ 横町 

へ、 おたずねして いったんで ごぜ ェ やすが、 ィャ、 お 

どろき ましたね。 貸家 札が ぺったりと …… 」 


「何 を 言うて るんだ か、 おまえさんの 話 は さっぱり わ 

からない よ。 なるほど わたし は 江戸 者 だが、 そのなん 

とか 横町と か 駒 形なん かに は、 縁 も ゆかり もない 方角 

ちがい、 江戸と いうよりも 在方に 近い、 ひどく 不粋な 

四 谷の はずれの ものな のさ」 

「ォ ゥ、 姐さん、 ふざけち やい けね え、 この 与の 公 を 

前にして、 そんな しらを切 るた ァ、 お 藤 姐さん も あん 

まリ だ」 

と与吉 は、 このまに 儀 作が 通りす ぎて くれれば いい 

と 思う から、 ながびく 問答 を かえって いいこと に、 懸 

命に 声 を ひそめて、 


「コ ゥ、 人違いで ござんす と は 言わせません や、 姐御。 

たてから 見た つて 横から 見た つて、 お 藤 姐さん はお 藤 

姐さん だ。 ナァ、 またお 道楽に、 あの 尺取り虫の 踊り 

子 を 供に 連れて サ、 こうして 気保養が てら、 街道 筋に 

草鞋 を はいて で ござんす か。 おうら 山吹き の 御身 分で 

ござい。 実ァ ね、 あっし も あれから …… ハァテ ね、 何 

からどう 話して よい や ら —— 」 

そう 与吉 が、 たてつづけに 弁じても、 かんじんのお 

藤 姐御 は、 キヨ トンと した 眼 を 見 はって、 ふしぎそう 

に まじま じと、 相手の 顔 を 見上げる ばかり。 

さて、 ここで 物語 はとび ます。 


そ う 駕籠 わき の 侍が 、 つ づ け ざ まに 弁じた てても、 

駕寵 のなかの 一 風 宗匠 は キヨ トンと した 眼 をす えて、 

まっすぐ 正面 を まじまじとみ つめている ばかり。 

「江戸からの 報告 は、 いまだに 思わし くない ことのみ。 

御 在 府の御 家老 田 丸 主 水 正 様、 捜索隊 長の 高大 之 進 殿、 

いずれも 何 をして いるので ござ リ ましょう なァ。 も は 

や こけ 猿が みっからぬ とき まれば、 日光 御 修営 はいか 

がになる ので ございましよう」 

長旅の 退屈 まぎれに、 話し 続ける 高 股 だち の 武士 は、 

ふっと 気づいて、 また 苦笑 を もらした。 

「おう、 そうであった ナ。 どうもい けない。 一風 宗匠 


は 筆談 以外に は、 話が できない という こと を、 おれ は 

すぐに 忘れて …… これで はまる で ひとりご とだ、 あは 

ま ま ま 」 

そのお 駕籠に は、 柳 生 藩のお 茶師、 百と 何歳になる 

かわからない 奇跡的な 藩 宝、 一風 宗匠が ゆられて いる 

のです。 

前 を 行く 駕籠 ひと つ  これ はいう まで もな く 伊賀 

藩主、 柳 生 対 馬 守 様。 

御行 列です。 突然 出て きたので す、 柳 生の 庄を。 

待ちくたびれた のでしょう。 もうこうして、 とまり 

を 積んで 東海道 は大 磯の 宿 を、 一路 江戸へ 向かった。 


えんだい じ 

延台寺 内の 虎子 石。 

すけつ ね 

曽 我の 十 郎が虎 御前の 家へ 泊まった 夜、 祐 経から は 

なされた スパイの 一 人が、 十郎を 射殺そうと 射った 矢 

が、 この 石に 当たった という。 

それで 十郎は 命が 助かり、 いまだに 石のお もて は 

鏃 の あとが 残つ ている そうです。 

大磯 といえば、 曾 我 兄弟 …… 。 

そのほか。 


西 行 法師で 名 だかい 嶋立沢 —— 年老いた 松の、 踊り 

の 手ぶ りの ように うずくまる 緑の 丘の 上に。 

あ の 辺に 西 行 堂が … … とお 駕籠の なかから 指さし な 

がら、 対 馬 守 は ひたすらに、 行列 を 急がせて。 

伊賀の 暴れ ン坊の 兄。 

左手に 樹木の 欝蒼 とした 高麗 寺 山。 

こ ま 

ここらの 海岸 は、 その 昔、 高麗 人 を 移住 させた あと 

もろこし  はら 

で、 唐ケ 原と 言った といい ます。 

はなみず 

花 水 川 を 渡る と、 だんだん 平 塚へ 近づいて くる。 

いくら 待っても 江戸から は、 こけ 猿の 茶壺の あたり 

がつ いたと いう 色よ ぃ便リ はすこし もない。 壺の のむ 


ものいり 

財産 だけが、 この 際、 柳 生に とって 日光お 費用の 唯一 

の 目当てな のです から、 藩の 上下 を あげて その あわて 

ようと い つ たらありません。 

壺 はかい もく 行方 知れず。 日光お なおしの 日 は、 容 

赦 なく 迫る。 たいがいの ことに はさ わがない 対 馬 守 も、 

これに はさす がに 手 も 足 も 出ない。 

やっと 神輿 を あげた わけです が、 

「東海道 は 一本道 じ や。 江戸の ほうから まいる 旅人に 

さ. *.J とち 

気をつける ようにと、 先 供に よく 申せよ。 どうも 余 は、 

今にも 主 水 正から 使いが ありそうな 気がして ならぬ」 

とこうして 途上で も、 剛腹な 殿様が 壺 のこと を 気に 


している の は、 もっともな ことで。 

虫が知らせる …… という ほどの ことで もない が、 江 

きっそう 

戸へ 近づく につれ て、 なんとかして 壺の吉 左右が 知れ 

そうな もの だと、 しきりに そんな 予感が する のです。 

百い くつになる 一 風 宗匠 も、 これが 最後の 御 奉公と 

ばかり、 枯れ木の ような からだ を 駕籠に 乗せて、 やつ 

とこ こまで 運ばれて きたので すが、 何しろ 希代の 老齢、 

江戸へ 着く までから だが もてば いい けれど。 

にせの こけ 猿が 二つ も 三つ も 現われた という。 この 

噂 だけ は、 国 もと 柳 生 藩に も 伝わって いるので、 唯一 

無 一 一真の こけ 猿の 鑑定人と して どうして もこの 一 風宗 


匠の 出馬 はこの 際 必要だった のです。 

江戸へ さえ 出れば、 なんとかなる …… これが 対 馬 守 

のはら。 この、 源 三 郎と司 馬 道場の いざこざ も、 どう 

な つ ている ことか —— 。 

剣 をと つて はまこと に 天下一品、 腕前から いっても 

源 三郎の 兄で ある 剣豪 柳 生 対 馬 守の 胸 も、 この 心た の 

しまない 旅に、 ちぢに 乱れて。 

平 塚 —— 大山 阿 夫 利 神社。 その、 三角形の 大 峰へ 詣 

る 白衣 の 道 者が ゾ 口 ゾロ杖 を ひく。 

藤 沢 —— 境 川に またがって、 大富、 大 坂の 両町。 

ゆぎ ようじ  どんかい おしょう 

遊行 寺 は 一 遍 上人の 四 世 呑 海 和尚の 開山。 寺のう しろ 


の 小 栗 堂 は、 小 栗 判官 照 手 姫の 物語で、 誰でも 知って 

いる。 

戸塚 —— 程ケ 谷。 

おとまり はよ ぃ程ケ 谷に とめ 女、 戸塚 まえで、 放さ 

ざり けり …… ちょうど 地点が 一 夜のと まりに 当たって 

いますから、 大小の 旅 宿が ズラリ と 軒 をなら ベて、 ィ 

ャ、 宿場ら しい 宿場 気分。 

町の はずれまで 宿 役人、 おもだった 世話役な どが、 

土下座 をして お 行列 を 迎えに 出て いる。 いくら 庄屋で 

も、 百姓 町人 は 絹の 袴 は 絶対に はけなかった もので、 

唐桟 柄の まちの 低い、 裏にす ベリの いいように 黒の 


かいき 

甲斐 絹 か 何 かついて いる、 一同 あれ を はいています。 

対 馬 守と 一風と、 二 丁のお 駕籠が 本陣の 前にと まり 

ました。 

五 

本陣の 奥の 広間。 何やら 双幅の かかった 床の間 を 背 

に、 くつろいだ 御 紋付きの 着流し、 燭台の 灯に お湯 あ 

がりの 頰を テラ テラ 光らせて、 小高い 膝 を ど つ しりと 

ならべて いるの は、 柳 生 一刀 流 を もって 天下になる 対 

馬 守 様。 


今宵のと まり は、 この 程ケ 谷。 

一 夜の 旅の 疲れ を やすめようと なさ つ ている とき、 

近侍の 者の 知らせ …… 江戸 家老 田 丸 主 水 正の 若党 儀 作 

というの が、 狂気の ように、 ただいまお 眼 どおり を 願つ 

てお 宿へ 龃 けこんだ という 注進 だ。 

普通な らば 、 若党が 殿様 にじき じきお 話 を 申し あげ 

るな どと いう こと は、 あるべき はずの ことで はない。 

何人もの 口 をと おして、 言上 もし、 また 御下問に も 

なる わけです が、 旅 中で はあり、 何分 急 を 要する こと 

なので。 

破格のお 取り あっかい。 


「その 儀 作と やら を、 これへ —— 」 

となった。 

で、 今。 

合羽 を 取った だけの 旅装 束の まま、 裾 をお ろした 若 

党 儀 作 …… 彼 は、 神奈 川の 宿 はずれで、 名 も 知れない 

道中 胡麻の 蝇 のために、 大事の 証拠 品の 壺を うばわれ 

て、 追い かける まもなく、 相手 は、 地殼を 割れての ま 

れ たように 見えず なって しまったから、 それから のち 

の 儀 作 は、 もう 半狂乱、 半病人。 

申し訳ない。 なんと 言い ひらき をしたら いい か —— 

いくど 切腹 を 思った かしれ ません。 


さきの 長い 街道 筋 だ。 これから 柳 生の 里までの あい 

だに、 また あの 町人に 出 あう ことがある かもしれ ない 

と、 それだけ を 唯一の 頼みに、 フ ラフラと つきもので 

もした ように、 やっと この 夕方 通りかかつ たのが この 

程ケ 谷の 本陣の 前。 

今夜 はお 大名のお とまりが あると かで、 宿 中なん と 

なく ざわめいて いるから、 片側に 道 をよ けて 通りな が 

ら、 ヒョィ と 見ます と、 

昔 は 殿様のお 宿に は、 大きな 立て札 を 出した もので 

—— 墨痕お どる 一 行の 文字 は、 柳 生 対 馬 守 御宿。 


眼 を こすった 儀 作、 めざす 国 もとの 殿様が、 先知ら 

せ もな く 江戸への ぼって 来る 途中、 もうこ こまでお い 

でに なって いると は …… 知らなかった、 知らなかった 


言いよう のない 不覚 をと つた 以上、 伊賀へ 帰れば、 

斬られる。 といって、 このまま おめお め 江戸へ 引つ か 

えせば、 やっぱり 主人 主 水 正が、 ただ はおくまい。 

どうせ あの 壺 とかけ かえに、 消える 命と きまって い 

るなら、 今 ここで、 藩主の 御 一行に 出あった の を さい 

わい、 はやく かた をつ けて —— と。 

やけ 半分 のこう い う 覚悟 だ か ら 若侍 の 案内で、 恐る 


恐る 対 馬 守の 前へ 出て きた 儀 作。 髪 は 乱れ、 衣紋 はく 

ずれ、 眼が 血ば しって、 口 を 引きむ すんで、 相が 変わつ 

ている。 お 側の 侍 二、 三人 は、 思わず 膝 を 浮かせて、 

「田 丸 様の 若党と 申した な。 しかと それに 相違ない 

ゝ I 

力」 

剌客 とに らんだの かもしれ ない。 

儀 作、 それに 答える 余裕な どはありません。 もうこ 

わ いのも 忘れて、 いきなり 藩主の 前にす すみ、 バタリ 

と 両手 をつ いて 平伏しながら、 

「申し わけ ござりません。 手前 は、 田 丸 様の 御 命 を 奉 

じ、 お 国お もてへ たち 帰ります 途中 …… 持った ぉ壺を 


何 やっと も 知れぬ 者に うばわれまして —— 」 

「貴様の 話 は、 サッ パリ わからぬ ぞ。 壺 がどうし たと 

やら 申す が、 そんな こと は 気に かけんでも よい」 

なぜか 対 馬 守、 —— すこしも あわてません。 

六 

対 馬 守 様 は、 あわてません。 ちっとも。 

どなる ように つづけて、 

「馬鹿な こと を 申せ、 あの 主 水 正が、 ほんもの のこけ 

猿 を 若党 一人に かつがせて よこす わけはない ッ。 さよ 


うな もの は 盗まれても 大事ない。 それより、 主 水 正よ 

リ 言い つかつ た 使いの 口上が あるであろう。 口上 を 言 

え 口上 を」 

斬られる …… という 覚悟で、 御前に 出て きた 儀 作 は、 

「へ？」 

と 思わず 首の まわり を、 なでました。 ああ ありがた 

い！ チャンと まだつ いている。 

「へ ェ、 申し遅れまして あいすみ ません。 田 丸 主 水 正 

のおつ しゃる に は、 壺の 大金 はみ つかった、 それ も、 

ただいまの 麻布 林 念 寺 前のお 上屋敷のお 庭 隅に、 確か 

に埋 ずめ て あると 申す ことで、 私が 江戸 を 離れます 日 


に は、 その 場所に 玉垣 を 結いめ ぐらし、 人 を 近よ らし 

めずに、 殿の 御 出府 をお 待ち 申して おります る …… 」 

一座に、 しばし 沈黙が 落ちた。 さすがの 対 馬 守 さま 

も、 お 顔の 色 をお 変えに なって、 

「ナ 二、 財宝が 見つかった と？」 

半信半疑の 面 もちで、 左右の 近侍 をみ わたす と、 

一同、 おどりた ちたい 衝動、 さけび あげたい 歓喜 を 

こらえて、 御前 だから、 じッ とがまん をして いるよう 

「上屋敷の 隅に、 ハ テナ？」 

つぶやいた 対 馬 守の 低声 は、 皆の 耳に はは いらな 


かった。 殿様 はさす がに、 はやく もこれ に は 何 か 仔細 

が ある、 ときつ とから くりが ひそんで いるに 相違ない 

とに らんだので すが、 家臣の まえ、 さりげなく よそお つ 

て、 

「で？ 主 水 正 は、 余に 江戸へ 出て まいれと、 それで 

そち を迎 いに よこした のか」 

「ヘイ、 至急に 御 下向 を わずらわ したいと、 手前お 迎 

いのお 使いな ので」 

「出て きたから よいで はない か。 ここ はもう 程ケ谷 

じ や。 江戸 はつい 眼と 鼻の あいだ …… 江戸へ 近づけば、 

日光へ も 近うな る …… 」 


家老 田 丸に 会えば、 すべてが わかる こと だが …… か 

ならず この 裏に は、 おためごかしの 公儀の 手が、 働い 

て いるに きま つ て いる ぞ  0 

壺の 財産が 見つかった …… どんなにお よろこび にな 

るかと 思いの ほか、 対 馬 守 はだん だん 蒼白に 顔色 を 変 

かんぺき 

じて、 両手が ブル ブルと ふるえて くる。 いつもの 癇癖 

がつ のる ようす だから、 お 側の者 は、 どうした ことか 

とサッ パリ わけが 解らない …… 鳴り を しずめて います。 

「ェェ イツ！ 徳川を 相手に する に は、 どこまでも 狐 

と 狸の だまし 合いの ような もの じ や」 

人に 聞かれて は 容易なら ぬ 言葉！ 列座が、 恐ろし 


さに 色 を 失った とたん、 脇息 を 蹴た おしてつつ たちあ 

がった 対 馬 守、 

「一風 宗匠 は、 まだ 起きて おる であろう ナ。 コレ、 案 

内せ ェ、 宗匠の 部屋へ！」 

その 瞬間です。 

本陣 前の 程ケ谷 宿の 大通り を 冴えた 三味の 音と とも 

に、 ァレ、 たかだかと 流して くる 唄 声が …… 。 

「尺取り虫、 虫 

尺 取れ 寸 とれ 

足の さきから 頭まで 

尺 を 取ったら 命 取れ」 


ああして 与吉と 会った とき、 あくまで 知らぬ 存ぜぬ 

としら をき りそうに 見えた お 藤 姐御、 あれから、 どう 

いう 話に なった もの か、 今こう して 連れだった 与吉と 

お 藤、 灯の もれる 宿場 町 を、 仲よ く、 唄と 三味と、 三 

味と 唄と、 流して ゆきます。 

と、 何 を 思った か 与の 公、 いちだんと 大声 を 張り あ 

げて、 

「さわるまい ぞェ、 手 を 出し や 痛い …… 」 

「シ ッ！」 

姐御が 制した。 撥 を あげて。 


櫛 巻お 藤の 心で は。 

ァァ もう フッ フッ いや だ。 うるさい こと は …… 。 

思う 左 膳 は、 壺 とやら のとり あいから、 どこかの 道 

場のお 嬢さん を 見 そめて、 あんなに つくす 自分の 親切 

も 通らず、 一 つ 屋根の 下に 住んで いても、 いまだに 赤 

の 他人 —— 

おまけに あの 朝、 顔色 を 変えて チヨ ビ安 ともども、 

龃け 出して 行った きり、 なしのつぶて である。 

「ェェ 馬鹿らしい！ どうして あたし は、 あんな、 能 


といって は 人 を 斬る 以外、 なんの 取りえ もない 左 膳の 

殿様なん かが、 こんなにす きになって しまつ たんだろ 

う。 自分ながら 因果な 性分 だね え」 

苦笑した お 藤、 ヒス テリ カルな 癇癩を 起こして、 一 

人つ きりの 家で 髪 を かきむしったり、 茶碗 をぶ つけて 

割ったり …… それ も 一 人 相撲と 気の つ いた あげく は、 

通りが かりの 屑屋 を 呼んで あの こけ 猿の 茶壺 を 二 束 三 

文 どころ か、 ただで くれてし まった。 

ブラ リと 旅に 出たん です。 住み なれた 尺取リ 横町の 

長屋に、 ベタリと 貼られた かしゃ 札。 

尺取り虫 を 踊らせる、 奇態な 女 芸人が いると ころ か 


ら、 人 呼んで 尺 取り 横町 …… その 名物の 本尊が なく 

なった。 

「笠 ひとつに、 三味線 一丁、 それに この か あいい お 虫 

さんさえ いれば  」 

荒い 滝 縞に、 ずつ こけに 帯 を 巻いて、 三つに 折れる 

たたみ 三味線と、 商売道具の 尺取り虫、 それ を 小さな 

虫籠に 入れた の を、 長い 抉へ ほうりこん だお 藤、 思い 

きりょく 江戸 を あとに した。 

奇妙な 俗説が あります。 頭の テツべ ン から 足の さき 

まで、 この 尺取り虫に 尺 を 取られる と、 命がない とい 

、つ。 


噓 かほん とうか わからな いが、 櫛 巻お 藤、 それ を 信 

じている。 

信じて 疑わない。 

で、 ふだんなら 尺取り虫 を 飼って、 弾く 三味線の 音 

につれ、 何 匹 もの 虫が 背 を 高く 持ち あげて は、 伸びた 

リ 縮んだり して はいまわる。 それが、 いかにも 虫の 踊 

りに 見える ところがお 愛嬌の 売り もの。 

だが、 すごい 遊芸です。 まかりまちがえば この 虫に 

相手の 尺 を 取らして、 ほんと に 死ぬ かどう か、 見たい 

もの だと 考えて いるお 藤、 最大の 武器 をたず さえて 道 

中して いる 気 だ。 


一時 木 曾 街道へ 出た のです が、 まもなく 引つ かえし 

て、 気まぐれの 一人旅。 こんど はこの 東海道 を、 足の 

の 

止まる ところまで 伸そうと いう 考え。 

思い出す の は、 左 膳の こと …… また。 

「どうしたろ うねえ、 あの チヨ ビ 安って 子 は。 あたし 

が 連れて、 虫 踊りの 門 づけに、 八 百 八 町 を 流し 歩いた 

こと もあった ッけ。 こまし やくれ た、 か あいい 児 だつ 

たがね え」 

と、 神奈 川の 街道 筋で、 ボン ャリ 追憶に ふけってい 

ると ころへ 出現した のが、 鼓の 与吉 だった のです。 も 

うすつ かり 世 を 捨てた つもりのお 藤 姐御、 与吉を 見て 


も 知らん顔して、 つっぱね ようとし たの だが。 

そうはい かない。 

与の 公、 まるで ダニみ たいな 男で、 ズ ルズル べつた 

りに つれに なって しまった。 

妙な 組み あわせの 同行 一 一人。 

今 この 程ケ 谷の 夜の 町。 

ふと 唄いだ した 与吉 の、 伊賀の 暴れん坊の 歌 を、 お 

藤が 止めた ときです。 

「コ レコレ そこへ 行く 一 一人」 

声が した。 


艷虜人 

「アツ！ 柳 生 対 馬 守と あら ァ」 

本陣の 前 を 通りながら、 与吉 がさき に 見つけた の だ。 

出た とこ 勝負の 二人なん です。 与吉 は、 儀 作から う 

ばった この 壺を ぶらさげて、 ほどあい を 見 はから つ て 

江戸 へ 帰ろうと いう 心。 

江戸で は、 峰の 殿康が 待って いらっしゃる。 


が、 しかし、 これから すぐ 江戸へ …… とお 藤 姐御に 

言って みたところで、 おい ソレと 引つ かえす 櫛 巻のお 

藤で はない。 といって 壺を かついで 一人で ノコ ノコ 江 

戸 入りす るの は、 危険 千番。 

さいわい ここで、 お 藤と いう もの を 発見した の だか 

ら、 二人連れの 旅芸人と 見せかけて、 でたらめの 唄で 

もうたい ながら、 せめて 箱 根の 手前ぐ らいまで 行った 

のち、 お 藤のお 天気の よいと きに、 江戸へ 戻ろうと す 

すめても、 遅く はない。 

こういう はら だから、 与の 公、 手拭 を吉原 かぶりに 

聞き おぼえの 新 内な どうな りながら、 今宵 さしかかつ 


たのが この 程ケ 谷の 宿 だ。 

伊賀から のぼって 来た 対 馬 守の 一行が、 ここに 泊 

まってい ると 知った 与吉、 まさか、 あの、 神奈川 宿で 

いっぱい 食わした 若党 儀 作が、 自分より 先 まわりして、 

もうこのお 宿に いようと は、 夢にも 思いません …… あ 

いつは、 壺を 取られて 面目なく、 泣くな く、 江戸に 帰 

り やが つたに 相違ね え。 

一 つ、 ひやか してやれ。 

突拍子もない 調子 を 張り あげて、 

「さわるまい ぞ 工手 を 出し や 痛い、 伊賀の 暴れん坊と 

栗の いが」 


聞こえよ がしに 歌った ものです。 

「およしな さいよ、 お前さん。 伊賀 侍 をお こらせる と 

あとのた たりが こわい こと は、 誰よりも 与の 公、 お前 

がいちばん 知って る はず じゃァ ないか」 

お 藤が たしなめ たが …… 。 

すでに 遅かった、 そのと き は、 

「コ レ、 そこへ まいる 両人、 ちょっと 待て」 

「ヘイ、 あっし どもで」 

立ち どまった 与吉 が、 ヒョィ と 見る と、 肩 をい から 

した 頑丈な 侍が、 広い 本陣の 門口から 出て 来ようと し 

ている。 


お 藤 は ソッと 与吉の ひじ をつ いて、 

「ソレ 、ごらん、 おまえさん。 だから 言わない こ つち や 

ァ ない。 藪 をつつ いて 蛇 を 出した じゃあな いか」 

侍 は威猛 高に、 ッ カツ 力と 寄って きて、 

「コ ラッ！ 栗の いがが いかがいた したと？」 

その 大声に、 供溜リ にいたら しい 若侍が 五、 六 人、 

バラ バラ ッ ととび だしてき たが。 

それよりも！ 

与吉 のお どろいた ことに は —— 。 

がまち  そ と 

あがり 框 にせの び をして、 じッと 戸外 を 見守って 

い る 人影 … … 江戸へ かえった とば かり 思って いた 若党 


儀 作で はない か。 殿の 御前 を さがって きた 儀 作、 表 通 

リ にたち さわぐ 人の 声々 に 出て みたところが、 あの 胡 

麻の 蝇み たいな 町人が、 小意気な 三味線 ひきの 女と な 

らんで 立って、 何やら 番士 のとが め を うけてい るよう 

ひと 眼 見る より 儀 作 は、 

「ォ ッ！ つかまえて くれ！ その 男 だ、 その 男 

だ ッ！」 

はだしで 土間へ かけお リ ました。 と、 若侍 は 何 を あ 

わて たもの か、 二、 三人 折り重なって、 櫛 巻の 姐御 を 

ギュッ とおさえ つけて しまったから、 儀 作 は 頓狂 声で、 


「女で はない！ ソ、 その 男！ 男の ほう を …… ！」 

ナニ、 同じお さえつけ るなら、 女の ほうがいい —— - 

侍た ちが そんな こと を 言った かどう か。 

このあいだに 与吉 は、 肩の 壺を 地面へ ほうり 出して、 

キリ キリ 舞い をして いたが、 やがて 方向が きまる と、 

ち くさ ん 

一 目 散に かけ 出した。 グイと お尻 を はしょった 儀 作、 

足の裏 を 夜空へ むけて、 追う、 追う …… 追う。 

二 

不敵な 唄 声と ともに、 この 本陣の 表口に、 ガヤ ガヤ 


という 人の 気配が わき 起こった ようす だが。 

対 馬 守 は それ を 聞き流して、 縁側へ 立ち 出た。 

障子、 ふすまな ど を、 自分で あけたて するとい うこ 

と は 絶対にありません。 小姓、 お茶 坊主な どが 左右に 

ひかえて いて、 サッ とひら くので す。 

また、 片 引きと いう こと もない。 音 もな く 引き わけ 

になって、 そこ をスゥ ー ッ とお 通りになります。 昔の 

お 大名 は、 こういう 生活に なれて おります から、 なか 

に は、 戸 や 障子 は 自分で 開く もの、 自動的に あくもの 

と 心得て いる 人 も あ つ たという。 

鷹揚な 突き 袖 かなん ぞ したまん まふす まの 前に 立 つ 


て、 ひとりでに ひらく の を 待って いたが、 いつまで たつ 

ていても あかない ので、 ふしぎ そうに 唐紙 をみ つめて、 

トンと 畳に 足ぶ み をして じれた 殿様が ある、 という 話。 

まさか …… 。 

わが 柳 生 対 馬 守 は、 そんな 人間ば なれの したお 大名 

ではない。 そのかわり、 小姓 どもが 障子 を 開く のが 遅 

ければ、 手 を 出して あける かわりに、 蹴倒して 通り も 

しかね まじい 気性の はげしい お 方。 

弟の 伊賀の 暴れん坊が、 いささか 軟派め いている の 

に反して、 兄 対 馬 守 殿 は、 武骨 一方の 剣術 大名。 

蹴る ような 足つ きで 本陣の 長い 廊下 をッ、 ッ、 ッゥ 


とおす すみになる。 さきへ 立って 雪洞で、 お 足 もと を 

照らして ゆく お 小姓 は、 押される ように だんだん 早足 

になって、 これ じゃァ かけ 出さな くち ゃァ 追つつ かな 

ヽ  o 

レ 

と、 なった とき、 来ました。 一風 宗匠の 部屋の 前へ。 

「宗匠、 どうじ やな」 

対 馬 守 は、 どなる ように 言いながら、 室内へ はいつ 

た。 

「老体 じ や、 この 長旅に 弱らねば よいが と、 案じて い 

るが の」 

小さな 置物が 動く ように、 一 風 宗匠 は そろそろと、 


敷物 を すべりお りました。 殿のう しろから 厚い 褥を 

二つ 折りに、 折り目 をむ こうへ むけて 捧げて きたお 子 

供 小姓が、 急いで 正面 床柱の 前へ、 そのお しとね を設 

ける。 

つま 

それ を 対 馬 守、 爪 さきで なおしながら、 あっちへ 行つ 

て おれ— …… と、 ついて 来た 者へ 眼く ばせ です。 

一同が 中腰の まま さがって ゆく の を 待って、 対 馬 守 

は 一 風の ほうへ 向きな おった。 

柳 生 藩の 名物、 お茶 師 一風 —— 百 十 何歳 だか、 それ 

とももう 百 二十歳 以上になる のか、 自分で も 数え きれ 

なくなって、 宗匠の 年 は 誰に も わからない。 八十、 九 


十のお 爺さん を、 お孫さん 扱いしょう というの だから、 

すごい もので。 柳 生 藩の 生きた 藩史、 今なら 知事の 盃 

などい くら 持って いるか しれない。 

人間 もこう 枯れ木の ようにな ると 男女の 性別な ど 超 

越して、 なんとなく 物体の ような 感じ …… 油紙 を もん 

だよう な 顔 を ほころ ばせ て、 小さな か あいい 眼で 対 馬 

守 を 見 あげてい る。 

舌が 動かない のです。 口が きけ ない。 それでも、 先 

ごろまで は 耳 はま だ 達者で、 こ つちの 言う こと だけ は 

通じた のです が、 今ではもう 耳 も だめになった らしく、 

何 を 言つ て も ニコ 二 コし ている ばかりです。 


眼 だけ だ、 残って いるの は。 

対 馬 守 は、 静かに 硯箱を 引きよ せ、 巻紙 を ひろげて、 

サ ラサ ラと 一 筆した ためました。 

しゃくもん 

「宗匠に 借問す。 こけ 猿と 称する 偽物、 江戸に 

数多く 現われお る 由、 ほんもの を 見 わくる 目印、 

これな きものに や」 

すり 寄って、 対 馬 守の 手 もと をの ぞいて いた 一風 宗 

匠 は、 コック リ とうなず いて、 両手 を 差し出した。 

その 筆と 紙 を こ つちへ …… という こころ。 


やっとの ことで 一風の 左手に、 巻紙 を 握らせた 対 馬 

守 は、 その、 木の 根の ような 右手へ、 墨 を たっぷり 含 

ませた 筆 を 持たせる と。 

こまかく ふるえる 手で、 宗匠の 筆が 左の ような 文字 

を、 したため はじめた。 

燭台 を 手 もとに 引き寄せて、 対 馬 守 は 横 あいから、 

異様に 燃える 眼で その 筆先 をみ つめる。 壺の 真偽 を 判 

別す る 鍵が、 今 ここで 明らかにされ るので すから、 対 

馬 守、 思わず 真剣に なった。 

大きく おどる ような、 読みに くい 文字です。 


「偽物い かに 現わる ると も、 急所 をき わ むれば、 

鑑別の ことい と 容易な り。 御 当家に 伝わる こけ 猿 

の 壷に は …… 」 

一 風 宗匠の 筆が、 そこまで 動いた とたん！ 

あしおと 

大勢 あわただしい 跫 音が、 殿様 を さがす ように 長廊 

下 を 近づいて きて、 

「殿！ こちらで ござります か」 

かんじんの ところへ 心ない 邪魔が …… 対 馬 守 は 声 を 

あらげ て、 障子 そとの 廊下へ、 

「治 太夫 か。 何 じ や、 そうぞうしい！ いま 宗匠と 重 

要な 筆談 を かわして おる。 さがって おれ ッ」 


治 太夫と 呼ばれた 侍の 声で、 

「いえ、 殿。 至急お 耳に いれねば ならぬ ことが —— 」 

「ェェ イツ、 さがれと 申す に。 そっちより こっちが た 

いせつ じゃヮ  宗匠、 その さき はどうした」 

と 対 馬 守、 必死に 一 風に 書きつ づける ようにう なが 

します が、 老 宗匠の 筆 は、 そこで ハタと 止ま つ てし ま つ 

て、 キヨ トンと した 顔 を あげてい る。 

気がついた 対 馬 守、 

「ォ ォ、 そうじゃった ナ。 いかに 大声 を 出しても、 言 

としょり 

葉 は通ぜ ぬのじ やった な。 ェ イツ、 世話の やける 老人 

じ や」 


「殿、 殿！ 火急の 儀に ござり ますれば …… 殿、 

殿 ッ！」 

「うるさい ッ！ このほう がよ つぼ ど 火急 じ ゃッ」 

と 癇癩を 起こした 対 馬 守、 いきなり 宗匠の 手から 筆 

を 引った くって、 ド プリと 墨 をつ ける が はやい か、 膝 

先の 畳の 上へ、 手習いの ような 文字 を 書いた。 

「宗匠、 それから どうした。 こけ 猿の 壷に は、 ど 

ういう 目印が あると いうの だ」 

と こう 滅茶苦茶に 書き流し て 、 ポ ンと筆 を 投げす て 

た。 

一 風 宗匠 は、 すこしも 動じません。 それ どころ か、 


袋の ような 口で 小さな あくび をした かと 思う と、 手 を 

ふった。 めんどうくさ そうに、 眉 を ひそめた。 

もう やめた、 今日はもう あきたから 許して くれ、 ま 

たこん ど、 気分の よいと きに …… そう 言つ ている の だ。 

いらだち 切った 対 馬 守 は、 声の 通じな いのも 忘れて、 

宗匠の 耳へ 嚙 みつくよ うに、 

「ィ ャ、 わしが 悪かった。 畳へ 字な ど 書いて、 宗匠 を 

おどろか したの は、 なんとも はや 申し訳ない」 

一生懸命の 対 馬 守 は、 宗匠の 前に 両手 をつ いて、 つ 

づ けさ ま 頭 を さげな が ら 、 

「サ、 こんなに あやまる から、 機嫌 をな おして 先 をつ 


づけて くれぬ か。 ちょっとで よいから、 その 真の こけ 

猿の 目印と いうの を …… 」 

一風 宗匠 は、 おもしろい 芝居で も 見る ように、 相 変 

わらず 赤ん坊の ような 笑顔で、 あくびの 連発 —— もう 

いや だ、 今日は 気が むかない、 わし はもう 寝る のじ や 

から、 はやく あっちへ 行って くれ …… そういつ ている 

よう だ。 

ごしょう 

「ナ ァ、 宗匠、 後生 じ やから、 お願い じ やから —— 」 

人に 頭 を さげられ つづけて、 生まれて からこの 自分 

せんど 

の 頭 を さげた ことのない 対 馬 守、 ここ を 先途と、 平蜘 

蛛 のように ぺ コ ぺ コ お辞儀 をして いる。 


言葉 は 通じない の だから、 一風 宗匠 は 平気 だ。 

「何 を この 殿様 は、 て を 合わせて わし を 拝んだ リ、 し 

きりに おじぎ をしたり、 ハテ、 変な こと をす るお 人 だ」 

と 言いそう に、 あっけに とられて 対 馬 守 をみ つめて 

いる。 

人に 頭 を さげる 感じ は、 生まれて 初めて。 どうも あ 

ん まりいい もの じゃァ ない。 対 馬 守はム カム 力して く 

るが、 いくらお こって みたところで、 相手 は やっぱり 


ニコ 二 コ している に 相違ない。 

それよりも。 

なんとで もして この 一 風から、 こけ 猿 真偽 鑑定の 法 

をき き 出さねば ならぬ。 宗匠の ほかに それ を 知ってい 

る もの は、 この 世に 一人 もない の だから。 

おまけに。 

そのかん じんかな めの 一風 宗匠、 百 二十歳の 老体で 

このたびの 東海道 中 は、 かなりむ り だ。 衰弱 は 日に 日 

に 目 だつ ばか リ。 もし 今夜に もポッ かり 逝かれで もし 

てま  。 

と 思う と 対 馬 守、 気が 気でありません。 


青くな つたり、 赤くな つたり、 

「宗匠、 三遍 まわって ワンと 言えば、 それ もしょう。 

いかなる 望み も かなえて 進ぜる から、 サ、 こけ 猿の 目 

印 を  」 

ビタリ 両手 をつ いて、 額 を 畳に おしつけた 瞬間。 

カラ リ！ 

廊下に むかった 障子が あいた。 待ち きれ なくなった 

治 太夫が、 殿の 許し を 得ずに あけて しまったの だ。 

「殿！ ただいま これなる 本陣の 表通りに —— 」 

言い かけた 治 太夫、 見る と、 あろう ことか あるまい 

ことか、 殿様が ばったみ たいに 平つくばって、 おじぎ 


の 最中 だから、 

「オヤ！ これ は 御 酔狂 ナ …… 何 かお 茶番で も！」 

「無礼者 ッ！ 誰が そこ を あけろ と 申した ッ！」 

醜態 を 見られて、 対 馬 守 はてれ 半分、 カンカン になつ 

て どなりつけた。 

「今 この 畳へ、 宗匠が 針 を 落とした というから、 老人 

のこと じ やから さがして やって おった のじ や」 

はりと は つらい …… 。 

その 鼻先へ、 治 太夫、 かかえて 来た 壺を 突きつ けん 

ばかりに 差し出して、 

「申し あげます。 儀 作の 奪われました 壷が、 戻り まし 


て ございます。 唄うたい の 男が、 お 宿の 前で 儀 作に 追 

いかけられ、 ほうり 出して 逃げました ので、 運よく 割 

れ ませんで したの が、 何よりの さいわい」 

「ナ 二？ 壷が かえった と？ よし、 ちょうど よい 折 

りじ や。 一 風に 鑑定 させよう」 

たくましい 腕 をのば して、 むず と壺を 引った くった 

対 馬 守 は、 

「宗匠 ッ！ これ はこけ 猿 かどう だッ」 

また 耳の 聞こえな いの を 忘れて、 大声に 吒咤 しなが 

ら、 グイと 宗匠の 眼の さきへ 壺を 見せた。 なんの こと 

はない、 柳 生 一 刀 流 正眼の 構え。 


声 は 聞こえなくても、 さすがに 宗匠、 この 意味 はわ 

かった とみえる。 今まで 眠って いたよう な 眼が、 見る 

みるう ちに いきいきした 光 を 添えた かと 思う と。 

二 秒、 三 秒、 じ ッと壺 の 一箇所 をみ つめてい たが I 

o 

だま つ て 首 を ふりました。 

こけ 猿で はない、 と言う。 

「ェ— イツ、 そうだろうと 思った ッ ！」 

叫び ざま 対 馬 守、 治 太夫の 頭 を 目が けて はっしとば 

かり、 壺を 投げつ けたが、 治 太夫 も 相当な もの。 日光 


かんしゃく 

修理が 近づく につれ、 いらだつ 殿の 癇癩は 毎度の こ 

とで、 慣れて いる。 

ハツと 首 をす くめた から、 壺は 雨戸へ あたって 大音 

響と ともに 微塵に くだけ 散った。 

五 

同時に 対 馬 守 は、 すっくと 起ち あがって、 足ば やに 

一風の 部屋 を 出かかった が、 そのと き、 廊下の むこう 

から 儀 作 を 先頭に、 二、 三人の 侍が 急ぎ足に —— 

ハツと 殿の 足 もとに、 小膝 をつ いた 儀 作が、 


「残念で ござり ますが 、 ふたたび とり 逃がし まし て) J 

ざリ ます。 なんとも、 足の 早い 男で」 

「捨てて おけ、 さような 下郎 は …… コ レツ、 皆の 者よ 

く 聞け。 余の 求めて おる の は、 真の こけ 猿の 茶壺 じ や。 

今後 偽物 を 持ち こんだ やつ は、 うち 首に いたす から そ 

う 思え」 

八つ あたりの ありさま だが —— むり もない。 日光 は 

容赦な くせ まり、 柳 生 一藩の 存亡、 今日明日に かかつ 

ている ので。 

追いす がった 儀 作 は、 一生懸命の 声。 

「その 男と 連れ だち、 三味線 を 弾いて おりました あや 


しい 女 を、 おさえて ございます るが」 

「女な ど とらえて なんに なると 思う か。 たわけ 

め ッ！」 

吐き出す ように 言った 対 馬 守 だが、 すぐ 思い かえし 

て、 

「ゥ ム、 広間へ 引き出せ。 余が じきじきに きくこと が 

ある」 

「ハツ、 ごめん」 

かけ 抜けた 儀 作 は、 そのまま 広い 本陣の 廊下 を 小 走 

りに、 裏手の 供待ち 部屋へ 来て みると、 

もの 

「いくら こんな 女で も、 まさか ネ、 野宿 はでき ません 


からね。 どこかに 宿 を とらな くち ゃァ ならない と 思 つ 

ていたと ころ を、 こうして こちらへ 御 厄介に なること 

になって、 旅籠 賃 だけで も 大助かり だよ。 お礼を言い 

ますよ、 ハイ」 

おおぜいの 侍に かこまれて、 膝 先に 煙草盆 を 引きつ 

けたお 藤 だ。 

平気の 平 左で、 帯の あいだから 小意気な 煙管 を 取り 

はいふき 

出し、 一 服つ けて は、 ボンと はたく 吐 月 峰の 音。 

「不敵な やつ だ」 

義作は にらみつけて、 

「殿のお めしだ。 すぐ まいれ」 


「あ. そう？」 

お 藤 は 軽く 煙管 をし ま つ て、 

「キリ キリ 立ァ てと いうと ころ だね、 ォホ ホホ」 

江戸の こけ 猿 騒動に、 なんらかの 点で この 女が、 重 

大な 関係 を 持って いるに 相違ない と 思う から、 一同 は 

ひしと お 藤 をと りまい て、 御前へ 出た のです。 

あせりき つてい る 対 馬 守 …… 。 

頑丈な からだ を もたせかけ ると、 蒔絵の 脇息が ギシ 

ときし む。 

ィケ しゃ あしや ァと 前へ すわった お 藤へ、 ジロリ と 

するどい 眼 を くれた 殿様、 


「江戸から か？」 

「在郷う まれと 見えます かね？ フン」 

かたわらの 侍た ちが、 たけり だって、 

「コ ラ、 女！ どなた 様の おん 前 だと 思う。 気をつけ 

て 口 をき かぬ と、 ゥヌ、 手 は 見せぬ ぞ」 

「よいよ い、 おもしろそう なやつ じ や。 うつち やって 

おけ …… そこで 女、 貴様に きくが、 逃げた と 申す つれ 

の 男 は、 何者かの？」 

「サ ァ、 …… 神奈 川で 顔が 合って、 のんきに 東海道 を 

のぼろうと、 マァ、 話し あいがつ いていつ しょに なつ 

ただけ でね、 どこの 馬の骨 だか、 ハイ、 あた しゃいつ 


こうに  」 

「知らぬ と 申す か」 

じ つ としば らく、 何事 か 考えて いた 対 馬 守、 急に 二 ヅ 

n リ して、 

「ナァ 女、 しばらく 芝居 をして みる 気 はない かの？ 

余の もとに」 

「アイ、 それ ァ 狂言に よりけ りで ネ、 どうせ 世の中 は、 

芝居の ような ものです から、 役に よって は 承知し ない 

とも かぎりません のサ」 

「フ ー ム、 これ は なかなか 話せる ゎィ —— これ、 ここ 

はよ い、 あちらへ！」 


と 対 馬 守、 いならぶ 家臣た ち へ、 ヒョ ィと あご をし や 

くった。 

やぶ びゃっこ 

藪の 白 虎 


一 

簡単な こと を 複雑に する …… 。 

うつろな 制度、 内容の 腐り かけて いる 組織 を、 むり 

に 維持して ゆく ために は、 これより ほか はない。 形式、 


儀礼の 尊重と いう こと は、 ここから 生まれる のです。 

時代 をへ だてて みると、 いかにも 無用 —— 無用 どこ 

ろか、 滑稽と しか 考えられない 儀礼 や 形式で も、 当時 

その 社会に 生き、 そのな かに 呼吸して いると、 なんら 

の 不自然 もな く、 そのまま 受け入れる ことができ たに 

相違ない。 

制度、 組織の 力が、 そこに 働いて いたから だ。 

たとえば、 このお 茶壺と いう もの。 

お茶 を 入れる 壺 といって しまえば、 それだけの もの 

だが、 これ を 宇治の 茶 匠まで 送りと どけて、 茶 を 詰め 

て かえる 道中が、 たいへんな ものでした。 


壷の 主のお 大名と 同じ 格式 を もって、 宇治へ 上下し 

たもの だとい う。 一万 石 は 一万 石、 十万 石 は 十万 石の 

けんしき 

権 式で、 茶壺が 街道 を 往来す るので す。 

槍 を 立て、 その他の 諸道 具 を 並べた 行列 —— ぉ駕寵 

のなか は 殿様 かと 思う と、 そうで はなく、 お 茶壺が ひ 

とつ、 チョコ ナンと 乗っかって いようと いう。 

騎馬、 徒歩の 警護の 侍が、 ズラリ と壺を 取りまい て、 

下にお ろう、 下にお ろう …… ！ 

平民 はみ な 土下座 をして、 壺 一 箇を 送り迎え しなけ 

れ ばなら ない。 

第 一 日 は、 品 川 松 岡屋が 定宿。 


「サァ 祝儀が 出る から、 こんな のんきな 旅 はない。 ゆ 

る ゆる 行こう」 

こう 言って、 供の 人数 を 見 まわす ように 振り かえつ 

たの は、 石 川 左 近 将監の 重臣で、 竹 田な にがし。 

あの 日光お 相役 をの がれる ようにと、 賄賂 を 持って 

柳 生 藩 江戸 家老、 田 丸 主 水 正の もとへ 使者に 立った こ 

との ある 人物 だ。 

こんど その、 石 川 左 近将監 どのの 茶壺が、 宇治への 

ぼる ことにな つたに ついて、 竹 田が 道中 宰領と して 今 

江戸 を 出発す ると ころ。 

旅に はもって こいの いい 時候。 


朝 七つ 時に 神 田 連 雀 町の 石 川 様の 屋敷 を、 御門 あ 

きとと もに 出発した 一 行 は、 これから 五十三次 を、 お 

壺だ ちとい つ て それぞれの 宿場に とまり を 重ねて ゆく 

の だが、 宿屋な どで は 身 祝い をして、 御馳走が 出たり、 

名物のお みやげが めいめいの 前に 山と 積まれたり …… 。 

役得 根性の 一 同 は、 ィャ、 もう 大喜び だ。 

何日と なく 旅 をつ づけて、 大 磯から 小 田 原へ はいる 

と、 いわゆる 箱 根 手前、 ここ は大久 保加賀 守の 御領で、 

問屋 役人から 酒肴が 出る。 

竹 田の 一行 はすつ かりい い 気持で、 箱 根 を 越え、 サ 

テ、 いまこの 沼津 へさし かかりました。 水 野 出 羽 守 様 


御領 …… 。 

沼津 名物、 伊賀 越え 道中 双六の 平作と、 どじょう 汁。 

品 川から 十三 番目の 宿場です な。 

三 島から くだり 道で、 沼津の 町へ はいり ますと、 

「どうだい、 右に 見える のが 三国一 の 富士の 山、 左 は 

田 子の 浦 だ。 絶景 だな ァ！」 

お 壷の 駕 龍が 千 本 松原へ 通りかか ると、 ぉ壺 休み。 

つきしたがう 侍た ち は、 松の 根方 や 石の 上に 腰 を かけ 

て、 あたりの 景色に あかず 見入って います。 

警護 頭の 竹 田 も、 のんびりした 気持に なって、 ぉ駕 

籠 わきの 床几に からだ を やすめながら、 煙管 をと り 出 


して 一 服しょう とする …… 。 

そのと き だ。 

たちならぶ 松の むこう、 下草な どの 生い茂つ ている 

草 むらの なかから、 ヌッと 白い 柱の ような ものが 起ち 

あがった。 が、 まだ 誰も 気がつかない。 

「さ ァ、 ひと 休みしたら、 そろそろ 出かける としょう 

か」 

てのひらで 煙管 をた たいて、 竹 田が ボンと 火 殻 を 吹 

いた。 

二 


恋 を ゆずる 気持 ほど、 悲惨な 心 はないで あろう。 

とすれば。 

今の 丹 下 左 膳 ほど、 暗い 胸のう ち もまた と あるまい。 

三方 子 川尻の 漁師、 六 兵衛の 家に、 萩 乃と 源 三郎を 

そのまま にして、 心の 暁闇 をいだ いて たちさった 左 膳。 

ァァ もうふつ ふつい や だ、 うるさい こと は …… 期せ 

ずして、 あの 櫛 巻の 姐御と 同じ 心境に たちいたった が。 

その、 世 を 捨てた 気の 丹 下 左 膳 —— 左 膳 だけに、 そ 

の 捨て 方が ちょ つ と 違う。 

「おれの 力 ひとつで、 なんとかし てこけ 猿 を 見つけだ 


してえ もの だ。 はじめ 与吉が 盗み だした の を、 あの 

チヨ ビ 安が 引った くって 走り、 それが おいらの ふと こ 

ろに 飛び こんだ の だから、 あの 最初の 壺 こそ は、 真の 

こけ 猿に 相違ね えの だが、 それが いつのまにか 転々 の、 

数 かぎり もない 偽物が 現われて、 こけ 猿 はい まどこに 

ある やら 0,  こうな り ゃァ、 天下の 茶壺と いう 茶壺 

を かたっぱしから 手に いれる だけ だ。 それに は、 宇治 

へ 上下す る 茶壺 道中 をね らい …… ゥム！ どの 大名の 

壷に も、 供の 侍が おおぜい いる こと だから、 ひさかた 

ぶりに おれ も、 この 濡れ 燕 も、 思う さま あばれられよ 

うとい う もの だ。 こい つ はう めえ ところへ 気が つ いた 


ニン マリ 笑った 左 膳、 見つけし だい 壺の 行列 をお 

そって、 斬って 斬って きりまくり、 それで やっと、 萩 

乃 を あきらめ たせつな さ を 忘れようと いうので  旅 

に 出る といった つて、 べつにした くも 何も あり はしな 
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い つもの まんまで す。 

汗と 塵に よごれて、 ところどころ 黄色くな つた 白の 

着物に、 すりきれて しんが 出て いようと いう 博 多の 帯 

を 貝の 口に 結んで、 彼に とって は 女房 ツ子 も 同様な 例 

の 濡れ 燕 を、 グイと おとし 差し …… 。 


ふところ 手 —— といっても、 片手 は はじめからない 

の だから、 左の 手 を 抉の なかへ 引つ こめた だけ だ。 

たった ひとつの 眼で 往来の 人 を ジロジ 口にら みながら、 

「どこの 大名ので もい いや、 壺の 道中 はねえ かナ」 

ァァ 人が 斬りたくて たまらね え やといわぬ ばかりの 

顔で、 ブラ ブラ 歩いて ゆく の だから、 旅人た ち は みん 

な片 則へ よけて 通る。 そばへ きて 吠えつ くの は、 野良 

犬 だけ だ。 

「おれの からだに ゃァ、 生き血の においが するとみ え 

る。 フフ フャ、 犬 どもが 吠える ヮ 吠える ヮ。 ャィ ャィ、 

もっと 吠えろ ッ！ もっと 吠えね え か ッ！」 


幽霊の ような 姿で、 宿 はずれの 辻堂に 泊まったり、 

寺の 縁の下に 這い こんだ リ  すると、 街道の むこう 

に 見えて きたの が、 宇治への ぼる 途中の この 石 川 左 近 

将監 のお 壺。 

おおぜいの 足が 砂塵 を まきあげて、 一団に なって 

練って ゆく の を、 遠く 後方から のぞんだ 丹 下 左 膳、 

「ォ ォ、 とうとう ひとつ 出会った ぞ」 

と 足 を はやめ、 それから ずっと あとに なり さきにな 

リ、 ここまで からみ 合って きたので すが。 

沼 津の町 を 駆け抜けた 左 膳、 ここに 先 まわりして、 

行列の 来る の を 待ち かまえて いたの だ。 


名に し 負う 千 本 松原 …… 。 

店開きに はもって こいの 背景 だと、 たちあがった 左 

膳、 ガサ ガサ 藪 を 分けて 松の なか を 進んで ゆく。 

まるで 友達と でも 話しに ゆく よう だ。 

変な 浪人が 現われた ナ、 とじつ と 立ち どまって こつ 

ち を 見て いる 竹 田へ、 左 膳 引きつつ たような 笑顔で 話 

「どなたのお 壺 かな 9  ィャ、 誰の 壺 でも かまわね 

え。 ひとつ、 口 あけ だ。 威勢よ く 斬らせて もらおう 

じゃァ ねえ か、 なァ」 

左の 手 は、 相変わらず 懐中に のんだ まま だ。 


丹 下 左 膳、 頼む ようにそう 言った。 

剣 意し きりに 動く 丹 下 左 膳。 

こういう ときの 左 膳 は、 ふだんと グッと 人が 変わる 

ので ある。 へいぜいは 石炭 がらの ように、 人 ざ わりの 

ガ ラガラ した、 無口な、 変な 隻眼 を 光らせて いる 男 だ 


腰間の 濡れ 燕に 催促され て、 「人が 斬りたい、 人が 斬 

りたい！」 と、 ジ リジリ 咽喉が かわく ような 気分に なつ 


たと きの 丹 下 左 膳 は。 

とても にこやかな、 やさしい 人間に な るんで す。 蠟 

のよう な 蒼白い 頰に、 ポッと 赤らみが さして、 しきり 

に 唇 をな める の は、 なんの しるし か。 

「な あおい、 せっかく ここまで、 あと をつ けて 来たの 

だから、 この 濡れ 燕に」 

と 左 膳、 腰の 一 刀 を 左の 手で たたく と、 ガチャ リ！ 

鞘の なかで 刀身が 泣く。 

「な ァ、 この 濡れ 燕に、 むだ を させた くねえ の だ」 

今までの 生涯に、 いく 十 人と なく 斬って きた 人の あ 

ぶら が、 一時に 噴き出す ような、 妙に ねつと りした 口 


調 だ。 

夢み るよう に、 からだ を 小さく 前後に ゆすぶ つ て、 

立って いる。 

「狂人 じ や！」 

竹 田 ははき 捨てる ように 言って、 ぉ壺の 駕籠へ むか 

ヽ 、 

レ 

「かまわず やれ …… なんだ、 この 千 本 松原に、 白昼、 

かような 化け ものが 出る と は！ さがれ、 さがれ ッ！」 

ぐいと 左 膳 をに らんで、 そのまま 歩き だす。 

お 駕寵は 静かに 地 を はなれて、 ギ イツと きしみな が 

ら、 ゆらゆら 揺れて まいります。 蠟色 ぶちに まいらの 


引き戸、 袴の 股 だち を 高く とった 屈強の 若侍が、 左右 

に 三人ず つ 引き 添って —— さながら、 主君 石 川 左近将 

監 その 人が、 道中して いるよう な 厳戒ぶ リだ。 

左 膳 は ヮ  と 見る と、 遠く 海の むこう を 見て いる 

ような 片眼。 左手 を 帯の 前へ さしこみ、 足 を 片方ず つ 

上げて、 かわるがわるに かかとで すね を こする の は、 

虫で も剌 した か。 

ちょっと さわれば、 ぶつ 倒れそう だ。 

警護の 侍た ち は おもしろが つ て、 一 人が、 

「農工 商のう えだと 申しても、 武士 もこうな つて は 形 

なし だ」 


笑いながら、 通りすがりに、 ドンと 左 膳の 胸 をつ い 

て ゆく。 

左 膳 は 無言、 ニヤ ニヤしながら よろめい ています。 

「オイ オイ、 気 ふれ 殿、 行列の 中へ まいこん では、 邪 

魔に なって 歩け ぬで はない か」 

ほかの 一 人が そう 言って、 うしろから ダンと こづく _ 

「これで も、 刀 を 二 本 さしてい るから、 お笑い 草 じ や 

テ」 

一 つの 手が、 左から 左 膳 をつ きとば す。 

「ワッハ ッ ハツ ハ、 竹 を 二 本 さしてい るなら、 まず 目 

剌 しじ やろうな」 


もう 一 つの 手が、 右から 左 膳 を 押し かえす。 

きちが 

「気 狂い も 女なら、 桜の 枝 か 何 か 持って、 ソレ、 芝居 

さむらい 

にもよ く 出る やつ だが、 武士の 気 狂いで は 色気 も ござ 

らぬ」 

「これで も 昔 は、 いずれ かの 藩に 仕官した こと も ある 

であろうに …… かわいそうに」 

同情め いた こと を つぶやいて ゆく やつ も ある。 一同 

は 前後左右から、 左 膳 をつつ きま わしながら、 多勢の 

跫 音が、 ザ クッ！ ザ クッ！ と 白い 砂 を 蹴って、 通 

り 過ぎる。 

しんがりに 立って いた、 色の 真っ黒な、 口の 大きな 


侍が、 

「ェ イツ、 馬鹿者 ッ！ 邪魔 だ ッ！」 

ふらふら している 左 膳の 腰 を、 通りぬ け ざま、 ド 

ゥッ！ 足 を あげて 蹴た おした。 

空 を 泳いだ 左 膳、 ヒト たまり もな く ペタンと 砂に 尻 

餅 をつ いたま ま、 行列の 遠ざかる の を、 しばらく じつ 

と 見送つ ている。 

長い 長い 千 本 松原に、 槍の柄が 光リ、 お 定紋に 潮騒 

がまつ わって、 だんだん 小さくな つて ゆきます。 絵の 

よう …… 。 

「ゥ フフ！」 


小鼻で 笑った 左 膳、 砂 を はらって 起き あがりました。 

その 松原 も、 もはや 出 はずれよう とする ころ。 

さっき 左 膳 を、 最後に 蹴とば してきた 色の 黒い 侍。 

「ィ ャ、 そのと きおれ は、 それ は 筋道が 違う と、 榊 原 

に 言つ て やった のじ や。 いくら 養子の 身 だからと て、 

そうまで 遠慮す る 必要 は、 おれ はない と 思う のじ やが、 

何しろ、 相手が 相手 じ やから …… 」 

と 同僚の 噂 話であろう。 横にな らんで 行く、 浅黄の 


ぶつ 裂き 羽織 を 着た 四十 あまりの 士と、 しきりに 話し 

こんで ゆく。 

と！ 

ふとうし ろに、 人の 気配が した。 なにごころなく 振 

リ かえって みると、 まるでく びす を 踏みそう に、 さつ 

きのみす ぼらし い 乞食 浪人が、 尻 きれ 草履 を 鳴らして 

ピ タピタ あと を 追 つてく る。 

「こやつ、 いつの まに —— ？」 

嚙 みつき そうに にらむ と、 その 白衣の 浪人 は 平気で、 

なお も 背中が くつ つきそう に 追いす が つ てく るの だ。 

「オイ、 いいかげんに せんか。 見れば 貴殿 も 侍の なれ 


の はて、 いくら 狂人で も、 詮ない 悪戯 はよ したがよ か 

ろう」 

ぶつ さき 羽織が、 

「マ ァ、 よい。 さような 者に かまうな。 そこで 榊 原の 

問題 だが、 本人の 心底 は、 いったい どういうの であろ 

うな」 

二人とも 左 膳な ど は、 眼中にない。 世間話 をつ づけ 

て、 ふたたび 歩 をす すめようと するとたん。 

すぐ 背後で、 しゃがれ た 声が した。 

「心底 か。 う ふ ふ、 おれの 心底 を 見せて やろう かの？」 

人の 話に 割り こむ ように 左 膳 一 一人 を かきわけて なか 


へ はいつ てく る。 

「うるさい ッ！ ェ イツ！ とめどの ないやつ 

じゃッ ！」 

かんしゃく 袋 を 破裂 させた 色黒の 武士、 しろがねの 

光が、 突如 横に 流れた かとお もうと、 抜い たんだ、 や 

にわに 左 膳 を 目が けて …… 。 

「オット ッ トツ ト！ あぶね え あぶね え」 

左 膳、 はじめて 声 を 出した。 愉快で たまらな そうな 

笑い声 だ。 が、 依然として ふところ 手の まま、 

「抜いた な、 ぬいた な。 オイ、 いったん 刀 を 抜いた 以 

上、 そのまま じゃァ 引つ こみが つくめ え。 いやいやな 


がら 丹 下 左 膳、 お 相手つ かまつ ると しょうか ノ」 

頰の 肉をピ クピク させて、 顔 をな なめに つきだして 

相手 を 見ながら、 ソロ リ ソロ リ 左手 を 出す。 同時に 左 

膳、 びっくり する ような 大きな あくび をした。 

「ああ ゥぁ！ そうだ、 思い出した ぞ。 丸に 一 の 字引 

き は、 石 川 家 だな。 うむ、 石 川 左 近将監 …… 」 

左 膳が あくび をす るの は、 鬱勃た る 剣 魔の 殺 情が、 

こみあげて くると きで。 

ところが、 相手 は、 そんな 危険な 人物と はすこし も 

知らないから、 

「狂人の くせに 何 を 申す。 たた ッ 斬って しまう ぞ！」 


一 刀の もとに …… と 思った のでしょう、 いきおいこ 

んで 真っ正面から、 打ちお ろした。 

が！ ふしぎ！ 左 膳 はいつ 抜いた のか、 そして、 

いつ 斬った のか、 ただ 左手 を こ ともなく 左へ はらった 

ように 見えた の だが、 もう、 腰の 濡れ 燕 は 鞘 だけ。 そ 

の 鞘 もとに、 細長い 三角形の 穴が 黒々 と あいて、、 刀身 

はすで に、 左 膳の 片手に ブランと 持 たれて いる。 

それよりも。 

き つ さき 

その 濡れ 燕から 一筋の 赤い 血潮が、 斬 尖 を 伝わって 

白い 砂に、 吸われる、 吸われる。 

どうした のだろう—  と 見れば、 色の 黒い、 口の 


大きな 侍、 腹 を 巻き こんで 砂に すわった まま、 動かな 

い。 一太 刀に 胴 をえ ぐられ たの だ。 

「おい！ 返せ、 返せ。 狼藉者 だ ッ！」 

ぶつ さき 羽織が、 さきへ ゆく 行列へ 呼ば わった。 

五 

長い 行列の 先頭に 立って いた 竹 田な にがし。 

うしろの ほうから、 人の くずれた つ 騒ぎが 伝わって 

きても、 はじめは、 それほどの 大事と は 思わなかった。 

「たいせつの 御用 だ。 暄嘩は ひかえろ ッ、 ひかえ 


ろ ッ！」 

同士打ちと 思った のです。 

二、 三人の 若侍 を 引き連れて、 砂 を まき 上げて しん 

がりの ほうへ かけかえって みると、 すでに 五、 六 人の 

供の 者が、 浪 打ちぎ わ や 松の 根 もとに、 あるいは うず 

くまり、 あるいはの たうち まわって、 浅黄 色の ぶつ さ 

き 羽織 を 着た 一 人な ど は、 あわてふためいて 海の ほう 

へ かけだして 倒れたら しく、 遠浅の なぎさに のけぞつ 

た 彼の 死骸。 

その 平和な 死 顔 を、 駿河 湾の 浪が 静かに なでて いる。 

「i: 田 氏、 竹 田 氏ッ！ さきほどの 痩せ 浪人です ッ！」 


「ィ ャ、 おどろきいった 腕前、 またたく うちに この あ 

リ さま」 

「かような 手き き は、 見た こと も 聞いた こと もない」 

と 一 同、 口 を そろえて わめきたて たが  それ は そ 

うだろう、 おどろく ほうが どうかし ている、 何しろ 相 

手 は、 丹 下 左 膳 だもの。 

が、 こうな つても 竹 田 は、 自分が 今、 この 千 本 松原 

でい のち を 落とす ことにな ろうと は、 夢にも 思い ませ 

ん。 

思わない から、 えらい 元気で、 剣 輪の なかの 左 膳 を 

どなりつけました。 


「不所存者 めが ッ！ 石 川 様のお 壺 行列へ 斬り こむ と 

は、 いのち 知らず の大 たわけめ、 そこ 動くな ッ！」 

動くな なんて 言わ なくたって、 壺を 手に しない 以上 

左 膳の ほうこ そ、 金輪際 動く 気 はない。 

数十 人の 石 川 家 家臣に 取り まかれた 丹 下 左 膳 は、 柄 

もとまで 血に よごれた 濡れ 燕 を、 左手に ぶらさげて、 

眠った ようにた つてい る。 

胸が はだけ、 裾 はみだれ て、 女 ものの はでな 長襦拌 

に、 さわやかな 潮風が 吹く。 

いつのまにか はだしに なり、 脱いだ 草履 を 裏 あわせ 

に、 帯の 横ち よへ はさんで、 今にもく ずれそう にヒョ 


ロッ とつつ 立つ てい るんで すから、 姿 は 無気味 だが、 

見たところ、 とても 弱そう …… 。 

つい 今し がた、 これらの 人間 を 斬り 捨てた 左 膳の 働 

きを、 もし 竹 田が 見て いたら、 もうす こし 警戒 もし、 

また 他に 取るべき 手段 もあった でしよう が、 何しろ 行 

列の 先頭に いて、 知らな いんです。 左 膳の 左 膳た ると 

ころ を。 

倒れて いる 仲間 は、 あわてす ぎて、 たがいの 剣が ふ 

れ たのだろう、 ぐらいに 考えた 竹 田 某 は、 

「竹 田 殿ッ、 御用 心な さらぬ と …… 」 

などと 注意す る 声 を 背中に 聞いて、 いきなり 抜刀 を 


ひつ さげ、 ッ カツ 力と 左 膳の 前へ 出かけて 行った。 

「ほほう、 でえ じに すり ゃァ 一生 使える 命、 そんなに 

斬って もれえ てえ のか」 

左 膳 はそう 言って、 薄く 笑った。 そして、 下唇 を 突 

き 出して、 フッフ ッと息 を 吹き上げ るの は、 ひたいに 

垂れ かかる 乱髪が 邪魔になる のです。 

竹 田の 存在な ど、 てんで 眼に も はいらな いように、 

い つまで も 毛 を 吹き上げ ている。 

「地獄の 迎え だ ッ！」 

うめいた 左 膳、 割り箸 を 開く ように、 二 本の ほそい 

あしが パッ ととび ちがえた かと 思う と、 その上 体 はた 


いらに おどって、 竹 田の 右 肩から 左 脇腹へ かけて 一閃 

の 白い 電光が はしった と 見る！ 

それき りです。 

いばり かえった 顔の まん ま 砂 まみれに 二、 三度 ころ 

がった 竹 田の 死骸。 

一 同 は、 わけの わからない 叫び を あげて、 ちらばり 

だした。 

六 

異様な 微笑 を もらした 左 膳、 追いす がりに、 タ タタ 


と 砂 をなら して 踏みき るが はやい か、 また 一人 二人、 

うしろから 袈裟が けに …… 。 

なめき つていた 相手に、 この、 神に 似た 剣 腕が あろ 

うと は！ 

石 川 左 近 将監の 家来 一 統は、 白い 砂浜に ごま を 散ら 

すよう に、 バ ラバ ラバ ラ ッ と  。 

宰領の 竹 田が、 血煙た てて 倒れた のです から、 もう 

壺ど ころの さわぎ ではない。 

お 壷の 駕籠 を そこ へ おつ ぼり だした まま。 

雲 を かすみ。 

みごとな 黒塗りのお 駕籠が、 砂に まみれて ころが つ 


ている。 

走り 寄った 左 膳 は、 二 ッコリ 顔 を ゆがめながら —— 

これが ほんとうの 思う壺 だ。 

手の 濡れ 燕 を もって、 バ リバ リツと 駕籠の 引き戸 を 

斬り 破り、 錦の 袋につつ まれた 茶壺 を、 刀の 先に 引つ 

かけて とりだした。 

石 川 左 近将監 自慢の、 呂宋 古渡りのお 茶壺です。 

濡れ 燕 を 砂 に 突き 立 てた 左 膳。 

ひとつき りの 左手と、 歯 を 使って、 袋の 結び目 をと 

いてみ た。 出て きたの は、 朱 紐で 編んだ ス ガリ を かけ 

た、 なるほど 茶壺に は 相違ない が、 目 ざす こけ 猿と は 


似ても 似つ かない。 

が、 左 膳 はべつ に 失望 もいた しません。 

これが こけ 猿の 茶壺で ない こと は、 はじめから わ 

かってい る。 

ゆきき 

こうやって、 宇治の 茶 匠の あいだ を 往来す る 大名の 

壺を、 かたっぱしからお そってい るう ちに は、 どうい 

うはず みで か、 何者かの 手に はいった 真の こけ 猿に 出 

会わない とも かぎらない。 こういう 左 膳の 肚で すから、 

なんでも いい、 壺 とさえ 見れば 掠奪す るの だ。 

今日は その 第 一 着手。 

煮 しめたよ うな 博 多の 帯に、 左 膳、 矢 立 を さしてい 


る。 

それ を 抜き取って、 つぎに 懐中から、 懐紙 を 二つに 

折 つ た 横 綴の 帳面 を 取り だした。 

表紙 を 見る と、 左 膳 一流の 曲がった ような、 一風 格 

の ある 字で、 

心願 百壺 あつめ 

享保  年 七月 吉日 

と 書いて ある。 

大名の 茶壺 行列へ 斬り こんで、 これから 百 個の 壺を 

集めよう というの らしい。 七月 吉日と あります が、 斬 

りこ まれる ほうに とって は、 どう 考えて 〔# 「考えて」 


は 底本で は 「孝え て 匕 も あんま リ 吉日ではありません。 

これ は、 その 筆 初め。 

片膝つ いたう えに、 その 帳面の 第一 ぺ ー ジを 開いた 

丹 下 左 膳。 

片手です から、 こういう とき はとても 不便 だ。 

矢 立 を 砂に 置き、 筆 を 左手に 持ち かえて、 たっぷり 

墨 を ふくませた かとお もうと、 

ももし お めい 

「石 川 左 近将監 殿御 壺 一 個、 百 潮の 銘 あり 

駿州千 本 松原に て」 

と、 サ ラサ ラ としたた め 終わった。 

そして、 片手に 壺を 握る やい なや、 


「百 潮と いうから に は、 海へ 帰り や あ 本望だろう」 

ドブ ー ン  

うちよせる 波へ、 その 壺を 投げ こんで おいて、 あと 

を も 見ずに ス タス タ 歩き だした。 

ほんと に、 百の 壺を 集める うちに は、 どういう いき 

さつで 真の こけ 猿が 現われな いもので もない と、 左 膳 

はまつ たく 信じて いるの だろう か。 

そんな こと は、 どうで もい いので。 

茶壺と いう ものに 対して、 魔の ような 迷 執 を 持ち は 

じめ た 丹 下 左 膳、 ただ、 壺を 手に すれば いいの だ。 い 

や、 濡れ 燕に 人 血 を 浴びさせれば いいの だ。 ひょう 


ひょうと して 左 膳 はたち さ つ て 行きます。 

七 

東海道の 道筋に、 白衣 を まとった おそろしく 腕の た 

つ 浪人 者が、 伏せって いて、 やにわに 路傍の 藪から お 

どり 出て は、 それ も 奇妙に、 茶壺の 道中 だけ をね らう 


というので、 人 呼んで 藪の 白 虎。 

これが 宿場 宿場の 辻々 に 評判に なって、 人々 みな 恐 

れ をな したの は、 このと きで ある。 


「駿 河の 国に いたりぬ、 宇津の 山に いたれば、 蔦、 楓 

はえ 茂りて 道い と 細う 暗き に、 修行者に 逢いた リ。 か 

かる 道 をば  」 

伊勢 物語の 一 節。 

う つの やとうげ 

この 宇津谷 峠で 出会った の は、 修行者だった からい 

いような もの  0 

安倍川 を 西に 越える と、 右の ほうに えんえん たる 帯 

のよう な、 山つ づきが 眺められる。 箱 根から 西で 名の 

高い、 宇津谷 峠と いうの はこれ だ。 山の いきおい は 流 

れて、 高 草 山と なり、 ものすごく 海に せまって いる。 

宇治の 茶 匠からの 帰り、 茶の いっぱい 詰まった 壺を、 


例によってお 駕籠へ 乗せ、 大勢で 守護して 通りかかつ 

のみりょう 

たの は、 堀 ロ但馬 守のお 喫 料 を、 これから 江戸 屋敷へ 

届けようと いう 一 行。 

「なんの。 これ だけの 人数の そろってお ると ころへ、 

その 藪の 白狐と やらが 現われた ところで」 

と、 供の なかで、 そう 大声 を あげたの は、 額の 抜け 

上がった 四十 五、 六の 侍 だ。 

「白狐で はない。 白 虎 じ や」 

一 人が 訂正して、 

「ィ ャ、 いずくの 藩 中で も、 ぉ壺の 守護 はおろ そかに 

はいたさぬ に 相違ない が、 それでも、 噂に よれば、 か 


なり やられて おる という こと だぞ。 岡 本能 登 守 様、 井 

上 大膳亮 殿、 これらが みんな 壺を 奪われ、 あまつさえ、 

すくなからぬ 人命 を 失った とのこと じ や」 

「ナァ 二、 いかに 腕が 立てば とて、 相手 は 浪人 者 ひと 

り、 なにほど のこと や ある」 

とまた ベ つの 一 人が、 こう 時代な 言葉で いばって み 

せた とき だ。 

すぐう しろで 

「箱 根 を 越して しま ゃァ、 もうこつ ちの ものよ。 箱 根 

からむ こう、 お 江戸との あいだに ゃァ、 化け物 はいね 

えからの」 


という 鉄火な 声！ 

ギヨ ッ として 振りむ いた 一 同の 眼に う つったの は、 

ちょうど 一 行が 通りかかつ ている 路傍に、 大きな 杉の 

老木 …… その 杉の 木の 幹に よりかかって、 ニヤ ニヤ 

笑って こっち を 見て いる、 隻眼 隻 腕の 立ち姿。 

噂 を すれば 影  出たん です、 案の定。 

それから のち、 またたく うちに、 その 宇津谷 峠の 山 

道の 草 は、 たん まり 人の 血の こやし を あびて、 おまけ 

に、 丹 下 左 膳の ふところ 帳 「心願 百壺 あつめ」 に は、 

めいしの のめ 

堀 ロ但馬 守お ん壺、 銘 東雲、 宇津谷 峠に て …… と、 書 

き 加えられ ていた。 


これ はいくつ 目 か、 わからない。 

一 、 秋 元 淡路守 殿御 壺、 銘 福禄寿、 日 坂 宿 手前、 菊 

川べ りに て。 

一 、 大滝舂 岐守殿 おん 壷、 春 日 野の 銘 あり。 

けんもつ 

一 、 藤 田監物 …… の 場合な ど は、 これ はからの 壺を 

守って、 宇治へ 急ぐ 途中で したが、 夕方、 丸 子の 宿へ 

かかろうと するとき、 霧の ように 襲う 夕闇に、 誰も 気 

がっかなかった の だが、 あわただしい 一人の さけびに 

フ ト心づ くと、 いつの まに まぎれこん だもの か、 左 膳 

チャンと 行列の なかには いって、 足な みそろ えてい つ 

しょに 歩いて いた。 


藤 田家 重代の、 松の 下露の 銘 ある 宝 壷が、 このと き 

みごとに 奪われた こと は、 言うまでもない。 だが、 心 

願の 百まで は、 まだいく つ ある こと やら。 

恋の 憂さ を 忘れようと、 街道に 狂 刃 を ふるう 丹 下 左 

善。 

やま  リ 

お 山 四十 里 

一 


つし まの かみ  りんねん じまえ  かみ 

江戸へ 着いた 柳 生 対 馬 守 一行。 麻布 林 念 寺 前の 上 や 

ざい ふ  たまる もん どのしょう 

しきで、 出迎えた 在府の 家老 田 丸 主 水 正 を、 ひと 眼 見 

た 対 馬 守 は、 

「主 水ッ！ 御 公儀のお 情けで、 名 もな き 壺に秘 図 を 

封 じこめ、 屋敷の 庭 隅に 大金が 埋 ずめ あるな どと …… 

貴様、 いいように されて、 つかまされ たな ッ」 

とどな つ た。 

剣 眼 隼 よりも 鋭い 柳 生 対 馬 守 さすがに、 あの、 上 

様と 愚 楽と、 越 前 守と で 編み だした からくり を、 まだ 

話 を 聞かぬ 先に、 みごとに 見抜いて しまったの だ。 

「恐れながら、 かの 愚 楽 老人より、 それとなく 申し ふ 


くめら れ まして …… 日光 は 迫る ヮ、 こけ 猿 は 見つから 

ぬヮ、 という 御 当家に とリ 危急存亡の 場合、 ともかく 

このお 庭 隅に 一 夜 づけに 埋ず めました 金銀 を 掘り出し 

まして、 さっそくの 御用に あい 立てました ほうが、 策 

の 得た る もの かと 存じまして  」 

対 馬 守 は、 不機嫌に 黙り こんだ。 

これ は 主 水 正の 言う とおりで —— 将軍 吉宗の 考えと 

しても、 日光に 事よ せて、 隠して ある 金を使わせ るの 

が 目的。 こけ 猿がなければ 日本一 の 貧乏 藩に、 大金の 

かかる 日光 を 押しつけて、 柳 生家 を 取り 潰して しまお 

うとい うの は、 決して 本意で はない。 


柳 生 だって、 ない 袖 は 振られぬ から、 そこで、 どん 

な 騒動が 持ち あがらない とも かぎらない。 苦しま ぎれ 

に 暴れ だして、 天下の 禍根と ならない とも かぎらない 

…… というので、 今にな つて、 いわば 救いの 手 を さし 

のべた わけ だ。 

これ は、 愚 楽 老人と 大岡越 前 守の 献策。 

いかに 剛情 我慢の 対 馬 守で も、 今の 場合、 これ を こ 

け 猿に よって 得た ものの ごとく よそおって、 掘り出さ 

ざる をえ な い。 

「いつもながら 上様のお こころ 配り、 行きと どいた も 

のじ や。 ありがた いかぎ りじ ゃテ」 


苦笑 を 浮かべて つぶやいた 対 馬 守 は、 やがて、 声 を 

ひそめて、 

「そこで 田 丸、 真の こけ 猿 じ やが —— まだ わからぬ か 

の？」 

ぎぶ つ 

「は、 なにぶん どうも、 偽物ば かり 現われまして …… 

まぎ 

いつ どこで 紛れて、 何者の 手に入りました やら、 とん 

と 行方 知れずに あいなり、 まことに 遺憾 至極ながら、 

手前、 勘考いた します るに、 こけ 猿なる もの は、 も は 

や 世 にないの ではない かと …… 」 

「なに、 もはや 世に ない？」 

眼 を 怒らせた 対 馬 守が、 老 家老 を 睨めつ けたと き、 


「オヤ、 殿様、 こちらでした か。 あら、 このお 爺さん 

は？」 

伝法な 女の 声が、 横手の ふすま を あけて、 このお 上 

屋敷の 主従 対座の 席へ はいつ てきた。 

人 を 人と も 思わな い 言葉に、 主 水 正が び つ くりして 

見 あげる と、 櫛 巻お 藤—  という こと は、 もとより 

田 丸 主 水 正 は 知らない。 

しい  た ぼ  かいと  くちべに 

椎 たけ 髫 にお 搔 取り、 玉虫色の 口紅で、 すっかり 対 

馬 守お 側つ きの 奥 女中 の 服装 を している が、 言語 つ き 

や 態度 は、 持って うまれた 尺 取り 横町のお 藤 姐御 だ。 

それが、 くわえ 楊枝で ぶら りと はいって きて、 殺康 


の 横へ ベ つたり すわつ たんです から —— いかさま 妙な 

取り あわせ。 

田 丸 老人が おどろい たの は、 もっともで。 

もの 

「殿、 この 女 はいった い —— 旅のお 慰みと しても、 チ 

ト どうもお 見苦しく は  」 

「ィ ャ、 さような 儀で はない。 いたって 野育ちの 女芸 

人、 余に チト 考えが あって、 かように 虜 にいた してお 

そばめ 

くの じ や。 側女な どで は 断じてない。 安心せ い、 安心 

せい」 

「ホ ホホ、 お 大名のお 妾なん て、 そんな 窮屈な 役目 は、 

こっちから こそ ごめん だよ。 お爺さん、 安心お しょ。 


なんて キヨ トンと した 顔して るの さ」 

二 

対 馬 守 は、 ふと 思い出し たように、 

「源 三郎 はいかが いたした」 

「ハイ、 それが、 その、 実は …… 」 

と 主 水 正 は、 言いよ どんだ が、 

じょ ラ しん 

「たびたび 御 書面 を もって、 上申つ かまつ りました 

とおり、 司 馬 先生 生前より、 妻 恋 坂の 道場に 容易なら 

ぬ 陰謀が ありまして —— 」 


「ィ ャ、 それ は 聞いた、 聞いた。 その後 どうな つた か 

とたず ねて おる のじ や」 

「あくまで 源三郎 さま を 排除 申し あげん という 一 味の 

秘 謀らし く、 源三郎 様に は、 先 ごろより 行方 知れずに 

なられ —— 」 

それ を 知りながら、 なぜ 腕 を こまねい てお るか ッ？ 

こうだ い のしん 

高大 之 進 を はじめ、 腕き きの 者 を そろえて 出府 させて 

あさか げんしん さ い  たに だい はち 

ある。 それよりも、 源三郎 つきの 安積 玄心 斎、 谷大八 

等 は、 いったい 何 をして おる のじ ゃッ— …… と、 頭 ご 

なしに どなりつけられ るかと 主 水 正 首 をす くめて、 今 

にも 雷の 落ちる の を 待って いる 気持。 


と。 

笑いだ したの だ、 対 馬 守 は、 肩 を ゆすぶ リ、 腹 を か 

かえて。 

「はつ はつ は、 ィャ、 心配いた すな。 あの 源三郎 にか 

ぎって、 自分の 身 ひとつ 始末ので きん 男で はない。 こ 

とに は、 玄心 斎と 申す 老輩 もつ いてお る こと。 司 馬 道 

場の 儀 は、 源 三郎に まかせて おけば よい。 婿に やった 

以上、 いわば 彼の 一家 内の 紛争 じ や。 それく らいの 取 

リ しきりが できん ようで、 この 対 馬の 弟と 言われる か 

アツ ハツ ハツ ハツ」 

剛腹な 笑い を 頭から 浴びて、 主 水 正 は、 ホット 助かつ 


た 心地 —— 相変わらず 太っ腹な お 殿様 だと、 たのもし 

さが 涙と ともに こみ上げて くる。 

まなこ 

ふと 対 馬 守 は、 遠い ところ を 見る ような 眼 にな つ て、 

「どこに いるかの .：：• 源三郎 は、 この 兄の 出て まいつ 

たこと も、 知らぬ であろう。 からだ さえ 達者なら、 大 

事ない が …… 」 

あらそわれぬ 兄弟の 情です。 

が、 対 馬 守 は それ を振リ きる ように、 ふたたび 主 水 

正へ、 

「当てて みょう か ノ？， - 

「何 を、 でございます I 


「上様のお 手で、 一夜のう ちに この 屋敷の 隅に 埋 ずめ 

た 金額 を —— サァ、 まず、 日 光修 覆に カツ キリ 必要な 

だけ。 それより 百 両と多 くもなく、 また、 百両 とすく 

なく もな い であろう」 

「まず さような ところ かと …… なにしろ、 あの 愚楽老 

人の やる ことで ございま すから」 

もん どのしょう 

と 主 水 正 は、 はじめて 微笑 を もらした。 

「田 丸、 上様に 日光の 金 を 出しても らうな どと、 ィャ、 

とんだ 恥 を かいたの。 だが、 わが 藩に 金を使わせる 気 

で、 その 金 を 御 丁寧に、 こっそり 庭の 隅に 埋 ずめ てお 

かねば ならん 羽目に たちいた つたと は、 徳川 もい い 


味噌 をつ けた もの じ や」 

主 水 正 は ギヨ ッ として、 

「これ ッ、 殿！」 

と 口で 制しながら、 眼 は、 鋭く かたわらのお 藤へ。 

その 警戒 を 見て とって、 お 藤 姐御 はニッ コリ、 

「フン、 あたしの 前で、 公方 様の 悪口 を 言った つて、 

なにも そんなに 用心す る こと はあり ゃァ しない。 将軍 

様に しろ、 隻眼 隻 腕の 浪人 さまに しろ、 お 侍の 悪口な 

ら、 こっちが 先に 立って 言いたい くらいだ よ」 

「こういう 女 じ や」 

対 馬 守 は 愉快そう に 笑って、 主 水 正へ、 


ベ つ しょしな の  そうそう 

「別 所信 濃へ、 早々 余の 到着 を 知らせた がよ ぃぞ」 

げんな  すん ぷ  くのう ざん 

元 和 一 一年、 家康が 駿府に 死ぬ と、 はじめ 久能 山に 葬つ 

たが、 のちに 移 霊の 議が 起こって、 この 年の 秋から 翌 

年の 春に わたって 現在の 地に 建立され たのが、 

だい ゆうびよう 

大猷廟 を はじめ 日光の 古 建築で ある。 

これが 元 和の 造営。 

その後 さらに、 寛 永に 大 改造が 行なわれて、 だいた 

い 今 見る ような 善美 壮麗 をき わめた 建物と なった ので 


さかい びん ごのかみ ながい しなの のかみ 

この 寛 永の 大 造営に は、 酒 井備後 守、 永 井信 濃 守、 

いのうえ かずえの かみ  ど い おおいの かみ 

井上 主計 頭、 土 井大炊 頭、 この 四 名 連署の 老中 書付、 

あきもと たじ まの かみ 

ならびに 造営 奉行 秋 元但馬 守のお 触れ 書が 伝えられて 

いる。 

寛 永 八 年 ごろから、 ボ ッボッ 準備して、 実際の 仕事 

に 取 りかかった のが 十一 年の 秋。 約 一年 半で、 工事 を 

終わった。 その 間に 仮殿 をつ くリ、 遷宮 をして、 それ 

から 本殿の 古い 建物 を 壊し、 そこへ 新築した の だから、 

一年 半で これらの 大工 作が 終わった と は、 実にお どろ 

く ほど 神速で あ つたと 言わなければ ならな い。 


付属の 建物 は、 その後に できた もの も 多い が、 宝塔 

はこのと き 石造りに 改められ、 その他、 日光 造営 帳に 

よると、 本社 を 中心に おもな 建造物 はみ なで 二十 三屋、 

たいへ んな 事業で ありました。 

有名な 水屋 前の 銅の 鳥居 も、 この 寛 永 寺の 造 築に、 

錶物師 椎名兵 庫が つくった ものであります。 

1>  ま  まんえ，.. c 

この 鳥居の 費用が 二 千両、 今で いうと 七、 八 万円 だ 

そうです から、 いかに 豪勢な もの か 想像に あまり ある。 

「まず、 だいたい において、 この 寛 永の 御 造営 を模し 

て、 これにしたがって ゆこう では ござらぬ か」 

林 念 寺 前の 上屋敷、 奥の 広 書院に 客 を 招 じた 対 馬 守 


は、 主客 席が 定まって ひととおりの 挨拶の のち、 すぐ 

こう 言って、 相手 を 見た。 

相手と いうの は。 

対 馬 守 入府の 通知 を 受けて、 いま 小石 川 第 六 天の 自 

邸から、 打ち あわせに 来た 別 所信 濃 守です。 

賄賂の 出し 方が 少ない というので、 今度の 日光 修営 

に、 副 役 ともいう べきお 畳 奉行 を 当てられた 人で。 

屋敷の 門 を 出る まで、 

「名誉 じ や、 名誉 じ や。 ィャ、 運の 悪い 名誉 じ ゃテ」 

と、 ほとんどべ そ を かかんば かりだつ たが。 

名指し を 受けた 以上、 否応はありません。 


くすぐった いような、 泣き出し そうな 顔で、 いま 対 

馬 守の 前にす わって いる。 

あお 

蒼い 頰、 痩せた からだ。 金の かかる お 畳 奉行 は、 な 

る ほど 重荷に 相違ない …… 貧相な 人 だ。 

ここで ひとこと でも 対 馬 守が、 ほんと に 今度 はえら 

い 目にあつ て  とで もい うような こと を 言 つたら、 

同病 あい あわれむ で、 すぐ 本音 を 吐き、 愚痴 をなら ベ 

出す 気の 別 所信 濃 守 だが。 

主役た る 造営 奉行の 肚 がわから ないから、 めったに 

こ ま 

不平す こと はでき ない。 

へたに 迷惑ら しい こと をい おうものなら、 公儀へ 筒 


ぬけと も かぎらな いので。 

対 馬 守 も 同じ 心 だ。 

たぶんまい つてい るの だろうと は 思う が、 相手の 気 

持が ハツ キリ しないので、 うち 明けて、 どうも 困った 

ことに  と は 言えな い。 

「諸侯の うらやむ お 役 を 引き当てました こと は、 一身 

一 藩の 栄誉、 御 同慶 至極に 存じます る」 

「さようで。 拙者 一度 は、 この 日光のお つとめ をいた 

したい もの じ やと、 こころがけて ぉリ ましたが、 やつ 

と その 念願が とど い たわけで」 

と 二人 は、 しごく まじめ 顔 だ。 


本心 を さぐり 合うよう な 眼 を 交わして いる。 

「ところで  」 別 所信 濃 守 は 言いに くそう に、 しば 

らく モジ モジ していた が、 

「あの、 おした く は？」 

思いき つたよう にきいた。 

おした く …… 下賤の 者なら ば、 おや 指と 人 さし 指で、 

丸い 輪 を 作って 見せる ところ だが。 

そんな こと はしない。 


問い を 受けた 対 馬 守 は、 源三郎 によく 似た 鋭い 眼 を、 

ほほえませて、 

「御 貴殿 は？」 

ときき かえした。 

信 濃 守 は、 ちょっと 頭 を 下げて、 

「ハ ァ、 どうやら こうやら …… き 尊家に は、 とうに こ 

け 猿の 茶壺が 見つかつ たという 評判で」 

ぼうしょ  でんらい 

「そのと ぉリ。 某所に 埋 ずめ てあつた 伝来の 財宝 も、 

とどこお りなく 掘り出す ことができました。 すなわち 

あれに —— 」 

と 対 馬 守、 すました 顔で、 床の間の ほうへ 眼 を やつ 


た。 

別 所信 濃 守 も、 これで はじめて 気がつい たという わ 

けで はない。 

実は、 さっき この 広い 書院に 通された ときから、 そ 

れが 気になつ ていたの だが …… 。 

その 床の間に は。 

小判 を いくつか 白紙で 包んだら しい、 細長い もの を 

山の ように 積み上げた 三宝が、 ところせ ましと までな 

ら ベら れ、 二 段 三 段に 重ねて 置いて ある。 

と ， J わき 

床 脇の 違い棚まで、 小判 を 満載した 三宝が ならべら 

れて …… 。 


この 上屋敷へ ついた 翌朝の こと、 対 馬 守 は 主 水 正の 

案内で、 その 庭の 隅、 築山の かげへ 行って みたので す。 

将軍家からの 救いの 手と して、 愚 楽 老人 は その 部下の 

甲 賀者を 使い、 一夜のう ちに 埋 ずめ ておいた 黄金。 

その 場所に は、 主 水 正の はからいで、 もっともらし 

く 注 連緦が 張りめ ぐらされ、 昼夜 見 はりの 番士が 立 つ 

ている 騒ぎ。 

幕府の 心が わかって いる 以上、 これ を 掘り出して 目 

前の 日 光修 覆の 用に 当てれば よいだ けの こと だ。 

ここ は 芝居 をす る 気の 対 馬 守、 いかにも 先祖伝来の 

大 財産 を、 あの こけ 猿の 壷に よって 掘り出す といった 


おごそかな ようすでした。 

さいかいもくよく  くわ 

斎戒沐浴して、 お 鍬 入れの 儀式と 称し、 対 馬 守が 自 

身で 第 一 の 鍬 を 振りお ろす。 

もっとも、 これ は 始球式み たいな もので、 ほんの ま 

ねごと。 

対 馬 守の 鍬が、 そっと 掃く ように 地面 をな でる と、 

かみしも すがた  ごんじょう 

袴 姿の 田 丸 主 水 正が、 大 まじめで お喜び を 言上し 

た。 

どこまでも、 こけ 猿の 茶壺が 発見 かって、 それによ つ 

てこの 宝 掘りに なった という こと を、 家臣の 口から 世 

間へ 伝えさせ、 信じさせる ために、 あの 一 風 宗匠まで 


が このお 鍬 入れに 引っぱり 出された の は、 なんとも 御 

苦労な 話で。 

で、 殿様に つぐ 第二の 鍬 は、 一風 宗匠。 

非常な 老齢です から、 立って いる だけで せい いっぱ 

いだ。 むろん、 とても 鍬なん か 持て やしない。 高大 之 

進が 鍬 を 持って 掘る まね をす ると、 人の 介 添で 一 風が 

ちょ つ と 手 を 添えた だけ だ。 

こうして 地中から 取り出した 金 は、 案の定、 やっと 

日光の 費用に 間に合う 程度だった が、 これで 柳 生 は、 

ともかく 助かった という もの。 

ここに、 床の間 いっぱいに あふれる ように、 三宝に 


のせて 飾って あるの が、 こうした からくりの ひそむ 金 

であります。 

そんな ことと は 知らないから、 信 濃 守 は うらやまし 

そう。 しきりに 感心して いると、 柳 生 対 馬 守 は 事務的 

に 相談 を 進めて、 

やま ど 

「サ テ、 お 山 止めの 儀で ござる が …… 」 

と、 言い出した とき、 

r 殿 —— し 

さむらい 

はるか 廊下の かなたに、 何 ごと か 知らせに 来た 侍 

の 平伏す る 頭が、 見えた。 


はるか 下がって、 廊下に 額 を 押し当てた 若侍の 声、 

「申し上げます。 ただいま …… 」 

ところが。 

だいたい この 柳 生 対 馬 守 は、 剛腹な 人間の 通例と し 

て、 非常に 片意地な ところの あった 人で、 ふだんでも、 

気が むかない と、 誰が なんと 話しかけても 知らん顔、 

返事 ひとつし ない ことがある。 

おまけに、 今 は。 

お 畳 奉行 別 所信 濃 守 様と、 たいせつな 日光 着手の 打 


ち あわせの 最中です から、 対 馬 守、 うるさい と 言わぬ 

ばかり、 ちょっと 眉 を ひそめた だけで、 何事 も なげに 

|n 濃 守 ヽ 向かって、 

「御 承知のと おり、 江戸から 日光への 往復の 諸 駅、 通 

路、 橋 等の 修理の 儀 は、 公領のと ころ は 代官、 私領は 

城主、 地頭 寺社 領 にいた るまで、 すべて われわれ にお 

いて 監督いた し、 万 手落ちの ないように しなければ な 

ら ぬのです から  -」 

「お 話ち ゆう まことに おそれい リ ますが …… 」 

取次ぎ の 若侍が、 そう 一段 声 を 高める の を、 対 馬 守 

はまた 無視して、 


「で、 日光 造営 奉行が、 拙者と きまりまして から、 江 

戸に いる 家老に 申しつ けて、 日光 を 中心に した 四十 里 

ぎんみ 

の 地方と、 江戸からの 道中 筋、 駅 馬な ど を 残らず 吟味 

させました ところが」 

「殿様！ ちょっとお 耳 を！」 

どこ 吹く 風 かと、 対 馬 守 はつ づける。 

「ところが、 五 石 七 石の 田畑 もちの 小百姓 は むろんの 

こと、 田畑 を 多く 持って いる 者 も、 馬 を 飼って いる 者 

は 非常に 少ない。 まず この、 運搬に 使用す る 馬の 才覚 

が、 このさい 第一 かと 考えます が」 

若侍 は、 取リ つく 島 もな く、 黙って しまった。 


「全く」 

と 別 所信 濃 守 は、 うれい 深げ に 腕組み をして、 

「百姓 は 近年、 なみなみならぬ 困りよう でございます 

が、 穀種を 他から 借り受けて、 ようやく 植えつ け をす 

ほん づら たか 

まし、 本 面の 額 を 手ず から 作る 者 は、 いたって すくな 

いとのこ とです」 

「実に 窮乏の 体に 見えます。 そこで、 このたびの 東 照 

宫御 普請 は、 各領 その 高々 に応じて、 人別で 沙汰す る 

ようにす るので す ナ」 

「殿、 おそれながら …… 」 

「日光 山から 四十 里の あいだ は、 御修 覆が できあがる 


まで、 住民の 旅立ち、 その他す ベて、 人の 出入り を禁 

やま ど 

ずる こと は、 お 山 止めと 言って、 これ は 先例のと ぉリ 

です。 各所に 関所 を 設けて、 この 見張り を 厳に せねば 

ならぬ」 

「さよう。 それから、 いっさいの 雑役 は、 たしか 宗門 

を 改めた うえで、 各 村から 人足 を 出させる ので ござい 

ましたな」 

「そうです。 壮年 組 は 二十 五 歳から 五十 歳まで、 少青 

年 組 は 十五 歳から 二十 三 歳まで を かぎって、 村々 から 

ちゅうはん リ よう 

人夫 を 取りた て、 昼夜の 手当と、 昼飯 料 を とらせね 

ばなら ぬ」 


対 馬 守 は、 今度のお 役に つき 調べた ところ を、 ボッ 

ボッ 思い出しながら、 

「すべて この 日光 を 取り まく 四十 里の 地が、 御 修理に 

力 を 合わせる ことになる わけで、 女子に もっとめ が 科 

せられる はず だと おぼえて おる。 十三 歳から 一 一十 歳 ま 

もめんいと  たんぶん 

での 女 一人に、 一か月に つき 木綿糸 一反 分 を 上納 させ 

るんで すな  」 

いつまで 続く かわからない。 たま リ かねた 取次ぎ の 

若侍。 

「殿！ 司 馬 道場より、 安積 玄心斎 殿が お見えになり 

ました」 


思わずそう 言い かける と、 対 馬 守、 ク ルリと 膝 を 向 

けかえて、 

r ナ、 何？ 玄心 斎が まいった と？ ナ、 なぜ 早く 言 

わぬ ッ！」 

言おうと 思っても、 いう 機会 を 与えなかった くせに- 

みずう  すがた 

水 打つ 姿 

一 


女の子が 人形の 毛 をむ しったり、 こわして しまった 

りする のと、 同じ 心理。 

女性に は、 得て こういう ところが あるの かもしれ な 

い …… 大事な 品で も、 じぶんの 手に入れる ことができ 

ない とわ かれば、 いっそ 破壊して しまおう という 本能 

が 湧く。 

この場合 は、 それに 嫉妬が 手伝って。 

ろくべ え  つゆ 

父 六 兵 衛の家 を、 パッと 飛び出した 娘のお 露。 

外 はま だまつ 暗 だが、 これから 朝へ 向かう の だから 

気が 強い。 しっとり 露 を 含んだ 地面に、 下駄の 歯 を 鳴 

らして、 お 露 はいつ しか、 白い 素足 も 乱れが ちの 小 走 


りに なって いた。 

ぎょう あん 

目の前の 闇よりも、 彼女の 心の 暁 暗。 

それと いうの が …… 。 

ぼうしが わ 

父が 三方 子 川から 救い あげてき た 柳 生 源 三郎、 わが 

やまい 

家の 奥座敷に 病 を 養い、 このお 露が、 朝夕 ねんごろに 

みとり 

看病 をす るう ちに、 見る 人が 思わず おどろきの 声 を 発 

する ほどの、 すごい ような 美男 源三郎 ですから、 お 露 

はいつ から ともなく、 三方 子 川の 川 波よりも さわがし 

い 胸 を、 源三郎 に対していだ くこと になった ので。 

ゆ い しょ 

由緒の ある 人  もとより、 はじめから そうにらん 

-JJ- し 

ではいた。 言 を 左右に して 身分 を 明かさない ところが 


なおい つそう、 そう 思われた の だが。 

しかし、 知らなかった …… 知らなかった！ 

あれが、 本郷の 有名な 道場のお 婿さん で、 あんなき 

れ いな —— あんなき れいな 奥様が あろうと は！ 

「たしか 本 郷妻恋 坂、 司 馬 道場と やらの …… 」 

さっき、 つぎの 間の ふすまの かげで、 そっと 立ち 聞 

いたと ころで は、 ボン ャリ とだが、 なんでも そういう 

舌。 

一一 一一 口 

「でも、 ほんとうにもう 奥様な のか どうか  どうも 

二人の 話で は、 ハツ キリし ない けれど、 お 互いに 思い 

思われた 同士の こと は、 あの 模様で もよ くわ かる。 そ 


れに、 何やら あのお 侍さん は、 お 婿入り 先の 道場との 

あいだに 事情が あって、 どうやら 死んだ ことにで も 

なって いるよう す」 

両の袖 をし つ かり 胸に おさえて お 露 は 足 を 早めな が 

やみ  ごと  は 

ら、 心の 闇から 外の 暗へ、 苦しい ひとり 言 を 吐き つづ 

ける。 

「とてもい わくが ありそう だ わ。 ひとつ、 その 妻 恋 坂 

の 道場と かへ 知らせて やったら、 どういう ことになる 

かしらん —— 」 

深い こと は 知らないお 露、 ただもう 嫉妬の 焰に 眼が 

くらんで …… き つ と あのお 侍の いどころが 知れれば、 


その 道場から 人が 来て、 あのお 嬢さん との 仲 を 引き さ 

くに 相違ない。 そうして、 あの 美しい お 武家 様が 一人 

になったら、 また 自分へ、 色よ い 言葉 を かけて くださ 

るか もしれ ぬ …… 。 

お 露の 頭に は、 この こと 以外 何もありません。 こう 

して 彼女が 源 三郎の 所在 を 道場へ 通じる ことが、 どう 

事件 を浪 だた せて、 自分 は 無意識の うちに、 どんな 運 

命の 一役 を 買って いるの か、 そんな こと を 思う ひま は 

お 露に はない のだった。 

ころがる ように 急ぐ 道に、 だんだん 小石の 影 や、 土 

の 色が うつ すらと 見えて きた。 東が 白み かけた の だ。 


まもなく、 途中です つかり 夜が 明け はなれた ので、 疲 

れ きった お 露 は、 通りかかった 辻 駕籠 を 呼び止めて、 

早朝の 女の 一 人 歩きに いぶか しげな 顔 をして いる 駕籠 

かきへ、 

「あの、 駕籠 屋 さん、 お父さんが 急病なん です が、 お 

父さんの かかりつ けのお 医者 様が、 本 郷の妻 恋 坂に い 

ましてね、 そこまで いそいで 迎 いに 行きた いんです け 

れ どやって くださいな」 

とお 露、 さっそくの 機転で そう 言った。 そして、 駕 

籠屋 のうなず き 合う の を 待って、 裾で 足 を 包んだ お 露、 

ス ルリと 乗り こんだ のです。 


二 

ずいぶん 気の 長い 話 …… だが、 双方、 意地に なって 

いるの だ。 

妻 恋 坂、 司 馬 道場の 屋敷 内に は、 まだ ふしぎな 頑張 

り 合いが つづいて いる。 

おも- P 

軒 を 貸して 母家 を 取られる  という ことわざが あ 

るが、 まさに そのと おり。 

宏大な 屋敷の ほんの 一部に、 お 蓮 様、 峰 丹 波な ど、 

以前からの 不知 か 道場の 連中が 追い つめられて、 これ 


は、 小さく 暮らして いるに 反し、 奥の いちばん よい 

すま い 

住居の ほう は、 伊賀 侍の 一 団が 占領して 日夜 無言のに 

らみ 合い。 

若君 源三郎 はいなくても、 安積 玄心 斎、 谷大八 等、 

すこしも あわてません。 

「なんの、 源三郎 様に かぎって、 まちがい などの あろ 

うはず はない。 かならず 今にも、 あのと おり 蒼白い お 

顔で、 ブラ リと御 帰還になる にき まっている」 

一同、 こうかた く 信じて 疑わない から、 源三郎 がい 

なくても 平気な もの だ。 あい 変わらず 傍若無人に 振る 

舞って 頑張って いる。 


ただ。 ゆうべの 今朝。 

その ゆうべ、 隻眼 隻 腕の 浪人が 道場の ほうへ あばれ 

お ぢぜ. >, 

こんで、 多勢の 司 馬の 弟子 ども を 斬りた おし、 萩 乃 を 

さらって 立ち去った …… あの さわぎに は、 玄心斎 を は 

じめ 谷大 八、 どっちへ ついてい いかと まちまちの 議論 

が 沸いた が、 朝に なって ようす をう かがう と、 お 蓮 様 

や 丹 波 は、 何事 もなかつ たかの ように ヒ ッソリ として 

いる。 

「たとい 祝言 はま だで も、 萩 乃 様 は 若殿の 奥方 様 じ や。 

これ はこうして はおられぬ」 

という 考えが、 伊賀の 連中の あいだに だいぶ 有力 


しさ い 

だった の だが、 これに は 何 か 仔細 ありと にらんだ 玄心 

きょう  あ す 

斎、 今日に も 明日に も、 どこから か 手がかりの 糸が ほ 

ぐれて くるに 相違ない。 このさい いたずら にあわ てま 

さく 

わるの は、 策の 得た もので はない と、 信ずる ところ あ 

る ものの ごとく、 玄心斎 はそう 言って、 やっとみ なを 

おさえて いるの だ。 

ところで、 この 司 馬の 屋敷 は、 門 を はいると 道が 二 

つに わかれて、 一方 は 板 敷の 大道 場 を 中心に した ひと 

かま 

構え、 ここに、 お 蓮 様 丹 波の 一党が 巣 を 喰って いるの 

です。 

そして。 


もう 一 つの 道 は、 そのまま 奥庭へ 通じて、 庭の むこ 

うの 壮麗 をき わめた 一 棟 —— 源 三郎の 留守 を 守る 伊賀 

の 連中が、 神輿 をす えてい るの はこ こだ。 

で、 道 を まちがえ たの だ。 お 露 は。 

来て みると、 想像して いた 以上に 大きな 屋敷で ある。 

まず、 りっぱな 御門に おどかされ たお 露 は、 とみに 

はは いれずに、 しばし 門の 前 をい つたり 来たりし たが、 

これで は 果てしがない …… 。 

「こちらのお 嬢 さまが、 いま 自分の 家に いる 若殿 様 を 

慕って、 ゆうべから こっそり 会いに 来て いると 知れた 

ら、 どんな 騒ぎになる だろう。 イエ、 大騒ぎに しない 


ではお かない」 

萩 乃と 源三郎 のこと を 思う と、 弱い お 露が、 ぐっと 

す き 

嫉妬で 強くな つた。 ス タス タと門 をく ぐって、 数奇 を 

きわめた 植え こみの あいだ を、 奥の ほうへ —— 0 

もうとうに 朝飯の すんだ 時刻。 

ほがらかな 陽が、 庭木 いっぱいに 黄金の 雨の ように 

降り そそいで、 その 下 を 急ぐ お 露の 肩に、 白と 黒の 斑 

おど 

を 鳳ら す 

さいわい 誰に も 見 とがめられずに、 奥座敷の 縁側の 

そばまで 来たお 露 は、 沓 ぬぎに うずくまる ように 身 を 

かがめて、 低声。 


「あの、 モシ、 どなた かおいで では ございません でしよ 

うか」 

「ァ ァ、 びっくりした！」 

座敷の 真ん中に、 大の 字な りに 寝ころん でいた 谷大 

八が、 ムック リ 起き あがった。 

おおた ぶ さ 

もの を 言うた びに、 首 を 振る。 すると、 大髻 がガク 

ガク ゆらぐ。 

これが、 谷大 八の 癖 だ。 


「なんだ、 娘。 貴様 は どこから まいった」 

かっし か  ぼうし かわじり 

「ァ ノ、 わたくし は、 葛 飾の 三方 子 川尻の 六 兵 衛と申 

す 漁師の 娘で、 お 露と いう 者で ございま すが —— 」 

「ナ 二、 漁師の 娘？ それが 何し にこ こへ …… 誰が こ 

こへ 通した。 門番へ ことわつ てきた のか」 

「いえ、 ただ ス ルリと はいって まいり ましたが —— ァ 

ノ、 お 侍 様た い へ んな ことができまして ございます。 

源三郎 様のと ころへ、 昨晚 こちらのお 嬢 様が 逃げて い 

ら つ しゃいまして」 

「ナ 二？ 源三郎 様のと ころへ？ コ、 コレ、 源三郎 

さま は どこに おいで だ。 ィャ、 若君に はいずく に …… 」 


「そして、 まァ、 くやしい のなん のって、 お 二人で 膝 

がくつつ きそうに すわって、 ほっぺた を 突っき 合った 

り、 会いたかった の 見たかった のッ て、 そのい やらし 

ぃッ たら、 とても 見ち ゃァ いられません の」 

「コレ コレ、 順序 を 立てても の を 言え。 漁師 六 兵衛と 

やらの 娘と かいった な。 シテ、 源 三郎様 は、 貴様の 家 

においで あそばす のか」 

「ハイ、 お父さんが 川から 助けてき て、 それから ずつ 

と、 わたしの 家の 裏 座敷に、 寝た リ起 きたりして いらつ 

しゃ います」 

「ゥ ム、 そうか ッ！」 


大八 はは やりた つ 両手で、 自分の 膝 を わしづかみに 

しながら、 

「して、 昨晩 その 源三郎 様の もとへ、 萩 乃 さまが 会い 

においで になった、 と 申す の だな？」 

こわ 

「ハイ、 あの 丹 下様と いう、 隻眼 隻 腕の 怖らし いお 侍 

さんに つれられて —— 」 

突然、 突っ立った 谷 大八、 廊下の ほうへ 向かって 大 

声に、 

「オイ、 玄心斎 どの、 ィャ、 皆の 者、 殿のお 隠れ家が 

判明いた した ぞ」 

と 呼ばわり ますと、 今まで 隣室の 大広間で、 ヮ イワ 


ィ ゆうべの 騒ぎ を 話題に していた 一 同 は、 玄心斎 を 先 

頭に 立てて、 なだれこん できた。 

「ナ 二？ そうか。 ィャ そうだろうと 思った。 伊賀の 

暴れん坊 とも 言われる あの 若君に かぎって、 丹 波な ど 

の 奸計に おちいる お 方で はない の だ。 それ はめで たい、 

めでたい。 すぐさまお 迎えに！」 

「そうだ、 お迎え だ！ お迎え だ！」 

ぼうし むら 

こうなる と、 知らせて くれた 三方 子 村のお 露 は 第一 

の 殊勲 者、 伊賀 侍の 眼に は、 救いの 女神と も 映る ので。 

「婦人の 身 を もって、 早朝から 遠路 まことに 御苦労で 

ござりました。 サ、 サ、 まずお あがりな されて」 


「コ レ、 大恩 人 じ や。 粗相が あって はならぬ ぞ。 お 座 

蒲団 を 持て。 誰か ある、 お茶 を —— 」 

くちし め 

「は ッ、 粗茶ながら、 ひとつお 口 湿し を …… 」 

と 急に、 下へ もお かぬ もてなし。 

何が何だか わからな いお 露、 手 を 取らん ばかりに 引 

き 上げられて、 床の間の 前の 上座へ すわらせられ てし 

まった。 

きっと 騒動が 持ち上が るに 相違ない と、 それ を 楽し 

みに、 龃け 込み 訴えの ように 飛んで 来たのに、 その 

もくさん 

目算 は ガラリ はずれて、 一 同 は 涙ぐむ ほどの 感謝ぶ り 

だ。 


きでんが た 

「では、 さっそく 貴殿 方へ 出向いて、 源三郎 様と 萩 乃 

さま を こちらへ お迎え 申す。 殿が お帰りに なれば、 ま 

たお 言葉 も 下がる であろうから、 お 露 どのと 申した ナ、 

なにとぞ 貴殿 は、 それまで こちらに ごゆる りと 御 休息 

あ つ て  」 

お 露はポ カンと しながら、 玄心 斎、 大 八ら、 五、 六 

人のお もだった 者が、 にわかの したく、 あわてふため 

やしき 

いて 邸 を 出て 行く の を、 ぼんやり 見送って いた。 


人間 は、 思う こと 意の ごとく ならず、 心細く 感ずる 

瞬間に、 本心に たち 返る もの だ。 

れんさ ま 

今のお 蓮 様が そうで ある。 

みねたん ば 

故 司 馬 先生の 在世中から、 代稽古 峰 丹 波と ぐるに 

なって、 この 不知火 道場の 乗っ取り を 策して きた 彼女、 

それから こっち 手違い だらけ だ、 策動に も、 気持のう 

えに も。 

第一に、 義理 ある 娘 萩 乃の 婿と して 乗り込ん できた 

伊賀の 暴れん坊に、 お 蓮 様が 横 恋 暴。 道場 も 横領した 

いし、 源 三郎も 手に入れ たいし …… これで は、 お 蓮 様 

えいほう 

の 鋭鋒 もす つかりに ぶって しまって、 峰 丹 波の 眼から 


見る と、 はがゆい ことばつ かりなの はむ リ もない。 

丹 波 もお 蓮 様 も、 柳 生 源三郎 など はどうで もい いの 

だった。 それよりも、 彼が 婿 引手と して 持って くる 柳 

生家 重代の 秘宝、 こけ 猿の 茶壺 を ねらって、 壺を 手に 

入れた うえで 源 三郎を 排斥しょう とした あの 運動が、 

最初から、 いすかの はしと 食いち がって …… 。 

が、 なんとい つても 源 三郎を 恋し はじめた のが、 お 

蓮 様に と つ て、 思いがけない 自己 違算の 第 一 歩。 

ここ は 納戸の かげの、 ちょっと 離れた 隠れ 座敷です。 

軒 も 暗む までに、 鬱蒼と 茂った 樹木が、 室内 いっぱ 

いに うすら 冷たい 影 を 沈ませて、 昼ながら 畳の 目 も 読 


めない ほど。 

木の葉の 余 影で、 人の 顔 も 蒼く 見える —— この頃 こ 

こが、 ひとりもの を 考える ときのお 蓮 様の 逃避 所に 

なって いるの だ。 

だが、 

いまこの 部屋の 真ん中に ぼつねんとう なだれて いる 

お 蓮 様の 横顔が 死人の ごとく 蒼白 いのは、 木々 の 照り 

返しの ためだろ うか。 

「まだ 死骸 は 出ない けれど、 とても 生きて いらっしゃ 

ろうと は 思えない」 

敵で ある はずの 源三郎 •••：• 彼に 対して 恋心 をいだ い 


たばつ かりに、 丹 波と 二人で しくんだ せっかくの 芝居 

はい まだに らちがあかない。 

あのに くらしい、 慕わしい 伊賀の 暴れん坊！ 

「丹 波と 申し あわせて、 何度か 殺そうと した けれど、 

そのたび に 自分 は、 命乞い をした くな つたつ け —— 」 

最後に、 あの 穴の 中に おとし こんで、 三方 子 川の 水 

を 引いて せめ 殺した …… 。 

お 蓮 様 は、 ぞっと 身ぶ るい をして、 

「ああ、 ほんとうに かわいそうな こと をした」 

びゃくえ  なお 

あの 白衣の 浪人が 暴れ こんで、 道場の 跡目に 直ろう 

としていた まぎわの、 峰 丹 波に じゃま を 入れ、 多くの 


門弟 を 斬った のみ か、 萩 乃 を つれて 消えう せた。 あの 

騒ぎな ど は、 お 蓮 様の 心の どこに もない のだった。 そ 

れは みんな 自分に なんの 関係 もない、 遠い 国の、 しか 

も、 大昔の 出来 ごとと しか 思えない ほど、 彼女の 胸 は、 

源三郎 に対する 悔恨で い つ ぱいな の だ。 

「ああ、 もうなん の 欲 も 得 もない。 源 様 さえ 生きて い 

てくだす つたら …… 」 

司 馬 道場、 峰 丹 波、 それらへの 興味 はすつ かりなく 

なって、 この頃のお 蓮 様 は、 まるで 別人の ように、 う 

ち 沈んで いるので ある。 

萩 乃 なぞ、 あの 片腕の 浪人に ひつ さらわれて、 どん 


な 目に でも あう がいい。 

今 も 今。 

無意識に そう ひとり 言 を 口にしながら、 お 蓮 様が、 

きっと、 血の気の ない 唇 を かみしめた ときです。 

こ こ  かいでん  くちず 

故 十 方 斎 先生 は、 此 室で 皆伝の 秘密の 口述 をした も 

ゆか 

ので、 大 廊下から わかれて こっちへ 通ず る 小 廊下の 床 

一つ ぐ \1 寸 ば  S 

が、 鶯 張りに なって いる。 踏む と 音が す るんで す。 

忍んで 来る ことができない。 盗み聞き は 不可能。 

今 そのうぐ いす 張りの 細 廊下が キュ— ッ とふし ぎな 

音 をた てて 鳴いた、 人の 体重 を 受けて。 

「誰です、 そこにい るの は？」 


お 蓮 様 は 低声に とがめた。 

「誰 だとき いている に、 誰？ 何者です …… 」 


五 

「誰です」 

お 蓮 様 は、 繰り返した。 

鶯 張りの 板が きしんで、 

け …… 返事 はない。 

舌打ちし たお 蓮 さま は、 

た。 


それに 答える ように 鳴る だ 

ッと 立って、 障子 を ひらい 


丹 波で ある —— 峰 丹 波が、 ノッ ソリと 突っ立つ てい 

るの だが。 

その 顔 を ひと 眼 見た お 蓮 様、 あっと おどろきの 叫び 

を あげた。 

血相 を かえた 丹 波、 右手 を 大刀の 柄に かけて、 

&合 腰で、 部屋の 外の 小 廊下に 立って いるで はない か。 

「マ ァ、 おまえ！ どうしたと いうので す、 わたし を 

斬ろうと でも  」 

それに は 答えず、 丹 波 は ハツ ハツと あえぎながら、 

「どこに います。 どこに います？」 

そう 言いながら、 眼 を 室内に 放って、 四隅 を にらみ 


まわす ようす。 

および 腰に 体 を ひねって、 今にも キラ リと 抜きそう 

…… ただごと ではない。 

き や つ 

「どこに いる、 今た しかに、 この 座敷の 中で 彼奴の 声 

がし ましたが」 

「どこに いると は、 誰が です。 あいつと は ェ？」 

丹 波の 剣幕に おどろき 恐れて、 お 蓮 様 は 一 歩 一 歩、 

一隅へ 下がりながら、 ふと 思った —— 峰 丹 波、 乱心し 

たので は あるまい か、 と。 

が、 そうで もない らしく、 丹 波 は 大刀 を 握りし めた 

まま、 じっとお 蓮 さま をみ つめて、 


「今 あなた は、 このへ やで 誰と 密談して おられた。 い 

やさ、 たれ を 相手に、 お話して おられた？」 

「誰 を 相手に？ まあ、 丹 波。 おまえ は 何 を 言う ので 

す。 わたし はこ こに、 さっきから 一人で …… 」 

沈思に ふけって いたお 蓮 様、 胸の 思いが 声に 出て、 

ごと 

思わず、 あれ や これ やと ひとり 言 を もらして いた こと 

は、 彼女 自身 気がつかない。 

もう、 いつのまにか 夕暮れです。 夏の 暮れ方 は、 一 

種 あわただしい はかな さ を ただよわして、 うす 紫の 

よいやみ  わ 

宵闇が、 波の ように、 そこ ここの すみずみから 湧きお 

, J つ てきて ハる。 


どこか 坂 下の 町家で たたく、 追い かける ような 日蓮 

ひょうしぎ  ね 

宗の 拍子木の 音。 

やっと 丹 波 は 納得した らしく、 ふしぎ そうに 首 を か 

しげる と 同時に、 ダット 刀 をお し 反らした。 

めんよう 

「ハ テ、 面妖な！ いまたし かに どこかで、 ァノ、 源 

三郎 —— 伊賀の 暴れん坊の 笑い声が、 響いた ような 気 

がし ましたが」 

何やら ゾッ とする の を かくして、 お 蓮 様 は あでやか 

に 笑った。 

ほとけさま 

「ホ ホホ、 仏様が 笑う ものです か、 気のせいで すよ I 

I しじゅう 気が とがめて いるもの だから」 


こうしつ 

「それ はそうと、 お 後室 様、 あの 丹 下 左 膳と やら は、 

萩 乃 様 をお つれして、 いったい どこへ まいった ので ご 

ざり ましょうな」 

「そんな こと はどうで もい いじ やない の。 わたし はな 

ん だか、 もうもう 気が ふさいで …… 」 

「ハツ ハツ ハツ ハ、 それ は、 お 一人で こんなと ころに 

こもって、 何 やか やと もの 思い をな さるから じ や。 サ 

あちら へ まいりましょう」 

と 手 を 取らん ばかり。 

丹 波 はお 蓮 様に^って、 長い 渡り廊下 を 道場の ほう 

つ 


残影で 西の 空 は 赤い。 庭に も、 もう 暮色が 流れて、 

葉末 を ゆるがせて 渡る 夕風 は、 一日の 汗 を 一度に かわ 

ゝ」， o 
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と、 ヒョィ と 見る と、 その 庭に おり 立って、 手桶の 

ひしゃく  どうろう 

水 を 柄杓で、 下草 ゃ石燈 籠の 根に、 ザブ リザ ブリ とか 

けて まわ つ ている 人が あるんで す。 

かたびら ちゃ けんじょう  うたい 

帷子に 茶 献上 —— 口の なかで 謡曲で もうな りなが 

ら、 無心に 水 打つ 姿。 

が、 ハツと して 足 をす くませた 丹 波と お 蓮 様、 チラ 

リ ふり 返った その 若侍の 蒼白い 横顔に は、 思わず、 

ギヨ ッと …… ！ 


まち  しょさごと 

街の 所作事 


ぬしち よう だいち  まつだいら えつち ゆうの かみさま 

塗師町 代地の 前 は、 松 平 越 中 守 様のお 上屋敷で。 

かど  ついじ 

角から 角まで、 ずっと 築地 塀が つづいて いる。 

その 狭い 横町に、 いっぱいの 人だかり …… 。 

あたま 

とんぼ 頭 の 子供 をお ぶ つた 近所のお かみさん、 

稽古 帰りの きい ちゃんみ いちやん、 道具箱 を 肩に、 


キ ュ ッと緖 の 締ま つ た 麻裏 を つっかけた 大工さん、 

そうしょうず きん 

宗匠 頭巾の 横町の 御 隠居、 肩の 継ぎに、 編 笠の 影 深い 

御 浪人。 

そういった 街の 人々 が、 ぐるりと 輪 をつ くって いま 

酒屋の 御用聞きが、 配達の 徳利 を 二つ 三つ 地面に こ 

ろが して、 油を売って いると、 野良犬が その 徳利 を、 

なんと 勘ち がいして かしきり になめ まわして いるの も 

江戸の 町ら しい ひと つ の 情景。 

あれ も 人の子 樽 拾い …… これ は 冬の 気分。 

今 は 夏です から、 酒屋の 小僧 も大 いばりで、 十二、 


三の いたずら 盛りの が、 はだかの うえへ、 三 河 屋と書 

しるしばんてん 

いた 印判 纏 を 一 枚 ひっかけ、 

「ェ エイ、 ちくしょう、 泣かし ゃァ がる！」 

と 三 河屋の 小僧さん、 人の あいだから 中 を のぞきな 

がら、 伝法に 鼻 を こすり あげてい る。 

その 人だかり のなか を 見ます と …… いや、 のぞく ま 

でもない。 

この 狭い 横町 いっぱいに、 唄 声が 氾濫して いるの だ。 

その 唄 を 聞けば —— ィャ、 聞く まで もない。 

せんこく 

先刻 御 承知の、 

「むこうの 辻のお 地蔵さん、 涎く り 進上、 お 


まんじゅう しんじょう 

饅頭 進上、 ちょいと きくから 教えて おくれ」 

皆様お なじみの、 あの チヨ ビ安 つくる ところの 親 を 

たずねる 唄です。 

人の 輪の 中に 突っ立って、 大声に これ を 唄う チヨ ビ 

安兄哥 … … ひさしぶりの チヨ ビ安 だが、 その 服装が ま 

たたい へんな もので。 

あいまん すじ 

四十、 五十の やくざで も 着る ような、 藍 万 筋の こま 

ひとえ  そろばんし ぽ  しり 

かい 単衣に、 算盤 絞りの 三尺 を、 ぐっと 締め、 お尻の 

上に チョッキ リ 結んで、 手拭 を吉原 かぶり、 わざと 

身幅の 狭い したてで すから、 胸が はだけ て、 真新しい 

白木 綿の 腹 巻が、 キ リツと 光って 見えよう という もの。 


くめん 

工面の いいと きの あの つづみの 与の 公が、 よくこん 

な 服装 をして、 駒 形から 浅 草の あたり をお しまわって 

いた ものです が、 今の チヨ ビ安、 まるで あの 与吉 の、 

人形み たよう だ。 

それが、 意外な 恰好に 鉦 を 持って、 拍子 おもしろく 

チン チンた たきながら、 

「エイお 立ち あいの 衆！ 焼 野の きぎす 夜の 鶴、 子 を 

思う 親の情に 変り はねえ が、 親 を 思う 子の 情 は、 親の 

ねえ 子で はじめて わかる もの だ。 孝行 をしたい 時分に 

親 はなし、 石に 蒲団 は 着せられず とか、 昔から いろい 

ろ 言つ て あるが、 こり や あ 親が 死んで しま つ てから、 


はじめて 親の 恩 を 知る 心 を 言った もので、 おいらなん 

ざァ 自慢 じゃァ ねえが、 生まれ落ちる とから、 親の 面ッ 

て もの はおがん だ ことが ねえんだ。 ここにい る このお 

美 夜ち やん も、 お母さんが どこに いるか わからな いん 

^だお や 

だよ。 おいらの 両親 は、 伊賀 国 柳 生の 者 だとば つかり、 

皆目 手がかりが ねえんだ が、 もしお 立ち あいの 中に、 

心 あたりの ある 人が あったら、 ちょいと 知らせて おく 

くどく 

ん なせ ヱ。 いい 功徳になる ぜ。 サァ、 夏の こと だ、 

まえこうじょう なげ 

前口上が 長え と、 芸が 腐ら あ。 ハツ、 お 美 夜 太夫！ 

お 美 夜ち やん！ とくら ァ。 へッ、 のんきな しょうべ 

えだ ネ」 


「あいよ」 

そばに 立って いるお 美 夜 ちゃんが、 二 ッコリ 答える。 

とうじん まげ 

この 暑い のに 振袖で、 帯 を 猫 じ やらし に 結び、 唐人 鬅 

きん  まえ さ 

に 金の 前 差し をピ ラビラ させた お 美 夜ち やん、 か あい 

い 顔 を 真っ赤に させて、 いっぱいの 汗 だ。 

「ようよう！ 夫婦の 雛 形！」 

てなべ  い き 

「待って ました！ 手鍋 さげても の 意気で、 ひとつ 願 

いやす ぜ」 

いろんな 声が かかる。 

二 


芸 といっても、 たった ひとつ を売リ もの。 

やす  み や 

チヨ ビ 安の 「辻のお 地蔵さん」 に 合わせて、 お 美 夜 

ふま  こ 

ちゃんが いろいろと 父母 を 恋うる 所作事 をして 見せる 

ん です。 

ふじ ま 

振付け は 言わず と 知れた、 藤 間 チヨ ビ安。 

「むこうの 辻のお 地蔵さん」 で、 お 美 夜ち やん は 首 を 

たもと 

かしげて、 か あいい しな をしながら、 左の 手で 右の 抉 

しぐさ 

を だき、 右の 人 さし 指で むこう を 指さす 動作 をす る。 

見物 は感に 堪えて、 見て います。 

「ちょいと 聞く から」 で、 その 手 を 返して、 お 地蔵 さ 


んの肩 をた たく 手つき。 「教えて おくれ」 のと ころ は、 

胸に 両手 を 合わせて、 身 を もむ ように、 一 心に 頼む こ 

ころ を 表わす。 

よだれ  しんじょう  まんじゅう しんじょう 

「涎く り 進上、 お 饅頭 進上」 と、 お 美 夜ち やん は 

あん 

涎く りの 手 まね やら、 お 饅頭 を こねたり、 餡 をつ めた 

しぐさ 

り、 ふかした りの 仕草、 なかなか いそがしい。 

「ォ ゥ、 姐ち やん、 その 饅頭 を こっちへ も ひとつ」 

「二人とも 親な し 児なん です つてね え。 マァ、 なんて 

か あいそうな」 

お つ 

「ちょいと 乙な 手つきで げすな」 

「コ レ、 およしち やん、 この 兄ち やん も 姉ち やん も、 


お父さん もお 母さん もな いんです とさ。 それ を 思った 

ら、 こうして 母 ちゃんに だっこして いるよ しちやん な 

んか、 ほんと にあり がたいと 思わな くち や あいけ ませ 

んょ」 

とこれ を 機会に、 親の 恩 を ひとくさりお 説教す る 町 

のお かみさん も ある。 

唄が 佳境に はいって くると、 しみじみ 身に つまされ 

る チヨ ビ安、 思わず、 自分と じぶんの 声に 引き いれら 

れて 涙ぐみ、 一 段と 声 を はりあげて、 

「あたいの 父 は どこへ 1^ た 

あたいのお 母 …… 」 


「小僧め、 唄いながら 泣いて やがら」 

「ャィ ャィ、 唄う のと 泣く のと、 別々 にしね ぇナ」 

あん 

「何 を 言 やんで、 とんちき メ！ 情知らず！ この 兄 

ちゃんの 身に もな つてみ ねえ。 好き や 道楽で 町に 立つ 

て、 こんな こと をして るん じゃァ ねえ や。 親 を さがし 

あてよう ッて 一 心なんだ」 

どうじょ ラ 

「そうと も、 そうと も！ そんな 同情の ねえ こと を 

ぬかす やつ ァ、 江戸 ツ子の 名折れ だ。 ォ、 見り や あ、 

いせじん  ごくどう むすこ 

伊勢 甚の 極道 息子 じゃァ ねえ か。 てめ えなん かに、 こ 

あん 

の 兄 ちゃんの 心意気が わかって たまる もんけ ェ。 

代，， 地ッ 児の 面よ ごし だ。 たたん じめ ェ！」 


あやうく 喧嘩が 始まりそう。 

じぞラ 

「ェ ェ、 じれった いお 地蔵さん」 の 唄 声に 合わせて、 

お 美 夜ち やん は 両の袂 を 振り まわし、 さも じれった そ 

うな 態度よ ろしく、 「石で は 口が きけ ない ね」 で 口に 両 

手 を 重ねて、 身 もだえしながら 狂乱の 体 …… これでお 

しまいです。 

チョンと 鉦 を 打ち上げた チヨ ビ安、 

「ォ ォ、 お立ち あいの 衆、 この 中に も、 親の 気 も 知ら 

ずに 悪所 通いに 身 を もちくずして、 かけがえの ねえ 

父 やお 母 あに、 泣き を 見せて いる ろくでなしが、 一匹 

や 二 匹 はいるよ うだが、 おいらの 唄で、 胸に 手 を 置い 


てと つくり 考えて みるがい いや。 な あ、 お 美 夜 太夫」 

「ええ、 そうよ、 そうだと もサ」 

と美 夜ち やん は、 なんでも 合 いづち を 打つ 役目。 

群衆が ちょ つと しんみりした ところ を ねらって、 

チヨ ビ安 大声に、 

「ャ ィャ イツ！ 何をポ カンと してやが るんで ェ！ 

おいら もお 美 夜ち やん も、 おまん ま をいた だかずに 

踊ったり 唄ったり して るん じゃァ ねえ や。 と、 これ だ 

け 言ったら わかろう じ やねえ か。 サァ、 たん まりお 

ちょう もく  ね 

鳥目 を 投げたり、 投げたり！ チヤ リンと いい 音の 

する 小判の 一 枚 や 二 枚、 降って きそうな 天気 だが なァ」 


と、 大きな こと を 言う。 

投げ 銭の 催促です。 

「ォ ゥ、 こち とら アナ、 何もて めえ ッ ちに 感心しても 

らおう と 思って、 唄ったり 踊ったり して るん じ やねえ 

や」 

チヨ ビ安 は、 小さな 握り こぶしで、 鼻の 頭 を グイと 

こすり 上げながら、 

「ェ コゥ、 ほめてば かりい ねえで、 銭 を 投げな つて こ 


とョ。 オイ そこへ ゆく 番頭さん、 金 を 集める 段に なつ 

て、 逃げる ッ てえ テ はねえ ぜ。 なんで ェ、 しみつ たれ 

め！」 

あ いきょう 

一流の 毒舌が、 チヨ ビ 安の 場合に はか あいい 愛嬌 

となって、 あっちから も、 こっちから も バラ バラ ッと 

小粒が 飛ぶ。 

「むやみに ほうらね えで、 どうせの ことなら、 おひね 

リ にして くんね え。 お 賽銭 じゃァ ねえんだ」 

拾い集めた 小銭 を、 両手の 中で お 美 夜 ちゃんの 耳へ、 

ガチャ ガチャと 振って みせて、 

「太夫さん、 お立ち あいの 衆が こんなにお 鳥目 をく だ 


すった よ。 お 美 夜 ちゃんから も、 お 礼を言って くんね 

ぇナ」 

「ま ァ、 ほんとうに ありがとう ございます」 

とうじん まげ 

お 美 夜ち やん は 恥ずかし そうに、 唐人 鬅の頭 を、 ま 

んべ ん なく まわりへ 下げる。 

その あいだ チヨ ビ安 はう しろの 町家の 天水桶の かげ 

にしゃが みこんで、 地面へ 敷いた 手拭の 上へ、 

めえ  めえ 

「 一 枚、 二 枚 …… 」 

と 銭 を 数え 落として いたが、 立ち あがって 見物の ほ 

うへ 向かい、 

「オイ、 これ じゃァ 一日の かせぎに、 ちょっと 足りね 


え や。 もうち つと 出そう な もん じゃあね え か。 おう、 

そこにい る 御 隠居さん、 十徳 なんか 着 こんで、 えらく 

茶人ぶ つ て いら つ しゃる が、 そう やつ て ふところ ンな 

きんちゃくき  せえ ふ 

かで、 巾着切りの 用心に 財布 をに ぎって ばかりい ねえ 

でサ、 その 財布の ひも を、 ちっとと いたら どんな もん 

だい」 

名 指された 御 老人 は、 苦笑しながら、 小銭 をつ かん 

だ 手 を 十徳の 袖口から 出して、 チヨ ビ 安へ 渡す。 

ドッと 湧く 爆笑。 

ゆうひ 

もう、 忍びやかな 夕陽の 影が、 片側の 松 平 越 中 様の 

なまこべ い 

海鼠 塀に はい 寄って、 頭上の けやきの こずえ を 渡る 宵 


リ よ-つみ 

風に は、 涼味が あふれる。 

早い 家で は 灯 を 入れて、 腰高の 油 障子に、 ポ ッと屋 

号が 浮かび 出て います。 

なつかしい 江戸の たそがれ ど き。 

「サ ァ、 散った、 散った。 いつまで 立って いたって、 

もう 今日は これで 店仕舞え だ。 だが な、 明日 もこ こで、 

しょさごと 

『辻のお 地蔵さん』 の 所作事 をお 眼に かける から、 お 知 

リ あいの 方々 おさそい 合わせの うえ、 にぎに ぎしく 御 

見物の ほど を …… ナン テ、 さァ、 お 美 夜ち やん。 巣へ 

帰ろう な あ。 作 爺さんと 泰軒小 父 ちゃんの 待って いる、 

あの 竜 泉 寺の トン ガリ 長屋へ ョ」 


「アイ」 

お 振袖の か あいい 女の子と、 意気な 兄ィの 見本の よ 

うな、 こまし やくれ た チヨ ビ 安と、 二人の 小さな 影が、 

まるで 道行きの ように 手 を 引き合って、 長い 横町 を 遠 

ざ かる。 そして、 夕陽の カツと 射す 角 を 曲がって、 浅 

草の ほうへ 消えて ゆく の を、 町の 人々 はま だ 立ち ど 

まって、 見送つ ている。 

ガヤ ガヤ 笑いながら、 

きょうだ い 

「 兄妹 でしよう か」 

「ィ ャ、 そうじゃ あねえ らし いんです。 あの、 口の よ 

くま わる 男の子 は、 父 も 母 もない とかで、 それ を 探す 


ために、 ああ やって 辻芸を 売って、 江戸 じゅう を 歩い 

て いるんだ そうです よ」 

「だけど、 おめえ、 あの 女の子に も、 母親が ねえと か 

言って いた じゃァ ねえ か」 

「それ はそうと、 二人の 仲の いいこと つたら、 どうで 

げす。 振り わけ 髪の 筒井筒、 あの まま 成人 させて、 

夫婦に してやりて えもので げす ナ」 

む 力  力 こ 

お迎え 駕籠 


「すまなかった な あ、 お 美 夜ち やん。 今日は 朝から 踊 

りつ づけで、 くたびれ やしない かい？」 

「う うん、 そんなで もない の」 

「足が 痛く はねえ かい？」 

「ええ、 ちょっとね。 でも、 たいした こと はない わ」 

「ほんと におめ えに は、 気の毒 だよ。 遊びて え 盛り を、 

こうやって おいらと いっしょに、 日が な  一^ 辻に 立つ 

しょうべ え 

て、 稼業す るんだ からな あ」 

と チヨ ビ安、 言う こと だけ 聞く と、 いっぱしの 大人 


が 子供 を 相手に している よう だ。 

遊びたい 盛りなん て、 自分 はいくつ だと 思って いる。 

あいまん すじ 

こまかい 藍 万 筋の 袖へ、 片手 を 突つ こんで、 こう、 

肩のと ころで 弥造 をお つ 立てた チヨ ビ安。 

よし わら 

吉原 かぶりに していた 手拭 を、 今 は パラ リと 取って 

力た 

一 一 つ 折り、 肩に かけて います。 

しため  そろばん しぼ  しろ もめん 

下目に、 横つ ちょで 結んだ 算盤 絞りの 白木 綿の 三尺 

が、 歩く たんびに やくざに ねじれる。 

身幅の 狭い 着物です から、 か あいい 脛が チラ チラ 見 

えて。 

その 意気な ことったら、 ほんと に、 見せたい ような 


風俗。 

にがみばしった —— と 言いたい ところで すが、 顔 だ 

きす 

け はどう もしょうがない。 これで 顔に むこう ッ疵 でも 

あれば、 うってつけの 服装なん です が、 それ こそ、 辻 

のお 地蔵さん へ あげる お 饅頭み たいな、 愛 くるしい 顔 

だ。 

片手に、 お 美 夜 ちゃんの 手 を 引いて、 

「な ァ、 これで 泰軒 先生に、 今夜 も 寝酒の 一杯 もやつ 

て もらえよう つて もんだ」 

「ねえ、 安さん …… 」 

とお 美 夜ち やん は、 チヨ ビ安 のこ まっちゃ くれたの 


がうつつ たの か、 これ も、 いっから ともなく ませた 口 

をき く。 

「あたいね、 毎日の こと だけど、 いつも あすこん とこ 

ろで は 泣かされ ちゃうの よ  あの ホラ、 あたいの 

ちゃん  ふくろ 

父 は どこに いる、 あたいのお 母 どこへ 行った、 で、 

あたしが ネ、 こう、 手 を かざして、 お 父ち やん やお 母 

ものぐ る 

ちゃん を 探して まわる 物狂いの ところね —— 何度 やつ 

て も、 あそこ は 身に つまされる わ。 きょう も 涙ぐんだ 

の」 

「おいら もそう だよ。 どうも あすこ はいけ ねえ。 思わ 

ず 涙声に な つ ちま つて、 こ つばず かしく つ て いけね え 


や。 だけどな ァ、 考えて みると、 おいらの ような 運の 

悪い もの も、 またとね えだろう よ」 

お 美 夜ち やん は、 その 小さな 手で、 ギュッ と チヨ ビ 

安の 手 を 握り かえして、 

「ァ ラ、 思い出し たように、 どうして そんな 心細い こ 

と を 言う の？ あたい、 泣きた くな つち やう わ」 

「おいら も、 何も 言いた かねえ けど さ、 だって、 そう 

だろう じゃァ ねえ か。 やっと 橋 下の 乞食 小屋で、 かり 

にも、 父て ェ 名のつ くお 侍 を 一人 拾い上げて、 まあ、 

父の つもりで 孝行 をつ くす 気で いたと ころが、 その 

お 父上 は 穴埋めに されて、 おまけに 水浸しと きたもん 


だ。 いかに 強え お 父上で も、 あれ じゃァ 形な しに ちげ 

えね え。 でも、 死骸の 出ね えと ころ をみ ると、 ヒョッ 

とすると  どこに どうして いるかな ァ、 あのお 父上 

ま」 

木履に 冷 飯 草履と、 二人の 小さな 歩が からみ 合って、 

竜 泉 寺 は トン ガリ 長屋の ほう へ …… 。 

よこちょう  いざかや かわごえ や  ど ま 

その 横町 の 居酒屋、 川 越屋の 土間へ とびこんだ チヨ 

ビ安 は、 威勢よ く、 

とつ  くち  ごう 

「ォ、 爺ッ ァん、 いつもの 口 を、 五合ば かり もらおう 

じゃあね え か。 飲む 口に 待って いられて みると、 どう 

も 手 ぶら じゃァ 帰れね え や」 


二 

じょ ラ もん 

柳 生家の 定紋 を 打った お 駕籠が  一丁、 とんがり 長 

さく じい 

屋の中 ほど、 作 爺さんの 家の 前に、 止まって います。 

こん  ぼんてん おび  ろくしゃく 

紺 看板に 梵天 帯のお 陸 尺が、 せまい 路地 いっぱいに、 

いばり 返って 控えて いる。 

「ォゥ ォゥ、 寄 るん じゃァ ねえ」 

「コ ラッ、 この 餓鬼 ッ！ そんなき たねえ 手で、 ぉ駕 

しょうち 

籠に さわる と 承知し ね えぞ」 

陸 尺の 一人が、 そう 言って 子供 を どなりつける。 ョ 


きんいろ かなもの 

チヨ チ 駕籠の そばへ 歩いて きて、 金色の 金物の みごと 

なお 駕籠へ、 手 を 触れて みょうと していた 三つば かり 

の 男の子が、 わつ と 泣き だす。 

母親ら しいお かみさんが、 子供 を 抱き かかえて、 

「なんだい、 おまえさん、 何 をす るんだ い。 子供に 罪 

はない じ やない か」 

取りまい ている 長屋の 連中の なかから、 

「この トン ガリ 長屋へ 来て、 きいた ふうな まね をし や 

がると、 けえ リには 駕籠 を かつぐ かわりに、 仏様に し 

て その 駕籠への せて けえ すぞ」 

「どこの 大名 か 知らね えが、 この トン ガリ 長屋 は 貧乏 


人の 領地 だ。 気をつけて 口 をき くがいい や」 

「何 を 洒落く せえ。 柳 生 一 刀 流に はむかう 気なら、 か 

か つて こい」 

なんかと、 駕籠 かきと 長屋の 人々 と、 ワイ ワイい う 

騒ぎ だ。 

そのの のしり 合う 声々 を 戸外に 聞いて、 田 丸 主 水 正 

^9 ま IV  こ と ま 

は、 ここ 作 爺さんの 住居 …… たった 一間つ きりの 家に、 

四角くな つ てす わ つ ている。 

「サ、 そういう 理由で ござる から、 なにとぞ、 さつ そ 

リん ねんじ 

く 林 念 寺 前の 上屋敷の ほうへ、 おこし を 願いたい。 馬 

ほ  ゆいむ  さく あみ 

を 彫らせて は、 当代 唯一無二の 名 ある 作 阿弥 殿、 ィャ、 


かような ところに、 名 を 変えて ひそんで おられようと 

は  ？」 

もん どのしょう 

主 水 正 が うやうやしく 頭 を さげる 前に、 迷惑そう 

にち よこなん とす わって いるの は、 作 爺さんです。 老 

いの 身の 病気 あがり、 気のせい かこん どの 病で、 めつ 

きリ おとろえた ようです。 つぎはぎ だらけの 縦縞の 

なが はんてん  は お 

長 半纏の 上から、 夏 だとい うのに 袖な し を 羽織って、 

すそ 

キ チンと ならべた 両の 膝が しら を、 しきりに 裾 を 合わ 

せて 包み こみながら、 

「ヘイ、 なにがなんだか、 おっしゃる ことが いっこう 

にわかり ませんで、 ヘイ。 私 は 作 爺と 申す 名もない 


もので …… 」 

恐縮し きった 作 爺さん、 救い を 求める ような 視線 を、 

横手へ 向けます。 

「ィ ャ、 そうお 隠しな されて は、 てまえ ホトホ ト困迷 

いたす」 

と 田 丸 主 水 正 も、 横へ 眼 を やる。 

そこに、 小山 を 据えた ようにす わって いるの は、 先 

ごろから、 この トン ガリ 長屋の 王様と あおがれ ている、 

ちまた  がもうた いけん 

巷 の 隠者 蒲生泰 軒先 生 だ。 

すけ 

両方から 助 だち を 乞うよう な 眼 を 受けて、 

「ゥフ フフ」 と 泰軒は 含み笑い、 


「あちら 立てれば こっちが 立たず …… という、 柳 生の 

御 使者 どの、 この 御 老人 は 単に トン ガリ 長屋の 作 爺 さ 

んで けっこう だと おっしゃる。 無益な 前身の 詮議 だて 

そうそう 

などな さらず と、 早々 にお 帰りな された ほうがよ ろし 

かろう」 

「とんでもない！ それで は、 かく 申す 家老の 拙者が、 

わざわざ 自身 で 乗り こんで まいった 趣旨が たち 申さぬ。 

先 ほどから 申す とおり、 てまえ 主人 柳 生 対 馬 守、 この 

たび 日光 造営 奉行 を 拝命な された について は、 何が な 

後世へ 残るべき 彫刻 を ほどこして、 廟祖御 神 君の 霊 を 

なぐさめ たてまつ らんと、 そこで 思い つきました のが、 


神馬の 大彫リ もの …… 」 

「ャィ ャィ、 なんでえ！ どいた どいた 

とお 美 夜 ちゃんの おけ えりだ …… オヤ 

は？」 

どまぐ ち 

土間 口に、 チヨ ビ 安の 大声。 

田 丸 主 水 正 は、 必死につ づけて、 

じゅうほう 

「御 承知で も ござろう が、 日光 什宝 のうち、 まず その 

筆頭に あげられ るの は、 本 坊輪王 寺に 納め ある 


やす さま 

。 チヨ ビ安様 

！ こび カ展ぎ 


か いさんしょう にん ギ. 1 よさく  やくしぶ つ ごもく ぞう 

開山 上人 御作の、 薬師 仏 御木 像 一体 …… 」 

と 主 水 正 は、 まるで、 その あらた かな 仏像に 面と 向 

かってい るかの ように、 うやうやしく 一礼した。 

いみな しょうどう 

「開山 上人。 諱は勝 道。 日光 山の 開祖で ござって、 

姓 は 若 田 氏、 同国 芳賀 郡のお 生れです ナ。 今 を 去る 千 

えん リ やく  ふたら さん  かつら 

百 余 年、 延暦 三年 二 荒 山の 山腹に おいて、 桂の 大樹 

を 見つけ、 それ を、 立ち木の ままに 千 手 大士の 尊像に 

きざまれ たが  」 

「なんだい、 お 開帳 かい？ こいつ、 髪 を ゆって る坊 

さんなん だね？」 

お 美 夜 ちゃんの 手 を 引いた チヨ ビ 安が、 いつの まに 


か 上がって きて、 そう 言って 横手の 壁 を 背に、 お 美 夜 

ちゃんと ならんで ちょこ なんとす わ つ た。 

「家の 前に は、 この 長屋に 用 も ありそうの ねえ、 りつ 

なか  まっこう 

ぱな 駕籠が、 止まって いるし、 屋内に はまた、 抹香く 

せえ お 談議が 始まって いら ァ。 ヨウ 作 爺ち やん、 

泰 t 軒 小 父ち やん、 これ はいった い、 どうした というん 

です ィ？」 

チヨ ビ安 はまる い 眼 を キヨ トキ ョト させて、 作 爺と 

泰軒 居士へ、 交 を に 問い かけた。 

二人とも、 答えない。 

見向き もしない。 


それ どころではない …… といった 一 種 切迫した 空気 

が、 室内に たちこめて。 

お 美 夜 ちゃんと チヨ ビ 安の 帰つ て 来た こと さえ、 

人々 の 意識に ないようす。 

それよりも 今。 

まるで 別人の ような、 急激な 変化 を 見せて いるの は 

や  あるじ  さく あみ  ふだん 

この 家の 主人 作 爺さん こと 作 阿弥で ある。 平常 は 眠つ 

ている のか、 さめて いるの かわからない 眼が、 かつと 

わらじ 

開き、 いきいきと 燃え あがって、 いつも 草鞋の 裏の よ 

うに 生気の ない 顔が、 今 は 何もの かに 憑かれた かの よ 

うに、 明るい かがやき をと もして いるの だ。 


病み ほうけ たから ださえ シャンと なって、 スゥッ と 

たんざ 

肩 をのば し、 端坐の 膝に 両手 を 置いた 作 阿弥、 主 水 正 

の 言葉 をッ とさえ ぎつ て、 夢み る 人の ように 言いだ し 

た。 

これ はもう、 トン ガリ 長屋の 作 爺さんで はない …… 

めいもく ちょうか 

当代に 名 だた る 名木 彫 家作 阿弥の、 芸術 心に 燃える 姿 _ 

「さよう —— だが、 お 話の 開山 上人の 薬師 仏 は、 

ふたら さん  かつら  しゅ こく 

二 荒 山の 桂の 大樹 を、 立ち木な がらに 手 刻した もの 

うた  はま 

では ござらぬ。 のちに 歌ケ 浜に おいて その 同じ 桂の 

ょぽく  ほ  やくし 

余 木 を もちいて 彫らせられ たのが、 くだんの 薬師の 

そんぞう  ここん 

尊像 じ やとうけ たまわって おる。 ハイ、 まことに 古今 


の 妙 作」 

泰軒 先生が 無言の まま、 深く うなずいた。 田 丸 主 水 

正 はお 株 を 取られた かたちで、 だまって いる。 

チヨ ビ安 とお 美 夜ち やん は、 常と 違う 作 爺 さ ん の 態 

度に、 いったい 何事 かと、 あっけに とられて 見 まもる 

ばかり。 

ぎよ さく  おん もく ぞ 1 つ 

「日光に は、 たしか 弘法 大師 御作の 不動 尊の 御木 像 も、 

じゃくこう じ 

ある はず じ やが、 あれ は、 寂 光寺の 宝物で ござった か 

ナ？」 

「は」 

主 水 正 は、 かしこまって、 


じげん だいし  どうせ いたん じょうぶ つ しゃくそん くぎょう 

「そのほか、 慈眼 大師の 銅製 誕生 仏、 釈尊 苦行のお 

もく ぞ 1 つ  にゅうね はん ぞう  きだい 

木像、 同じく 入 涅槃 像、 いずれも、 稀代の 名作に ござ 

ります る」 

「うけたまわって おります。 命の あるう ち、 ひと 眼 拝 

観したい もの じ やと、 作 阿弥 一生の 願いで あつたお 

品々 じ や」 

「ザ、 それら をした しく 御覧に なれよう という もの。 

そのうえ、 腕に まかせて 神馬 をお 彫りな されば、 それ 

らの 名品と 肩 をなら ベて、 世々 生々 伝わり まする ぞ、 

作 阿弥 殿 …… ザお むかえの 駕籠が、 まいって おります」 


「さすが は 柳 生じ や。 世 を 捨てた 名人 を 探し だして、 

一世一代の 作 を 残させる と は、 このたびの 日光 造営 は、 

おおいに 有意義であった。 その 作 阿弥の 神馬と ともに、 

柳 生の 名 も、 ながく 残る であろう …… と 上様から お ほ 

め 言葉の ひとつ も、 いただこう という もので」 

せんど  く ど 

ここ を 先途と 主 水 正 は 口説きに かかる。 

みじろ 

作 阿弥 はじつ と 眼 をつ ぶった まま、 身 動ぎ もしない。 

その 小さな 老人の すわった 姿が、 この 狭い部屋 いつ 

わざ 

ぱいに あふれ そうに、 大きく 見える の は、 彼の 持つ 技 


の 力が、 放射線の ように、 にわかに 炎々 と 射し はじめ 

たのであろう か。 

「わしに、 馬 を 彫って、 後世へ 残せと いう ：：： 」 

口の なかで 嚙 むように、 作 阿弥 は、 そう ひとことず 

つ 句ぎ つて つぶやきながら、 そ つ と 眼 を あけて 泰 軒先 

生 を 見やった。 

どうした もので あろ う —— と い う 無言 の 相談 だ 。 

泰軒 は、 すぐ その 意 を 汲んで、 

「あなたのお 心 ひとつ じ や、 はたから はなん とも 言え 

ぬ」 

「作 爺ち やん、 どこかへ 行く の？」 


のりだす チヨ ビ 安の 尾に ついて お 美 夜ち やん も 心配 

ナこゝ 

「お 爺ち やん、 どこへ も 行つ ちゃ ァ いや！」 

作 阿弥 は、 ふたたび チラと 眼 を あいて、 幼い 二人へ 

一 瞥を くれた。 

この 老体。 

かつ は 病後の こと。 

遠い 日光へ 出かけて、 精根の あらんかぎり を しぼり 

つくし、 神馬 を 彫る！ 自分の 持って いるすべ て を、 

この 一作へ たたきこ むの だ。 全 生命 を 打ち こみ、 一線 

一 線 命 をき ざむ の だ—  その 彫リ あがった ときが、 


作 阿弥の 命の なくなる ときに きま つてい る。 

この 申し出 を 受ける とすれば、 それ は、 死 出の 旅路。 

お 美 夜 ちゃんと チヨ ビ 安の、 二人の か あいい 者と も、 

これが 永の 別れになる —— 。 

作 阿弥 は、 迷って いるので ある。 

沈黙 を 破って 泰 軒が、 思い出し たように、 主 水 正へ、 

「それ はそうと、 どうして 作 阿弥 どのが ここに おられ 

さく 

る こと を …… ィャ、 この トン ガリ 長屋の 作 爺さんが、 

作 阿弥の かりの 名で ある こと を、 尊台に おいて はいか 

にして 見 やぶられた かな？」 

主 水 正 はしばし ためら つ たが、 


「神馬 を 彫らせて 日光 御廟に 寄進した いと、 てまえ 主 

人 柳 生 対 馬 守が 思いた たれた のです が、 馬の 彫刻と い 

えば、 誰し も ただちに 頭に 浮かぶ のが、 この 作 阿弥 殿。 

いつの ころから か 世に かくれて、 巷に ひそんで おられ 

るとの こと …… 八方 手 をつ くして 捜索いた しました な 

れど、 皆目 行方 知れず で、 これ は、 あきらめ るより ほ 

か あるまい と 存じお りました やさき、 ある 筋より、 当 

長屋の 作 爺さんと いう 御仁 こそ、 作 阿弥 殿の 後 身 じ や 

ともれ 聞きまして ナ」 

チ ョ ビ 安が 口 を はさんで、 

「ねえ、 作 爺ち やん！ お 爺ち やん は、 ただのお 爺ち や 


んだ よねえ。 ただの、 トン ガリ 長屋のお 爺ち やんで、 

そんな 人 じゃァ ない よねえ」 

「ゥ ム、 そうじゃ とも！ ただの 作 爺さん だと も！」 

と 作 阿弥 は、 二 ッコリ うち 笑み、 

「田 丸 殿 …… と 申され ましたな。 やっぱり 拙者 は、 お 

聞きのと おり、 ただの、 この トン ガリ 長屋の 作 爺 じ や。 

その ほうが 無事ら しい。 せっかくのお 申し出でながら、 

この 儀 は、 かたくお ことわり する ほか は ござるまい。 

のみ 

わしに は、 もう、 鑿 を 持てぬ …… 」 

「その、 ある 筋と は？」 

と、 泰 軒が 主 水 正にき いていた。 


丄目 ど、 -as  」 

と 田 丸 主 水 正 は、 ソッ とうち 明ける ように、 早口に 

つぶやいた。 

南 町奉行 大岡越 前 守が 、 この トン ガリ 長屋 の 作 爺 さ 

ん こそ 稀代の 名手、 作 阿弥で ある こと を、 そっと 柳 生 

家へ 知らせて くれたと いうので ある。 

聞く 蒲生泰 軒の 眼が、 チ カリと 光った。 

r ゥム、 彼 なれば 早耳 地獄耳、 江戸の 屋根の 下の 出来 


ごと は、 一 から 十まで 心得て いるに ふしぎ はない。 そ 

うか、 越 州から 知らせが あつたの か」 

ひとりごとの ような 泰 軒の 言葉。 

が、 どうして 忠 相が、 この 作 爺さんの 前身 を 知って 

いたか、 また、 それ をい かにして 柳 生へ 通じた か、 く 

わしい こと はわから ない けれど。 

いま 泰 軒の 言った とおり、 江戸の 大空に 明鏡 を かけ 

たように、 大小の 事々 物々、 大岡 様の 眼 をの がれる と 

いう こと はない のです から、 この、 巷に 隠棲す る 作 阿 

弥を、 かねてから それと にらんで いたと しても、 す こ 

しの ふしぎ もない ので。 


対 馬 守が このたびの 日光 修営に、 作 阿弥の 力 を 借り 

ようとして、 諸 所 方々 へ 手 をのば して その 所在 を 物色 

している という こと も、 江戸 じゅうに 網の ように 張リ 

わたした お 奉行 様 手付きの 者の 触手に 触れて、 すぐ 越 

前の 耳に 入った に 相違ない。 

壺 でさん ざん いじめられた 柳 生 藩 を、 越 前 守 は、 助 

ける 心 だ つたので しょう。 

知らせ を 受けた 対 馬 守 はこ おどりして、 ただちに 今 

宵。 

たまる もん どのしょう  か ご 

こうして この 江戸 家老 田 丸 主 水 正に、 迎 いの 駕籠 を 

つけて、 長屋へ つかわし たという わけ。 ところが。 


じ  しゅ つろ 

さっきから いかに 辞 を ひくう し、 礼 を 厚う して 出廬 

をうな がしても、 作 爺さんの 作 阿弥 は、 いっかな、 う 

んと 承知し ません。 

ひとたび は 主 水 正の 必死の すすめで、 ひさしく 忘れ 

ていた 芸術 心が 燃え あがり、 よっぽど、 やって みょう 

か …… という 気に もな つたよう すだが。 

いま 自分が この 長屋 を 出る となると、 か あいい お 美 

夜ち やん や チヨ ビ安 は、 どうなる？ 

泰 軒さん に 頼んで ゆけば、 大事ない とはいう ものの、 

お いさき 

老 先の 短い 身で、 この 愛する 二人に 別れる 悲しみ を 思 

うと、 それ は、 点火され た 芸術的 興奮に、 冷却の 水 を 


そそぐ に 十分だった。 

泰軒 先生 は、 しっかと 腕 を くんで、 うつむいた まま、 

無言。 

チヨ ビ安 とお 美 夜ち やん は、 左右から 作 阿弥の 膝に 

とりすがって、 か あいい 眉に うれいの 八の字 をき ざみ、 

下から、 じっとお 爺 ちゃんの 顔 を 見 あげてい ます。 

すじみち 

恩愛と、 生死 を 賭けた 芸術 心との、 二筋道 …… 。 

石の ように 動かない 作 阿弥、 かすかに 口 を ひらいて、 

主 水 正へ、 

「大岡 …… 大岡越 前 守 か。 うむ、 いつぞや このお 美 夜 

まう 

坊が、 大岡 どののお 屋敷へ お届け もの をして、 じき じ 


きに お 目 どおり を 許された さい、 これの 口から 

え つ しゅう ど の 

越 州 殿に も、 お願いして ある はず じ やが …… 」 

と、 ハツと 心づ いたよう に、 

「ゥ ム、 そうじゃ  頼みが ある。 対 馬 守 様に、 お 

願いが あるの じ や。 聞いて くだされ。 これ、 ここにお 

る チヨ ビ安 という 者 は、 貴殿の 御 藩、 伊賀 国 柳 生の 里 

の 生れ だ そうじゃが、 父 も 母 も わからぬ もの。 こうし 

て 江戸へ まいって、 幼い 身空で 世の 浪 風に もまれて お 

るの も、 その、 顔 も 知らぬ 父母 を さがし 当てん がた め 

そこで 田 丸 氏、 願いと いうの は ほかで はない。 貴 藩の 

手に おいて、 この チヨ ビ 安の 両親 を さがし 出して はく 


ださらぬ か」 
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「同じ 伊賀 なれば、 さだめし、 チヨ ビ 安の 両親 を 知る 

者 も、 ない と はか ぎらぬ。 藩 中に 広く 手 を まわして、 

おたずね くださらば、 思わぬ 手がかり もつ くであろう 

が」 

作 阿弥の 言葉に、 主 水 正 はお どろいた 眼 を チヨ ビ安 

へむ けて、 

「ホ ホウ、 このお 児 は、 伊賀の 者 か。 ハツ ハツ ハツ、 


そう 言えば、 道理で、 眉宇の 間に、 年少ながら も、 人 

いが だましい 

を 人と も 思わぬ 伊賀 魂が、 現われて おる わい。 ィャ、 

あらそわれん もの じ や」 

何 を 思った か チヨ ビ安 は、 それ を 聞く と、 グイと 小 

さな 胡 坐 を かいて、 

「へ ッ、 笑わ かしゃが らァ。 お 爺ち やん を 引っぱり 出 

してえ もんだ から、 急に、 おいらにまで お世辞 を 使つ 

て やが る。 ゥ フッ、 その 手に は のらね えよ」 

主 水 正 は 図星 を さされて、 苦笑の 顔をッ ルリと なで 

な 力ら 

「ィ ャ、 どうも、 辛辣な ものです ナ。 これ、 チヨ ビ安 


どの …… 同じ 伊賀の 者と 聞いて、 なんだか 急に、 なつ 

かしゅう なった ヮ」 

すると、 何事 か を 決心した らしい 作 阿弥 は、 ク ルリ 

と 主 水 正へ 膝 を 向け 変えて、 

「御 相談が ござる。 貴殿の 手で、 この チヨ ビ 安の 父母 

を さがし 出して やろうと 約束して くだされば、 この 作 

阿弥、 ただちに 長屋 を 出て、 御用に あいたつ よう 

ふん こ つ さいしん 

粉骨砕身いた すで ござろう」 

と 聞いた 主 水 正 は、 横手 を 打ち、 

「ゥ ム、 つまり 条件で ござり ますな。 当方に おいて、 

チヨ ビ 安の 両親 をたず ねる と あらば、 これより ただち 


に、 いまわれ われの 手に おいて 集めつつ ある 工匠の 一 

人と して、 日光へ お出む きく ださる …… 承知いた した- 

チヨ ビ安 どのの 父母 は、 拙者が 主と なって かならずと 

もに 発見す るで ござろう」 

泰 軒が そばから、 

「それで は 作 阿弥 殿、 チヨ ビ安 のために、 日光 御 出馬 

を 決心な された のか。 ゆく も ゆかぬ も 御 辺の 心 まかせ 

じ や。 この 泰軒 は、 何 ごと も 言うべき 筋合いで は ござ 

らぬ」 

これで チヨ ビ安兄 ちゃんの 両親が 知れれば、 お 美 夜 

ちゃん も、 こんな うれしい こと はない —— といって、 


そのために、 このた つた 一人のお 爺 ちゃんに 別れる の 

は、 死ぬ よりつら いし …… 。 

と 泣き笑いのお 美 夜ち やん、 小さな 手で、 作 爺さん 

の 膝 を ゆすぶ つ て、 

「お 爺ち やん、 チヨ ビ安 さんの ためなら、 あたし、 ど 

ん なさび しい 思い もがまん する わ。 ね、 日光へ お 馬 を 

彫りに、 行って ちょうだいね」 

と、 泣きく ずれます。 

チヨ ビ安 たる もの、 だまって いられない。 

「ぉゥ 作 爺さん、 それ はおめ え、 とんだ 心得 ちげ えだ 

ぜ。 そんなにまで、 おいらの こと を 思って くれる の は 


ありが てえ が、 いまおめ えがい なくなったら、 お 美 夜 

ちゃんに ゃァ 一 人の 身寄り もなくなる じゃァ ねえ か、 

おいらの 父 やお 母の ことなん か、 どうで もい いから、 

その 日光の 話と やら を、 ボンと 蹴って おくれよ。 ナァ、 

作 爺ち やん」 

と 左右から、 チヨ ビ安 とお 美 夜 ちゃんに すがられた 

作 阿弥、 同時に 二人の 手 を 振り ほどいて、 

「田 丸 殿、 迎えの 駕籠が、 待たせて あると おおせられ 

たな」 

スック と 起ち 上がった。 

「泰軒 どの、 何 やか やと、 長い あいだ 親身 も 及ばぬ お 


世話に あいなった。 御迷惑つ いでに、 それで は、 この 

二人の 面倒 をお 願いいた します るぞ。 泰軒 先生」 

「これ はまた、 気の 早い。 もう 御 出発 か。 ィャ、 心得 

た。 あとの こと は 御 心配な く …… 田 丸 殿 さえ 言葉 をた 

がえねば、 安の 両親 はおつつ け 知れる であろうし、 お 

美 夜ち やん は、 及ばず ながら この 泰 軒が 娘と 思って I 

I」 
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心境の 変化 は、 突如と して 起こる ことがある。 


その 例の 一 つが、 司 馬 道場のお 蓮 様。 

ち つ とち。 

近 ごろお 蓮 様が、 何やら 身の はかな さ を 感じ、 心細 

さに うちのめされ ていた こと は、 事実 だ。 

それ はそう でしよう。 

こ  .， こ 

あくまで 排斥しょう とした 源三郎 に、 断つ に 断てな 

し く  いんぼう 

い 愛 を 感じた のです もの。 みずから 仕組んだ 陰謀と、 

この、 おのが 恋心との あいだに はさまれた 彼女の 胸 は、 

どんなに 苦しかった かしれ ない。 

そして また。 

身 を 裂く ような 思いで、 やっと 愛着 を 振り ほどき、 


りっぱに 殺し 得た とば かり 思って いた、 その 当の 相手 

の 源三郎 が！ 

どうです！ 

おどろいた ことに は、 何事 もなかつ たような ケロリ 

閑た るよう すで、 夕方、 奥庭の 植木に 水 を 打って いた 


あれから 何事もなく、 ずっと この 道場に いて、 もう 

もう 毎日、 平凡な 日 を 持て あまして いる、 といった よ 

うに。 

渋 江村の 寮 …… 火事 —— おとし 穴 …… 水責め …… あ 

れら はすべ て、 悪夢の 連鎖？ ではなかった か？ 


と、 瞬間に お 蓮 様 は、 わが 眼 を 疑った の もむ りで は 

なかった。 

「ァ ラッ！ 源 様で は  」 

思わず 低声に つぶやいて、 横手に 立って いた 丹 波の 

袖 を、 そっと 引いた のでした。 

ぎょう ぜん 

峰 丹 波と お 蓮 さま、 通りが かった 廊下に、 凝 然と 足 

をす くませて、 進み もなら ず、 しりぞき もなら ず  

幽霊 を 見た 気持と いうの は、 あのと きのこと だろう 

ハツ ハツと あえぐ 丹 波の 息づ かい を、 お 蓮 様 は 耳に 

近く 聞いた のだった。 

ゆうぜん ひしゃく 

死んだ はずの 源三郎 が、 悠然と 柄杓 を ふるって、 夕 


闇せ まる 庭に、 静かに 水 をまい ている。 

怪談に はもって こいの 夏 だ。 

おまけに。 

もの  け 

物の怪の 立つ というた そがれ どき。 

縁に 立つ 二人が、 水 を 浴びた ように ふるえ おののい 

ている と 知って か、 知らずに か、 源 三郎は 口の なかで、 

何 か 唄いながら、 い つまで も 草の葉、 木の 根に 水 を やつ 

ていたが、 やがて、 振り返り もせずに ひとこと、 

「丹 波！ 礼 をす るぞ。 きっと そのうちに、 挨 接する 

からな ナ」 

せまる 宵闇に からんで、 しっとり した 小声。 


源 様ッ— …… お 蓮 さま はせい いっぱいに 叫んだ よう 

な 気がした が、 声 をな さなかった。 

あしおと 

突如！ バ タ バタと いう 跫 音に 気が ついて、 振リ 

返った お 蓮 様 は、 顔色 を 変えた 丹 波が、 廊下 を、 もと 

来た ほうへ と 逃げ かえるの を 見た。 

意外 千万に も 源 三郎が 生きて いる！ 生きて この 道 

場へ 帰って きている！ もういけ ない！ すべて はだ 

めだ！ と 丹 波 は 観念した のだろう。 大きな からだ を 

こまねず みのよう に キリ キリ 舞い させて、 不知火の 

弟子 どもの いる 広間の ほうへ と、 スッ とんで いったが 


茫然と それ を 見送った お 蓮 様が、 ふと 気がつく と、 

手桶 を さげた 源 三郎、 露草に ぬれる 裾 を 引き あげて、 

むこうへ 帰つ て ゆく。 

すると で す 

丹 波の 出よう ひとつ、 源 三郎の 合図 ひとつで、 一気 

に 斬り かかろうと、 隠れて いたのであろう。 そこらの 

植え こみ や 樹立ち の 蔭から、 伊賀 侍の 伏兵が、 三人 五 

人と 立ち あがって、 お 蓮 様に は 眼 も くれず、 源 三郎の 

あとに 従つ て 行きます。 

「きっと あの 萩 乃 も、 いま 源 様と いっしょに いるに 相 

違ない。 もう …… だめ だ！ すべて は 終わった！」 


とお 蓮 様 は、 蒼白い 唇で つぶやいた。 

それき り そこの 縁の 柱に もたれかかって、 襟に 顎 を 

うずめて 考え こんでいる 彼女 —— 侍女の 一人が、 夕飯 

の迎 いに 来ても、 首 を 振って しりぞけた まま。 
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ゆうげ  ぜんぶ  おもて しっこく 

夕餉の 膳部 も しりぞけて、 庭の 面 に 漆黒の 闇が 満 

ちわた るまで、 お 蓮 様 はしょん ぼり、 縁の 柱に よりか 

か つ て 考え こんでい たが —— 0 

道場 乗っ取りの 策動 も、 もはや これまで。 


萩 乃まで 源 三郎の 手に 取られて しまって は、 もう 自 

分のと る 手段 は どこに もない …… 。 

失意。 

身 を はかなむ 気持、 無情の 感が、 時なら ぬ 木枯しの 

ように 胸 深く く いいつ てく る。 

ど - J にす がろう？ いずこに この 心の 慰め を 求めよ 

う —— ？ そのと たん、 人間 たれし も 思い浮か ぶの は、 

肉親の 情 だ。 

「ああ、 ほんとう だ。 こういう とき、 あの 児 さえ 手 も 

とに いて くれたら、 わたし は 何も いらない。 道場 も、 

恋 も —— 世の中の いっさい は、 子供の 愛に くらべたら、 


なんでも あり はしない わ」 

お 蓮 様が こんな 気 を 起こす と は、 よっぽど 心が 弱つ 

たものと 言わなければ なりません。 

そとみ  にょぼさつ  ないしん によ やしゃ 

外見 は 女 菩薩、 内心 女 夜叉に、 突如 湧いた 仏 ごころ。 

お 蓮 様に は、 たった 一人の 子供が あるので す。 先夫 

との あいだに。 

その 先夫の こと は、 さておき。 

いったん 気持が、 わが 子の もとへ はしった お 蓮 様 は、 

だいたいが 思いた つと 同時に、 じっとして いられない 

性質。 

ちょ う もく 

そっと 居間へ 帰って、 いくらかのお 鳥目 を 帯の あ 


いだへ はさむ が はやい か、 庭下駄の まま 植え こみ を 

ぬって、 ひそかに 横手の くぐりから、 夜更けの 妻 恋 坂 

を 立ちいで ました。 

子供と いうの は、 どこに いる？ お 蓮 様 は、 いった 

いど こへ ゆく のであろう？ 

ことし 

「もう 今年 は、 七つに なって いる はず …… 同じ 駕籠に 

あたしが 抱いて どこかへ 連れ出したら、 どんなに 喜ぶ 

ことだろう。 このお なじ 江戸に 住みながら、 往き来 は 

おろか、 たよ リ ひとつし なかった 罪 を、 お 父 様に とつ 

くり 詫びなければ ならない …… 」 

口の なかに つぶやきながら、 坂の 上下 を 見 わたす と、 


折りよ く 通りかかった  一 丁の 夜 駕籠。 

お 蓮 様 は 白い 手 を あげて、 それ を 呼びと めた。 

「へ ェ、 どこへ ゆき ますんで？」 

と 駕籠 屋 がきいた が、 ここで、 場面 はぐる と 大きく 

回転して、 

「へ ェ、 どこへ ゆき ますんで？」 

みぞいた  さく じい 

と 溝板 を 鳴らして、 この 作 爺さんの 家へ 龃け 込んで 

来たの は、 おもての 角に 住んで いる この かいわいの 口 

きき 役、 例の 石屋の 金さん、 石 金さん だ。 

ふたたび、 とんがり 長屋 —— 。 

「おら ァ 湯に へえって たんだが、 ガラツ 熊の 野郎が 蚯 


けて 来ゃァ がって、 なんだか 知らね えが りっぱな お 侍 

さんが、 素敵 もね え 駕籠 を 持って、 おいらの 長屋の 作 

爺 さ んを 迎えに 来たと いう じゃァ ござん せんか。 ィャ、 

おどろい たね。 どんな わけが あるに しろ、 べらぼう メ、 

作 爺さん を もってゆかれて たまる もんか —— ッ てんで 

ネ、 へ ェ、 ぬれた からだの まん ま、 こうして ふんどし 

ひとつで とんで き やした が、 ああ、 苦しい！」 

一 気に まくしたてる 石 金 を 先頭に、 なが 年お なじみ 

の トン ガリ 長屋の 住人た ちが、 ワイ ワイ 言って 作 爺 さ 

んの 土間へ おしこんで くると！ 

「コ ラコ ラッ、 下郎 ども！ 寄る でない。 作 阿弥 先生 


に 御 無礼が あって は、 あいすまぬ。 道 を あけろ あけ 

ろ！」 

という 田 丸 主 水 正の どなり 声。 

夢見る ような 顔つきの 作 爺さんが、 そ の 主 水 正の あ 

とに つづいて、 土間へ 下り立とうと している。 

「お 爺ち やん、 やっぱり ゆく の？」 

チ ョ ビ安 とお 美 夜 ちゃんの、 ふりしぼる ような 声が 

.na う。 

作 阿弥 は、 長屋の 人た ちの 顔 を 見 わたして、 

「いかいお 世話にな りました な」 

と 言った。 


静かな 中に、 炎々 たる 熱 を 宿した 作 阿弥の 姿 は、 つ 

めたい 焰 のように、 見る 人の 胸 を 焼き つらぬかずに は 

おかない。 

ながらく ひそんで いた 芸術 心に、 点火され た 作 阿弥。 

のみ 

もう 現実に 鑿 を 手に している ように、 右手 を 痙攣 的 

に、 ヒク ヒクと 動かしながら、 せまい 土間へ たちお り 

た。 

チヨ ビ安 とお 美 夜 ちゃんへの 愛に、 うしろ 髪 引かる 


る 思い …… が、 それ も、 一 期の 思い出に 名作 を 残そう 

とする、 心の ちか い の 前に は、 たち 切らざる をえ なか つ 

た。 

ひややかに 主 水 正 を かえりみて、 

「まいりましょう。 御 案内く だされたい」 

ここへ 来る とき は、 いくら 日本一 の 名匠 だと は 言つ 

こうじん 

て も、 たかが 手仕事の 工人、 たん まり 金銀 を 取らせる 

といったら、 とびついて くる だろうと 思って いた 田 丸 

主 水 正。 

いっかな 動きそう にもない 作 爺さん を 相手に、 懸命 

な 押し問答の すえ、 やっと 今、 腰 を 上げさせる ことが 


できた の だが、 ああして 話し合つ ている あいだに、 主 

水 正 はすつ かり、 この 裏店の 見る かげ もない 老人の 人 

柄に、 気お されて しまった のでした。 

気品と いいましょう か。 人間の 深みと いおうか。 い 

こんごう ふ えき 

ずれに しても、 身に ついた 芸術の はなつ、 金剛 不易の 

光に 相 変わらない。 

「はつ」 

と、 思わず 頭 を 下げた 主 水 正、 もう まるで 従者よ ろ 

しくの 体で、 

「先 ほどより、 お 駕籠が お待ち 申し あげてお ります る。 

では、 どうぞ  」 


ひやめし ぞうり 

冷 飯 草履 を 突つ かけた 作 阿弥 は、 竹の杖 を 手に、 一 

歩 路地へ 踏み だそうと した。 

家の なかから 土間、 路地へ かけて、 長屋の 人で 身 動 

きもなら ない。 

「かわいそうに 作 爺さん、 どんな 悪い こと をした か 知 

ら ねえが、 あんな 仏み てえ な 人 だ、 ゆるして やれば い 

いのに」 

かん  めしと 

と、 なかには 何 か 勘ち がいして、 作 爺さんが お 召 捕 

リに でもな つたよう な こと を 言う やつ も ある。 ねいり 

ば なをこの 騒ぎに たたき 起こされて、 寝ぼけて いるん 

です。 


「日光へ 連れて ゆかれる という こと だが、 ときどき は 

長屋 を 思い出して、 たより をして くだせえ よ、 ナァ」 

「ところが 変わる と、 水 あたり するとい うから、 気 を 

つけな さるが いい ぜ、 お爺さん」 

別離 は、 この トン ガリ 長屋で さえ も、 いささか セン 

チだ。 

あが がまち 

上り 框 に 仁王 立ちに なった 蒲 生泰軒 は、 左右の 手に、 

ひげ 

チヨ ビ 安と お 美 夜ち やん の 頭 をな でな が ら、 髯が も の 

を 言うよう な IE- で、 

しょくかん  リ ゆうび しょかつ こうめい  そうろ  と 

「蜀漢 の 劉備、 諸葛孔 明の 草廬を 三た び訪 う。 これ 

こ れい  しん  ほい 

を 三顧の礼 と言うて ナ。 臣、 もと 布 衣 …… 作 阿弥 殿、 


御名 作 をお 残しになる よう、 祈って おります ぞ。 お 美 

夜坊と 安の- J と は、 拙者が ど ， J ま でも 引き受けた 」 

泰軒 居士、 いつにな く かたくなって、 そう 言った と 

き だ つ た。 

ドッと 人 ごみが どよめき わたった かと 思う と、 この 

トン ガリ 長屋の 路地へ、 また  一丁、 駕籠が かつぎこま 

れ たの だ。 

騒ぎた つ 人々 のなかへ おりたつ たの を 見る と、 武家 

屋敷の 若 後家ら しい、 品の よい 女性 ひとり。 

供 も 連れずに、 何し にこの、 夜の 貧民窟へ？ 

と 思う うち、 女 はすば やく 人 を かきわけて、 作 阿弥 


の 前へ 出た。 

「あ！ お 父 様、 しばらく！」 

「ゥ ム、 お 蓮 か  」 

その 声 をう しろに 聞いた お 蓮 様、 もう サッと 家へ 龃 

け あがって、 アツと いう まに だきしめ たの は、 小さな 

お 美 夜 ちゃんのから だでした。 

一同 は あっけに とられて、 声 もない。 

十 

「誰？」 


と、 お 美 夜ち やん はいぶ かしげに、 お 蓮 様の 顔 を 見 

あげながら、 苦しそう に 身 もだえして、 だきしめる 腕 

のなか からすり 抜けようと あせる。 

雨の ような お 蓮 様の 涙が、 あお 向いた お 美 夜ち やん 

のか あいい 顔へ、 かかる。 

「お母さんで すよ。 コレ！ おまえの 母 者です よ」 

お 蓮 様 はなお も 懸命に、 小さい お 美 夜 ちゃんの 骨が 

きしむ ほど、 だきすくめよう とする のです。 

チヨ ビ安は ぼかんと して、 

「こいつ ァ 妙ち きりんな 芝居に なった もの だな あ」 

泰 軒が 作 阿弥へ、 


「これ は、 どういう  ？」 

むすめ 

「娘な のじ や」 

ぶぜん 

と 作 阿弥 は 憮然と して 立った まま、 じっとお 蓮 様 を 

見す えて います。 

浮き世の 労苦 を、 幾 十本の 深いし わと きざ んだ 顔に 

は、 感慨無量の 色が 浮かんで、 

「わしの 娘 じ やが、 某所へ 腰元に あがった まま、 ズル 

のち ぞ 

ズ ルべッ タリに 後添いに 直った のち、 今日 今夜まで な 

んの 音沙汰 もな く —— 泰軒殿 聞いて くだされ。 このお 

美夜坊 は、 こいつが 屋敷へ あがる 前にで きた 子供で ご 

ざる」 


急に 作 阿弥 は、 おそろしい 眼つ きになって、 お 蓮 様 

を にらみつけた。 

「今ごろに なって、 里心が ついた のか。 身が つてな や 

ささ ま  こ 

つめ！ 貴様に 子の か あいさが わかった ところ をみ る 

と、 よほど 悪い 星に めぐり 会って、 世の はかな さ を 知つ 

たものと 見える ナ」 

畳に 手 をつ いたお 蓮 様 は、 片手の 袖口 を 眼へ やって、 

たよ 

「どうぞ、 何も おっしゃらないで ください まし。 頼り 

になる の は、 このた つた 一人の 小さな 娘 だけ …… とい 

うこと が、 わたしの 胸に も ハツ キリ 落ちて、 それで こ 

ん なに、 前非 を 悔いて まいりました もの を」 


「苦しむ がよ い！ いくらでも 泣く がよ い！ はぶり 

のよ いとき は、 同じ 江戸に おりながら 鼻 ひとつ 引つ か 

ける でな し、 今にな つて —— どう だ、 お 蓮！ わしが 

お前に 飲まされた 煮え湯の 味が、 いま 貴様に わか つ た 

か」 

かさなる 意外な 出来 ごとに、 長屋の 連中 は 潮が 引く 

ように、 外の 路地へ しりぞいて、 土間に 静かに 立って 

いるの は、 田 丸 主 水 正た だ 一 人。 

ちょっと しんみりした 空気の なかに、 主 水 正の 低声 

が、 底 強く ひびいて、 

「作 阿弥 殿、 では、 御 出立 を —— 」 


「ただいま」 

とふり 向いて、 お 蓮 様へ、 

「貴様が、 自分の 栄耀に 眼が くらんで、 子 を かまいつ 

けなんだ ように、 わし は、 わし 自身の 芸術の 心に のみ 

したがって、 貴様の ことな ど、 意に も 化せん のじ や。 

さしず 

あとの こと は、 泰軒 先生のお 指図 を 受けて、 よしな に 

するがよい。 コレ、 チヨ ビ 安よ。 お 美 夜坊の 母親 は、 

この 人で なしだった のじ やよ。 なんにしても、 お 美 夜 

坊には 母と 名のつ くもの が 一 匹、 現われた わけ だが、 

こんど は チヨ ビ 安の 両親 じ や。 それにつ けても 田 丸 

殿！ この 安の 父母 を、 そこ もとのお 手で お探しく だ 


さると いう 条件で、 わし は 日光へ まいります のです ぞ。 

やくじょう 

かならず この 約定 を 御 失念な きょう …… 」 

「あと を まかせられても、 困る がナ」 

泰 軒は髯 をし ごいて、 

「お 蓮 様と やらに は、 また いろいろと 事情 もあろう が、 

それ はいずれ 聞く として、 どうじ やな、 お 美 夜坊。 お 

ひと 

まえ はこの 女 を、 母と 思う かの？」 

きかれた ときに お 美 夜ち やん は、 やっとの ことで お 

蓮 様 をつ きのけ て、 パ ッと泰 軒先 生の 腰に とびついた。 

「あたし、 こんなよ その 小母さん 知らない わ」 

ゎッ とお 蓮 様が、 大声に 泣き ふす と 同時に、 


戸外に ひと 声、 

「そうれ 見ろ！」 

この 言葉 を 残して、 作 阿弥の 駕籠 は 地 を 離れた。 

十一 

「何 をい うんです、 お 美 夜！ こうして お母さん がお 

迎 いに 来たのに、 そんな こと を 言う 児が あります か」 

お 蓮 様 は 半狂乱に、 手 をのば して、 またもお 美 夜ち や 

んを だきと ろうとす る。 

「いやよ、 いやよ！ あたいの 考えて いたお 母ち やん 


は、 そんな 恐ろしい 人 じ やない わ、 知らない 小 母ち や 

んが やって きて、 母ち やんだ なんて 言った つて、 誰が 

ほんと にす る もんか。 イイ だ！」 

「まあ、 なんて 情けない こと を！ 今 このお ひげの 

小父さんが おっしゃった ように、 わたし は 今までお ま 

え を 構いつ けずに おいた の は、 それ はもう、 いろいろ 

とつごう があって ね。 いえ、 思う とおりに 事が 運んだ 

じょ-つ  と-つ 

ら、 いずれ は 嬢 やとお 父 様 を 道場の ほうに お迎えし 

ようと …… ほんとうに いつまでも、 こんな 裏長屋に 置 

こうと は 思って いなかつ たんです よ」 

作 阿弥の 駕籠 を 送って、 長屋の 人た ち は、 ゾロゾ 口 


竜 泉 寺の 通りに 行列 をつ くって ゆく らしい。 トン ガリ 

長屋 は、 急に ひっそり として、 ここ、 今 は 主な き 作 爺 

すまい  あんどん 

さんの 住居に は、 油の つき かけた 破れ 行燈 のみ、 黄つ 

ぼい 光 を 壁へ 投げて いる。 その 前にす わった 泰軒、 お 

蓮 様、 お 美 夜ち やん、 チヨ ビ 安の 大小 四 人の 影 を、 複 

雑に もつれさせて。 

おお あぐら 

大胡坐 を かいた 泰軒 居士が、 じっと 眼 をつ ぶって い 

しょくもう 

るの は、 今、 柳 生 対 馬 守の 嘱望 もだしがたく、 命 を 賭 

きざ 

けて 神馬の 像 を 刻もうと、 このたびの 日光 造営に くわ 

わって いった あの 作 阿弥 を、 こころ 静かに しのんで い 

るら し ハ。 


人間 は、 こう も 変わる もの かと 思う ほど、 すっかり 

別人の ようにう ち ひし がれて いるの は、 お 蓮 様 だ。 

本 郷の司 馬 道場で は、 このごろ こそ だんだん、 あの 

源 三郎ー 味に おされぎ みに、 わが 屋敷と はいいながら 

し い  たま 

肩身が せまくな つて いるものの、 それでも、 椎 たけ 髫 

あご  こうふくろ うかい 

の 侍女 数十 人 を 顎で 使い、 剛腹 老獪な 峰 丹 波 を はじめ、 

多勢の あら くれた 剣士 を、 びっしり おさえて きたお 蓮 

様だった が。 

それが、 今の 彼女 は。 

つく リ  えもん 

髪 は ほ つれ、 お 化粧 ははげ、 衣紋 はく ずれて、 見る 

影 もありません。 まるで、 この トン ガリ 長屋のお かみ 


さんの 一 人の よう ：：： 。 

「思う こと は、 何もかもく いちがう し、 ァァ、 たった 

一 人の子 供にまで、 こんな 愛想 づ かし をされ て、 わた 

しとい う 人間 は、 この 先 —— 」 

そこまで 言い かけた お 蓮 様、 突如、 つったち あがつ 

た。 

血ば しった 眼で、 お 美 夜ち やん を 見す えて、 

「サ！ おいで！ 表に 駕籠が 待た して ある。 ぉ迎ぃ 

に 来たんだ よ。 いや だなん て 言わせる もんか」 

もう ひとつの お迎え 駕籠 …… 。 

すると、 このと きまで だまって いた チヨ ビ安、 街の 


所作事から 帰った ままの 着つ けで いたが、 肩の 手拭 を 

はちまき 

取って、 いきなり ねじり 鉢巻 をし だした。 それから、 

おもむろに 両手の 袖 をた くしあげ、 クルツと お尻 を ま 

くって、 ピッ タリす わりました。 

「ヱ コゥ！ どちらのお 女中 か 知らね えが、 あこぎな 

まね ァ さしひかえて もれえ やしよう」 

やり 始めた。 

小さな 兄哥 さんが、 まる まつち い 膝 をなら ベて 啖呵 

を 切り だしたん だから、 お 蓮 様 はび つくりして、 

「なんだい、 おまえ は！ 子供 芝居の 太夫 かい。 ひつ 

こんで おいでよ」 


「ひっこんで いろうた ァ、 こ つちで 言いて えこ つた。 

い いなずけ 

お 美 夜ち やん は あっしの 許婚 者なん だ。 その あっしに 

ごん  むけ 

一 言の 挨拶 もな く、 お迎えの 駕籠が 聞いて あきれら ァ。 

さっさと 消え や がれ！」 

「そうだ そうだ、 安！ これ はおい おいと おもしろく 

な つ てまい つた ぞ」 

泰軒 先生、 手 をた たいて けし かけて いる。 

くいな 

」 こ， 1,こ \ ヽ 鳥 

„ビ ス， M 


夜。 

ただいまで いう 十一 一時。 

と ， J わき 

床 脇の 壁に、 真っ黒な 大入道が うごめい ている … … 

と 見えた の は、 峰 丹 波の 四角な 影。 

「ゥ ー ム、 不死身と いうの か、 なんという のか、 実に 

どうもお どろいた やつ じ や。 あの、 水の 充満した はず 

のおと し 穴 を、 いかにして とびだし てきた もの か —— 」 

と 丹 波の ひとり 言。 峰 丹 波の 腕組み。 丹 波の 思案 投 

げ首 です。 


ここ は。 

妻 恋 坂なる 司 馬 道場、 不知火 組の いすわつ ている 広 

間 だ。 

このあいだの 夜、 鎧櫃 から とびだした 丹 下 左 膳の 

ために、 かなりのお もだった 連中が 斬られて しまった 

ので、 今 この 深夜の 部屋に、 短気 丹 波 を 取りまい てい 

る 不知火 十 方 流の 弟子 ども は、 約 二十 人ば かり。 佐々 

玄 八郎、 前 山彦 七、 海 塚 主馬、 西 御門 八郎 右衛門、 

ませて つどう 

間瀬徹 堂、 等、 等、 等。 

「しかし、 おどろき ましたな。 私が 見た とき は、 彼奴 

め、 庭の 下に 立って、 手ず から 燈 籠に 灯 を いれる とこ 


ろでした が、 夕闇の せまる 庭に、 誰 やら 立って いる 者 

が ある。 うしろ 姿の 肩の あたりに、 見 おぼえが ござつ 

たで ナ、 ハツと 思って、 縁側から 眼 をす えてい ると、 

ふり 返って ニタと 笑った 顔！ 明りに 片頰を 照らし だ 

された の を 見る と、 死んだ はずの 伊賀の 暴れん坊 では 

ござらぬ か。 さて はこい つ、 迷った なと …… 」 

恐ろしげ に 声 を ふるわせて、 そう 話して いるの は、 

まるくな つた 座の 一 人、 海 塚 主馬 だ。 

西 御門 八郎 右衛門が、 その 名前の ように 長い 顔 を、 

い つ そう 長く させて、 

「ィ ャ、 実に どうも、 なんとも かと もお どろき 入り ま 


した テ。 てまえ は、 源三郎 めが 不浄場から 出て、 手 を 

洗って いると ころ を 遠くから チラと 見た のです が、 そ 

れ でもう この 腰の 蝶番が、 どうしてもい うこと をき 

きません ような ありさまで、 不覚ながら 障子に つか 

まって、 やっとお のおの のと ころへ 注進に 来ました よ 

うなし だ い で ござりまして  」 

言う ことまで、 いやにな がったら しい。 

山の ような 角ば つた 前 山彦 七が、 水銀で も 飲んだ よ 

うな しゃがれ 声 を 出して、 

「貴殿 も 幽霊と 思われた 組 だな。 どこ を どうして 助 

かった か 知らぬ が、 あれから 何事もなく ずっと 道場に 


暮らして いたよう な 面つ きで ヒョ コ ッと 庭に おりて 水 

をまい ていたの だから、 まったく もって 皮肉な やつで 

…… まず 拙者 は、 ひと 目 見る より 早く、 ぺ タリと すわ つ 

た —— 」 

「ハ ハァ、 腰 を 抜かして」 

「ィ ャ、 そう 言って しもうて は、 花 も 実 も ござらぬ。 

き や つ 

実は、 下から すかして、 彼奴に 足が あるか どうか、 そ 

れを たしかめようと 存じた ので」 

「幽霊 か 否か をナ。 なるほど、 ときに とって 思慮ぶ か 

い 御行 動 …… 」 

はや 腰 を 抜かした のが、 ナニ、 思慮の 深い ことがあ 


る もの か、 仲間で ほめ 合って いる 分に は、 世話 はない。 

冗談 はさて おき。 

あの 漁師の 娘、 お 露坊の 嫉妬から 出た 注進に よって、 

玄心斎 その他が、 あわてふためいて 三方 子 川尻の 六 兵 

衛の 家に 駆けつけ、 病後の 源三郎 を、 即刻 この 道場の 

ベ つむね 

別棟へ 迎ぃ 戻した。 

そうして 帰って きた 源三郎 が、 前から ここにい たよ 

うに、 日常茶飯事に 託して 自分の 姿 を、 チラ リ チラ リ 

と 不知火の やつらに 見せた こと は、 この 連中の あいだ 

だ いきょうこう 

にこん な 大 恐慌 を もたらし たので。 

かくて、 丹 波 を 中心に、 生残り 組の この 大 評定と なつ 


たのです。 

このと き、 外の 廊下に、 サ ャサャ とや さしい 裾 さば 

きが、 足ば やに 近づいて きた。 

「ァ、 お 蓮 様が おいで だ」 

一同 は、 いっせいに すわり 直しました。 

二 

「皆様、 こちらに おそろいで」 

障子の そとの 廊下に、 小膝 をつ いた 女の 声。 佐々 玄 

八郎 が、 いぶか しげな 低声で、 


「ャ、 お 蓮 様で はない ぞ」 

「ァ ノ、 そ のお 蓮 様の- J とで ござり ますが …… w J めん 

あそばせ」 

声と ともに、 静かに 障子が あいて 顔 を 出した の を 見 

ると、 お 蓮 様 づきの 侍女、 早苗です。 

たまむしいろ 

玉虫色のお ちょぼ 口 を、 何事 かこ ころもち あえがせ 

て、 

「峰 様に おたずね 申し あげます。 お 蓮 様 は どこへ ゆか 

れ ました か、 御存じで は 9  宵の口から、 何 かひ ど 

くう ち 沈んで いらっしゃいまして、 お 夕餉のお 膳 をお 

すすめしても、 食べと うないと おっしゃる ばかり、 お 


箸 ひとつつ けずに、 そのまま お下げに なり ましたが、 

い つ のまに か、 ふ つ とお 姿が 見え なくなりまして  」 

「ナ 二？」 

ギヨ ロリと 大きな 眼 を 向けた 丹 波、 この 眼で、 腰元 

などに は ひどく おどしが きくので。 

「そこ ここ をお さがし 申した であろうな」 

「それ はもう お つ しゃる まで も ございません。 お 部屋 

というお 部屋 はもと より、 お 庭の すみずみまで、 わた 

くし ども 一同 手 わけ をして …… もっとも、 鬼 どもの 

すみか 

住家の ほうへ は、 恐ろし ゆうて 近 よれません が」 

侍女 どもが 「鬼の 住居」 と 言って いるの は、 源三郎 


とその 一党が、 ふしぎな 頑張り をつ づけて いる 同じ 邸 

内の 一 角の こと だ。 

「フ ゥム」 

丹 波 は 思案に 眼 をつ ぶ つ て、 

おとめ 

「十五 や 十六の 少女で はない。 何 かお 考えが おありで、 

そ つ と 戸外へ 出られた ものであろう」 

「それにいた しましても、 私 どもへ ひとことの おこと 

ば もな く —— 何やら この 胸が、 さわいで なリ ませぬ が」 

たんば 

額 を 青く している 早苗 を、 丹 波 はうる さそう に 見 

やって、 

「大事ない。 おっつけ 御 帰 館に なろう」 


「でも、 この 真夜中に お供 もお 連れに ならず、 いった 

いど ちら へ ？」 

「それ は、 わしに はわから ぬ。 なんだか この 二、 三日、 

ひどく しょげ 返って おられた よ。 あの 年 ごろの 婦人 は、 

ふ つ と 無情 を 感ずる ことがある もの だからな …… 」 

丹 波 もさび しそうな 顔 をした が、 気がつい たように、 

大声に、 

おんな 

「いずれにしても、 婢 どもの 知った ことで はない。 

こちら はお 蓮 様 どころではないの だ。 お 末の 者 一同、 

やす 

さわがず と 早く 寝め と 申せ」 

「さようで ございま すか、 それで は  」 


と、 早苗 は、 あたふたと さがって 行く。 

くるまざ 

あと は、 車座に なって 一同が、 不安げ な 顔 を 見合わ 

せて、 

「どうした のだろう、 お 蓮 様 は」 

「何から 何まで、 意の ごとくな らんので、 ヒス テリ ィ 

を 起こした ので は …… ご 

ヒス テ リイな どと、 そんな 便利な 言葉 は、 その 当時 

はま だなかった。 女の 言ったり したりす る ことで、 男 

の つごうが 悪い と、 世の 良人 諸君 は みんな ヒス テリ ィ 

で片 づけて しまう。 これ は、 余談。 

「生きて いる 源 三郎を 見て、 心境に 大変 化 をき たした 


のか もしれ ぬテ …… オヤ！ なんだ、 今の 音 は」 

この 言葉の 最中に、 皆 は、 庭へ 向かった 雨戸の ほう 

へ、 一度に ふり 向いて いた。 

深夜 だし、 密議の こと だし、 しめきって ある。 

ドン！ と、 その 板戸に、 何 かぶつ かる 音が したの 

です。 たった今。 

たとえて みれば、 人間が 一人、 力 いっぱい 体当りく 

れ たような …… 。 

「なんだろう、 何者か 立ち聞き をして いたので は —— -」 

「あけて みろ」 

きこう 

「ィ ャ、 貴公、 あけて みろ」 


「なに を 臆病な …… よし！ わが 輩が あけて みる」 

やま わ きさこん 

と 気お いだ つ て、 たち 上が つたの は、 若侍の 山 脇 左 近 _ 

威勢よ くっつ 立った ものの、 おっかな びっくり。 

だが。 

なみいる 仲間の 手前 も ある。 いまさら 引つ こみの つ 

かなくな つた 山 脇 左 近、 

「誰 だ ッ？」 

叫びながら、 端の 雨戸 を 一 枚 引き あけた。 


ドッと 音して 吹き こむ ぬれた 夜風。 戸外に は、 丑満 

の 暗黒につつ まれた 木立ちが、 真っ黒に 黙して、 その 

まがたま 

うえに、 曲玉の ように かかって いるの は、 生まれた ば 

かりの 若い 新月。 

人っ子 一人、 犬の 仔 一 匹い ません。 

照れ かくしに 左 近 は、 若い お 侍さん、 小 遊興の ひと 

つも やろうと いう おもしろい 盛りな ので、 意気ぶ つた 

ちゅうおん 

中音 に、 

「たたく 水鶏に ついだ まされて …… 月に 恥ずかし いわ 

が 姿 …… なんて こと を おっしゃ いました ッ てね」 

武骨者 ぞろ いの 道場に は、 ちょいと 珍しい 渋い 咽喉 


を 聞かせて、 そのまま、 ガ タン、 ピ シャツ！ 戸 をし 

めようと すると、 その 雨戸の すき 間に、 つぶされ たよ 

うに はさま つ ている ものが ある。 

「なんだ、 これ は …… 」 

その、 半分 ほど 座敷の ほうへ しめこまれて いるもの 

を、 足 もと をす かしてよ く 見る と  。 

姫 ゆりの 花。 

風流です —— と 言って はおられない。 何者が なんの 

ために、 この 部屋の 外へ、 姫 ゆりの 花な ど を 持って来 

たの か？ 

しかも、 庭から 忍んで。 


不知火の 門弟 一同、 さっと 丹 波の 顔へ 眼 を 集めた、 

指揮 を 求める ように。 

「左 近、 もう 一度 雨戸 を あけて、 その 花 を 取って みる 

がよ い」 

さん 

そこで 左 近が、 また 雨戸の 桟を はずし、 一、 ニ寸戸 

を 引いて、 すき 間から その 姫 ゆり を 抜き取って みます 

と …… 果たして、 茎に、 一枚の 紙片が むすびつけて あ 

る。 

誰かが 庭 づたいに 来て、 これ を 雨戸の すきへ 押し こ 

めた のち、 ドンと 戸 をた たいて 逃げて 行った の だ。 

どこから？  などと、 きく だけ 野暮。 


この 庭の むこうに 対峙して いる、 伊賀 侍の しわざに 

きま つてい る。 

伊賀の 暴れん坊 …… 柳 生 源 三 郎の使 #。 

峰 丹 波、 手の ふるえ を 部下に 見せまい と 努めながら、 

文 を ひらきました。 

「近くお 礼に 参上す ベ しと 先刻 申し上げし とおり、 

明朝、 当 屋敷 内の 道場に おいて、 真剣 を もって 見 

参つ かまつ りたし。 いつまで かく にらみ 合って 

おっても 果てしの ない こと。 峰 丹 波 殿と 拙者 源 三 

郎と、 明朝 を 期し、 白刃の 間に あいまみ え、 いず 

あるじ 

れが この 道場の 主人と なる か、 力 を もって、 即刻 


うんぬん 

決定いた したき 所存 …… 云々」 

もん ごん 

と、 こういう 意味の 文 言。 

読み終わった 丹 波 は、 サッと 変わった 顔色 を 一同に 

けどられ まいと、 じっとう つむいて 考え こむ ふり。 

怖れて いた ものが、 来たの だ、 とうとう。 

心配 気な 顔、 顔、 顔が、 前後左右から、 丹 波 をと り 

まく。 

弱味 は 見せられない 立場です。 

「か つ て 知らぬ 刃 の 味、 それ を 一 度、 身 を も つ て 味わ 

うの も、 ィャ、 おもしろい ことであろう」 

変な 負け惜しみ だ。 丹 波 は、 そう 謎の ような こと を 


きょく 

口ずさん だが、 その 心中 は 悲壮の 極です。 斬られる 

覚捂。 

あした 

明日 を 期し、 四十 何年の 生涯の 幕 を 閉じる つもり。 

伊賀の 源 三郎に 刃の たたない こと は、 誰よりも 峰 丹 

波が、 いちばん よく 知っている。 

「矢 立と 懐紙 を …… 」 

「源 三郎 からです か。 なんと 言って まいりました」 

「おのおの、 何もき いてく ださるな。 朝に なれば わか 

る ことじ や。 紙 を、 筆 を —— 」 

と 丹 波 は、 おののく 手 を ふって、 誰に ともなく 命じ 

た。 


ささ だよ 

便り 

「どうした、 戸の すきに はさんで きた か」 

と 源三郎 は、 例の かみそりの ような 蒼白い 顔に、 引 

きつる ような 笑い を 見せて、 折りから 庭 づたいに 帰つ 

てきた 谷大八 を、 見 迎えた。 

大八、 袴のう しろ を ボンと たたいて、 膝 を 折り、 


「ハツ、 うまく やって まいりました。 何やら 多勢で、 

ワイ ワイ 論じて おり ましたが」 

「ゥ フッ、 今ごろ は 丹 波の やつめ、 さぞ 青くな つてお 

る ことであろう」 

そう 言つ て 源三郎 は、 ゴ ロッと 腹ば いに なりました。 

き  む もん  ちゃ けんじょう  めじ リ 

黄 びら の無紋 に、 茶 献上 の 帯。 切れの 長い 眼 尻に、 

燭台の 灯が ものすごく 躍る。 男で も 女で も、 美しい 人 

は 得な ものです。 どんな 恰好 をしても、 それが その ま 

ま、 すてき もない ポ— ズ になる。 

早い話が、 今 この 伊賀の 若侍。 

しとね 

あらたまった ようすで、 ぉ褥の 上に 御紋 付の 膝 を 


きょうそく 

ならべ、 お 脇息 を 引きつけ ている とき は、 兄 対 馬 守と 

はまた 別の、 一風変わった 貫禄が そなわつ ていて、 我 

武者 羅な 若々 しいな かに も、 着飾った 競馬馬の ような 

男性美が あふれる のです が。 

こうして、 着流しで やくざに 寝ッ ころがって いると 

ころ は、 また 妙に 御家人く ずれみ たいな ひねった 味が 

の ぼ 

出て、 女の子 をポ— ッと 上気せ させる。 

きょ もと  じ や  め 

清 元 か 何 かうな りながら、 片手の 蛇の目に 春雨 をよ 

けて、 二 ッコリ 辻斬りで もやり そうです。 

こんな こと を 考えながら、 そばから この 源 三 郎の横 

顔 を、 ほれぼれと 眺めて いるの は、 お 嬢 様の 萩 乃 だ。 


「では、 どうしても 丹 波 をお 斬りになります の？」 

うちわ 

萩 乃 は、 源 三郎の 寝姿へ 団扇で 風 を 送りながら、 そ 

うきいた。 

あの 丹 下 左 膳に 連れられて、 怖 さとうれ しさの 交錯 

やまい 

した 不思議な 気持で 蚯 けつけ た 六 兵衛の 家に、 病 を 

養って いた 源三郎 と、 萩 乃 は、 たえて ひさしい 対面 を 

した。 

それが、 どうして 知れた のか、 翌日の 夕方、 この 道 

場から 安積 玄心 斎、 谷大 八な どが 迎 いに 来て、 源三郎 

ともども ここへ 引き取られ たのです。 道場へ 帰って か 

らは、 この 座敷に 源 三郎の そばに つききりで、 まだ 


継母お 蓮 様 や 峰 丹 波 を はじめ、 不知火の 人た ちに は、 

姿 ひとつ 見せずに いる。 

嫉妬に かられて、 密告す るつ もりで 知らせに 来た あ 

のお 露 は。 

案に 相違！ ながらく 行方不明だった 若殿の いど こ 

ろ を 教えて くれた 大恩 人 だとい うので、 下へ もお かぬ 

もてなし  きんす 

待遇ぶ リ。 お礼と あって、 大枚の金 子まで いただき、 

源 三 郎と萩 乃 様が 帰って来る ちょっと 前に、 父 六兵衛 

ていちょう 

の 家へ と、 鄭重に 送り かえされた。 

ちょうど 萩 乃 源 三郎と 入れ違いに、 なにが 何やら 

サッ パリ わからな いお 露、 狐に つままれ たような 気持 


で 父の 家へ 送られて 行き ましたが、 これで 見る と、 こ 

の 娘 は、 無意識の うちに、 源 三郎を ふたたび 道場へ か 

えす 役目 を 果たした のです。 そして、 今後い かに、 こ 

のお 露が 物語に 現われて くる か？ 

それ は 後日の ことと いたしまして。 

今。 

やっぱり 丹 波 を 斬る のか、 ときいた 萩 乃の 言葉に、 

源 三郎は 無精 ッ たらしく 首 をね じむけ て、 

「彼が 斬られる とか ぎらぬ サ。 余が 斬られる かもしれ 

ぬ」 

「マァ 怖い！」 


萩 乃 は 団扇で 顔 を 隠して、 

「そんな ことにな つたら、 あたくし どういた しまし よ 

う。 でも、 やっぱり あなた 様の ほうが、 お勝ちになる 

にき ま つ て います わ」 

源三郎 はこの 萩 乃 を、 いったい どう 思って いる？ 

愛して いるの か、 いないの か、 誰に も さっぱり わかり 

ません。 

そのと きです  。 

雨戸の 外の 庭に、 ポンポンと 二つ ほど、 手が 鳴リま 

した。 


二 

すぐ 外の 庭で、 まるで かしわ 手の ように、 手 を 打ち 

鳴らす の を 聞いた 源三郎 は、 ニヤ ッと 笑って、 

「拝んで やがら ァ」 

と、 つぎの 間の 一人へ、 

「丹 波から 返事が 来た ぞ」 

声に 応じて、 腰 を かがめて 縁側へ 出て 行った 若侍が、 

しめ 残して ある 雨戸から、 庭前 をう かがう と、 すぐ 下 

の沓 ぬぎの 上に、 緑の 小枝が 置いて あるの が、 室内の 

もれ 灯に 浮かんで 見える。 


「なるほど、 まいりました」 

若侍 は 笑って、 手 をのば して それ を 拾い上げた。 

ささ 

明るい ところへ 持って来て 見る と、 葉の ついた 笹で 

ある。 

すみ あと 

墨痕のに じんだ 紙切れが、 ゆわい つけて ある。 

源 三郎は 受け取って、 

「今 さら 逃げ を 打つ こと もで きまい。 なんと 言つ てき 

たかな」 

そう 言いながら 結び目 をと いて その 二、 三 行の 文字 

へ 眼 を 走らせた 伊賀の 暴れん坊、 

「馬鹿な— …… 真剣勝負に 判定が いるもの か。 斬られ 


て 死ぬ ほうが 負けに きま つ てるじ ゃァ ねえ か」 

「おお 怖い！」 

と、 そばの 萩 乃が、 両袖 を 抱く ようにして 顔 をお おつ 

たの は、 笑み を 含んで こう 言い はなった ときの 源三郎 

の 身辺に、 一種 言うべからざる すごみが、 サ— ッと電 

光の ように 流れた からで。 

源三郎 づきの 伊賀 侍のう ちから、 首領 株の 数人が、 

這いだ すよう に 膝で 畳 をす つて、 つぎの 間から 現われ 

た。 源 三郎は 紙片 を 振り まわして、 

「コ レ、 これ を 見る がよ い。 丹 波め、 すっかり 臆病 神 

にと りっかれ たと みえて、 立ち あいの 判定がなければ 


ことわる と 申して まい つた」 

谷大 八が のぞきこんで、 

「フ フン …… お申し こしの 儀 は、 真剣勝負と は 申せ、 

柳 生 一 刀 流と 不知火 十 方 流の いわば 他流 仕 合いに つき、 

しと-つ 

相互の 腕 以上の 判定 者 を 立ち あわしむ る を 至当と す。 

よって 判定 者と して 適当なる 人な き 場合に は、 せっか 

くながら 御 辞退 申す の ほかな く —— ハ ッ ハツ ハツ ハ、 

峰 丹 波、 今にな つて 命が 惜しい と 見えるな。 虫の よい 

こと を 申して まい つたわ ィ」 

横合いから、 首 を さしのべた 他の 一人が、 その 先 を 

読んで、 


「 …… 判定な くして、 他流 仕 合い を 行なう は、 当 不知 

火 道場の かたく 禁ずる ところに つき、 か。 ハツ ハツ ハ、 

うまい 抜け道 を 考えた もんだ な」 

「それで は、 先方の 申す とおり、 判定 をつ けよう では 

ございませ ぬか」 

この 大 八の 言葉 は、 主君 源 三郎へ 向けられ ていた。 

ムック リ 起き上がった 伊賀の 暴れん坊、 ふところの 両 

ち 一 J 

手 を 襟元に のぞかせて、 頰づ えの ように 顎 を ささえな 

、、ゝ P ゝ 

力、 ら 

「おれ もそう 思って いたと ころ だ …… しかし、 この 判 

定は、 おれ 以上に 腕の たつ 者で なければ ならん と言う 


の だから —— 」 

源 三郎の 頭に、 このと き 影の ように 浮かんだ の は、 

つばめ 

隻眼 隻腕、 白衣の 右の 肩 をず つ こけに、 濡れ 燕 の 長い 

鞘 を 落し 差しに した ある 人の 姿。 

「だが、 左 膳の やつ は、 今ごろ どこに いるだろう。 用 

の あるとき はまに あわず、 用の ない ときに かぎって、 

き や つ 

ヒョ ックリ 現われる のが 彼奴 じ や」 

ポント 膝 をた たいた 源 三郎、 

「そうそう！ 兄貴に 頼もう。 兄 対 馬 守 を この 審判に 

あさか  じい 

引っぱり 出そう。 安積の 爺、 そち 大急ぎで、 林 念 寺 前 

の 上屋敷へ この 旨 を 伝えに 行って くれぬ か。 それから、 


すず リ  すみ 

大八、 硯と墨 を 持って まいれ。 もう 一度、 峰 丹 波に 笹 

の 便り を やる の だ」 

二 

麻布 林 念 寺 前の 上屋敷で。 

柳 生 対 馬 守が、 お 畳 奉行 別 所信 濃 守 を 招 じて、 種々 

日光 御 造営の 相談 をして いる さいちゅう、 取次ぎ の 若 

侍が、 縁の むこうに 平伏して、 

「ただいま、 妻 恋 坂より、 師範代 安積 玄心斎 殿が お 見 

えに なりまして) J ざいます」 


と 言った の は、 玄心 斎、 こうして 源 三郎の 命令で、 

さ ゆ 1 つきよ 

急遽、 使いに たった わけでした。 

みやま 

日光の 御山 を 取りまい て、 四十 里の 区域に、 お 関所 

を 打たねば ならぬ。 用材、 石、 その他 を 輸送す る 駅伝 

の 手 はず もき めねば ならぬ。 打ち あわすべき こと は 山 

ちくし ょラ 

ほどあって、 着手の 日 は 目 睫に せまって いるので す 

から、 対 馬 守 は それ どころではない。 

気が向かな いと 返事 をし ない 人 だけに、 例によって、 

知らん顔 をして いました が。 

安積 玄心斎 …… と 聞いて、 ピクッ と 耳 をた てた。 

弟 源三郎 につけて ある 爺が、 この 夜中に、 何事 —— ？ 


と 思った のです。 

「ナ 二、 安積の 爺が」 

しばらく 考えて、 

「別間へ 通して おけ」 

そして、 正面の 信 濃 守へ 向かって、 

「私用で 使いの 者が まいった ようじ や。 失礼ながら 座 

ざんじ 

を はずし まする。 暫時お 待ちの ほど を」 

起き あがって、 ，1 間の 広い お 畳 廊下へ 出た。 

ところどころに 置いた 雪^に、 釘 かくしが^ えて、 

長いお 廊下 は、 ずっとむ こうまで 一 眼です。 

小姓に 案内され た玄心 斎が、 そのと き、 すこし 離れ 


た 小 間へ 通される のが 見えた。 

無造作な 対 馬 守 は、 ス タス タと 大股に 歩いて いって、 

安積 老人の すぐ あとから、 その 部屋へ はいった。 

うしろ 手に ふすま をし めながら、 立った ままで、 

「なんじ や。 用と いうの を 早く 申せ」 

それへ 手 をつ いた 玄心 斎、 雪の ような 白髪の 頭 を 低 

めて、 

「殿に は、 いつに 変わらず 御 健勝の 体 を 拝し …… 」 

「挨拶な ど いらぬ。 なんの 用で まいった と言うに」 

「また ただいま は、 御 用談 中 を  」 

「客 を 待た して あるの じ や。 源三郎 から、 何 を 申して 


まい つたの だ」 

「殿と、 司 馬 十 方 斎 殿との あいだに、 源三郎 様と 萩 乃 

様との 御 婚儀の こと、 かたきお 約束な りたち ましたに 

ついて、 てまえ はじめ 家来 ども あまた、 源三郎 様に お 

供 申し上げて、 正式に この 江戸の 道場に のりこみ まし 

たに かかわらず —— -」 

対 馬 守 は、 源三郎 によく 似た、 切れの 長い 眼 を 笑わ 

せて、 

「そもそもから 始めた ナ。 長話 は ごめん じ やよ、 爺」 

ふくざい 

「ハ …… いえ、 しかるに、 先方に 思わぬ じゃまが 伏在 

いたしまして、 十 方 斎 先生のお 亡くなり あそばした を 


よい ことに 源三郎 様に 公然と 刃向かい ましてな」 

いんぼう ぐみ 

「わし は、 たびたび その 陰謀 組 を 斬って しまえと、 伊 

賀 から 源三郎 へ 申し送 つ たはず じ やが、 そのたび に、 

源 三郎の 返事 はき ま つ てお る —— かりにも 継母と 名の 

つくお 蓮の 方が、 むこうの 中心で ある 以上、 母に むか つ 

て 刃，. を 揮る こと はならぬ。 よって、 持久戦と して、 す 

わりこんで おる とのこと じ やつ たが」 

「ハツ、 その 間、 いろいろの ことが ござり ましたが、 

殿、 お喜びく だされ。 明 早朝 を 期し、 元兇 峰 丹 波と 源 

三郎 様と、 真剣のお 立ち あい をす る ことにな りました _ 

ついては、 先方の 申し出で により、 その 判定 を 殿に お 


願い 申そうと  」 

「馬鹿 言え！」 

叱咤した 対 馬 守、 早く も 半身、 お 廊下へ 出か かりな 

がら、 

「爺 も 爺で はない か。 そんな、 愚に もっかん こと を 申 

してまい つて。 帰って 源三郎 にそうい え。 自分の こと 

は、 自分で 処理すべし とな」 

安積 老人 は、 殿様のお 裾 をつ かもうと する ように、 


手 を さしのべて おいすがった。 

「もとより、 そのお 考え なれば こそ、 今まで 種々 大事 

しゅったい 

件が 出来いた しましても、 なにごと もお 耳に 入れず、 

無 言 の 頑張り 合い をつ づけて きたので ございま すが、 

明日 こそ は 丹 波 を 斬って、 源三郎 様が 道場の 当主に お 

直りに なろうと いう 瀬戸際 …… どうしても 先方で は、 

判定がなくて は 立ち あいせぬ と 申して おります ので、 

ホンの 型 だけ、 お 顔 をお 出しく ださる だけで 結構な の 

でございますが」 

「真剣の 果し 合いに、 判定 も 何も ある もの か」 

「もちろんで ございます。 そこが ソノ、 峰 丹 波の 逃げ 


道で) J ざいまして、 立ち あいなく して は、 他流と は い つ 

さい 仕 合いせ ぬと いうの が 不知火 十 方 流 の 条規 だ と 申 

したてて、 一寸のば しに、 逃げ を 張って おります わけ。 

殿様が お立ち あいく ださら ば、 丹 波め は、 仕 合い を 忌 

避す る 口実が なくなり ますので、 なにとぞ 源三郎 様の 

ために、 御 承諾く ださい ますよう …… 殿、 まッ、 この 

とおり、 爺から もお 願いいた します る」 

不審 顔の 対 馬 守、 

「それにしても、 なぜ その 審判役 を、 余に 持って まい つ 

たか、 それが わからぬ」 

「それ は、 その、 自分よりも、 また、 源三郎 様よりも、 


腕の 立つ お 人の 立ち あいがなければ …… という、 丹 波 

の 持ち出した 条件な ので」 

「自分よりも、 源三郎 よりも、 剣 技に おいて 上の 者が 

立ち あわねば、 勝負 をせ ぬと ナ」 

「峰 丹 波の 偉い ところ は、 おのれ をよ く 知っている こ 

とで ございます。 おのれ を 知る 者 は、 敵 を も 知る。 自 

分が 源三郎 様に、 とても 及び もっかな いこと は 百 も 承 

知。 したがって、 なんとかしての がれよう との 魂胆。 

おのれより 強い 者 は、 いくら も あるが、 源三郎 様の 上 

に 立つ 人 は、 ちょっとない。 そこで、 こういう 条件 を 

持ち出せば、 この 判定 者 は なかなか 見つかるまい とい 


う 見越しで ございます」 

「ふうむ、 それで 余へ 来たの だナ」 

「さようで。 いっぱし 困難な 条件 を 持ち出した つもり 

なのが、 殿が お 顔 をお 出しな されば、 丹 波 は ギヤ フン 

あした 

となって、 しかたなしに、 明日の 朝 源三郎 様に 斬られ 

て 死にます」 

き や つ 

「はは はは は、 ィャ、 そうか、 わかった。 彼奴の 策の 

上 を 行く わけ だな」 

対 馬 守 は、 ややし ばし 考えて おられ ましたが、 

「行って やりたい が …… ィャ、 私事 じ や。 たいせつな 

日光 御用 を ひかえ、 心身 を 清浄に 屎 たんければ ならぬ 


身が、 そのかん じんの 日光へ 出発 前に、 みにくき 死骸 

を 眼に する ような こと は、 こ リゃ玄 心 斎、 さしひかえ 

ねばなる まい テ」 

「しかしながら …… 」 

て つ しょう 

「それに、 暇がない。 今夜 徹宵 別 所 殿と 相談のう え 

—— 」 

対 馬 守が そこまで 言い かけた ときい きなり、 外の 廊 

下に 声が して、 

「殿 はこ ちらです か。 主 水 正で ござります。 ただいま、 

首尾よく 作 阿弥 を 説き ふせて、 つれてまい りました。 

溜りに 待たせて ございま すが」 


たまる 

「ォォ 田 丸 か、 ナニ、 作 阿弥が 出馬した と。 それ は そ 

れは 御苦労。 大成功 じ やった ナ」 

自分の 用事 は どこへ かスッ とんだ かたちで、 ポ カン 

としていた 玄心 斎へ、 対 馬 守、 何事 か 思いつかれ たよ 

うに、 二 ッコリ すると 同時に、 

「爺、 安心せ え ：：： 主 水 正、 ちょっと ここへ はいって 

来い」 

五 

お 蓮 様に は 逃げられる。 


源三郎 から は、 果し状 をつ きつけられる。 

なんとかして、 一 寸 のばしに 逃れようと、 立会人が 

なければ と、 笹の文 を 書き送つ たのに 対し。 

望み どおり 丹 波よりも、 源三郎 よりも、 一段 上の 大 

剣士が、 審判に 立つ から …… という 笹の 返事が、 折り 

かえし 源三郎 から 来た。 

広い 庭 をへ だてて、 笹に 結びつけた 手紙が、 二度 も 

三度 も 棟と 棟の あいだ を 往復した のち。 

提出した 条件が いれられた となると、 追い つめられ 

たも 同然の 峰 丹 波、 もはや なんの 口実 もない。 

やがて、 朝。 


庭の 小 広い 片隅に、 源三郎 について きている 伊賀 侍 

どもが、 ワイ ワイ 言いながら 仕 合 場の したく をして い 

るの を、 峰 丹 波、 こっちの 部屋で、 どんな 心で 聞いた 

ことか。 

ゆうべ 一 睡 もしない 血ば しった 眼に この ほがらかな 

朝の 訪れ は、 あまりに、 残酷に さえ 感じられる。 

あさひ 

実際、 瞳が 痛い ほどの、 キラ キラと した 金色の 旭 で 

今と なっても、 丹 波 は、 あきらめ がっき かねる。 

「あの 伊賀の 暴れん坊 以上の 腕き きが、 そうた くさん 

あろうと は 思われぬ が、 案に 相違、 簡単に 承知して、 


判定 人 を 出す と言うの だけれ ども、 い つ たい 何者で あ 

ろうな」 

ォロォ 口した 眼で 左右 を かえりみても、 誰 ひとり 返 

事 をす る 者が ありません。 

「心 あたり はない か」 

なに か、 よけいな 一 人が、 

「ことによ つ たら 事に よるので は …… 」 

「なんだ、 ことによ つたら ことによ るので は  と 

は？ なんの こと だ」 

「これ は、 ひょっと します ると、 あの、 隻眼 隻 腕の 白 

い 煙みたい な 浪人が、 飛び出して くるので は …… ？」 


丹 波に とって、 丹 下 左 膳 は 伊賀の 源三郎 以上のに が 

て。 

「アツ、 そうだ！ そうか もし れん。 あいつが いる こ 

と を 思いつか なんだ。 これ はまった く、 ことによ つた 

や？ 、 び 

ら事 による かもし れん。 ゥ— ム、 とんだ 藪蛇！」 

顔色 を 変えて いると ころへ、 

「おした くが よろしければ —— 主人が お待ち 申して お 

リま する」 

いやな こと を 言って、 源 三郎の ほうから 使いが 来た。 

もう、 やむ をえ ません。 

こうなる と、 さすが は 峰 丹： K。 スッ パリと 覚 がで 


きて しまった。 あばれる だけ あばれた うえで、 機 を 見 

て 逃げ出す だ けの こと だ！ 

たち 上がった 丹 波、 ふるえる 手で 袴の もも だち を 取 

りながら、 白 足袋の まま、 明るい 光の みなぎる 庭へ 下 

り 立った。 

肩 を そび やかし、 左手に さげた 愛 刀の 鯉口 を 切って 

足ば やに 庭の 隅へ —— 。 

眼く ばせ した 門弟 達 は、 まるでお 葬式に 列す るよう 

にう ちうな だれて ゾロゾ 口 つづく。 

もと 弓 場の あった あとです。 そこ だけ 立ち木が ひら 

いて、 地面に は バラ ッと 砂が まいて ある。 


濃い 影 を 土に 落として、 むこうの 隅に ガヤ ガヤた ち 

騒いで いる 伊賀の 連中の 中から、 着流しに 懐 手 をし 

た 源三郎 が、 例の 蒼白い 顔 を ゆがめて 笑いながら、 出 

て 来ました。 

こんちょう 

「ながらく 失礼つ かまつつ た。 今朝 はまた この 真剣 

勝負、 さっそく 御 承引あって かたじけない」 

皮肉な 挨拶。 

だが、 峰 丹 波 は、 それに 言葉 を 返す より、 何よりも 

気になって ならな いのは、 この 源三郎 よりも 腕 達者 だ 

という 今日の 判定 役。 

「お立ち あい は、 どなたで —— ？」 


と、 そこらの 人々 へ 眼 を 走らせた。 

ねこ ねずみ 

猫と 鼠 

「うむ、 その 儀 は  」 

まがお 

と 源三郎 が、 いつにな くっつ まし やかな 真顔で、 ッ 

と 身 を 避ける と  。 

うしろに。 


でつ ぶりした 中年の 侍が、 威儀 をた だして 立って い 

る。 

象の ような 細い 柔和な 眼、 抜け あがった 額鄱。 両手 

をう しろに まわして、 悠然た る 殿様ぶ リ …… 。 

大刀 を ささげ たお子 供 小姓 をした がえ、 小刀 を 前半 

にたば さんだ —— 柳 生 藩 江戸 家老、 田 丸 主 水 正。 

「兄で ござる。 兄、 柳 生 対 馬 守 …… 」 

ひきあ 

源三郎 が、 まじめくさった 顔で、 丹 波に 紹介 わせた _ 

そして、 主 水 正へ、 

「兄 上、 これなる 御仁が 当 不知火 道場の 師範代 II と 

いうよりも、 ながらく 拙者の じゃま をして こられた、 


峰 丹 波 どの …… 」 

むろん 名前 は、 日本 国 じゅう、 いかずちの ごとくと 

どろき わたって いる 伊賀の 殿様 だが、 峰 丹 波、 まだ 眼 

通り を 得た ことがない。 

対 馬 守のお 顔 は、 知らな いんです。 

で、 換え 玉な どと は、 もとより 思う わけもなく。 

ギヨ ッ とすると 同時に、 丹 波 はく ずれる ように、 土 

に 小膝 をつ きかけ た。 

r ャ？ これ は大 先生に ござ リ まする か。 そうと も存 

ぜず、 かかる 異様の いでたちに てま かりいで …… 」 

あわてて、 袴の 股 立ち をお ろそうと した。 


「お 見ぐ るし き 段、 ひとえに 御 容赦 を  手前 は、 た 

だ いま 源三郎 様よ リぉ 言葉の ぁリ ましたる、 峰 丹 波と 

申す る 未熟者 …… 」 

「ィャ ィャ！ その 御 挨拶で は、 かえって 痛みい る」 

田 丸 主 水 正、 なかなか どうして 芝居気が ございま す。 

すっかり 主君 対 馬 守に なりきって、 鷹揚に そっくり か 

えって いる。 

ゆうべお そく。 

やっとの ことで 作 阿弥 老人の 神輿 を 上げさせ、 トン 

ガリ 長屋から つれ 出して、 麻布の 上屋敷へ 引っ張って 

ゆく と。 


この 道場の 源 三郎の もとから、 安積 玄心 斎が 使者に 

来て いて、 もう ひとつ、 主 水 正の <§„ 令かった 役目と い 

うのが。 

あろう ことか、 藩主 対 馬 守に 化け こんで、 今朝の こ 

の 源 三 郎対丹 波の 真剣勝負に 立ち あう こと。 

「余の 顔 を 知らぬ の だから、 大丈夫 だ。 大名ら しく ふ 

る まえばよ い。 そちなら 勤まる であろう」 

と 対 馬 守が おっしゃった。 

そのつ もりで、 いい 気持に なって 来て いる 主 水 正、 

せいぜい 一 藩の あるじら しく かまえ こんで、 

「丹 波と やら、 マ、 マ、 立つ がよ い。 今 は、 正式に 眼 


どおり さし 許して おる という 場合で はない。 余 は、 単 

なる 判定 者の 資格で まいって おる のじ や。 余と 思わず、 

一 剣士と 思うて、 目礼 だけにと どめて おいても らいた 

い。 そうでな いと、 余が 困る、 うむ、 余が 困る。 アツ 

ヽソヽ I 

ノ しノ」 

かかたい しょう 

呵々 大笑し ました。 相当な ものです。 

立会人に、 あの 丹 下 左 膳で も 飛び出して くるので 

は 9 …… と、 おっかな ビック リ でいた 峰の 先生、 その 

左 膳の 上 を ゆく 柳 生 対 馬 守が あらわれ たのです から、 

もうなん といって もこの 試合 を、 のがれる すべ はあり 

ません。 


蒼白に 顔色 を 変えて、 

「大 先生のお 立ち あいと は、 身に あまる 光栄 —— 」 

と 言った が、 よほど 身に あまる とみえて、 全身が が 

たがた ふるえて いる。 

二 

猫と 鼠 …… では、 鼠 は 猫の 敵で ない にき まっている 

だが、 しかし。 

きゅうそ 

別の 場合 も あるので —— 世の中に は、 窮鼠 かえって 

猫を嚙 むと いう 言葉 も ある。 


いまが その 例の ひと つ。 

ちょっくら ちょっと あるまい と、 源三郎 以上に 剣 腕 

の 立つ 人 を 立ち あいに …… と、 こっちが 申し出た のに 

あに じゃひと 

対して、 望み どおりに、 剣の 上で も 兄 者 人た る 柳 生 対 

馬 守が、 判定 者！ 

もう、 のつ びきなら ない。 

と 思う と 同時に、 峰 丹 波、 今まで ふるえ おののいて 

きゅうそ 

いた 鼠が、 窮鼠に なった。 

どうせ 助からない 命！ 

とき まっている 以上、 すこし は パッと 十 方 不知火 流 

の 精華 を 発揮して …… やっと 武士ら しい 気持に 立ち も 


どった。 

のみならず。 

うしろに は、 おのが 弟子 ともいうべき 不知火 流の 門 

弟 どもが、 固唾をのんで ひかえて いるので すから、 こ 

こ は 丹 波、 いやで も 死に花 を 咲かす より ほかない。 

人間、 死ぬ 覚悟が できる と、 別人になる。 

もろもろの 物欲 我執に とらわれて いたのが、 この ご 

ろの 夕立の ように スッ パリと 洗い落とされて、 一時に 

開く のです、 心の 眼が。 

峰 丹 波、 落ちつい てきた。 

で、 今。 


丹 波 は その 新しい 眼で、 この 柳 生 対 馬 守 —— 家老の 

田 丸 主 水 正が 殿様の 役 を 買って出 ている 偽物と は 丹 波 

を はじめ 不知火 組 は、 それ こそ 誰 不知 奂 —— のよう す 

を、 じっと見な おしました。 

ところで、 にせ 物と いう もの は、 黙って いれば、 そ 

れで 通る 場合が 多い のです が、 ほん 物で ないだ けに 気 

が とがめる せいか、 とかく この 贋物に かぎって、 いろ 

いろと 口が多い。 よけいな 言葉 を 吐く。 

それに、 田 丸 主 水 正 は。 

一時で も、 この 源 三郎の 兄と なった ことが、 うれし 

くつ てうれ しくつ てた まらな いんです。 


い つも は。 

田 丸の 爺ィ、 田 丸の 爺ィ と、 呼び捨てに されて、 頭 

ごな しに どやし つけられ てきた。 箸に も 棒に も かから 

ぬ 若殿 様の 伊賀の 暴れん坊。 

いっとき 

この 一刻 だけ は、 かりにも その 源 三郎を 見お ろして、 

きめつける ことができ るので すから、 ィャ主 水 正、 大 

人気 もな く、 ついい い 心持ちに なつち やって、 

「オイ、 源 三郎、 早くした く をせ ぬか」 

「はい、 兄 上、 ただいま」 

と 源 三郎、 ちくしょう！ 田 丸の 爺め、 あとで 思い 

しらして やる！ と、 心中に 歯を食いしば リ ながら、 


近侍の すすめる 白羽 二重の 襻を 取って、 十字に 綾な 

してい ますと、 

「コレ コレ、 源三郎  」 

主 水 正、 また 始めた！ 

「丹 波 殿が お待ちで はない か。 この 期に およんで 気お 

くれが した か 源 三郎！ ャィ、 源 公！」 

そんな こと は 言わない。 

「気お くれ だと？ 爺め、 今 だと 思って、 ひで えこと 

を 言 や あがる」 

源 三郎が 低声に つぶやいて、 そ つとにら みつける と、 

主 水 正 は ケロリ とした 顔で、 


「無礼であろう ぞ源 三郎！ なんと いう 眼つ きをして 

兄 上 を 見る の だ。 眼が つぶれる ぞ」 

しかたが ないから、 源 三郎、 

「申し わけ ござり ませぬ。 勝負 は 時の 運、 ことによ る 

と、 これが 今生のお 見納め かと、 思わず、 兄 上のお 顔 

を あおぎ 見ました ので」 

「そんな 気の 弱い ことで どうす る！ ゥム？ 早く 立 

ち あえ 源 三郎！ ソレ、 刀 を 抜かぬ か、 源 三郎。 何 を 

してお る、 源 三 郎！」 

これ じゃァ 源三郎 がいくつ あっても 足らない。 


源 三郎！ 源三郎 …… ！ と、 まるで 源 三郎を 売り 

にきた ような 田 丸 主 水 正の 空い ばり を。 

したく をと とのえ ながら、 じっと 横 眼で 見守って い 

ヒ幸 ！ ^波。 

悪知恵の 本尊 だけに、 人の 悪知恵 を 見破る の も、 早 

ヽ o 

レ 

ハ ハァ！ これ は 偽物 だな と、 心中 ひそかに 思い ま 

した。 

が、 その 気ぶ り をお もてに も 見せず、 


「源 三郎 殿、 しからば …… 」 

としかつ めら しく、 軽く 頭 を 下げる と 同時に、 スラ 

さやば し  つるべお と 

リ鞘 走らせた 一 刀 は、 釣瓶 落しの 名 ある 二 尺八 寸、 備 

おさ ふね おおわざもの 

前 長 船の 大業物。 

秋の 陽 は、 釣瓶 落し …… 。 

しゅうじ つ 

というと ころから、 秋 曰の ごとく するどく、 はげし 

しっぷうじんらい 

く、 また 釣瓶 落しの ように 疾風迅雷に 働く というので、 

こう 呼ばれる 丹 波 自慢の 銘刀。 

五 尺八 寸 あまりの 大男。 肩な ど張リ 板の ように 真つ 

四角な のが、 大きな 眼 をす ごく 光らせ、 いま 言った 大 

刀 釣瓶 落し を 下段に 構え、 白 足袋の 裏に 庭 土 を 踏んで、 


つま 

ソッと 爪 だち かげん …… 。 

堂々 たる 恰幅。 

まさに、 千両役者の 貫禄です。 

丹 波、 横 眼 を 走らせて、 ひそかに、 立ち あいの 柳 生 

対 馬 守 —— ではない、 田 丸 主 水 正 を 見やる と。 

主 水 正 は、 化けの皮が はげ かかって いると は、 ちつ 

とも 知らないから、 

「二 雄 並びた たず。 丹 波 殿と 源三郎 は、 両立せ ぬ。 い 

ずれ か 一 方が、 命 を 落とす までの 真剣の 仕 合い じ や。 

コレ、 源 三郎、 ぬかりな く …… 」 

なんかと、 あくまでも、 伊賀の 暴れん坊の 兄貴ぶ つ 


てレ ます 

丹 波の ものものしい 構えに 対して、 源 三郎は 心憎い 

ほど 落ちつい ている。 口の 中で、 小唄 か 何 かうな つて 

い るよう すで、 

「いきます かな」 

ひとり 言の よう 口ずさみ、 抜き はなった 一 刀 をピタ 

つ まさ. 5 

リ青 眼に つけた まま、 ジ リリ、 ジリリ と、 爪先き ざみ 

に 詰めよ つて 行く。 

もう 草 露 も ほし あがる ほど、 夏の 陽 は 強く 照り わ 

すみ 

たって、 ムッ とする 土い きれが、 この 庭 隅の 興奮に 輪 

を かける のだった。 


さるす ベ り 

枯れ木に 花の 咲いた ような、 百日紅が 一 本、 すぐ 横 

せみ 

手に 立って いる。 そのこず え 高く、 やにわに 蟬が 鳴き 

だした。 

ジ ー ンと 耳に しみる その 声の みが、 この 瞬間の 静寂 

を 破る すべ て だ。 

源三郎 手付きの 伊賀 侍 も、 不知火 道場の 連中 も、 わ 

き あがる 剣 気に おされる ように、 その 取り巻く 人の 輪 

が、 思わずう しろに ひろがる。 

誰も 彼 も、 いざと いえば 抜く つもり。 

みな 一 刀の 柄に 手 を かけて。 

それと 見る より、 田 丸 主 水 正 は、 大声に 叱咤して、 


「双方 助太刀 無用！ 手出し をして はならぬ ぞ！」 

白扇 を斜に 構えて、 どなりました。 

これが、 峰 丹 波の 待って いた 機会！ 

かんぬ き せいがん  つ 

柳 生 流で いう 閂 の 青 眼 …… 押せ ども 衝け ども、 た 

たけ ども、 破りよう のない 伊賀の 暴れん坊の 刀 法に、 

手 も 足 も 出ない 丹 波 は、 もしつ ぎの 瞬間、 源 三 郎が動 

きを 起こせば、 まず、 その 一 刀 は 身に 受けず ばなる ま 

い。 ついに、 ここで 命 を 落とす のかと、 こう 頭に ひら 

めいた のが、 窮鼠の 彼に 意外な 活路 を 与えた に 相違な 

いのです。 

「ごめん！」 


とうめ きざま！ 血迷った か 丹 波、 突然 その 釣瓶 落 

し を振リ かぶる が 早い か、 それ こそ、 秋の 日なら ぬ 秋 

しゅうそうれつじつ 

の 霜、 秋霜烈日の いきおいで、 大上段に 斬りつ けたの 

です。 

源三郎 へ？ 

峰 丹 波の 烈刀、 釣瓶 落し は、 やにわに うなり を 生じ 

て 動 発した。 

当の 相手、 伊賀の 源 三郎へ 向かって？ 


、， な 

否！ 

かたわらに 立って いた、 判定 役の 柳 生 対 馬 守 …… 実 

は 田 丸 主 水 正 を 目が けて。 

これが 本当の 対 馬 守で したら、 ちっとも あわてずに、 

手に していた 扇子で 釣瓶 落しの 白刃 をみ ごとに 横に は 

らい 流した —— などと いう、 よく 名人 妙手に まつわる 

伝説 的 逸話が、 もう ひとつ ふえた かもしれ ない が。 

そこ は 悲しい かな、 偽物の 柳 生 対 馬 守。 

だいたい この 江戸 家老と いう もの は、 殿様が お 国 詰 

めの あいだ、 在府の 諸家 諸 大名と 交際す るの が、 その 

本業。 


いわば 外交官。 

いくら 武を もって 鳴る 柳 生 藩の 家老で も、 どっち か 

といえば 文官であって、 主 水 正、 武人で はない。 

です 力ら 

このと き 主 水、 すこしも さわがず  と はまい り ま 

せん。 

おおいに さわいだ、 見苦しい までに。 

「ナ、 何 をす る！ これ、 気で も ふれた か」 

泣く ような 悲鳴 を あげて、 横つ とびに スッ 飛んだ 主 

水 正、 今まで 気どり かえっていた 殿様 役 も、 すっかり 

忘れて、 


「は、 発狂され たか！ ヮ、 わし は 相手で はない。 わ、 

若君、 ゲゲ、 源三郎 様が、 貴殿の 敵で はない か」 

その あわてぶ りが、 よほどお かしかった と 見えて、 

人の 悪い 源三郎 は、 刀 を 引いて ゲ ラゲ ラ 笑いだ してし 

まった。 

みち 

これが 唯 一 の 逃げ路と、 丹 波 は 一 生 懸命、 

「偽物 ッ！ からくり は 見抜いた ぞ！」 

叫びながら、 釣瓶 落し を まっこうに 振りかざして、 

なお も 主 水 正目 ざして とびこもう とする。 

「柳 生 対 馬 守に、 この 丹 波の 刀が 受け止められぬ はず 

はない。 失礼ながら 打ち こみます ぞ、 対 馬 守 様！」 


大声に 叫びながら、 丹 波 は 一心に 主 水 正へ 斬って か 

かる。 

ごじん 

「待った！ 待った！ とんだ 気ば やの 御仁 じ や。 わ 

し は、 ただ、 殿の 言いつけで まいった だけで、 近 ごろ 

もって 迷惑 至極！」 

周章狼狽 をき わめた 主 水 正 は、 立ち木の 幹 を 小楣に 

とって、 

「コ レ、 人違い じ やという に、 わし は 対 馬 守 様で は ご 

ざらぬ。 家老の 田 丸 —— 」 

丹 波 はこれ で、 一時の がれに 命 を 拾おうと いう 気 だ 

から、 


「田 丸 もた まらん も ある もの か。 サァ、 判定 役の 手腕 

から 先に、 見参いた したい」 

「もし！ 源三郎 様ッ！ 笑って ばかりい ずと、 この 

無法者 を、 お取りお さえく ださい」 

立ち木 を 中に、 二、 三度 堂 々めぐり をして、 猫と 鼠 

のように 追いつ 追われつ していた 主 水 正 は、 機 を 見て 

いっさんに 裏木戸から、 外の 妻 恋 坂の 通りへ 抜け出し 

てし まった。 そして、 ほうほうの 体で、 麻布 林 念 寺 前 

の 上屋敷へ 引き あげてい つたが —— 。 

峰 丹 波 も ガッチ リし たもので、 釣瓶 落し を 鞘に おさ 

めた 彼、 悠然た る 態度で 源 三郎の 前へ 引つ かえして 来 


た。 

「条件が 違う では ござらぬ か、 源三郎 殿、 拙者よりも 

貴殿よりも、 一 段と 業の 上の 者が 判定に 立ち あう ので 

なければ、 他流 仕 合 は、 いっさい ごめんこうむる。 こ 

おきて 

れが、 当 十 方 不知火 流の 锭 じ やと、 申し いれて ある は 

ず。 この 始末で は、 今日の 立ち あい はお 流れ、 お流れ 

…：- J 

はくせん 

と 丹 波 は、 白扇 を ひらいて、 自分 を あおいだ。 

ひとみば しら 

人身 柱 


日光 を 見ない うち は、 結構と 言うな かれ …… その 結 

構の 入口 は。 

例の 杉並木で すな ァ。 

すばらしい 杉の 古木が、 亭々 と 道の 両側に 並ぶ 下 を、 

「エイ！ 下にお れィ！ 下にお ろう ッ！」 

と、 一 里 も つづく 長い 行列が、 いま 浮世絵の ように 

通って いるの は、 江戸 は 麻布の 上屋敷 を 発して 来たお 

さく じぶ ぎよ う 

作 事 奉行、 柳 生 対 馬 守 様、 つづく 一行 は 同じく お 畳 奉 


行、 別 所信 濃 守 様のお 供ぞ ろい。 

干瓢 と 釣り天井で 有名な 宇都 宮の 町もう ち 過ぎ、 

あれから かけて、 徳 次郎、 中徳 次郎、 大沢、 今巿 …… 

そして、 お 行列 は、 今や この 日光 例幣使 街道の 杉の 

並木に、 かかって います。 

たいそう 古い こと を 言うよう です が、 あの 杉並木 は 

慶安 元年に 駿 河の 久能 山に 葬った 権現 様 を、 御 遺言で 

日光 山に 改葬し、 東照宮 を 御 造営の 折り、 譜代 外様 を 

問わず、 諸侯き そって いろいろな 寄進 をな された。 

なにしろ、 徳川家のお 髯の塵 を はらう のが、 当時の 

大名の 何よりの 保身術だった から、 われもわれもと 知 


恵 をし ぼって、 すばらしい 寄進の あつたな かに。 

このと き。 

まっした うえもん だ ゆう みなもとの まさつな 

造営 総 奉行の 一人に、 松 下 右衛門 太夫 源 政綱と 

いう、 これ は、 武州川 越の 城主で したが。 

「オイ、 困った な。 みんなが みごとな 寄進 をす るのに、 

何も 献納 せんとい うこと はで きないが …… 」 

「と 申して、 どうも 当 藩 は、 お 台所の つごうが よくご 

ざいません。 そうです ナ、 何 か 植え もので もな されて 

ま  」 

「ゥ ム、 それ はいいと ころへ 気がついた。 木 は 生き物 

だから、 のちに なって みごとな 風物 を 作り ださんと も 


かぎらぬ」 

というよ うな ことで、 貧乏の 苦し まぎれに、 見す ぼ 

さんない 

らしい 杉 苗 を、 あの 街道 筋と 山 内 一帯に 植えて、 献納 

したの だった。 

川 越の 殿様なら、 お 芋で も 植えそう な もの だが …… _ 

寛 永 元年から 慶安 元年まで 二十 余 年の 苦心で 植えた 

のです。 

その 延長 は、 東照宮 付近から 今巿に 出て、 三方に 別 

かぬ ま  ふば さみ 

れ、 鹿 沼 街道 は 三 里 十五 町、 文 挟の 先まで —— 宇都 宫 

街道、 会津 街道 は、 おのおの 二 里 十六 町、 まさに 天下 

の 偉観です。 


当時 はヒ ヨロ ヒ ヨロ の 貧弱な 苗で いかにも 献納者の 

懐具合 を 語 つてい るよう だった 杉の 若木が 、 今では 日 

りんかんび 

本の 輪奐 美に、 うるわしい 調和 を 見せて、 寄進 元の 頭 

の 良さ を 示して いる。 

「ずいぶん 苦しい 思い をして、 この 杉 を 植えた ので あ 

ろう」 

今、 杉の 下 を 通りながら、 お 駕籠の なかの 対 馬 守 様、 

同病 あい あわれむ で、 そんな こと を 考えて いる。 

「昔から 日光の ために は、 貧乏な 大名が、 みな 泣かさ 

れ てきた の だ —— 」 

大金の 所在 をのむ こけ 猿の 茶壺 は、 いまだに 行方が 


わからない。 

困って いる 柳 生 藩 を 見 かねて、 愚 楽と 越 前 守の 取り 

なしで、 あの 贋の 茶壺 を 庭の 松の木に 引っかけ 一夜の 

うちに 上屋敷の 隅へ、 この 日光に 必要な だけの 入費 を 

埋 ずめ ておいて 柳 生 を 助けた。 

いわば、 吉宗 公の ポケット マネ— で、 やっと こうし 

て 造営に 出て こられた のです から、 対 馬 守 さま、 内心 

おもしろくない ことおび ただしい。 

それにつ けても、 こけ 猿 はい まどこに ある？ 

思う の は、 この ことば かりです。 

殿様の 身が わりに 真剣勝負に 立ち あ つ たば つ かりに、 


すんでの ことで 峰 丹 波の 一 刀 を 浴びる ところだった 田 

丸 主 水 正、 今 は 騎馬で、 この 行列に 加わって います。 

つまさき  はちい しまち 

爪先 あがりの 鉢 石 町 を、 お 行列 は 静かに 登って ゆく _ 

そうそう 

淙々 と、 瀬の 音が 耳に 入って くるの は、 激流 岩に く 

ひまつ  おおや 

だけて 飛沫 を 上げる 大 谷川が、 ほど 近い。 

しんきょう 

神橋 はこ こに かかって いるので す。 日光 八景 中 第 

やま すげ せきしょう 

一 の 美と 称せら るる 山菅夕 照。 

じ やばし 

有名な 蛇 橋の 伝説に 昔 をし のびながら、 大 谷川の さ 


さやき を あとに して、 老杉 昼な お 暗い 長 坂 をの ぼり ま 

すと、 神輿 旅所と して 知られる 山 王 社が ある。 

柳 生 対 馬 守、 別 所信 濃 守の 造営 奉行 仮役 所 は、 前 も つ 

てこの 山 王の そばに しつらえて ある。 

このと きのお 作 事の 模様 を 書いた もの を 見ます と、 

ごばんしよ しろく 

御 番所 史録 に、 

一 、 柳 生 対 馬、 別 所信 濃両 奉行 登晃、 御宮 御修覆 

にっき、 御山 内に 御 普請 小屋 を 設け、 ただちに 

火消しに 関する お触れ 書 を 出す。 

一 、 翌日より 大工 頭、 下 奉行 等 社家 一 同の 先達に 

ごほんし や  かリ でん  おたびし よ 

て、 御 本社、 拝殿、 玉垣 を 始め、 仮殿、 御旅 所 


にいた るまで 残らず 見 分。 

こうな つ ております。 

建築 事務所 ともいうべき、 仮り の 造営 奉行所へ お 帰 

りに なった 対 馬 守 は、 

「よい か。 人夫 は、 おのおの その 村な り 町な りに おい 

て、 宗門 を 改めてから 出させねば ならぬ ぞ」 

あの 朝、 峰 丹 波の 一刀から のがれて、 三十六計 を 用 

いた 田 丸 主 水 正、 早々 林 念 寺の 上屋敷へ たち 帰って 申 

した ことに は、 

「何やら、 先方から 苦情が 出まして ナ、 今朝の 立ち あ 

いは 中止に なり ましたて。 丹 波め と 源 三郎康 と、 まだ 


いろいろと 論議して おられ ましたが、 私 は、 そのまま 

にして 帰って まいりました。 あの 分で は、 妻 恋 坂の 道 

場で は、 まだ 当分 にらみ 合いが つづく ことで ござ いま 

しょう」 

などと、 いいかげんな 報告 をして、 殿の 御前 をと り 

つくろ つ てし ま つ た。 

そして、 その 翌々 日。 

げんじょう 

主君 対 馬 守のお 供 をして、 この 日光の 現場へ 向け、 

江戸 を 発足した のでした。 

へんてこな 腰元と して、 対 馬 守 様のお 側近く 使われ 

しんぎ 

ている 櫛 巻のお 藤 姐御。 さて は、 こけ 猿の 壺の 真偽 鑑 


定 役に、 はるばる 伊賀の 柳 生の 庄 から 引っぱり 出され 

てきた 奇跡的 老齢 者、 あのお 茶師の 一風 宗匠、 この 二 

人 を はじめ。 

それから。 

こうだい のしん 

高大 之 進 を 隊長に、 こけ 猿 探索 を 使命と する 

しょうへいかん 

尚 兵 館の 連中、 これら は、 まだ、 まだ 江戸の 上屋敷に 

残されて いて、 一緒に 日光に 来て いるので はあり ませ 

ん。 

そこで。 

何しろ 主君の すぐ 下にあって、 慣れない 普請の 指揮 

をす るので すから、 田 丸 主 水、 からだが いくつあって 


もた まらない ほどの 忙し さ。 

「ええと、 人夫 は、 二十 五 歳から 五十 歳までで した ナ。 

えいせん  ひるめし リ よう 

永 銭で 昼夜の 手当、 および 昼飯 料 をく だされる …… 

確かそう で ございまし たな？」 

「知らん。 其方よ きに はからえ」 

「それで は 困ります。 すべて この 御 公儀のお 仕事に は、 

在来の 慣例と いう ものが ござります るで  さよう、 

日光 山から 四十 里のう ち、 女子 十三 歳から 二十歳まで 

の 者 は、 木綿糸 一 か 月に 一 人に つき 一 反 分 を 上納 させ、 

その 村々 の 役人 これ を 扱い、 その 糸 を 二十 三 歳から 四 

十 歳までの 婦女子に 与えて、 これ を 一か月 間に 白 布 一 


ちょうじゃく  ぬの 

反ず つ 長 尺に 織り あげさせ、 布の 端に その 村の 地名 

を 書き、 それぞれ 役人が あずか リ おいて、 命令に よつ 

えきそう 

て ただちに 駅 送す る。 こうで ございま したな？ 実に 

どうも ややこしい かぎりで …… ところで、 お 関所のお 

手配 は？」 

今 この 主 水 正の 言った、 お 関所と いうの は。 

ごさく じちゅう 

日光 御作 事 中、 仮り に こしらえる もので。 

なみき もと むら  しもゆき むら  かぬ ましん でん 

このと き は、 並木 本 村、 下 幸 村、 鹿 沼 新田の 三 か 所 


さきてし ゆう 

に、 御 造営 中 あらたに 関所 を 設け、 お 先手 衆 ひと 組ず 

とし 

つ 年番で 勤めた ものです。 

ふえふき 

この 制度 は、 箱 根、 笛吹 両 関所に 準じ、 出入りと も 

ゆきき 

手形 割符 を 照らし あわせて、 往来 を 改める。 

なかん ずく。 

五貫目 以上の 荷物 は、 たとえ 官の ものと はいえ ども 

その 品 を 改める のが 例定 にな つ ておりました。 

山 王 わきの 普請 奉行所に は 、 正副 両 造営 奉行 を 取り 

まいて、 昼夜を分かたず、 評定 やら、 打ち あわせ やら 

に、 眼の まわる ようない そがし さ。 

かきもの やく 

書物 役が 筆 を 耳に はさんで、 広間 をゥ ロウ 口し なが 


ら、 主 水 正の 姿 を 探す。 

「こうお 山開きに 手間 どって は、 お 事 始めは 棟梁 だ 

け 登山 させて、 式 を あげ るんで ございま しょうか」 

他の 一 人が、 誰に ともなく 大声に、 

「もう 組 分け は、 すみました かな？ すんだら 一 遍勢 

ぞ ろい をして、 顔 を 見 おぼえて おかん ことに はつごう 

が 悪い テ」 

「御 家老 殿 も、 先刻 そのような こと を おっしゃ つてお 

られ た。 いちおう 田 丸 どのに たずねら るるが よい」 

「田 丸 様 は ただいま どちらに？」 

「サ ァ、 殿の 御前 じ やろう」 


と、 言いす てて、 一人 はいそが しそうに 行って しま 

、つ。 

この、 組 分けと 申します の は …… 。 

いろはの 仮名文字で 組 を 分けて 大工 二十 五 人に 棟梁 

二人、 諸 職 五十人、 雑役 三十 人、 合わせて 百 七 人 を 一 

組と 定めて、 これ を 印 をつ ける。 

ぬ し かざ リ  みがきし  いしく 

塗師、 鍩 職人、 磨師、 石工な ども 二十 五 人 一組の 定 

めであった。 むろん 一同 は 山へ 上がった が 最後、 頭 

だった もの は 町 小屋、 諸 職人 は 下 小屋に 寝と まりして、 

しゅんこう 

竣工 まで 下山 を 許さない のです。 

かきょう 

もし 工事中に、 これらの 者の 家郷に 不幸が あった 場 


合に は、 さっそく 本人 を 小屋から 出した のち、 金剛、 

普賢 両院の 山伏 を まねいて、 その あと を 払いき よめる 

ことにな つ ていた。 

そのほか、 この 日光 御 造営に ついては、 あらゆる 場 

合に 応じて、 実に こまかい お定め 書が あった もので。 

やがて、 この 造営 奉行所の 表の 間に、 一枚の 大きな 

掲示が はりだされた。 所 内 を 右往左往 する 人が ドッと 

一時に そっちへ かたまって 行って、 ワイ ワイ 言って あ 

おぎ 見て いますから、 何かと 思 つ て 読んで みます と… 

今回の 大修覆 担当の 諸 職の 貼り 出し、 


だ い くが しら 
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しいな ひょうご 

椎名兵 庫 

このと おり、 当時の 名人 巨匠 を 網羅した 中に、 ちゃ 

ん とわが トン ガリ 長屋の 作 爺さんが 加わって いるの だ。 

このほかに。 


画 方 

ぬ し 

塗師 

か さ リが た 


ほんしゃ  まき え  えんさい  た まが き  からもん 

本社 は 大工が 誰で、 蒔絵が 円 斎、 拝殿、 玉垣、 唐門、 

ご ま ど う  かぐら でん  みこし や  りんぞう  みずや  うまや 

護摩堂、 神楽 殿、 神輿 舎、 廻 廊、 輪蔵、 水屋、 廐、 

おとも じょ 

御 共 所 …… 等、 それぞれ 持ち場 持ち場に したがって、 

人と 仕事が こまかに わかれて いる。 

ちょうど このと き。 

この 造営 奉行所の 奥深く、 人 を 遠ざけて たった 三人、 

とく あし 

五徳の 脚の ようにす わ つ ている 影が あ つ た。 

ひとばしら 

人柱 という ことがあります。 


今 この 言葉 は、 単に、 犠牲と か 身 を 埋め草に すると 

か いう 抽象的な 意味に 使われて いますが。 

むかし は 実際にあった のです。 この 人柱と いう こと 

vr  o 

力 

もっとも、 確かな 史実が 残って いる わけで はない が、 

各地 方の いろいろな 伝説 や 口碑で、 事実、 人ば しらの 

ことが おこなわれ たと 信ずべき 節が あるので す。 

大 建築 ゃ大 土木工事の 場合に、 あるいは 土台 を かた 

める ために、 あるいは、 迷信から 来て 神の 意 を 安んじ 

ようとい う 心から、 生きた 人間 を 柱の 根へ 打ち こんだ 

り、 橋杭 を だかせた まま 河へ 沈めたり する …… これ を 


人柱と いう。 

なかで も、 有名な の は —— 。 

き じ  ながらが わ 

「雉子 もなかず ば 射 たれまい」 の 長柄 川の 故事で、 こ 

れは 誰でも 知ってい ますが。 

弘仁 のころ とか、 長柄 川に 橋 を かけよう という 大工 

事です。 何千と いう 人夫、 大工 を 使い、 幾 万の 費用 を 

つぎこんでも、 濁流とう とうと 渦まい て、 水の 力 はお 

さえるべく もありません。 さかまく 水勢 を ながめて、 

きょうしゅ 

拱手 傍観の ありさま。 

橋 はいつ できる かわからない。 

せきしゅ くうけん 

赤手 空拳の 人間 力と、 自然との たたかい —— あふれ 


ん ばかりの 大河 を はさんで、 木材 や 石 を かついだ 

烏帽子 水 干の 人た ちが、 蟻の ように 右往左往 する 場面 

を 想像して ください。 

すると  。 

誰い うとな く、 水神に 人柱 を ささげねば、 橋 はとう 

ていか かりつ こない という 噂が、 両岸の 群集の あいだ 

に とんだの です。 

そこで。 

この 人柱に なるべき 者 を とらえる ために、 関所 を設 

けて、 長柄の 役人が 詰めている ところへ、 たまたま 通 

たるみ むら  いわう じ 

リ かかった のが 垂水 村の 岩 氏と いう 人。 


「なんの 騒ぎです」 

と 人々 にきいた 岩 氏 は、 よせば いいのに、 

はかま  つ 

「はは ァ、 それ はなんで もない ことじ や。 袴に 継ぎ 

の ある 者 を 見つけだして、 それ を 人柱に すれば よい。 

なんと 名案であろう がな」 

と 言った。 

いいだした ものが 当たる というの は、 よく ある こと 

で、 袴の つぎと は おもしろい 思いつき だとい うので、 

一 同が めいめいの 袴 を あらためて みると。 

なんと！ 岩 氏 自身の 袴に 横 継ぎが あった。 で、 

否応なしにつ かまえられて、 岩 氏 はこの 長柄 川の 人柱 


にされ てし ま つたので す。 

とむら 

この 岩 氏の 娘に、 非常な 美人が あった。 父の 弔い 

に 大願 寺 を 建て、 一生 孤独で 終わろう としたの だった 

が、 その 並みなら ぬ 容色に こがれて 言いよ る 若者のう 

ちで、 ひときわ 熱烈な ひとりの 情に ほ だされて、 河内 

きん や  か 

の禁 野の 里に 嫁した のです。 

しかし、 父の 最期に こりて、 口 は わざわいの もとと 

ばかり、 かたく 口 をと ざして 啞で おしとお したので、 

いくら 惚れた 男で も、 これで は 人形と いるよう でお も 

しろくない。 

たるみ 

結婚 解消 …… となって、 女は垂 水の 実家へ 送り 帰さ 


れる 途中 —— 。 

交野の 辻と いう 野原が あります。 そこへ さしかかる 

き じ 

と、 鳴いて 飛びた つた 一 羽の 雉子が、 あわれに も かり 

うどの 矢に 射お とされる の を 見て、 娘 は 父の 悲しい 思 

い 出 を 連想し、 駕籠の 中から、 

「物言 はじ 父 は 長柄の 人柱、 なかず ば 雉子 も 射 たれ ざ 

らまし」 

有名な おはなしで ございます。 

さて、 今 この 日光 造営 奉行所の 奥の 一 間に は —— 。 


ものい 

「物言 はじ 父 は 長柄の 人柱 —— 」 

この 歌 を よんで 泣いた 女の 心 を はじめて 知った 良人 

は、 そうで あつたか、 あの 父の 死 を 悲しんで 啞を 通し 

ていたので、 自分に 情の ない わけではなかった のかと、 

もとの 鞘に おさめて、 あと 仲よ く 暮らし、 その 交野の 

辻に は 雉子 塚 を 作り、 三本の 杉 を 植えて 長く 記念に し 

たという。 

そのほか、 人柱の 伝説 は、 諸国に たくさん つたわつ 

ております。 

そこで、 今。 


山 王 わきの 日光 修営 奉行所の 奥の 奥、 壁の 厚い 一 間 

もくねん 

に、 三人の 人影が 黙然と 腕 を こまぬ いている。 

壁の 厚 いのは、 密談の もれ 聞こえる の を 防ぐ ためで、 

工事の 進行 程度、 経費の 件 その他に、 この 日光 造営に 

はいろ いろと 秘密が 多かった ところから、 奉行所に は、 

かならず こうした 密室が 一 つ 二つ 造られた もので。 

「それで は —— 」 

と 言い かけて、 ものおじし たように 他の 二人の 顔 を 

交み に 見 くらべた の は、 お 畳 奉行 別 所信 濃 守。 

蒼白の 額に、 深い 縦 じ わ をき ざんで、 暗く 沈んだ 声 

なの は、 よほどの 重大 事を議 している らしい。 


かすかに 眼 を 上げて、 別 所信 濃の 言葉の 先 を 待って 

いる 二人と はいう まで もな く、 柳 生 対 馬 守と、 家老 田 

丸 主 水 正。 

何やら ものものしい 空気が、 その、 しめきって ムッ 

とする 室内に、 こもって います。 

ごまどう 

「護摩堂の 壁へ —— という 話で あつたが —— ？」 

「は」 

主 水 正と 対 馬 守 は、 チラと 眼 を かわした が、 すぐ 対 

馬 守が、 ひとり 言の ように つぶやき つづけて、 

「かの 有名なる 寛 永の 御 造営 は、 永久の 策 としてもろ 

もろの 計画が あつたの じ やった が、 完成の あかつき、 


その 結果 はすべ て 裏ぎ られ て、 そのの ちたびた び 修繕 

を 加えねば ならぬ ことと なった のじ や」 

と 対 馬 は、 こんど この、 日光 をお 引き受け する につ 

とく 

いて、 家臣 を督 して 調べさせた 日 光修 覆に 関する 文献 

をボッ ボッと 思い出しながら、 

「御 公儀が、 この 一 一十 年 目 ごとの 日光お 直し を 思い つ 

かれた の は、 それから じ やそうな」 

「ハツ、 まさに そのと おりで」 

あと を 受けつ いだ 主 水 正 は、 指 を 折って 数えて、 

しょ ラほラ 

「正 保 二 年、 承応 三年、 寛 文 四 年 九月、 延宝七 年 …… 

と、 ちょっと 数えましても、 実に おびただしい 御修覆 


の 数々。 ところで、 そのい ずれの 場合に も、 まずい ち 

ばん 先に 損じて お 手入れの 必要 を 生ずる のが、 いつも 

きまって あの 護摩堂の 北側の 壁 —— 」 

「こんど もそう だとい うこと です。 で、 日光 役人 はた 

えず その 護摩堂の 北側の 壁に 気をつけて おって、 そこ 

が 破損し かけて くると、 いよいよ 他の 部分 も大々 的に 

つくろい を ほどこさ ねばならぬ 時期が 来た こと を 知り、 

ただちに 江戸 表へ 具申して、 そこで、 あの、 城 中大広 

くじ 

間 の 金魚 籤 となり、 そのと きの 造営 奉行 をと りき め る 

という、 こういう 手順 だそう で」 

「実に 面妖な 話 じ や」 


対 馬 守の 眼が、 キラ リと 光った。 

三人 をつな ぐ、 三角形の 中点に 置かれた 燭台 ひとつ、 

そのうつ ろい をう けて、 三つの 顔 は、 赤 鬼 青 鬼の 寄り 

あいのよう …… 。 

「なに か あの 護摩堂の 北側の 壁に、 たたりで も あるの 

では …… 」 

「サ、 そこで、 こんど あの 壁へ 人柱 を 塗り こんで は I 

I という、 この 相談 も 持ち あがりました ような わけ I 


何 を 思った か 対 馬 守 は、 大声に 笑い出して、 

「こんどの この 造営に 際して、 その 問題の 護摩堂の 北 

側の 壁へ、 生きた 人間 を 人柱に 塗り こめねば ならぬ… 

…と 言い出し たの は、 いったい 誰 じ や？」 

別 所信 濃 も 主 水 正 も、 答えません。 

シ ン と 無気味な 静寂が 、 この 狭い 密室に 落ちる。 

「昔から 人柱 は、 言い出した 者へ 当たる と 申す こと だ 

ぞ。 主 水、 お前で はない か、 さような こと を 言い はじ 

めた の は」 

ギヨ ッ とした 主 水 正、 このあいだ 妻 恋 坂の 司 馬 道場 


で、 峰 丹 波に 斬りつ けられた ときよりも、 もっと あわ 

てて、 

「ト、 とんでもない！ 私が なんで そのような こと 

を！」 

と、 両手 を 眼の 前に 立てて、 しきりに 手 を 振る。 

じっとみ つめていた 対 馬 守、 意地の 悪そう な 微苦笑 

とともに、 

r ソラ ソラ！ その 手が、 壁 を 塗る 手つきに そっくり 

じ や。 どうも 主 水、 この 人柱 は 其方へ 落ち そうじゃ ぞ」 

ま さお 

主 水 は 真つ 蒼に なって、 

「ジ ョ、 冗談じゃありません」 


と、 ピ タリと 両手 を 膝へ おろして しまった。 

これに は、 別 所信 濃 守 も 微笑しながら、 

「しかし、 言い出した ものが 人柱に 当たる という こと 

は、 昔から よく 例の ある ことで」 

「されば さ」 

対 馬 守 は 重々 しく、 

いずもの くに まつえ 

「出 雲 国 松 江の 大橋を かける とき、 人柱 を 立てる こと 

になった が、 誰もみ ずから すすんで 犠牲に なろうと い 

う 者 はない。 そのと き、 源 助なる 者が、 着物に 継ぎの 

ある 者 を 探して 人柱に するがよいと 言い出した ところ 

が、 調べて みると、 その 源 助の 背中に 横つ ぎが 当たつ 


ていたので、 いい 出した 源 助が 人柱に 立てられ、 これ 

で、 さしもの 難 工事 も 落成し、 源 助 は 死後 長く 橋桁 を 

守って いまだに 源 助 柱と い う 名が 残って おる と 申す。 

どうじ や ナ主水 正、 貴様 も、 もう 年に 不足 は あるまい。 

今にな つて たれかれと 人柱 を 探す より、 貴様、 その 護 

摩 堂の 壁へ はいって、 主 水 壁 …… ィャ どうも、 これで 

は 語呂が 悪い。 田 丸 壁、 はは はは は、 ひとつい さぎよ 

く 人柱に 立たん か」 

「殿、 御 冗談が 過ぎます る」 

滅相 もない という 顔で、 主 水 正が 平伏す るの を、 別 

所信 濃 守 は 静かに 見やって、 


「ィ ャ、 柳 生 殿、 護摩堂の 人柱 は、 婦人と 子供 II そ 

おやこ 

れも、 母子 づれが もっともよ いという ことで」 

助かった ように 主 水 正 は、 顔 を 上げました。 

「ソレ ごろうじろ。 かかる 老骨で は、 絢爛 をき わめる 

かの 護摩堂の 人柱に は、 役 だち 申さぬ、 ァァ 助かった」 

「さよう か。 女と 子供、 しかも、 母子 二人で なければ 

ならぬ とナ、 ハァテ …… 」 

からき  ごうてんじょう 

この 護摩堂の 天井 は 唐 木の 合 天井 になって ぉリま 

して、 そこに 親 獅子 仔 獅子の 絵が かいてあった —— 今 

かのう ひでのぶ 

はない けれども —— その 母 獅子の ほう は、 狩野秀 信の 

乍。 


仔 獅子の ほう は、 秀 信の 子 狩 野 助 信の 筆 だと 伝えら 

れ ていた。 

そのせ いでし ようか、 この 護摩堂の 壁に 母子の 人間 

を 塗り こめなければ、 こんどの 大 造営 は 成功し ない… 

…たれ 言い出した ともなく、 今こう いう 話が 持ち 上 

が つてい るので す。 

「それで は、 通りが かりの 旅人 を ひっとらえて、 人柱 

に 塗り こめる より ほかみ ちが あるまい。 主 水！ そち 

かぬ ましん でん  で ば 

に 一任いた す。 鹿 沼 新田の 関所に 出張って、 しかるべ 

き 母と 子の 旅の 者 を 物色いた せ。 極秘に ナ —— ぬかる 

ま い ぞ！」 


おやこた び どうぎ ようふた リ 

母 娘 旅 同行 二人 


「ォ ゥ、 そこに 立って るの はお 美 夜ち やん じゃァ ねえ 

か」 

ひしゃく 

こう 声をかけ たの は、 片肌ぬ ぎに 柄杓 を さげた 石屋 

の 金さん だ。 

この トン ガリ 長屋の 入口に 住んで いる 人で。 


今、 この 夕方、 路地の まえに 遣り水と 洒落て いたと 

ころ …… 。 

くれ 

「おめえ、 うすつ 暗え ところに ボン ャリ立 つ てるから 

ちっとも 気がつかなかった。 ォォ ォォ、 足へ 水 を かけ 

てし まった が、 まっぴら ごめんな ョ」 

石 金さん はそう 言いながら、 片手に さげた 柄杓の し 

ずく を 切って、 お 美 夜 ちゃんの そばへ 寄って いった。 

あわい 夢の ような、 紫の たそがれ のなかに、 白い 大 

輪の 夕顔と も 見える お 美 夜 ちゃんの 顔が、 ボン ャリ浮 

かんで います。 

暑かった 江戸の 一日 も 終わって、 この 貧しい とんが 


り 長屋に も、 自然 はすこし の 偏頗 もな く、 日暮れと も 

なれば、 涼しい 夕風 を 吹き送る のでした。 

何 はなく とも、 路地 口のへ ちまの 棚、 近くの 竜 泉 寺 

の椎の 梢に、 雨と ひびく ひぐ らしの 声。 

こよ い 

仲 店に は、 今宵 も 涼みの 人が にぎわい、 町内の かど 

かどに は 縁台が 出て、 将棋、 雑談、 蚊 やり —— なつか 

しい 江戸 生活の 一 ぺ— ジ。 

水 をまい ていた 石 金 は、 今の ひと 柄杓が、 したた か 

お 美 夜 ちゃんの 裾に かかった のにお どろいて、 あやま 

リ 顔に そばへ 寄り、 肩へ 手 を 置きながら、 

「悪い おやじ メだ。 か あいい お 美 夜 ちゃんに 水 を かけ 


て、 ャァ、 こんなに ぬらして しまった ナ。 なァ、 かん 

にんして おくれよ …… オヤ！ おめえ 泣いて る じゃあ 

ねえ か」 

顔 を さしの ぞくと、 なるほどお 美 夜ち やん は、 パッ 

チリした 眼に いっぱいの 涙です。 

「水 を かけた ぐれえ で、 泣く もんじ ゃァ ねえ。 と 言つ 

て も、 女の子の こと だ。 おべ ベ をよ ごした のが 悲しい 

のだろう。 ほんと においら が 悪かった。 サァ、 きげん 

をな おして 家へ けえん な」 

無骨な 石 金が、 一 生 懸命に なだめる が、 お 美 夜ち や 

んは 返事 もしません。 


大粒の 涙が か あいい 頰を、 ホロ ホロった わり 落ちる 

のに まかせて、 小さな 石像の ようにつ くねんと 立った 

一一 f  一一  f  o 

ック ネンと 立った まま、 じっとみ つめています。 

ちわた  ゆうひぐ も 

血 綿の ような 夕陽 雲の ただよう 西の 空 を。 

石 金の 言葉な ど 耳に も はいらな いお 美 夜ち やん。 足 

にした たか 水が かかった の も、 てんで 気がつ かないら 

しい。 

なんとい つ て も 黙って いたのが、 しばらくして、 たつ 

た ひとこと。 

「おじち やん、 お 爺ち やん は、 あの 雲の 下にい るの？」 


ときき ました。 

石 金 はび つくりして、 

さく じい 

「え？ 作 爺さん かえ、 ォォ ォォ、 かわいそうに ナ ァ。 

お 美 夜ち やん はそう やって、 作 爺さんの あとば かりし 

た つ ている の だな ァ」 

「ねえ、 おじち やん、 あの 赤い 雲の 下が、 日光と いう 

ところな の？」 

「ゥ ゥン、 日光 はナ、 もっとず つと 北の ほう だよ」 

と 石 金 は 手 を あげて、 暗く 沈み かけて いる 北の 空 を 

指さしながら ひとり 言。 

「なるほどな ァ、 産みの 親より 育ての親 という くれえ 


の もんだ。 おふくろ だとい う あのお 蓮さん が 急に け 

えって きて、 木に 竹つ いだよう に チヤ ホヤして みたと 

ころで、 お前 は やっぱり、 生まれ落ちる とから 面倒 を 

見て くれた あの 作 爺さんの ことが、 忘れられ ねえの だ 

ろう。 無理 もね え、 無理 もね え …… 」 

二 

フと、 うしろに すすり泣きの 声が する …… ので、 石 

金、 ぎょっとして 振り返って みると！ 

もうか 

チヨ ビ 安です。 いつの まに ここへ 来たの か、 真 岡の 


しぼ 

ゆかたの 腕 まくり をして、 豆紋 りの 手拭 を ギュッ とわ 

しづ かみに した 小さな チヨ ビ 安が、 お 美 夜ち や んと石 

金の すぐう しろの、 用水 桶の かげに 立って、 

「え エイち くしょう、 泣かし ゃァ がる」 

その 豆絞りで、 グイと 鼻の 先 を こすりながら、 チヨ 

ビ安、 二人の 前へ 現われて きた。 

「こう、 石 金の 爺つ あん、 まあ、 聞いて くんね え。 お 

めえ も 知っての 通り、 あの 作 爺さんが 柳 生 対 馬の 家老 

に 連れられて いってから、 お 美 夜ち やん はおめ え、 食 

も 咽喉へ 通らね え 始末で、 夜 も 昼 も、 こうして 泣いて 

ばかりい るんだ よ。 それ を 見る と、 おいら も  おい 


らも、 泣けて くら あ」 

「ァ、 安さん、 お前さん そこにい たの？ いま 石 金の 

おじさんに 聞い たんだけ ど、 日光と いうの は、 あの、 

ホラ、 むこうの 伊勢 甚の 質屋の 蔵の 上に、 火の見 やぐ 

らが 見える だろう？ あの やぐらの 右の ほうに、 お 魚 

の 形 をした 小さな 雲が 流れて いる わね。 あの 下が 日光 

なんだ とサ。 お 爺ち やん は、 あそこに いるんだ ねェ。 

あたい、 あの 雲に なりたい」 

「ァレ だ」 

と チヨ ビ安 は、 ホ トホト 弱った という 顔で、 石 金 を 

振り かえり、 


「ぉゥ 爺つ あん、 子供に つまらね えこと を 言わね えで 

もらいて え。 おいらが なんとかして、 忘れさせようと 

している のに、 爺つ あんが そんなよ けいな こと を 言つ 

ちゃ ァ、 お 美 夜ち やん はます ます センチになる ばかり 

じゃァ ねえ か」 

きめつけられた 石 金 は、 

「まあ サ、 おめえ が 来たから、 おいら も 安心した よ。 

ひとつ 水 いらず で、 とっくりと 納得させる が いい ヮサ」 

言いす てて、 家へ はいる 石 金へ、 

「何い つ て やんで ェ」 

と 舌 を 出した チヨ ビ安、 


「サ、 お 美 夜ち やん、 こんなと ころに 立って ると、 蚊 

に 食われる よ。 そんなに 泣いて ばかりいた 日に ゃァ、 

くろめ 

黒 瞳が 流れて しまう ぜ、 ホラ、 おいら を 見ね え …… 東 

西 東西！ 物真似 名人、 トン ガリ 長屋の チヨ ビ安 太夫、 

くろ  うおた つ 

ハツ！ これ は、 横町の 黒猫が、 魚 辰の 盤台 を ねらつ 

て、 抜き 足 差し足、 忍び寄る ところで ござ ァ い！」 

ピ ヨンと ひとつ とんぼ 返り を 打った チヨ ビ安、 大道 

に 四つん ばいに なって、 泥棒 猫の かっこう よろしく、 

おかしな ようすで しきりにお 美 夜 ちゃんの 足 もと を は 

いまわる。 

お 美 夜 ちゃんの 悲しみ を なぐさめ ようとの 一 心。 


なんとかして 二 ッコリ 笑わせようと、 チヨ ビ安 一生 

懸命 だ。 

さしこ 

「サ テ、 おつぎ はと  こけが 剌子を さかさまに 着て 

火事へ かけだす ところ！」 

自分で 口上 を 言いな がらの 一 人 芝居 だから、 ィャそ 

のい そがし いこと とい つたら。 

ゆかたの 裾 をスッ ポリ 頭から かぶって、 あわて ふた 

めいた しぐさで お 美 夜 ちゃんの まわり を 走り まわった 

，、ゝ 、 

力 

「オヤ！ これで もま だ 笑わね ぇナ。 よし、 それで は 

あんま 

…… と、 ァ そうだ、 こんど は、 按挛が 犬に ほえられて 


立ち往生の 光景！ ハツ！」 

ボンと 手 をた たいた チヨ ビ安、 案山子の ような 形に 

お 美 夜 ちゃんの 前につつ 立ちながら、 そっとうす 眼 を 

あけて うかがう と、 お 美 夜ち やん は それ を 見 もせずに、 

涙に ぬれた 眼 をい ぜんとして、 北の 空へ 上げて いる。 

「こんなに 骨 を 折っても、 どうしても 笑わね えの かな 

ァ …… ああく たびれ ちゃった」 

チヨ ビ安 はべ そ を かかんば かリ、 ペチ ヤンと 往来に 

すわ つ てし ま つ た。 


「だ つ て、 あた いがお 父 ちゃんの ように 思 つ てきた、 

あのお 爺さんが すきな の は、 当たり まえ じ やない の」 

とお 美 夜ち やん は、 やっと 涙 を 拭いて、 

「安さん だ つ て、 父ち やん やお 母 ちゃんに 会いたい つ 

て、 いつも あの 唄 を 歌う じ やない か」 

そ う 言わ れ ると、 今度 は チヨ ビ 安が しょげる 番。 

だが、 彼 は、 仔細ら しく 小首 を ひねって、 

「そんな こと 言った つて、 おめえ に は、 あのお 蓮さん 

て いう 立派な お つ 母が 出て きた じゃァ ねえ か。 お いら 

は あいつ 大きら いだけ ど —— それに 引き かえて、 この 


ちゃん  おふくろ 

チヨ ビ安 は、 あわれな もんだ。 いまだに 父に も 母 

にもめ ぐり 会えね えの だからな あ」 

シ ヨン ボリうな だれる と、 お 美 夜ち やん は あわてて 

なぐさ めにかか つ て、 

「どうしたんで しょうねえ。 まさかお 奉行 様が、 噓を 

つくと は 思われない けれど」 

「お 奉行 さまが どうした つ て？」 

「いえね、 いっか 泰軒小 父 ちゃんに 言いつ かって、 桜 

田 御門 外の 大岡 様のお 屋敷へ、 ぉ壺を 届けに 行った と 

ご ほう び 

き、 何 か 御 褒美 を やろうと おっしゃ つてく だすつ たか 

ら、 あたい はなん にも いらない から、 そのかわりに、 


こうこう いう チヨ ビ安 兄さんと いう 人の、 父ち やん や 

母 ちゃんが 知れる ように、 お 奉行 様のお 力で お調べく 

ださいって、 あたいね、 よくよくお 頼みして きたの よ 

それが いまだに、 なんのお 知らせ もな いんです もの」 

「フ ゥム、 そんなに 思って くれる と は、 ありが てえ。 

かた じけ ねえ」 

多感の チヨ ビ安、 鼻 をす すりあげながら、 

「大岡 か」 

と 言った が、 これ は、 私淑す る泰 軒先 生の 口 まねで 

「奉行 だけ じゃァ ねえ や。 お 美 夜ち やん も 知っての と 


ぉリ、 こないだ 作 爺さんが 長屋 を 出る とき、 あの 田 丸 

とかいう 柳 生の 家老に、 くれぐれも 頼んで いったの も、 

その、 おいらの 親 を 探す 一件 だ。 同じ 伊賀の 柳 生と い 

うからに ゃァ、 何 か あたりが ありそうな もの だのに、 

今もって なんの 便り もね えと ころ を 見る と、 あの 田 丸 

のちく しょう、 作 爺さん やお いら をべ テンに かけや ァ 

がつ たんだ。 この チヨ ビ安 は、 世間の やつらに みんな 

見す てられて しまったん だよ。 な ァぉ美 夜ち やん」 

「ァ ラ、 そんな ことない わ。 でも、 あんた だったら、 

お 爺 ちゃんの ことばつ かり 考えて る あたしの 心が、 わ 

か つ て くれない？」 


r ゥム、 わかる とも、 わかる とも！」 

「ネ、 だから さ、 あたし、 あのお 蓮さん という 人に 頼 

んで、 お 爺 ちゃんの あと を 追つ かけて 日光へ 連れて 

行っても らおう かと 思う の」 

いくら 産みの 母親と はわ かっていても、 今にな つて、 

中途から 飛び込んで きたお 蓮 様 を、 お 美 夜ち やん は ど 

うしても 母と は 思えずに、 

「お 蓮さん という 人」 

と、 こう 変な 呼び 方 をして いる。 

「え？ おめえ が 日光へ 行く つて？ あの、 お 蓮の 野 

郎と ？」 


「ほほ ほ、 野郎 はお かしい わ。 ええ、 あたし、 いっそ 

そうしようかと 思う のよ」 

「おい、 お 美 夜ち やん！ おめえ はいって え あのお 蓮 

を、 どう 思って いるんだ い？ 好きな のかい？」 

お 美 夜ち やん は 言下に、 

「大きら いだ わ。 とてもお 母ち やん なんて 思えない 

の」 

「そんなら、 いっしょに 日光へ 行く なんてよ しね ェ」 

「だって サ、 あたい、 お 爺 ちゃんに 会いた いんです も 

の」 

い つまで たつ て も 同じ 問答。 


いつまで たっても 同じ 問答 だから、 チヨ ビ安 はお 美 

夜ち やん を、 グイ グイ 引った てて 家へ 帰って来ました _ 

長屋に は、 もうす つかり 灯が はいって、 主人の いな 

い 作 爺さんの 家に は、 狭い 水口で お 蓮 様が、 かたこと 

ささやかな 夕餉の したく を 急いでい る。 

人間って、 気持の 持ちよう や 環境 ひとつで、 こう も 

変わる もので しょうか。 

きのう 

昨日まで は、 剣術 大名 司 馬 道場の 御 後室 様と して、 


つまようじ 

出る にも 入る にも 多勢の 腰元に とりまかれ、 妻 楊枝よ 

り 重い もの は 持った ことのな いお 蓮 様。 

源三郎 への 恋 を あきらめ、 丹 波と ともに 仕組んだ 道 

場 乗っ取りの 陰謀に も、 ふいと 思い を 断った 彼女。 

眼が 覚めた ように 思い出し たのが、 何年と なく この 

長屋に 置き ざリ にして、 暑さ 寒さの 便り ひとつし たこ 

とのない 父なる 作 阿弥と、 その 手 もとに あずけつ ぱな 

しの、 わが 子お 美 夜のう えであった。 

世 をす て、 何もかも 振り切って、 とびこむ ように こ 

こへ かけつけて 来て みると、 入れち がいに 父の 作呵弥 

は、 日光 御用に 召し出されて しまう。 


し 力ち 

わが 子に 違いない お 美 夜ち やん は、 いつまで たって 

もな じんで はくれ ず、 チヨ ビ安 という 腕白 小僧と いつ 

しょに なって、 白い 眼 を 見せる ばかり。 

「あんた が 悪い のじ やから、 辛抱して 母の いつくしみ 

を 見せに やならぬ。 いわば、 自業自得 という もの じ や 

でナ」 

と、 この、 人情の 機微 をう がちつ くした 泰軒 居士の 

言葉が、 この 際お 蓮 様に とって は、 わずかの たよりに 

なる のでした。 

それにつ けても。 


なんという 変わりよ うで ござ いましょう。 

まるで 別人。 

ここらの 長屋のお かみさん とい つても い いような、 

つつかぶ りょうで、 引つつ めの 髪 は 横ち よに 曲がり、 

真 岡 木綿の ゆかたの 襟に、 世話ぶ りに 手拭 を かけて、 

お尻のと ころに ずつ こけそう に、 帯 を 結んだ 姿。 これ 

を 道場の 連中に 見せたら、 なんというでしょう。 

貝細工の ようだった 指 も、 今 は 水仕事に あら くれて、 

「サ アサ ァ、 どうぞ。 えええ え、 先生 は 奥に  」 

と、 ちょっと 家内 を 振り かえり、 

「奥と 言っても ひとまた ぎなん です が、 おや、 また 先 


生 は大の 字に 引つ くりかえって おいでで すよ。 ァノ、 

泰軒 先生、 屋根屋の 銅義 さんと いう 人が お見えで すよ」 

と 取りつ がれた 銅義 は、 

「ぴら ごめんね え。 あっし ゃァ、 先生 様に さばいても 

ら つて、 かか あのち くしょう を 追ん 出そうと 思い やし 

てね」 

ズ カズ 力 あがりこんで、 泰軒 居士の 前に ビタリと 膝 

を 並べた。 

例によって、 巷の 身の上 相談な ので。 

この トン ガリ 長屋 は、 泰軒 先生の 徳 風に すっかり 感 

化されて、 今では トン ガリ 長屋と は 名のみ、 ニコニコ 


長屋に なって しまって、 江戸 名物が ひとつ 減った わけ 
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た 力 

このごろ では、 先生の 高名 を 聞き伝えて、 こうして 

遠くから、 人事 相談 を 持ち こんで くるんで す。 

お- 0> じ  まつ 

「おめえ が泰 軒て ェ 親爺 かい。 お 初に …… わつ しゃ ァ 

深 川の 古石場に 巣 をく つてる 銅義 つてえ 半チク 野郎 だ 

がネ。 ひとつお めえ さんに 聞いても らいて ェの は、 

さば 

わつ しゃ あ 性分で、 鯖ァ 見る のが きれえ だってのに、 

かか あの 奴 やたらむ しょうに あの 鯖て ェ 魚が すきで ご 

ぜぇ やして ね。 きょう も 鯖、 あした も 鯖、 どうも 家風 

に 合わね えから —— 」 


「な あんだ、 大変な 人が とびこんで きたな」 

泰 軒が 苦笑して、 ムック リ 起き あがった とき …… 。 

「泰軒 小 父ち やん、 おいら も 相談 を 持って来た」 

と、 門口から チヨ ビ 安の 声。 

五 

女房の 不平 を まくしたてよう とする 銅 義を、 傍え に 

押し やった チヨ ビ安 は、 お 美 夜 ちゃんの 手 を 取って、 

二人 並んで 泰軒 先生の まえにす わった。 

「おじち やん！ 聞いて くんね え」 


泰軒 居士 は、 口 を ひらく 前に、 例によって その 関 羽 

ひげ をし ごく。 

「なんじ や、 安。 いま 来客 中 じ や。 あとで 言いなさい」 

「なんで ェ！ 相談のお 客さん なら、 おいら だってお 

客さん じゃァ ねえ か」 

と チヨ ビ安 は、 小さな 膝 をす すめて、 

「このお 美 夜 ちゃんが、 わからね えこと を 言って きか 

ねえから、 ひとつ 小 父 ちゃんから、 納得の いくように 

説き聞かせて もらおうと 思って …… 」 

「オヤ！ チヨ ビ安、 もうお 美 夜 ちゃんと 夫婦 げんか 

と は、 すこし 早、， ぞ、 はは はは は」 


銅義 はすつ かりお 株 を とられた 形で、 キヨ トンと し 

て 聞いて いる。 

「お 美 夜ち やん はお 蓮さん といつ しょに、 日光へ 行き 

てえ というん だよ、 作 爺 ちゃんの あと を 追つ かけて」 

と チヨ ビ 安が 言った。 

それ を 聞く と、 台所に いたお 蓮 さま、 何 を 思った か 

濡れ手 を ふき ふき、 ころがる ように それへ 走り出て、 

「お 美 夜、 おまえ それ はほんと うかい？ おお、 よく 

言って おくれ だ。 わたし も、 お 祖父 ちゃんと あんな あ 

わた だしい 別れ 方 をして、 気になって ならな いんだよ。 

ねえ、 泰軒 先生、 後生です から 此 児と 二人で、 日光へ 


行く こと をお 許しく ださい まし」 

意外な 助け船に、 お 美 夜ち やん はたち まち 眼 を かが 

やかして、 

「母ち やん も、 お 爺 ちゃんに 会いたい の？ じ や、 いつ 

しょに 行きましょう よねえ」 

お 蓮 様の 眼から、 みるみる 大粒な 涙が わいて、 いき 

なり 彼女 は、 しっかと お 美 夜 ちゃんの 手 をと つた。 

「おう、 ありがとうよ 、ありがとうよ。 はじめて 母ち や 

んと 言って おくれ だね え。 わたし は それ を 聞いて、 も 

うもう …… い つ 死んでも よい」 

ほうり 落ちる 涙が、 だき 寄せた お 美 夜 ちゃんの 顔へ。 


お 美 夜ち やん は 気味 わるそう にび つくりし たようす 

だった が、 

「ええ、 あたい、 だんだん 母 ちゃんの ように 思って き 

た わ。 だから いっしょに 泰軒小 父 ちゃんに お願いして、 

ねえ、 早く 日光へ —— 」 

チヨ ビ安 はポ カンと 口 を あけた まま、 あっけに とら 

れて、 この ありさま を 見守って います。 

「それじゃ ァ、 わつ ち は 出な おしてき やすから、 ヘイ」 

かまち 

引つ こみの つか なくなった 銅義、 こそこそ 框 へに 

じり 寄る と、 そこで チヨ ビ 安と お辞儀 をして、 出て 行つ 

たが、 誰 ひとり それに 気の つくもの もない。 


じっと 眼 をつ ぶって、 考え こんでいる 泰軒 先生、 

やすたい じん 

「安 大人」 

と 静かに 声をかけて、 

「これ をと める こと はでき まい」 

「ェ？ すると なんです かい、 お 美 夜 ちゃんとお 蓮 さ 

んを、 日光へ 出して やろうと おっしゃ るんで？」 

「父 同様に 育てて くれた 祖父に、 一眼 会いたい という 

お 美夜坊 のま ごころ —— また、 不孝 をし つづけて きた 

せきせ い 

老父に、 最後の 詫び を 願いたい というお 蓮 どのの 赤誠。 

この ふたつが いっしょにな つたので は、 どう 考えても、 

それ をと める 力 は 人間に はない ぞ、 チヨ ビ安」 


「なに 言って やんで ェ、 泰軒 坊主 メ！ なら、 おいら 

もい つし よに ゆか ァ」 

と チヨ ビ安 は、 ぐいと 眼 を こすった。 

六 

力 も 

「そうう まく 鴨が 引つ かかれば よいが のう」 

六尺 棒 を トンと 土に ついて、 こう 言った の は、 この 

関所 を あずかる 柳 生の 役人の 一 人、 津 田玄蕃 というお 

か ち 

徒士。 

「そうさの。 こうして 日光 御 造営が 始まって、 周囲 四 


十 里、 お 山 どめに なつてから は、 人別の きびしい こと 

は 天下 周知の こと だから、 なにも 今頃 ノコ ノコ 母 娘 連 

れで、 この 騒がしい 日光へ 出かけて くる ものずき も、 

な いであろう テ」 

「それ はそう だと も。 これで また、 お 山 を 越えて どこ 

かへ 通ず る 街道 筋なら また 格別、 ほとんど 日光へ 行く 

だけの 日光 街道、 思う とおりに、 母 娘の 人柱が 網に か 

か つ て くれれば よい けれどもな あ」 

杉の 木立ちの あいだに、 ものものしい 竹の 矢来 を 結 

びめ ぐらし、 出口 入口に は 炎々 たる 炬火が 夜空の 星 を 

こがして います。 


とこうぐ ち 

この 日光 御修 覆の あいだ だけ、 登晃 口の ひとつで あ 

かぬ ましん でん 

る 鹿 沼 新田に、 あらたに できた お 関所です。 

「いったい 誰が 言い出し たこと だ。 護摩堂の 壁に、 母 

娘の 人柱 を 塗り こめねば ならぬな どと は」 

「シ ッ！ 声が 高い。 この 御 修営が とどこお りなく 終 

わる こと を 祈願され て、 殿が 思い つかれた という こと 

じ や」 

「ィ ャ、 誰が 言い出し たにしろ、 そんな こと はいつ こ 

うか まわん。 拙者 等 は 役目と して、 人柱に もってこい 

の 母 娘 一 一人 連れ を とらえさえ すれば よいの じ や」 

往来 は シンと して、 旅人の 姿 もない ままに、 関所 役 


人た ち は ワイ ワイ 雑談に ふけっている。 

雲の 裏に、 ドン ヨリした 月が あるかして、 白い 粉の 

ような 光が 立ち木の こずえ、 草の葉の 露に 浮動して い 

ま ^9 

かが リび 

その 篝 火の かげに、 役人 どもの 顔が 赤 鬼の ように、 

遠く 小さく 映えて いるの を、 はるかかなたから 望み 見 

ながら、 疲れた 足 を 引きずって、 このと き、 関所へ 近 

づ いてく る 大小 一 一つの 女の 姿が ある。 

旅の こしらえに 細 竹の杖 をつ いた、 母ら しい 人 は、 

片手に、 女の子の 手 を 引いて 歩きながら、 

「くたびれた ろうね、 お 美 夜。 足が 痛く はない かえ？」 


「いいえ、 あたいね、 お 山へ 連れて ゆかれた お 爺ち や 

ん のこと を 思う と、 足の 痛い のなん か、 忘れて しまう 

の」 

「マァ そんなに ねえ —— お 爺 ちゃんに そんなに なつく 

までの 長い あいだ、 あたし は 母で ありながら、 この か 

あいい お前 をう つち や つ ておいたん だった ねえ」 

「お 爺ち やん はネ、 いつも あたいに、 お前の 母ち やん 

ひと でな し 

は 人非人 だって 言って いたよ。 だから あたし、 ちい 

ちゃい ときには、 あたいの 母ち やん は 人間 じ やな いん 

だと 思って いた」 

「もう そんな こと は 言わない でおくれ。 だけど、 ほん 


とうにそう 思われても しかたがない。 だが、 もうもう 

これから は、 けっして お前 を はなし はしない よ」 

江戸から 泊り を 重ねて、 もう 日光まで は 眼と 鼻の あ 

いだ。 ここまで 来る あいだに、 旅 はこと さらに 人 を 近 

しくす る もの。 いわん や、 血の 通う 母と 娘で ある。 

お 美 夜ち やん も、 もう スッ カリお 蓮 様に 親しんで、 

きゃはん  わらじ 

脚絆、 草鞋が けの か あいい 足 を 引きずりながら、 

「ねえ 母ち やん、 もう じき 日光な の？」 

「えええ え、 あと ほんのすこしの しんぼうで すよ」 

と、 お 関所へ さしかかった ときで ある。 

「待て ッ」 


横 あいから、 グッと 棒が つき 出て 立ちはだかった 一 

人の 侍、 

「姓名 住所 は、 何も 聞かんで よろしい。 ただ ひとこと 

—— お前た ち は、 母 娘であろう ナ？」 

七 

以前のお 蓮 様なら、 眉 ひとつ 動かさず、 

ようしゃ 

「無礼 をす ると 容赦 はいたし ませぬ ぞ」 

ぐらい、 ちょいと 威猛 高な ところ を 見せた はず だが 

今 は、 名もない 旅の 女。 


と、 口のう ちに 答えつつ、 手ば やく 裾 を 引き さげ、 

そこへ しゃがみ こみながら、 

「お 美 夜 や、 コレ！ 立って いて はいけ ません。 お 侍 

様に 失礼が あって は …… 」 

と 手 を 引っぱって すわらせ ようとす るの も、 できる 

だけ 下手に 出て、 早く この 関所 を 通しても らいたい と 

いう、 矢の ような 心が あれば こそ。 

制止した 武士 は、 そのまま 棒を斜 にか まえて、 

「念のために、 もう 一度き くぞ。 たしかに その ほうど 

も は、 母 娘に 相違 あるまい な」 


親子と 言われる こと は、 この ご ろ 急に 母性愛に 眼 ざ 

めた お 蓮 様に は、 何ものより もうれ しいので。 

眉の 剃り あとの 青い、 美しい 顔 を、 思わず ニコニコ 

ほころ ばせ るの も、 あながち、 番人への お 追従 だけで 

はない。 

「はい。 あなた 様のお 目に も、 まぎれ もな く 母と 娘と 

見えます でございます か。 まァ、 なんという ありがた 

い —— 」 

「コレ コレ、 妙な 挨拶 だな。 確かに この 児 その ほうの 

娘 かと、 きいて おる のじ や」 

「マ ァ、 妙に お 疑り 深いお 言葉。 誰が なんと 申しても、 


このお 美 夜 はわた くしの 一人娘、 わたくし はお 美 夜の 

ただ 一人の 母。 どっちから 申しても 同じ こと。 サ、 女 

旅で 先 を 急ぎます る。 おうたがいが 晴れましたら、 ど 

ぅぞ、 お通しの ほど をお 願いいた します る」 

お 美 夜ち やん も そばから、 

「ねえ、 母ち やん、 このお 侍さん におね がいして、 早 

くと おしても らいましょう よ」 

じっと 二人の ようす を 見守って いた 関所 番人 は、 今 

このお 美 夜 ちゃんの 言葉 を 聞く と、 グッと 大きく 一  人 

でうな ずき、 

「ヨシ ヨシ、 いま 手形 を 書いて やる から、 そこに 待つ 


て おれ」 

言いす てて、 足を宙 にと びこんで 来たの が、 役人の 

つめている 番所 だ。 

おやこ 

「おのおの 方、 とうとう 親 娘の 旅の 者が 引つ かかり ま 

した ぞ。 しかも、 美しい 母と、 あどけない 女の子で。 

これで われわれの 大任 もお りたと いう もの」 

しょうぎ 

茶 を 飲んで いた 津田 玄蕃 が、 急ぎ 床几 を 離れて、 

「それ はお 手柄。 拙者 もこれ で 安心いた した。 では、 

かねての 手 はずのと おりに …… 」 

なにやら 低声に 命令 をく だした 玄蕃 は、 お 蓮 様と お 

美 夜 ちゃんの 待って ると ころへ、 たちいで て、 


「コレ ハコ レハ、 よく 来られた。 むろんお 手前 はま だ、 

御存じで は あるまい が、 このたびの 日光 造営 奉行た る 

わが 藩に おいて は、 このお 山 どめの 関所 開きに、 はじ 

めて 関所に さしかかった 母と 娘の 二人連れ を、 縁起 祝 

いとして おおいに もてなす ことにな つてお るの じ や」 

もてなし 

生きながら 壁へ 塗り こめて しまう のが、 なんで 待遇 

な もの か。 

何も 知らないお 蓮 さまが、 あっけに とられて いると、 

玄蕃 はかまわず つづけて、 

ひんきゃく 

「二人とも 今より、 奉行所の 大切な 賓客 じ や。 われ 

らが お供 申し あげる により、 これより 用意の 駕籠に 召 


されて —— 」 

と 玄蕃、 ポンポンと 手 をた たくと、 かねて 手 はずの 

山 駕籠が  一丁、 焚き火の 光の なかへ かつぎこまれて 来 

る。 

「御 遠慮 無用。 サ、 これへ …… 」 

逃がす まいと、 手取り 足と らんば かりに、 はや、 駕 

籠へ —— なるほど、 たいせつな 人柱、 これ は 逃がされ 

ない。 

げいしん あしゅ ら 

芸心 阿修羅 


カット 照りつ ける 陽の 光の 底に。 

ど マ J やらう つ すら と 、 秋の 気配の 忍び よる 午後 で あ 

る。 

今 は 日光 小学校が あります。 あれに 沿って 左に曲が 

リ、 四 本 竜 寺の 前 を 過ぎて、 その 道 を 真つ すぐにと つ 

て ゆけば、 さらに 右手に、 稲荷 川の つり 橋。 

そと やま 

あれから 左に折れ ると、 外 山。 

きり ふリ みち 

一 直線に 行けば、 霧 降 道 だ。 


外 山 はつり 橋から 五、 六 町 も 行けば すぐ ふもとに つ 

さんろく  こおりい わ すリ こいわ 

いて、 山麓に は 凍 岩、 摺子 岩が あり、 山上の ながめ は 

日光 第 一 といわれて いるが —— 

つり 橋の たもと から、 途中に 律 院と梅 屋敷の そば を 

過ぎて、 渓流に かかった 橋 を 渡る と、 小 倉 山の 高原。 

あかなぎ 

で、 この 高原 を 一里 あまり もた どって、 赤 薙の東 ふ 

もとに 出れば、 もう はや そこに、 とうとうと 地 ひびき 

をう つて 聞こえて くるの は  。 

ばくふ  き リふリ 

日光 三大 瀑布の 一 なる、 霧 降の 滝です。 

高さ 十三 丈、 幅 五 間、 上下 二 段に なって いる。 

山上から 飛ぶ しぶき は、 折り重なる 岩石に 砕けて 煙 


のように 散り、 滝壺から、 横の 山道に のぞく 立ち木の 

J ずえに かけて。 

どうです！ 

いま、 すばらしい 七色の 虹が、 かかって いる。 

その 虹の はしに、 小 広い 滝 見台が あって、 そこから、 

草 を 分ける 小み ちが、 だらだら くだりに 滝と は 反対の 

谷底へ、 のびて います。 

昼な お 暗い という 形容 は、 ここにき てま ことに 真。 

小 みちを 下りつ くした 谷 あいの 木 かげに、 先 ごろ か 

ら、 木口の いろ も 白い 一 軒の 造作 小屋が 建てられて。 

どんな ものずきな 人 か、 髪の 白い、 腰の 曲がり かけ 


た 老人が、 この 山奥 も 淋しくな いとみえ、 たった ひと 

リで 住んで いる …… 作 阿弥。 

人の 背 ほど もあろう かと 思われる 雑草 や、 灌木に お 

おわれて、 この 作 阿弥の 仕事部屋 は、 滝 見台から も 人 

の 眼に 映らない。 

さんま い 

世 を 離れ、 三昧の 境地に はいって、 一心不乱に 制作 

したいと いう 彼の 望みに したがって、 この、 もっとも 

ぼく 

人跡 絶えた 渓谷 を 卜し、 対 馬 守の 手で 急ぎ 建てられた、 

いわば、 これが、 作 阿弥の アトリエ なの だ。 

たった 一 人 —— 0 

と は 言った が。 


それにして は、 ふしぎな ことがある。 その 工作 部屋 

から、 ときどき さかんに 人の 話し声が もれて くるので。 

だが、 朝夕 作 阿弥が、 小屋の そば を 流れる 谷川の 縁 

どがま 

にしゃ がんで、 土釜の 来 をす すいだり、 皿 小鉢 を 洗つ 

さ こり 

ている の を、 むこう 山の 木の間から、 樵 夫が 見かける 

ことがある くらいで、 住んで いるの は、 確かに 作 阿弥 

老人 ひとりの はず だが …… 。 

「な ァ、 りっぱな もの を 彫り あげて、 ぶじに 納める こ 

ほうげん やすね  かのうたん ゆう 

とがで きれば、 大仏 師 法眼 康音、 狩 野 探幽、 左甚 五郎 

など、 日光 結構 書に 伝わる 名人 巨匠と 肩 をなら ベて、 

お前 も 長く 権現 様のお そばに 残る ことになる のじ や。 


ナァ、 そう 思ったら、 しばらく ジッ として 立って おる 

ぐらい、 なんの こと も あるまい が …… 」 

今 も、 この 作 事 小屋から、 しきりに 作 阿弥の 話し声 

が 流れ出て、 

のみ 

「ホラ！ ここへ ひとつ、 こう、 グッと 鑿 を 入れる と 

ソラ どうじ や、 全体が 見違える ほど、 活 きてきた であ 

ろうが」 

あと は、 また コッ コッ と、 木 を 刻む 音 だけが しばら 

く つづく。 

深山の 静寂 は、 まるで 痛い ほど、 耳 をつ きさす。 百 

千の 虫、 鳥 どもの なき 声が、 この 静か さの 中に こもつ 


ている の だ。 

小屋の 中 は、 シ インと している。 

二 

と、 思う と …… 。 ふたたび。 

「コラ コラ、 動い ちゃい かん！ う？ 何？ もう 疲 

れ たという のか、 じっと 立って おる の は、 辛抱が でき 

んか、 はは はは は、 よし、 沐 もう ナ しばらく」 

別人の ように 若 やいだ、 艷の ある 作 阿弥の 声。 

ひ と り) ，一 と ？ 


それにしても、 変 だ、 さながら 話し相手が あるよう 

な 口調で ある。 

もし ここに、 彫り あげる まで 人に 見られた くないと 

さしよ ラ 

いう 絶対 境の 作 阿弥の 芸術 心に、 些少の 尊敬し か はら 

わない 人が あって、 今 この 小屋 をす き 間から、 ソッと 

のぞいた としたら …… 。 

アツ  とその 人 は、 おどろきの 叫び を あげる に 

相違ない。 

やっぱり 一 人なん だが、 話し相手 は あるので す。 

馬 だ。 

今で 言えば モデル。 一世一代の 思い出に、 生ける が 


ごとき 馬 を 彫ろうと、 鑿の 先に 心胆の すべて を 傾ける 

ことにな つた 作 阿弥 は、 馬の骨 格、 体形な ど は 隅の 隅 

まで 知っている 彼 だが、 それでも、 今度 は モデルが ほ 

しいと 思いた つ て、 

「単に、 手本に する だけで は ござり ませぬ。 活 きた 馬 

ちょ うせき  もく ちょ う  う つ 

と 朝夕 起居 をと もに し、 その 習性 を 忠実に 木彫に 写 

し て みた いという のが、 愚老 の 心願で ござり まする」 

こういう 作 阿弥の 願い出 を 受けた 柳 生 対 馬 守 は、 こ 

け 猿の 茶壺がなければ この 日光に も 事 を 欠き、 手 も 足 

も 出ない ほどの 貧 藩です けれども、 武張った 家柄 だけ 

に、 名 剣名嗆 などと ともに、 馬に は 逸物が そろえて あ 


る。 

まだ これ は、 この 日光へ 発足 前、 江戸の 上屋敷に い 

うまや 

る 時分だった ので、 さっそく 作 阿弥 を 廐の 前へ 連れ 

て 行き、 一頭ず つ 広場へ 引き だして 見せた の だが、 ど 

の 馬に も、 だまって 首 を 振る ばかり。 

あしび き 

最後に ひき 出した 馬 は、 「足 曳」 という 名の ある 対 馬 

守 第一 の 乗馬で、 ひと 眼 見た 作 阿弥 は、 はじめて うむ 

と 大きく うなずいた のだった。 

あしび きの 山鳥の 尾の しだ リ 尾の …… 。 

しゅんめ 

古歌に ちなん で 足曳と 命名され たこの 駿馬 は、 野に 

放した が 最後、 山鳥の ように 俊敏に、 草 を 踏みし だき、 


林 をく ぐり、 いや、 鳥の ごとく 天空 を も 翔けん ず 尤物 _ 

これ をお いて、 ほかに モデル はない。 その 足曳 が、 

今 この 日光の 山奥の 仕事 小屋に、 連れ こまれて、 燃え 

あがる ような 作 阿弥 老人の 制作 欲の 対象に 置かれて い 

るの だ。 

「さ ァ、 かいば を やろうな ァ」 

と 作 阿弥 は、 まるで 人に もの を 言うよう に、 しきり 

にたてが み をな でながら、 

「こんど は、 ぐっと 首 を 上げて、 正面 をに らんで いて 

くれよ なァ」 

やさしく 頼む ように 言う のです が、 いくらり こうな 


馬で も、 そう 注文 どおりに はいきません。 

道具 を ほうり 出した 作 阿弥 は、 すこし 離れて、 なか 

ば 彫り かけた 首の 像に、 見い つてい る。 

首から 胴 は 一本で、 刻みの あとの 荒い 馬の 姿が、 な 

かばで きかかった まま 立 つてい る。 

が、 この 未成品、 すでに 惻々 と 人に 迫る 力 を もって 

いるの は、 やはり、 作 阿弥の 作 阿弥た る ゆえんで あろ 

、つ。 

r ゥ ゥム、 陽 明 門の 登り 竜と 下り 竜が、 夜な夜な 水 を 

飲みに 出る というなら、 この、 おれの 彫った 馬 は、 そ 

きり ふ 

の 竜 を 乗せて 霧 降りの 滝 をと び 越せ ッ！」 


「いや、 みごとみ ごと！」 

作 阿弥の ひとりごとに 答えて、 別の 声が した。 

馬が 口 を？ 

と、 作 阿弥が 振り かえった とき —— 0 

二 

いつの まに この 谷へ くだって 来たの か、 跫音 もしな 

かった が、 と、 ギヨ ッ！ として 作 阿弥が、 戸口 を 振 

りかえ つ てみ ると …… 。 

柳 生 対 馬 守。 


家老、 田 丸 主 水 正と ただ ふたり、 ほかに 供 もつれず 

こ o 

制作の 進行ぶ り を、 おしのびで 見に 来られた ものと 

みえます。 

「どうかの？ 足曳 はおとな しくじつ として、 写生の 

手本に なって おる かの？」 

ておの 

と 対 馬 守、 手斧 や 木くず や、 散らかつ ている 道具 を 

またいで、 小屋へ はいって きた。 

半分 板張りに なって いて、 むこうの 土間に、 殿の 乗 

馬足曳 が、 つないで ある。 

うまや 

厩の ように、 禹と 同居して いるので すから、 ムッと 


した 臭気が 鼻 をお そう。 

それよりも、 あわてた の は 作 阿弥で、 彫刻が 完成す 

るまで は、 誰に も 見せたくない。 殿様と いえ ども、 眼 

に 触れさせたくない ので、 大 いそぎで、 ゆたんの よう 

ぬの 

な 唐草模様の 大きな 布 を、 ふわりと、 彫り かけの 馬の 

像へ かけて しまった。 

そして、 ひらきなおって、 対 馬 守と 主 水 正の 主従 を、 

おそろしい 眼で にらみつけた。 

「ちと 無礼で ござろう。 誰に ことわって、 ここへ は 

い つて こられた！」 

それ は、 相手が 誰かと いう こと も 忘れたら しい、 


たくみ ごころ 

芸術 心 の ほ か 何も の もない、 阿修羅 のよう な ものすご 

い 形相であった。 

のみ 

「最後の 鑿 を 打つ まで は、 人に 見せぬ というの が、 わ 

しの 心願 じ や。 この 山奥へ こもって おる の も そのため。 

ごぞんじであろう」 

この 剣幕に、 対 馬 守 も たじたじ として、 

そち  う まぞ う 

「いや、 其方 を わずらわした その 馬 像 を、 どこへ すえ 

るか、 場所が 決まった によって、 ついては、 もう どの 

くらいで きた か、 ちょっと 見とう なって ナ、 つい …… 」 

主 水 正が、 前へ 出て、 

「コレ コレ！ 作 阿弥 どの。 言葉が 過ぎよう ぞ。 芸熱 


心 はよ いが、 殿の おん 前 も わきまえず、 あまり 仕事に 

凝って、 乱心で もされた か」 

「どこへ 置こうと、 そんな こと はわし の 知った ことで 

はない。 早々 出て 行っても らいたい」 

「ィ ャ、 許せ、 許せ」 

こうしょう かたぎ 

対 馬 守 は、 かえって その 一本気の 工匠 気質に、 おも 

しろそう に 眼 を 細めて、 

まちり 

「護摩堂の 守護と して、 長く あの 前へ 飾りお くこと に 

決めた ぞ、 作 阿弥」 

殿のお 言葉 を、 主 水 正が 受けつ いで、 

「作 阿弥 どの。 これに は 深い わけの ある ことなの じ や。 


どういう もの か、 いつの 御 造営に も、 あの 護摩堂の 壁 

がいちばん 先にい たんで、 たちまち 落ちて ならぬ。 で、 

それに 犠牲 を ささげて、 壁の たたり を 納める こころと、 

かねて は、 この 御修 覆の 儀の 事な く 終わる を 祈念され 

て、 あの 護摩堂の 壁へ、 母と 子と 二人の 人柱 を 塗り こ 

める ことにな つたの じ や」 

と 聞いた ときに、 何やら 作 阿弥 は、 急に、 不安な 気 

もちが こみ上げて ならなかった。 

いわゆる、 胸騒ぎ …… 。 

「人柱 を？ 母と 子の  」 

「うむ。 そこで、 その 母子な きがら をのむ 壁 を、 永遠 


そち  こま 

に 守り、 かつ、 見 はるた めに、 千里 を ゆく 其方の 駒 を、 

あれなる 護摩堂の 前にす えようと 一決した のじ や。 任 

は 重い ぞ、 作 阿弥！ 母と 娘の たましい を しずめる、 

しんめ 

気高き 神馬 を 彫り あげてく れい」 

なぜか 作 阿弥 は、 気 もそぞ ろの 体で、 

「そういた します と、 そ、 その、 母 娘の 人柱と いうの 

は、 もうき まりました ので」 

「客分と して、 大切に もてなし てあります。 本人た ち 

は、 人柱な どと は 夢にも 知らぬ。 わし もま だ 会い はし 

ませぬ が …… 」 

と、 主 水 正が 答えた。 


たけ づ つ 

竹筒 


たも ざ わ  だいにち どう 

田 母 沢の 橋 を 渡って ゆく と、 左の ほうに、 大日 堂。 

あら ざ わ 

荒 沢の 橋の 手前から、 道 を 右に とって 登って ゆく と、 

裏 見の 滝に 出ます。 

この 滝 道の 途中に、 雑木林の なかへ 折れ こんで ゆく 

きんじょ 

小み ちがあります が、 何も 知らぬ 近処の 人た ちな どが、 


マ J の 道 を は いって ゆ Y  J うとす ると、 

かたわらの 草 むらから、 ぬつ と 二、 三人の 人影が 立 

ち あが つ て、 

「コ ラコ ラッ、 いずこへ まいる」 

お 百姓な ど は、 腰 を かがめて、 

「へえ、 裏 見の 谷へ、 草 を刈リ にまい ります ので」 

「いかん！ この 道 を 通す こと は あいならん」 

二、 三人が 口 を そろえて、 

「名主より お触れ 書が まわって おる であろうが。 さて 

は 貴様、 無筆 だな。 ィャ、 無筆なら 無筆で、 読み聞か 

せられて おる はず」 


「この 道 は 通行 禁止 じ や。 この 付近へ 立ち寄って はな 

ら ぬぞ」 

きびしく 叱りつ けられて、 追い返されて しまう。 

とんぼつ りの 子供な ど、 まれに 看視の 眼 を まぎれて、 

この 林間の 小 みちを かなり 奥まで 迷い こんで ゆく と… 

むこうの こん もりした 木立ちの かげに わらぶきの 屋 

根が 見える。 ひっそり として、 人の 住んで いる 気配 も 

ない。 

が、 この 屋根の 見える ところまで 近づく の は、 上乗 

の 部で。 


たちまち どこから ともなく、 バラ バラつ と 造営 奉行 

の 手付きら しい 役人が 現われて、 「ゥ ヌ！ こんな 所 

まで はいりこんで くると は、 めっそう もない！」  

とば かり。 

眼の 玉が とび 出る ほど どなられて、 送り かえされる。 

厳重 をき わめて いる。 

この 小さな 百姓家 一家 を、 十 間お き、 半 町お き、 一 

町お きとい つた 具合に、 幾重に も 看視が 伏してと リか 

こんで いると 見える。 

家 はさき ごろまで、 ちょっとした 百姓が 住んで いた 

と 思われる、 こぢんまりした 住居で、 見たところなん 


の 変哲もないが …… いったい、 こうまで 水 ももら さな 

い 見張りが つけられ ると は、 何者であろう。 

めし ゆうど 

よほど 凶悪な 囚人 —  でも あるかと 思う と。 

家の なかには、 品の いい 武家の 後室ら しい 女と、 そ 

の 娘の か あいい 女の 児、 それに、 二十ば かりの 美しい 

腰元が 一人、 食事 その他の 世話役に、 ついている だけ 

だ。 

「マ ァ、 ほんとうに、 いつまで こんなと ころに、 こう 

していなければ ならな い のだろう ねえ」 

と、 今 もお 蓮 様 は、 柿の 枯れ葉の 吹き こむ 百姓家の 

小 縁側に 立って、 ひとり 言の ように つぶやいた。 


折り重なる 日光の 山々、 男 体、 女体、 太郎 山、 丸 山 

などが、 秋の 空気の 魔術 か、 今日は、 眉に せまる よう 

に 近々 と 望まれる。 

お 蓮 様の 言葉 を 聞きつ けたお 美 夜 ちゃんが、 愛らし 

くそば へ 寄りた つ て、 

「ねえ、 母ち やん、 ここ はもう 日光なん だろう？ い 

つお 爺 ちゃんの ところへ ゆけ るの？」 

お 蓮 様 は、 屈託 気に、 帯の 胸元へ ほつ そりした 両手 

を さしこんで、 

r サァ、 それが 母さんに も、 サッ パリ わからな いんで 

すよ」 


「ァ ラ、 じ や、 まだ ここ は 日光 じ やない の？」 

「ほほ ほほ、 いいえ、 日光 は 日光なん です けれど、 い 

つお 爺ち やまに お 眼に かかれる か …… それが ねえ」 

二 

じっと 考え こんだ お 蓮 様 は、 腑に 落ち かねる おも も 

ちで、 

「ほんに、 どうしたと いうので しょうねえ。 あの 鹿 沼 

お, p， 一 

新田のお 関所で お調べ を 受けた とき、 母 娘 かとい うこ 

と を 妙に 念 を 入れて きいて いたよう だけれ ど」 


風に 話しかける ように、 お 蓮 様 は ひとりごと を つづ 

けて、 

「母 娘と いう ことに、 何 か 意味が あるかし らん …… ハ 

ィ、 たしかに 母と 娘 だ と言うと、 お 役人 衆が マァ たい 

そう 喜んで、 さっそく 二人 を 駕籠に 乗せて、 まっすぐ 

にこの 家へ 連れて こられた の だけれ ど —— 」 

その 途中。 

駕籠 わきに 引き 添う 侍た ちの ヒソ ヒソ 話に。 

「大切な 客人」 とか、 「運よく 母 娘 づれが 通りかか ると 

は、 幸 さきが よい」 とか —— 0 

そうした 言葉が、 チラ チラと お 蓮 様の 耳に はい つ て、 


駕籠の なかの 彼女に、 しきりに 首 を ひねらせ たの だつ 

たが。 

この 百姓家 は、 前に 用意が してあった ものと みえる。 

きっと 持主から 買いと つて、 家 を 明けさせ、 客を迎 

える 準備 をして おいた ものと みえて、 ここらの 山奥の 

百姓家に して は、 内部 は 小 ざつば りと 掃除され、 最近 

手 を 入れた あと も 見られる ので ある。 

翌朝に でも なれば、 きっと 役人の 前へ 呼び出されて、 

どうして こういう 予期 もしない 好 遇 を 受ける のか、 そ 

わ け 

の 理由 も わかる であろうから、 そのと き 自分た ち 母 娘 

は、 この 日光 造営 方の 工人の 一 人、 彫刻 名人 作 阿弥の 


身寄りの 者で、 彼 をたず ねて 入晃 したと いう こと を、 

申し あげれば よい …… 。 

お 蓮 様 はそう 思って、 旅の 疲れに この 思いがけない 

もてなし をい いこと に、 その 夜 は 手足 をのば して 休ん 

だのだった が …… 。 

翌日に なっても、 翌々 日が きても、 ィャ、 何日た つ 

て も、 なんの 音沙汰 もない ばかり か、 さながら この 家 

へ とじこめられ たなり、 すっかり 忘れられて しまった 

よう —— 0 

どこから 運んで くるの か、 三度 三度の 食事な ど は、 

一 J ちそうず く， o。 


身の まわりの 用 を 達する に は、 ちゃんと 侍女が つけ 

られ ている し、 なんの 不足が ある わけで はない が。 

これで は、 まるで、 日光へ 寝ころびに 来たよう な も 

の。 作 阿弥に 会いたい という こと を 伝達したい にも、 

その 方法がない。 

啞 なのです。 …… その 唯一 の 腰元と いうの は。 

まず、 退屈し はじめた の はお 美 夜ち やんで、 

「ねえ、 母ち やん。 日光の 町の ほうへ、 お 爺ち やん を 

探しに ゆきましょう よ」 

「そうね え。 いつまでも ここに、 ぼんやり している こ 

ともない。 途中で お 役人 様に 会って きいたら、 おじい 


ちゃんの いどころ も 知れる かもしれ ない」 

べつに、 戸 じ まりが 厳重 だとい うわけ でな し、 垣根 

が 結いめ ぐらして あるので もない から、 お 蓮 様 はお 美 

夜 ちゃんの 手 を 引いて、 庭 づたいに、 雑木林の 小み ち 

をた どろうと すると。 

こつぜん 

忽然と して、 五、 六 人の 足軽 風の 者が 現われて、 そ 

のま ま 家へ 追い かえされて しまう。 

恢の いい 監禁と いう ことに、 お 蓮 様が 気が ついた の 

は、 このと きから だった。 

さんない 

「江戸から、 当 山 内の 作 阿弥と いう 者 をたず ねて ま 

いった 者です。 どうぞ、 作 阿弥に お会わせ ください ま 


すよう  」 

お 蓮 様の 必死の 願いに も、 足軽 ども は 相手に なろう 

ともしない。 

この、 裏 見の 滝 道の 林の 中の 一 軒 家。 

あそこに 住む 女と 娘 は、 狂人と 白痴 だから、 何 を 言つ 

て も 取り あげるな …… 警備の 役人、 足軽た ち は 上司 か 

ら、 こう 言い聞かされ ている。 

「ああ 見えて いて、 狂気 だそう だ。 娘 はまた、 生まれ 


つきの 馬鹿で、 母 娘 そろって あの ありさまと は、 なん 

とも 哀れな もの じ やのう」 

「御 造営 竣工まで、 厳のう えに も 厳なる 警戒 を 要する 

日光 御山 内に、 どうして また、 ああい う 母 娘 づれの 狂 

人な どが、 舞い こんで きたので あろう」 

「されば サ、 どこから ともなく フ ラフラ ッと、 

かぬ ましん でん 

鹿 沼 新田のお 関所に さしかか つ たと 申す ことじ や」 

「捕えて ただして みても、 何 を 言う やら さっぱり 要領 

を 得ぬ。 引き渡そう にも、 身 もとは 知れぬ し、 と 言つ 

て、 ああい う 者 を さまよわせ ておいて は、 清浄 森厳で 

あらねば ならぬ 御 造営 の 眼 ざ わり じ や。 造営 奉行 の 面 


目に も かかわる」 

「追放 すれば よいで はない か」 

「サ、 それが さ、 貧しい 旅の 服装で は あるが、 顔 姿、 

言葉 の はし はしな ど、 武家 も大 どころ の 者ら しい ふし 

が、 ないでも ない。 このまま 山から 追い出して、 あと 

で ひ よんな かかりあいに でもな ろう ものなら、 この 御 

きず 

修営に 疵が つこうと いう もの」 

「はは あ、 それで わかった。 自 ままに 町 を 歩かせて は 

人 さわがせ、 追い出す こと もなら ず、 という わけで、 

ああして あの 一軒家に とじこめ、 われら を 見張りに つ 

けて おくの じ やな。 厄介な 者が とびこん できた もの 


じ やな ァ」 

「しかし まァ、 相手 は 狂人と 馬鹿 娘の こと だ。 家から 

出し さえせ ねばよ いの じ やから、 遊び半分の 楽な 役 ま 

わり をお おせつ かった という もの じ ゃテ」 

したやく 

草 むらに あぐらをかいた 下役 ども は、 ひなたぼっこ 

と 雑談 を 仕事と 心得て、 こう ガヤ ガヤ 話し こんでいる。 

ふしぎな もので、 狂人と いわれた その 眼で 見る と、 

普通の 人で も、 変に 見える。 

そう 言えば、 すこし 眼の 色が ちがって いると か、 笑 

い 声が 尋常で ない とか …… 。 

そう 信じ こんでいる 者へ 向かって、 「いえ、 わたし は 


狂気ではありません」 と 弁解しょう ものなら、 さて こ 

そ、 狂人の 十八番が 始まった とば かリ、 いっそう 狂人 

扱いされ るの み。 

「サク アミと か、 南無 阿弥と か、 たえず 妙な こと を 口 

ばし つ てお るよう じ やが」 

「ナ 二、 言 いたい こと をい わせて お けば よいの じ や」 

と、 これで は、 お 蓮 様 は どこに も、 取りつ く 島が あ 

リ ません。 

一 日に 何度と なく、 庭 づたいに 役人 衆の いると ころ 

へ 来て、 

「どなた か 上の 方に、 お 眼 どおり を 許して いただく わ 


けに はまい りませんで しょうか」 

「ハイ ハイ、 御城 主 様で も 公方 様へ でも、 どなたへ で 

もお 取り次ぎ を 申します るで、 どうぞ、 お 屋敷で お 待 

ちの ほど を、 願い あげます る」 

かんしゃく 

お 蓮 様 は 癇癩 を 起こして、 

「マ ァ、 何 を 言う のでしょう。 日光と いうと ころ は、 

狂人ば かり そろって いるの ねえ。 気味の 悪い！」 

侍た ち はドッ とふき だして、 

「ィ ャ、 こいつ は 参った。 まったく 言われて みると、 

狂人のお 守り をして いる われら も、 こう 退屈で は、 い 

つ のまに か 気が 変にな ろう も 知れぬ テ」 


「なんです つて？ わたし を 狂者です と？」 

「イエ イエ、 とんでもない！ あなた 様に 対して、 けつ 

し て さような 失礼な ， ，一 と を  」 

四 

何が なんだか わからな いお 蓮 様、 

おやこ 

「くどくお 願いす るよう です けど、 私 ども 母 娘 は、 作 

阿弥 をたず ねて まい つ たもので」 

「ソ ゥラ！ サク アミが 始まった！ あは はは は、 

ワッハ ッ ハツ ハ」 


と 一 同 は、 腹 を かかえて 笑いく ずれる。 なかに 一 人、 

ごく ものずき なのが、 妙な か つ こうで お 蓮 様の 前へ 

しゃし やり 出て、 

「サク アミ 様 をお たずねなら、 お会わせ 申す はわけ の 

ない こと。 曰が 暮れます と、 あの 太郎 山の頂 上に 宵の 

明星が ピ カリ、 ピカ ァリと 光ります るナ …… 」 

「オイ オイ、 よせよ せ」 

「そもそも、 この、 星が 光る と 申します の は、 お 星 様 

から 下界へ 向かって、 青い 糸 を 投げお ろします るので 

 サク アミ 様 は その 糸に ぶらさがって、 ス ルス ルス 

ルツと 降りて きまして な。 ホラ、 あの 杉の 木の てつべ 


んへ、 毎晩お くだりになります よ、 へ ッへッ へ」 

「よせ と言うのに！ 本気に されたら、 また 厄介 じ や 

あない か」 

ひょうきん 

お 蓮 様 は あっけに とられて、 その 剽軽な 男の 顔 を 

穴の あく ほどみ つめている。 

ポ カンと 口 を あけて。 

江戸 を 離れる と、 いたるところに お化けが 出る  

という こと を 聞いた けれど、 どうして この 日光に は、 

こんな 変て こな 侍ば かり 集まつ ている のだろう …… 。 

泣きた くなる ような 気持で、 また シ ヨン ボリと 家へ 

はいると、 ただ 一 人つ けられて いる 若い 女中が 背戸 口 


から 秋草 を 取って きて、 床の間に おけて います。 お 蓮 

様 母子 を なぐさめよう という、 やさしい 心が あるの か 

もしれ ない。 

お 蓮 さま は その そば へ すわ つ て、 

「ねえ、 なんとか ならない のか しら。 お前、 ひとつ 走 

リ 造営 奉行所へ いって、 上の ほうのお 役人 様に …… あ 

あ、 そうだつ たねえ。 お前 は啞 だった ねえ。 ええ ィじ 

れつたい ッ！」 

娘 は 二 ッコリ 笑う ばかりで、 どこ 吹く 風と いったよ 

うに、 活けた 秋草 を ながめて は、 そこ ここ 葉 を はらつ 

ている。 


焦慮と も、 懊悩と も、 いいよう のない 日が つづく。 

それでいて 食事 だけ は、 三度 三度 二の膳つ き。 

たいせつな 人柱。 

いざ 用に 立てる までに、 母 娘 もボッ テリ ふとらせて 

まら 

おこうと いう 肚 かもしれ ない。 これ じゃァ まるで、 巿 

場へ 出す の を 楽しみに、 豚 を 飼って いるよう な もの I 

すると、 ここに。 

人情と いう もの は、 まことに 微妙な ものです。 

かたき 

仇敵 同士で も、 ひとつ 屋根の 下に 起き 臥しして いれ 

ば、 いつしか そこに、 11 がわく。 ことに 不具の 者 ほど、 


そういった 人な つっこい 気持 は、 強いと 言います。 

啞の娘 …… その 名 を、 ぉ梶 という。 

彼女 は。 

このたびの 御 造営に 壁 を 受け持って、 京都 稲荷山 か 

ら はるばる 上 つ てきた 伊助と いう 左官 頭の 妹で、 お 蓮 

様 づきと して この 一 つ 家へ 送られる まで は、 兄 や、 手 

下の 左官 どもと ともに、 奉行所に つづく お 作 事 部屋に 

いたので すが。 

啞 だから、 耳 は 聞こえない けれども、 兄 伊助と だけ 

は、 千変万化の 手真似 や 表情で、 かなり 複雑な 話が で 

きる の も、 これ は 肉親 だから、 ふしぎ はない。 


ここへ 来る 前、 ある 夜 兄の 伊助が、 ぉ梶 へ、 いろい 

ろと 手真似 をして、 こんど あの 護摩堂の 西側の 壁へ、 

人柱 …… それ も、 母と 娘の 二人 を 塗り こめる ことに 

なった —— と、 話した ことがある のです。 

かじ  おやこ 

で、 このお 梶 だけ は、 お 蓮 様 母 娘の 悲しい 運命 を 知つ 

ている。 

五 

陸つ づきの 離れ 小島 …… といった のが、 今のお 蓮 様 

の 生活。 


彼女と お 美 夜 ちゃんと、 侍女のお 梶 とたった 三人き 

リ。 外部と すっかり 遮断され て、 まるで 島流しに され 

て いるよう な もの。 

日に日に 親しみが ます。 

ことに、 お 美 夜ち やん は。 

外へ 遊びに 出られない 退屈 さ。 遊び ざ かりの 子が 毎 

日 雨に とじこめられて いるよう な もので、 朝から ぉ梶 

を 相手に、 ままごと やら 隠れん坊 やら、 か あいい はしゃ 

ぎ 方。 

子供 はなじみ の 早い もので、 夜 も、 眼 を こすり こす 

リ枕を 持って、 ぉ梶の 床へ ゆく くらいで すから、 ぉ梶 


も いつしかお 美 夜 ちゃんに、 小さい 妹の ような 愛情 を 

感じ だした の も、 ふしぎ はない。 

啞 のお 梶、 幼い 時分から のけ者に されて、 暗い、 い 

じけ た 心に なって いたが、 はじめて この 天真爛漫 なお 

美 夜 ちゃんに よって、 人間的な 心の 眼 を ひらかせられ 

た。 

耳が 聞こえなくても、 美しい 人情 はわ かる。 

口 はきけなくても、 情愛 を 伝える に 困り はしない。 

い つし かお 梶 とお 美 夜ち やん はちよ つ とも そば を 離 

れ ない ほど、 無二の 仲よ しとな つたの も、 奇縁で あろ 

、つ。 


「ねえ、 ぉ梶。 作 爺 ちゃんのお 山のお 仕事が すんで、 

みんなで お 江戸へ 帰る ときには、 お前 も いっしょに 行 

こうね。 チヨ ビ安兄 ちゃんと いう、 とてもい い 人が お 

うち 

家に 待って いるよ」 

何 を 言っても、 ぉ梶は ニコニコして、 ァヮヮ と 口 を 

おさえたり、 しきりに 壁 を 塗る ような 手つき をしたり 

なんだか サッ パリ わからない けれど、 お 美 夜ち やん は 

おもしろが つ て、 

「まあ、 ぉ梶を 見て いると、 踊りの よう だ わ。 口が き 

けな いんです ものね え、 かわいそうに」 

と、 お 梶の手 を 取って、 お 美 夜ち やん も 二 ッコリ す 


る。 

そのお 梶が、 この 二、 三日、 急に、 めっきり ふさぎ 

こんでい るの は、 

「こんな か あいい お 美 夜 ちゃんと、 お 蓮 様 を、 人柱な 

どに して、 生きながら 壁の なかへ 封じ込めて しまわな 

ければ ならない のか  」 

と、 親しみが ますに つれ、 あわれ も 深まった という 

の は、 これ は 人情で そう あるべき ところ。 

この 人柱の こと は、 いくら 極秘に しても、 微風の よ 

うな ささやきが、 造営 奉行所 を とりまく お 作 事 部屋に、 

つぎから つぎと 伝わって、 諸 職人の あいだに は、 もう 


誰知らぬ 者 もない。 

この 啞 のお 梶 さえ、 兄の 手真似 を りっぱに 判断して、 

ちゃんと 知 つ ている くら い。 

口の きけ ない 者 だから、 秘密の もれる 恐れ は 断じて 

おやこ 

なかろう …… というので、 選ばれて この 母 娘の 世話 を 

する ことにな つたの だが。 

片輪 だけに 情が 深く、 やさしくされれば ひと 一 倍、 

恩に むくいた いという 心の わくこと に は、 係 役人 は 気 

がっかなかった とみえる。 

はじめお 蓮 様 は、 シ ヨン ボリうな だれてば かりい る 

ぉ梶を 変に 思って、 頭 を 指さして 顔をしかめて みせた 


り、 お腹 を かかえて うなる やら、 いろいろ やって きい 

てみ たけれ ど。 

いいえ！ というよ うに、 首 を 振る ばかり  頭痛 

でも 腹痛で も、 病気で もない という。 

ふびん 

不憫な 者 だけに、 ときどき こうして 沈み こむ ので あ 

ろうと、 お 蓮 様と お 美 夜 ちゃんの 二人 は、 ひとしお や 

さしく いたわる。 

それが またお 梶の 身に は、 火責めに される よりもつ 

らいので。 

とうとう たまらなくな つたお 梶、 ある 夕方、 突然、 

グッ とお 蓮 様の たもと をお さえて …… 。 


丄八 

宵の口から、 ポッリ と 落ち だした 雨。 

山の 天気 は 変 わりやすく、 ァレ！ 雨 かしら？ と 

思う うちに、 一山 ゴゥッ とと どろき わたって、 大粒な 

ささ 

水滴が、 まるで 小石の ように 縁先の 笹の葉 をう ち 鳴ら 


それに 雷 さえ も 加わった ものすご さに、 お 蓮 様 は あ 

わて て たちあがり、 


「お 美 夜 や、 手 を 貸して ちょうだい。 ぉ梶は あんなに、 

ふさぎこんで ばかりいて、 このごろ は、 笑い顔 ひとつ 

見せない。 かわいそう だから、 使いだ てるの も 遠慮し 

ましょう。 いい 子 だからお 母 ちゃんと いっしょに、 こ 

の 雨戸 をし めましょう」 

「ほんと に、 ぉ梶 はどうし たの？ 母ち やん。 今 もお 

台所に すわって、 こうやって 泣いて いる わよ。 その 悲 

しそうな 声ったら …… 」 

とお 美 夜ち やん は、 長いた もとで 自分の 顔 をお おつ 

て、 泣く まね をして 見せる。 

「ザ アサ、 それよりも 早く 雨戸 を  ホラ、 こんなに 


雨が 吹き こんで」 

母 娘 二人が 手 を 貸し 合って、 やっと 座敷の 戸 をし め 

終わる と。 

あんどん 

眼 を 真っ赤に 泣き はらした ぉ梶 が、 行燈を 持って は 

いって 来たが、 そのまま 立ち去る かと 思う と、 灯り を 

部屋の ほどよい ところに 置き …… このと きだった、 お 

梶 がいきな りお 蓮 様の たもと を 握った の は。 

「オヤ、 どうしたの だえ、 お前 は！」 

振りむ いたお 蓮 様 は、 びっくりした。 

めんしょく 

ぉ梶の 顔の 色と いったらない。 あおざめた 面色に、 

眼 は 血ば しり、 頰に は、 涙の 糸と ほ つれ 毛 を 引き、 そ 


の 毛の 先 を きゅっと 口に 嚙 みしめ て、 物す ごいば かり 

の 形相。 

「ァ ラ、 気が ふれた のか しら、 この 娘 は！」 

と、 お 蓮 様 は ギヨ ッと しながら、 必死の 力 を こめた 

ぉ梶の 手に、 べったり くずれる ように、 そこへ すわら 

せられて しま つ た。 

と、 ぉ梶 は、 あっけに とられて そばに 立って いたお 

美 夜ち やん を、 いきなり 片手に 引き寄せて、 痛い ほど 

抱きしめ、 

「ム ムム ムムム ムム」 

もの 言い たげ な 風晴。 


口の きけ ぬ を もどかし がる ありさまに、 これ は 何事 

か、 思いきって 言いたい ことがあ るの だな と、 見て とつ 

たお 蓮 様。 

キ チンと 両手 を 膝に、 すわりな おして、 

「なんです」 

という 眼 顔 をして みせる。 

それにい きおい を 得た ように、 お 梶はフ ラフラと 立 

ち あがって、 壁 際へ 走り 寄った。 

そして、 両手 を ひろげて 壁の 前に、 こっち 向きに 立 

ちながら、 お 蓮 様と お 美 夜ち やん を 指さして、 ふしぎ 

な 泣き声 を その 口から もらす の だ。 


あなた 方お 二人 は、 夢にも 知らないだろう が。 こう 

して 壁へ 塗り こめられて …… 。 

という 意味 を 示す つもりだろう が、 人柱な どと いう 

複雑な ことが、 こんな 簡単な しぐさ ひとつで、 わかろ 

うはず がない。 

お 蓮 様 はふし ぎそうに、 お 美 夜ち やん を かえり 見、 

「なんだろう ねえ」 

「あたし、 気味が 悪い わ」 

お 美 夜ち やん はこ わそうに、 母の かげへ まわる。 

じっさい それ は、 妖異な 場面であった。 啞の 娘が、 

何事 か 懸命に 知らせよ うとして、 渾身の 力 を こめて さ 


まざ まの 動作 をす る 室内。 行燈の 灯が お 梶の影 を、 大 

きく 壁に 踊らせて。 

戸外 は、 地殻 も 割れん ばかりの すさまじい 大 暴風雨 _ 

七 

ぉ梶は 一生懸命に、 身ぶ り をつ づけて、 背中 を 壁に 

すりつけたり、 壁の 前に 立って、 しきりに 土 を 塗る 手 

つき をす る やら …… 左官の 妹 だけに、 壁 屋の手 まね は 

堂に いっている。 

かと 思う と、 こんど は、 お 蓮 様と お 美 夜ち やん を 指 


い き 

さして、 眼 をつ ぶり、 呼吸 をつ めて 見せる の は、 「死ぬ」 

という 意味 を 表わす つもりだろう が、 まるで 踊りの 手 

ぶり を 見て いるよう で、 こんな ことで わかる はず はな 

ヽ o 

レ 

お 蓮 様と お 美 夜ち やん は、 あっけに とられて 見 まも 

るの み。 

ぉ梶 はも どかし そうに、 身 もだえし ていたが、 やが 

て、 新しい 方法 を 思いつい たと 見え、 急に、 にっこり 

すると 同時に、 

「ゥ ゥゥ  」 

と、 異様に うめきながら、 母 娘の 手 を 取って グイ グ 


ィ 引き立てる。 

うちゅう 

雨中の すき 間から、 一 瞬間、 サッと 青白い 光が 射し 

込んで、 畳の 目 をく つきり 描き だすの は、 雷が、 ちょ 

うど 頭の 上へ 来て いるら しい。 

やむ ね 

戸障子の はためき、 屋 棟のう なり、 この 小さな 家 は、 

今にもく だけ 飛びそう である。 

ほかげ 

灯影の 暗い 室内に、 狂気の ように あせり 動く ぉ梶の 

影 だけが、 大入道の ように ゆらいで、 なんとも 不気味 

な 景色であった。 

啞 美人 …… それ は、 うつくしい 獣 を 連想させる。 

お 美 夜ち やん は、 もうす つかり おびえき り、 お 蓮 様 


も、 何もの かにつ かれた ように、 母 娘 はお 梶に手 を 取 

られる まま、 フ ラフラと 膝 を 立てて、 

「コ レ、 何 をす るの、 ぉ梶」 

「母ち やん、 こわい よ ゥ！」 

うわ ァ、 う ヮァ—  というよ うな 声 を、 ぉ梶 はつ 

づ け ざまに 発しながら、 全身の 力 を そ の か ぼ そい 腕に 

こめて、 母と 娘 を 壁に 押しつけた。 

そうして おいて、 手早く 壁土 を 塗り こめる 手つき。 

これで も わからな いか  と 言わぬ ばかりの もど 

かし さが、 顔 いっぱいに あらわれて、 お 梶の眼 は、 必 

死の 涙に うるんで いる。 


お 蓮 様と お 美 夜ち やん は、 白痴の 相手をして 遊んで 

いるよう な、 気恥ずかしい ようすで、 される とおりに 

なって 壁の 前に 立ちな らんで いたが、 ぉ梶 がいつ まで 

も、 左官の しぐさ を 繰り返す だけな ので、 お 蓮 様 はは 

じめ て、 オヤ！ これ は 変 だ。 何 か 重大な 意味が ある 

ので は …… 。 

と、 思った とき！ 

フと胸 を かすめた の は、 遠い 子供の ころ、 乳母 か 誰 

かに 聞いた ことの ある、 あの、 「もの 言 はじ、 父 は 長柄 

の …… 」 の 人柱の こと！ 

みたま 

大きな 土木工事に は、 土の 神、 木の 神の 御霊 を 安ん 


ぜ しめる ために、 人柱 を ささげる という こと は、 ほか 

にも 聞いた おぼえが ある。 

すると、 ちょうど 今夜の ように。 

黒 暗々 の 夜空 を つらぬく 一  閃の 稲妻の ごとく、 この 

ときお 蓮 様の 心に、 すべての 事情が うなずかれ たの 

だった。 

人柱！ ありえない ことで はない。 

どこかの 壁へ、 この わたしと お 美 夜 を 生きながら 塗 

りこめ て …… そういえば、 思い当たる ふしだらけ であ 

かぬ ましん でん  おやこ 

る、 あの 鹿 沼 新田の 関所で 捕まった とき、 母 娘 かとい 

うこと を、 あんなに 念 を いれて きいた の も、 さて は、 


母と 娘の 人柱が 必要で あつたの だ！ 

今 はこうして ここに、 自分た ち を 飼って おいて、 そ 

のとき が 来る の を 待って いるに 相違ない。 

血ば しった 眼で、 空 をに らんだお 蓮 様 は、 

「お 美 夜！ サ、 しっかりして …… ！」 

と、 思わず、 小さな 肩 を 握りし めて いた。 

八 

これです ベ てが 読めた！ 

お 蓮 様 はやつ ぎば やに、 ぉ梶 へ 向か つ てうなず くと、 


その わかった という 意味が、 聞こえぬ 耳に も 通じた と 

みえ、 お 梶はニ ッコリ するとと もに、 さきほどからの 

手真似 話に 精根つ き 果てた とみえ、 べッ タリ そこへ く 

ず おれて しまった。 

父の 作 阿弥に 会う ことができれば ：：： 。 

「それさえ できれば、 なんのお それる こ ともないの だ 

けれど —— 」 

のき 

口 をつ いて 出る お 蓮 様の ひとり 言 を、 折りから 檐を 

暴風雨の 轟音が、 さらうよ うに 吹き消す。 

ぉ梶は 死人の ように、 着物で 顔 をお おって、 からだ 

を 丸く して 畳に 倒れた まま だ。 


作 阿弥に 会い さえ すれば —— だが、 自分 を とりまく 

多勢の 下役 人た ち は、 上役から、 狂人 だから そのつ も 

りで と 言い わたされて いるので、 なんと 頼んでも むだ 

な こと は、 このあいだからの 努力で、 わかって いる。 

かりに、 今夜の この 闇と 雨風に 乗じて、 この 家 をの 

がれ 出る にしても。 

このま わりが あれほど 厳重に かためて ある こと は、 

誰よりも お 蓮 様が、 いちばん よく 知っている。 

それに。 

日光 造営 中、 山 を 取り まく 四十 里の あいだに いくつ 

となく 関所が 設けられて、 文字 どおり 蟻の はい 出る す 


きもない の だから、 足弱の 自分が 子供 を 連れて、 この 

山道 を どうして 脱け 出す ことができよう！ 

お 蓮 様 は、 ギュッ と、 痛い ほどお 美 夜ち やん を だき 

かかえ、 眼 をす え、 唇 を かみしめて …… 助かる 方法 も 

がな と、 せわしい 思いが 頭の 中 を かけめぐつ ている。 

その、 狂気の ような、 人相の 変わった 母の 顔 を、 お 

美 夜ち やん は 下から、 あどけなく 見 あげて、 

「母ち やん、 ぉ梶は 眠って しまったよ。 こんなと ころ 

でうた た 寝 をして、 風邪 を 引く といけ な いわねえ」 

「ええ そう  一 

答える 心もう わの 空に、 お 蓮 さまが じ つ と 考え こん 


でい ると。 

どんな 暴風雨の 最中に も、 ビタリと 物 鳴りが 止んで、 

ぼ つんと 切り離され たように 音の しな い、 ふしぎな、 

無気味な 瞬間が ある ものです。 

今が それ。 

雨 も 風 も、 急に 暴威 をお さめて、 もみ 抜かれた 樹々、 

はためき わたって いた 家が、 にわかに、 はたと 鳴り を 

しずめる と、 暗い 地獄へ おちこむ ような 静寂。 

そうそう 

その しずけさの 底に、 淙々 と 水の 流れる 音が する… 

…の は、 この 家の 裏から おりた 谷 si にさ さやかな 渓流 

の ある こと を 示して いるので。 


毎日、 昼間お 蓮 様 は、 縁の はしに 立って、 はるか 眼 

下の 杉の 根 を 洗う、 この 小 流れ を 見お ろした こと を、 

彼女 は、 いま 思い出した。 

「そうだ！ 運 を 天に まかせて  それより ほかに 

方法 はない」 

ひと リ 胸に 答えた お 蓮 様が、 あちこち 室内へ 走らせ 

た 眼に、 とまった の は、 ぉ梶が 床の間に！^ けて くれた 

花 籠で ある。 

秋の 七草 をい けた あの 籠の 中には、 竹筒が 入って い 

る。 そうだ！ 

お 蓮 様 は 裾 を 乱して、 片隅の 文 机の 上の 硯 箱と、 


りょうし 

料紙 入れへ かけ 寄りながら、 

「お 美 夜！ お前に、 こんな こと を させた く はないけ 

れど、 二人の 命の 瀬戸際 だからね。 今 母 ちゃんが お 手 

紙 を 書いて、 あそこの 竹筒へ 入れる から、 お前 は それ 

を 持って この 裏山 づたいに 谷川へ —— いいかえ！」 

ごだいさん 

御代 参 


一 


宇治 道中の 茶壺 駕籠 を、 荒しに 荒して、 東海道に 白 

うず 

い 旋風が 渦 まくと までの 評判 をた てた 丹 下 左 膳。 

いくつと なく 壺を 手がけても、 めざす こけ 猿の 壷に 

は、 まだ 見参し ない。 

けんこん ほか 

壷 中の 天地、 乾坤の 外。 

めいしゅう 

一 つ 事に 迷 執 を 抱き、 身、 別世界に ある 思いの 左 膳 

ざる 

は、 朝夕 夢の こけ 猿 を 追って、 流れ 流れて ふたたび 江 

戸へ …… 。 

第二の 故郷。 

白髪、 江 を 渉り、 もとの 路 をたず ぬ。 何年 も 江戸 を 

明けた わけで はない けれど、 しきりに、 そんな 気がし 


てなら ない。 

ひま つ 

山野、 街道の 砂 ほこりに まみれ、 人 血の 飛沫に 染ん 

びゃくえ 

だ 例の 白衣に、 すり 切れた 博 多の 帯 を、 それでも きちよ 

うめんに 貝の 口にむ すび 上げ、 ずしり と 落とし 差した 

妖刀 濡れ 燕 の 重み —— 0 

抜け あが つ た大 たぶ さ を、 ぎ ゆ つ と 藁で しば つ た 変 

相 妖異の つらがまえ。 

竹の 棒の ように 痩せさら ばえ た 長身の、 片 ふところ 

手 …… とこと わるまで もな く。 

かた 手 はは じめ ッ からな いんだった ッけ。 

しかめ ッ つらに 見える の は、 右 眼 をつ ぶして ななめ 


に 走る 刀痕の ゆえ。 

そうそうろう ろう 

二 ュッと あご を つき出し、 幽霊の ように 蹌々 踉々 と 

歩きながら、 口の 中に つぶやいて ゆく の を 聞けば、 

えんじゃくなん ぞ はいかい せる  いは こそうに かえらん とほつ す 

「燕雀 何 徘徊、 意欲 還 故 巣 —— か」 

がらに な いこと を ブック サ 口ずさんで、 

「おい 左 膳、 こうして 手 ぶら で 江戸へ けえ つてき たと 

ころ をみ ると、 おめえ も、 よっぽど 里 ごころ がつ いた 

のだろう」 

自分 を 相手の ひとり 言。 一 歩 ごとに 濡れ つばめの 鍔 

の ゆるみが、 カタ コト 鳴る のが、 「人が 斬りて え、 ァァ 

人が 斬りて え」  というよ うに 聞こえる ので。 


チヨ ビ 安の 野郎 は、 どうしたろう？ 

柳 生 源三郎 は？ 萩 乃 は？ 

と、 想う こと は 山の よう …… とにかく、 自分に 会う 

前に チヨ ビ 安が いたと いう、 あさく さ 竜 泉 寺の あの ト 

ン ガリ 長屋と やらへ 行つ てみ たら、 ことによ つたら そ 

の 後の ようすが しれよう もしれ ぬ。 

ま」 り 

という 肚。 

品 川 宿から 江戸 入りした 左 膳 は 一 直線に 八 百 八 町 を 

横ぎ ろうと、 今し さしかかつ たのが、 この 上野 山 下の 

三枚 橋です。 

ちょうど 真夜中の こと。 


お 山の 森のう えに、 うす ぼんやり とした 月が かかつ 

て、 あたりに ただよう 墨絵の ような 夜の 明かり。 

両側の 商家 は、 ドッシ リと大 戸 をお ろし、 天水桶に 

大書した 水と いう 字が、 しろじろ と 見える そばに、 犬 

が 丸くな つ て 寝て いる。 

何 か 事 ありげ な晚だ つ た。 

「ャ ャッ！ この 深夜に 駕籠が …… 」 

いま、 三枚 橋に 片足 かけた 左 膳の 一眼に、 ぼつ リと 

映った の は、 正面、 上野の 山 をお りて こっちへ やって 

くる  一 丁のお 駕籠です。 

た 力 もも 

四、 五 人の 高 股 だち の 侍が、 前後 を 警備し、 なんと 


なく 世 を はばかる 風情が 見える。 

真っ先に 立って くる 提灯の 紋  

見 おぼえが ある。 あれ は 確かに、 柳 生家の …… 。 

駕籠と いうと、 ただちに 壺を 連想す るの が、 この ご 

ろの 左 膳 だ。 

「茶壺の 駕籠で は あるめえ か」 

そう 思 つ た。 

小 みぞの そばに、 柳の 垂れ 枝。 その かげに 身 を ひそ 

めた 左 膳が、 近づく 駕籠 を 半 暗にす かして 見る と —— 

ろう いろび よ うう 

蠟色鋇 打ち の 身分 ある 女 乗物。 

と！ 闇に 氷の 光 一 閃。 同時に、 駕籠 わきの 一 人が、 


ゥ ゥム！ と 肩 口 をお さえて よろめいた とき、 

「待った！ 気の毒 だが、 その 駕籠に 用が ある —— 」 

二 

ろうぜき 

「ャ ッ！ 狼藉者 ッ！」 

「人違いで はない か。 うろたえるな！」 

「それ ッ、 おのおの ：：： 」 

いろいろな 声が 一時に わいて、 侍た ち は、 ぴたりと 

駕籠 を 背に、 立ちな らんだ。 

肩 を やられた 一 人 は、 何 か 火急の 用事の ある 人の よ 


うに、 タタ タツと 前 のめりに、 三枚 橋 を 渡りき つて、 

四、 五 間 走った ところで、 ばったり 倒れた。 

一同 は、 そっち を 振り向く 余裕 もな く、 

「名乗れ ッ！ われら は 柳 生 対 馬 守 藩 中 …… 」 

「お ゥ、 その 柳 生の 駕籠と 知って 用が あるの だ！」 

すでに 一人の 血 を 味わった 濡れ 燕 を、 左 膳 は、 ひだ 

り 手に だら りと 下げて、 よろめく ように 二、 三 歩、 前 

へ 出ながら、 

「よ ゥ、 そ、 その 駕籠の 中 を 一眼 見せて くれ、 壺 でな 

かったら、 おとなしく 引き下が るから、 ょゥ」 

と、 しなだれかかる ように、 侍た ちへ 肩 を 寄せて ゆ 


く。 うすく 笑いながら —— 。 

内心に 渦 まく 殺気 を 持て あまして、 その 一 本 腕が う 

ずう ず するとき、 左 膳 はよ く、 こうした 酔漢の ような 

態度 をと るの だ。 

いわば。 

丹 下 左 膳が も つ とも 左 膳ら しい 危険な 状態に 達した 

こうちょう 

高潮 。 

とも 知らない 一 人が、 

「たわけ ッ！」 

どなる と 同時に、 フィ と、 おどる ような からだつき 

 足 を 開き、 腰 を 沈ませた かと 思う と、 抜きう ちに 


左 膳の 胴へ！ 

刀身に、 白く 月が 冴えた。 

どす ッと、 何 か、 水 を 含ませた 重い 蒲団 を、 地面へ 

たたきつけ たような 音が したの は、 今の 一 刀が、 み ご 

と 左 膳の 深 胴に はまった のか …… 。 

と 見えた 刹那。 

ひよ ろつ と 手 もとへ 流れ こんだ 左 膳の 体 あたり、 無 

造作に 持った 濡れ 燕の 柄が、 その 切つ さき を 受けと め 

て、 かわりに、 足 をす くわれた ように 空に 泳いで いる 

の は、 かえって その 斬りつ けた ひとり。 

ふしぎ！ 


い つ 濡れ 燕が 羽ばたきした のであろう。 

今の 重い 音 は、 かれの 上半身 をな なめに 斬り 裂いた 

濡れ 燕の、 血 をな めた 歓声だった の だ。 

「来る かッ。 オイ、 来る 気 か」 

いっぱいに ゆがんだ 微笑 を 浮かべた 左 膳の 顔 を、 月 

が ぼんやり 照らし だす。 

眼に もとまらぬ うちに、 同僚の 二人まで 失った 柳 生 

あし 

の 連中 は、 浮き足だった のだろう。 

「おおそう だ、 これから 切通し へ 出れば、 妻 恋 坂 はさ 

ほど 遠く はない」 

「うむ、 われわれの 手に はちよ つと 負えそう もない。 


若殿 源三郎 さま を 御 加勢に お願い 申して —— 」 

うまい 逃げ口上 もあった もので、 一人が ぱッ とかけ 

出す と、 残って いた 三人 ほど も、 一 時に その あと を 追つ 

て、 右側の 軒下 づたいに、 本郷の ほうへ スッ とんで ゆ 

こうなる と、 名代の 柳 生 一刀 流 も、 こうした 下つ ば 

になる と、 からきし だら しのない ものと みえます。 

あと 見送って 含み笑い をした 左 膳が、 血の したたる 

濡れ 燕 を ソ ッ と 地面に 突き 立 てて、 駕籠の そば に しが 

み 寄り、 引き戸に 手 を かけた とたん、 駕籠の 中から、 

「相変わらず だね、 丹 下の 殿様、 おひさし ぶり、 ホホ 


ホホホ —— 声で わかり ましたよ」 

声で わかり ましたよ …… という 女の 言葉が、 駕籠の 

中から。 

左 膳が、 ギヨ ッ として 身 を 引いた 瞬間。 

引き戸が なかから あけられて、 闇に 咲く 大輪の 花の 

ようにた ち 現われた の は、 御殿女中 姿の 櫛 巻の 姐御… 

…あっけに とられた 左 膳の 肩 を、 ボンと たたいて、 

「まあ！ 今まで どこに どうして  会いたかった 


わ」 

と 寄り そった。 夜中に こっそり 駕籠 を 急がせて 来る 

の だから、 テツ キリ こけ 猿の 壷 ：•：• に 相違ない と 思つ 

たのに、 あらわれ たの は 意外に も 女！ しかも、 駒 形 

の 尺 取 横町に 残して きた はずのお 藤が、 こうした 変 

わった 風体で、 柳 生家の 駕籠に 乗って いようと は！ 

おもしろ くもない といった 顔、 不愉快 そうに 濡れ 燕 

を 鞘へ 納めた 左 膳 は、 

「おめえ か …… えらく 出世 をした もの だな ァ、 どうい 

ういき さつで、 そんな 身分に なった のか 知らね えが、 

おら あおめ えに は 用 はねえ の だ。 また 会 おうぜ」 


くち じり 

皮肉に 口 尻 を 曲げて 言い はなった 左 膳、 足早に 歩き 

だした。 

櫛 巻お 藤に は、 相変わらず そっけない 左 膳でした。 

「マ ァ、 お前さん のように、 情の 剛ぃ 人が あるか しら 

—— わたし やこうして いやな 芝居 をつ とめる 気で、 こ 

んな 窮屈な 思い をしながら、 一日 半時 だってお 前さん 

のこと を 忘れた こと はない のに、 ヒョ ッコリ 会った と 

思ったら、 もうす ぐ、 ろくす つぼ 話 も 聞かずに、 そう 

やって 行つ てし まおうと する なんて！」 

と 櫛 巻の 姐御、 姐御の 本領 を 発揮して、 いきなり、 

縫い取りの 美しい うちかけ を ぬぎすて るが 早い か、 


パッと 地面へ 投げす てた。 

「よし！ あたし も櫛卷 と言われた 女 だ。 こうな リゃ 

あ 意地ず く！ どこまで だってつ いていって やる か 

ら！」 

はぎ 

と、 長い 裾 を グイと はしょる と、 夜目に も 白い 脛が 

く つ きりと。 

見る と、 左 膳 はもう 四、 五 間 さき を、 何事 もなかつ 

たように 歩いて ゆく。 

「オット！ いけない、 子供た ち を 忘れち や あ …… 」 

つぶやい たお 藤 姐御 は、 駕籠へ 引つ かえし、 中へ 手 

を 入れて ごそごそ や つ て いたが、 取り だした の は 角 


ばった 風呂敷 包み。 折り畳の 三味線と、 塗り 箱に 入つ 

た 尺 取 虫と —— 商売 もの。 

いっとき  そとで 

これ だけ は 一 刻 も、 そば を 離さず、 こうして 外出に 

も、 駕籠へ 入れて 持ち歩いて いるもの とみえる。 

かたむき かけた 月 を 踏んで、 ブラ リと 歩いて ゆく 左 

膳のう しろから、 裾 をから げたお 藤 姐御が、 二、 三 間 

おくれて シ トシ トと ついて ゆく。 

妙な 道行き —— 0 

「腰元 づ とめな ど、 あたし やもう、 ふつふつ いやにな つ 

て、 今日は 逃げ出 そうか、 明日 は …… と 思って いたや 

さき、 いいと ころで お前さんに 会った わ」 


先 を ゆく 左 膳、 振り かえり もせずに、 

「その 姿 はどうした というの だ」 

「なんて、 きくと ころ をみ ると、 それでも すこし は 気 

になる とみえる ね。 ゥ フッ、 東海道 を与吉 といつ しょ 

に、 流して いるう ちに、 柳 生の 殿様に つかまって、 お 

もしろ い 女と いうんで、 おそば に 仕える ことにな つた 

ん だが、 今 その 殿様 は、 日光 御 造営のお 奉行に なって、 

あっち 

日光へ 行って しまう し、 あたし や 百い くつと かのお 化 

けの ような お爺さんの 世話 をしながら、 しんき 臭い 日 

を 送って いたの さ。 ほんとうに、 また お前さんに 会え 

ような どと は、 夢にも 思わなかった よ」 


この 櫛 巻 姐御 を ひと 眼 見て、 これ は 何 か 使える、 見 

どころ が ある …… と、 腰元と して 江戸まで 連れて来、 

上屋敷に 置く ことにな つた 柳 生 対 馬 守 は。 

どういう 考えだった のでしょう。 

その後、 なんの こ ともなく、 ただ そば 近く 使って お 

いただけ。 こんど 日光へ ゆく に当たって、 お 藤 を あの 

一 風 宗匠 づきと して、 林 念 寺 前の 屋敷 内の 茶席に 残し 

て ゆく ことにな つたので すが …… 。 


さて 今、 お 藤 は、 左 膳のう しろから、 ノコ ノコつ い 

て ゆきながら、 

「それで、 あたしの 仕事と いうの は、 その 一風と いう 

お爺さんの 寝起きの 面倒 を 見る ことと、 毎晚 夜中に、 

こうして お 駕籠で 上野の 権現 様へ おまいりして、 はる 

か 江戸から、 このたびの 日光 御 造営が つ つがな く 終わ 

きねん  こ 

るよう に 祈念 を 凝らす だけが わたしの 務めさ」 

先に 立って ゆく 左 膳の 肩が、 こまかく 動いた の は、 

かれ、 噴き だした のらし い。 

「プ フッ！ おまえに 祈られち ゃァ、 うまく ゆく 日光 

も、 ぐれ はまになる だろう テ」 


「おふざけ でない よ。 あたし だって、 こんな 馬鹿げた 

こと はした かァ ない けれど サ、 その 一風って いう 爺 さ 

んの 御代 参に、 こうして 毎晚、 権現 様へ 参詣 させられ 

るんだ もの。 ところがね、 ふしぎな こと も ある もので 

ネ」 

とお 藤 姐御が、 笑いながら 話した ところに よると。 

濃 艷な櫛 巻お 藤が、 朝夕 宗匠の 世話 を やくように 

なつてから、 一風さん、 とても 若返って、 別人の よう 

になった というから 妙 だ。 

と 言っても、 相手 は 百 二十 何歳と いう、 伝奇的な 御 

老人の ことです から、 むろん、 二人の あいだに はなん 


という こと もない のです が、 いったいお 藤の ような 毒 

婦 型の 美女から は、 その 身辺に、 一種の 精気と いった 

ような ものが 発散され る ものと みえる。 毎日 それ を 呼 

吸して いるう ちに、 枯れ木に まちがって 花が 咲く よう 

に、 一風 宗匠の 生命の 灯が、 新しい 油 を 得て トロ リと 

わずかに 燃え あがった のでしょう。 

ホルモン などと いう こと を、 近 ごろ やかましく 言い 

きょうほ う 

ますが、 この 享 保の 昔に 対 馬 守 は、 そこらの 理屈 を 

知っていた のか もしれ ない。 こけ 猿の 壷が 見つかり、 

その 真偽に 判定 をく だすた めに は、 もうす こし 一風 宗 

匠に 生きて いて もらわなければ ならない の だが。 


その 肝腎の 一 風 宗匠 は、 伊賀から 江戸までの 旅に 

すっかり 弱り はてて、 今日明日 にも 眼 をつ ぶろうと い 

うとき、 偶然に も 一行へ とびこん できた のが、 このお 

藤。 

その 妖艷な 年増ぶ り を 見た とき、 対 馬 守 は、 これ は 

一 風 宗匠の 若返りの 道具に 使える …… と 思った に 相違 

ありません。 

「まるで 赤ん坊み たいだ つたお 爺さんが、 このごろ 

じゃァ お前さん、 りっぱに 一 人で 部屋 じゅう 歩き まわ 

るし、 耳 もちやん と 聞こえる ようになつ たしね」 

「これから また 育って、 その 百问年 をもう 一度 繰り か 


えす のだろう。 ついていて やり や あいい じゃァ ねえ か 

くどく 

功徳に なら ァ、 いずれ そのうち、 丹 下 左 膳て え 者が こ 

ざる 

け 猿の 壺を 持って、 鑑定 をお 願いに 出ます と 言って お 

け」 

「いやな こった！ ここでお 前さん を 見つけた 以上、 

あたし やもう もう、 どんな ことがあっても 離れ やしな 

いよ。 柳 生の 屋敷へ など、 二度と 帰り はしない から」 

左 膳 は 無言。 

ついて くるなら かってに —— と 言わぬ ばかり、 どん 

どん 歩 を 早めて、 浅 草 竜 泉 寺の 方角へ。 

お 藤 姐御 も、 おくれ じと 急ぐ。 変て こな 二人 行列。 


生命の 辻 


女の ほうから おもわれ ると、 その 女に 対して、 たい 

した 興味 を 持た なくなる …… これが、 色事師の 常ら し 

い。 柳 生 源三郎 も、 その 一 人。 

お 屋敷 育ちの 武家 娘ら しい、 つつまし やか さで、 萩 

乃が 自分 を 恋して いる こと は、 百 も 承知して いるの だ 


サテ、 そうな つてみ ると、 萩 乃と ほんとうに 千代 を 

ちぎり、 この 道場の あるじと なり、 永久に ここに 根 を 

はやそう という ほどの、 執着心 も わかない。 

ことに、 それに はま だ ひとつ じゃまが ある。 

それ は …… 峰 丹 波の 存在。 

御 後室お 蓮 様 は、 ある 夜 ひそかに 道場 を 出奔して、 

行方不明 になった ものの、 丹 波 はい まだに、 その 邸内 

むね 

の 別棟に 頑張って、 いっかな 動きそう にない。 

ああして 真剣 仕 合い をい どめば、 判定 人 を 立ち あわ 

せろ というので、 あの 田 丸 主 水 正 を 兄 対 馬 守に 仕立て、 


ひと 思いに 丹 波 を 斬って しまおう としたと ころが、 あ 

のとお リに 狂言が ばれて、 丹 波の 首 は 一日のば しに、 

まだつな が つてい ると いう わけ。 

萩 乃と は、 ひとつ 屋根の 下に 起き 臥しして いると い 

うだけ で、 今 もこの 深夜に、 萩 乃 は、 長い 廊下の 奥の 

自分の 部屋に、 ただ 一 人、 どんな 夢を見て か —— 。 

枕 行燈に 羽織 を 引っかけ、 こっちへ 向いた ほう だけ 

とうしん 

燈 芯の 灯 を むきだし にして、 床に はらんば いに なった 

まま、 何やら 書見 をして いた 源三郎 は、 廊下 を こき ざ 

す  あしおと 

みに 摺 つてく る跫 音に、 上半身 を 起こし、 

「なんだ」 


同時に、 襖が あいて、 二、 三人の 興奮した 若侍の 顔 

が、 すき 間に 重なり合い、 

「林 念 寺 前のお 上屋敷の 者 どもが、 一 風 宗匠の 代参の 

じょちゅう 

婦中を 駕籠に 乗せまして、 上野よりの 帰途、 三枚 橋に 

おいて 白衣の 狼藉者に 出 あい、 ただいま 加勢 を 求めて 

かけつけて まいり ましたが …… 」 

白衣の 狼藉者？ と、 聞く と、 源 三郎の 頭に、 ピン 

とくる ひと つ の 映像が ある。 

き や つ 

「ハ テナ、 彼奴で は あるまい か」 

ひとりご ちた 源三郎 は、 何 か 心中に、 ふと 思いつい 

た ことがある らしく、 


「今から かけつけ たので は、 まにあわんで あろうが I 

I 誰が まいった の だ」 

「高大 之 進 手付きの 尚 兵 館の 者 ども 一 一名」 

「よし、 二、 三人つ いて こい」 

ニヤ リと 笑った 源三郎 が、 手早く 寝間着 をぬ ぎに か 

かると、 つぎの 間から ようす をう かが つ ていた 小姓が、 

すぐ 外出の したく を ととのえて ささげる。 

身 じたく を 終わ つ た 伊賀の 暴れん坊 多勢 を さわがす 

ほどの ことで もない とそつ と 縁から 庭 づたいに、 大刀 

を 引つ さげて 裏口へ まわって みると、 なるほど、 顔に 

見 おぼえの ある 上屋敷の 者が 二人、 ハァハ ァ息を 切ら 


して 立って いる。 

くせもの 

「片腕で はない かナ、 その 曲者 は」 

「ハツ、 たしかに 左手 だけの ようで …… ィャ もう 恐ろ 

しい 使い手、 またたく うちに 二人 ほど —— 」 

ひさしぶりに、 丹 下 左 膳に 相違ない。 そう 思う と、 

源 三郎の 若い 血管 は、 友情と、 剣 技の 敵と しての なつ 

かし さとの、 ふしぎな 感情が 交流す るの を 感じて、 か 

れは、 だまって 小 走りに 急ぎ はじめた。 わしづかみに 

ずきん 

してきた 黒頭巾で、 クル クルと 顔 をつつ みながら。 

源 三 郎の臣 三人 ほど 加えて 一 行 六 人、 シ トシ トと深 

夜の 土 を 踏む。 


「左 膳の やつ、 まだ ゥ ロウ 口して いて くれれば よいが」 

源三郎 は、 旧友に 会おうと する 心のと きめき で、 い つ 

ぱいだった。 

二 

「ォ ォ、 ここ だ ここ だ！」 

一人が 叫んで、 三枚 橋 を 黒 門 町の ほうへ すこし 行つ 

た 路傍に、 まぐろの ように 横たわつ ている 死骸へ、 提 

灯の 灯 をつ きつけて、 

「ャ！ こいつ はだめ だ！ 殿ッ、 これ はすつ かり 息 


の 根が 絶えて おります」 

「もう 一 人 斬られた はずです が …… 」 

駕籠に ついて 来た 上屋敷の 侍が ひとりごと のように 

言いながら、 闇の 足 もと を 見 まわす と  。 

近くに、 断末魔の うめき 声 …… まるで 地の 底から ゆ 

すれあが つ てく るよう な。 

耳 ざと く 聞きつ けた 源三郎 が、 その 声 を 頼りに 探つ 

て ゆく と、 左側の 家の しめきった 大 戸に よりかかって、 

一人の 侍が、 血の 池の 中に 大 あぐらをかいた まま、 

「駕籠 は …… 駕籠 は —— 」 

口ば し つてい る。 


「駕籠 はこ こに ある ぞ。 しっかり せい！」 

と 肩に 手 を かけて、 源 三郎が のぞきこ むと、 

「ゥ ム、 駕籠 はこ こに あるが、 乗って おった お 藤 どの 

は、 あの 浪人 者の あと を 追って —— 」 

「サ、 その 浪人 者 だが、 どっちの 方角へ まいった？」 

「は …… ァ、 ァノ、 この 山 下 を 車 坂の ほうへ、 ソ、 そ 

れ から、 なんでも 二人の 話で は —— 」 

「二人の 話？ すると、 一風 宗匠 代参の 腰元と、 その 

狼藉者と は、 知り あいとみ えるな。 シテ、 ふたりの 話 

では  どこ へ ゆく と 申して お つた？」 

「ナ、 なんでも、 浅 草 竜 泉 寺の —— ？」 


「コ ラッ！ 気 をた しかに 持て ッ！ その 浅 草 竜 泉 寺 

の —— ？」 

「ハツ、 拙者 は、 もうこれ にて …… 竜 泉 寺の とんがり 

長屋と かへ —— 闇 中に、 そういう 話し声が 聞こえ まし 

た」 

人 ふたり 斬り 殺された 真夜中 の さわぎ。 両側の 家々 

では、 細目に 板戸 を あけて、 おっかなび つくりの ぞい 

ている し、 番太 戸の 注進で、 町役人た ち もお いおいと 

出て 来る ようす。 

かかり 合いに なって、 この 場 を はずせ なくなって は 

たまらな いと、 源 三郎は 二人の 死傷者の 始末に、 上屋 


敷の 者 を その 場へ 残し、 サッと 風の ように 浅 草の 方角 

を さして かけだしました。 

その、 おなじみの 浅 草 竜 泉 寺の トン ガリ 長屋。 

作 爺さんの 家で は …… 。 

名 を 秘め、 世 を 忍んで、 お 美 夜 ちゃんと たった 二人、 

ながらく ただの 作 爺さんで 日 を 送って きた 作 阿弥が、 

柳 生 対 馬 守に よって 日光 御 造営へ 召し出された あと。 

すぐ その あと を 追って、 お 美 夜 ちゃんが 母親のお 蓮 

ほ つ そく 

様と ともに、 これ も 日光へ 発足して しまう。 

あとに は —— 。 

大小 二人の 変物が、 妙ち きりんな 生活 を この 家に 


送って いる …… 蒲生泰 軒と チヨ ビ安 兄哥 と。 

あじき 

味気ない 思いの チヨ ビ 安です。 顔 を 見た こと もない 

父母が、 恋しい ばっかりに、 あの 「むこうの 辻のお 地 

蔵さん」 の 唄 をうた つて、 親 を 探しに 江戸へ 出て きた 

のです が。 

伊賀の 柳 生の 者と だけ、 いまだに その 親に はめぐ り 

会えず、 かりに 父と きめた 丹 下 左 膳と も 離れば なれに 

なり、 親が ゎリ のように 世話 をして くれた 作 爺さん は、 

日光へ 取られる。 

子供心に も、 恋人 気どりのお 美 夜 ちゃんに は、 ひと 

足さき に 母親が 名乗りで て、 しかも、 二人 いっしょに 


これ も 日光へ。 

残った 泰軒 先生 は、 ガブ ガブ 酒 を 飲みながら、 毎日 

幾 件と なく 持ち こんで くる、 江戸 じゅうの 巷の 人事 相 

談 に応じて いるば かり。 チヨ ビ 安の 「親 をたず ねる 人 

事 相談」 にだけ は、 この さすがの 泰軒 先生 も、 手 も 足 

も 出ない 形。 

ところが、 今宵、 めずらし くこの 家に 客が あるので 

しきりに、 しんみり とした 話し声。 


まだ 宵の口 を、 ちょっと まわった ばかりの ころ。 

「では、 大作、 その ほう はこ こで 待って おれ」 

そう 言いす てて、 この トン ガリ 長屋の あぶな つ かし 

いどぶ 板 を 踏んで はいつ て 行った の は …… 。 

お忍びら しい 覆面、 無紋の 着流しに 恰幅の いいから 

だ をつ つんだ 武士 だ。 いかにも、 大身ら しいよう す。 

路地の 入口に 残された 伊吹 大作 —— 南 町奉行 大岡越 

前 守 手付き …… が、 きっと あたりに 気 を 配りながら、 

そっと 上眼づ かいに、 その後ろ 姿 を 見送って いると こ 

ろから 見る と、 この 覆面の 侍 は、 よほど 大作の 上役… 


…ないし は 主筋に 当たる 人らしい。 

軒な みに、 長屋の 一 軒 一 軒 を のぞきながら、 進んで 

ゆく その 無紋 着流しの 侍 は、 やがて、 路地の 中 ほど、 

作 爺さんの 家の 前まで 来る と、 そっと 忍びやかに 格子 

を あけて、 

「お 美 夜と いう 女の子 は、 いるかの」 

がまち 

ちょうど あがり 框 に膝ッ 小僧 を かかえて いた チヨ 

ビ 安が、 

「お 美 夜ち やん は、 日光へ 行って いねえ や。 おめえ は 

誰 だい。 人の 家に へえって 来るなら、 かぶりもの を 取 

ん なよ」 


覆面の 侍 は、 そう 言う チヨ ビ安を 無視して、 

「なに、 日光へ 行った と？ それ は 弱った な、 約束が 

あって 来たの じ やが」 

その 声 を 聞きつ けた 泰軒、 大の 字な りに 寝そべって 

いたのが、 おきあがって、 土間へ 首 をのば し、 

「おお！ 貴公 は、 南 町の …… 」 

「シ ッ！ 泰軒 坊主で はない か。 ィャ、 おぬしが ここ 

におる こと は、 あのお 美 夜と 申す 女の子が、 おぬしの 

命令で かの 壺を、 拙者の もとへ 届けに 来て くれたと き、 

聞いた のじ やが、 まだ この 家に 居候と は 知らなかった。 

どうした、 相変わらず 飲って おるな。 ところで、 あの 


にせ  ざる 

壷 は 偽の こけ 猿… にせ 猿 じ やった よ」 

と、 啞 然として いる 泰軒 先生と チヨ ビ安を 前に、 そ 

さむら い 

の 小ぶ とりの 武士 は、 土間に 立った ままつ づけて、 

「ィ ャ、 それと これと は、 別な 話 じ やが、 そのと き、 

ほうび 

あのお 美 夜に、 なん ぞ 褒美 を 取らし ようかと わしが た 

ずね たと ころが  」 

「うむ、 その 話 は、 この 泰軒も 聞いた ぞ。 お 美夜坊 は、 

何も 褒美 はいらぬ が、 家に いる チヨ ビ安 という 者の 親 

が 知れる よう、 お 奉行の —— ィャ なに、 貴公の 手で、 

その 親 を 探しても らいたい と 頼んだ という …… ここに 

おる のが、 すなわち その チヨ ビ安様 じ や」 


と泰軒 居士 は、 ポ カンと 口 を あけて いる チヨ ビ 安の 

頭 を、 しきりに なでる。 容易なら ぬ 客ら しいと、 子供 

心に も 何 か 感じた チヨ ビ安は あわてて、 あぐらの 足 を 

キ チンと すわりな おした。 

「おお、 これ か、 チヨ ビ 安と 申す は」 

さむらい 

と 覆面の 士 は、 泰 軒へ、 

「いや、 わしと は 思わず、 ただ ある 筋から、 使いの 者 

が 来たと 思って、 応対して くれい」 

覆面の なかの 柔和な 眼が、 静かに ほほえんで、 

「おぬし も 知って おる であろう。 あの 愚 楽 老人 ナ、 彼 

は、 全国に 散らばる お 庭番の 元締め じ やから、 ふと 思 


いついて、 愚 楽 老人に この チヨ ビ 安なる 者の 親の 探索 

を 頼んだ のじ や。 伊賀の 者 だとい うことの み を 頼りに 

ナ —— すると、 それが 知れた のじ や」 

ちゃん おふくろ 

「えつ！ あ、 あの、 あたいの 父 や 母 が —— ？」 

「おお、 知れた ぞ。 今日 知れた。 で、 お 美 夜への 約束 

を 果たそうと、 さっそく わしが 自分で …… ィャ、 こう 

して 使いの 者 をよ こした わけ じ やが、 これ、 チヨ ビ安 

とやら、 そちの 父 は、 いま 日光に おる ぞ、 そち も 日光 

へ ゆく か、 どうじ や。 このたびの 日光 御 造営の 竣工式 

えもん 

に、 吉例に より 紫の 衣紋 をつ けて 現われる 人 こそ、 そ 

ちの 父な のじ や —— 」 


「ねえ、 泰軒小 父ち やん、 すぐ 発足 しょうじゃ ァ ねえ 

か。 あたいの 父が 知れたん だい！ べらぼうめ！ 

朝まで なんか 待って いられる かい」 

と チヨ ビ安 は、 涙の いっぱい たまった 眼で、 えらい 

鼻息。 

ちゃん 

「あたいの 父 はね、 こんどの 日光の 式に、 紫の 着物 を 

着て 出る 人なん だって。 その 式に まに 合わね えと、 た 

いへん だ。 おじち やん、 連れていって おくれよ ゥ。 日 


光に は、 お 美 夜ち やん も 作 爺ち やん も、 みんない るん 

じゃァ ねえ か」 

はしゃぎ きった チヨ ビ 安 は、 

「コ ゥ、 泰軒 坊主め、 すぐ 出かけよう ぜ」 

と、 調子に のって どなる さわぎ。 

使者 だと 言った 覆面の 侍が、 静かに 泰 軒に 目礼 を 残 

して、 帰って いった あとで ある。 

この、 顔 を かがやかし、 眼に 涙 を 浮かべて、 いさみ 

たって いる チヨ ビ安を 見て は、 泰軒 先生 も 神輿 を あげ 

ざる をえ な い。 

「ゥ ム、 さも ありなん。 それでこそ 親子の 情 じ や」 


「なに 言って やんで え！ 何が ァリ ナンで え。 サァ、 

早く 早く！」 

とせき たてられて、 泰軒 先生、 急に この 真夜中に、 

あこ、 

チヨ ビ安兄 哥の手 を 引いて、 はるばる 日光へ 出発す る 

ことにな つたので ある。 

ひやめし 

冗談 じゃァ ない。 二人とも お尻 を からげ て、 冷飯ぞ 

ぅリを 引っかければ、 もう それで りっぱな 旅の したく。 

型ば かり 雨戸 をし めて、 路地へ たちいで た泰軒 居士、 

長屋 じゅう へ ひびきわたる ような 大声 を はりあげ、 

「皆の 衆！ しばらくの お別れ じ や。 泰 軒と チヨ ビ安 


は、 これより ちょっと 日光へ 行って まいる。 安の 父親 

というの が 知れて な」 

という 声に、 長屋 じゅうから 親爺 やお かみさん や、 

兄ィゃ 姉ち やん 連が、 ゾロゾ 口た ち 現われて、 口々 に、 

ちゃん 

「マァ 安さん、 おめでとう。 父の いどころが 知れた 

んだ つ て？」 

あこ.， 

「安 兄哥、 こんな うれしい こと はねえ だろう。 おめえ 

の 父 は、 どこの なんてえ 者 だ」 

きんじょ 

チヨ ビ 安の 親 探し は、 近処 かいわい、 誰知らぬ 者 も 

ない。 今 その 親が 判明して、 泰軒 先生に 連れられて、 

これから 旅に 出る というの だから、 長屋の 連中 は 自分 


のことの ように 喜んで、 美しい 人情の 発露、 ィャ、 も 

う、 たいへんな さわぎです。 竜 泉 寺の 角まで 送って き 

て、 そこで 泰 軒と チヨ ビ安 は、 一同に つきぬ 名残り を 

惜しみ、 日光 を さして 闇の 街へ、 大小 二つの 影法師が 

消えて いったが。 

すると、 その 真夜中 過ぎの こと。 

長屋 の 口き き 役 ともいうべき 石屋の 金 さん 方の 表 戸 

を、 ドン ドンた たく 者が ある。 

寝ぼけ まなこ を こすった 金さん が、 出て みると …… 

び や く え 

隻眼 隻 腕の 白衣の 浪人、 うしろに 御殿女中 くずれの 

ような 風俗の 女が、 一人つ きそって、 浪人が、 木枯し 


のよう な 声で きくに は、 

「この 長屋に、 以前 チヨ ビ安 という 者が おった はず 

じ やが」 

「へ ェ、 安 公なら、 今夜 宵の口に、 なんでも 父親が 見 

つかった とかで、 日光 を さして 旅に 出 やした、 へェ」 

「ナ 二、 日光へ？」 

と 聞いた 丹 下 左 膳、 お 藤 を 連れて、 これ も そのまま 

チヨ ビ 安の あと を 追い、 すぐ その 足で 日光へ 向かう こ 

とに なった が …… 。 

と、 それから 数 刻の のち、 左 膳の あと をたず ねて、 

この トン ガリ 長屋へ 来た 柳 生 源 三郎、 その 御 浪人なら 


ちょっと ここへ 寄って、 ただちに 日光へ 出む いたと い 

い しきん 

う 石 金の 言葉に、 彼 源三郎 も、 その 場から ただちに、 

日光へ、 日光へ。 

五 

ほのぼの 明けに 江戸 を 出 はずれた、 蒲生泰 軒と チヨ 

ビ 安の 二人。 

すこし 遅れて、 丹 下 左 膳 櫛 巻お 藤。 

お 藤 はもう、 どこかで 懐中のお 鳥目 を はらって、 旅 

し いたけ た ぼ 

のした く をと とのえ たと みえ、 椎茸 髫 もぎつ とつ ッく 


がら  はしお 

ずして、 柄に 合った 世話な 櫛 巻。 お端折り をした 襟つ 

きの 合羽 姿が、 道行く 人 を 振り かえらせる ほどの 仇な 

としま 

年増 ッぷ りでした。 

遅れて トン ガリ 長屋へ たどりつき、 やはり 石屋の 金 

さんから、 丹 下 左 膳ら しい 浪人 者が、 さっき 長屋へ た 

ずね てきた が、 人 を 追ってす ぐ 日光へ 出かけた と 聞い 

た 伊賀の 暴れん坊、 気の 早い ほうで は、 人後に 落ち ま 

せん。 司 馬 道場から 引き連れて 来た 弟子 三 名 を 従えて、 

かさ  つか ふくろ 

これ も 道々 この 店で 脚絆、 わらじ、 あの 店で 笠に 柄 袋 

といった ように、 旅の 装束 をと とのえ つつ、 紫い ろの 

あけぼのの 江戸 を あとに …… 。 


江戸から 二 里で 千 住、 また 二 里で 草 加、 同じく 二 里 

ちょうば  かすかべ 

の 丁 場で、 越ケ 谷、 粕壁 —— 0 

日光 街道に、 三組の ふしぎな 旅人が、 それぞれ 先 を 

望んで 点々 として 追う がごと く。 

ところで、 ここに。 

つぎの 動き は、 まず あの、 大人 とも子 供と も 得体の 

知れない チヨ ビ安を 中心に、 まき 起こる に 相違ない と 

にらんで、 この間 じゅうから ずっと、 あの トン ガリ 長 

屋の 付近へ 張り こみ、 それとなく ようす をう かがって 

いた 男が ある。 

ほかで もない、 つづみの 与吉。 


ぎさく 

こやつ、 いつ 江戸へ まい 戻った もの か、 若党 儀 作の 

壷の あと を 追って、 せっかくう ばったの を、 また 取り 

返された という 失敗に もこり ず、 頭 を かき かき、 また 

あの 司 馬 道場の 峰 丹 波へ、 うまく とりいった のだろう。 

「へ ェ、 こんど こそ は あっしが、 あの チヨ ビ 安って ェ 

大人 小僧 を つけねらって、 ナァ 二、 きっと こけ 猿の 茶 

壺を 手に入れ てお 目に かけやす。 へッ、 お茶の 子 さい 

さい」 

例によって 安請合い、 おおいに 丹 波の 前にい い 顔 を 

してお いて、 それから ずっと この トン ガリ 長屋 を 夜と 

なく 昼と なく、 見張り はじめた という わけ。 


与吉の やつ は、 チヨ ビ 安に、 忘れられない 恨みが あ 

るん てす 

そもそも この 事件の 当初。 

うまく 品 川の 宿舎から、 こけ 猿の 壷 を 盗み出し たの 

に、 途中で それ をう ばって 逃げ出し たのが、 あの チヨ 

ビ安。 あれが この 紛糾の もとと なった のです から、 

チヨ ビ安 に対する 与吉 のうら みたる や、 山よりも 高く 

海よりも 深い。 

「こんど こそ は あの 小僧の やつ を、 と つ ちめ て やる ぞ」 

と、 昼夜兼行で、 ねらって いると。 

すると、 今夜の こと。 


誰か わからぬ が、 偉そう な 覆面の 侍が、 この 長屋 を 

おとずれ たと 思う まもなく、 チヨ ビ 安と 泰 軒が、 連れ 

だって 旅へ 出た ようす。 見送りの 長屋の 連中のう しろ 

に 立って、 それとなく 聞いた ところでは。 

日光へ …… という。 

ハ テナ？ と 思う ひ まもなく、 こんど はたえて ひさ 

しい 左 膳と お 藤が 姿 を 見せて、 これ も、 日光へ —— 0 

かと 思う と 三人 目に は、 伊賀の 暴れん坊 までが 日光 

を さして、 江戸 を 離れよう とする。 

トン ガリ 長屋の 付近に ひそんで、 そこまで 見と どけ 

た 与吉。 


「ヮ アツ！ てえ へんで え、 てえ へんで え！ 馬鹿に 

今夜 は 日光 ゆきの はやる 晚だ。 こり や あこうし ちゃ あ 

いられね ェ」 

とば かり、 東の 白み かけた 街 を 足を宙 に、 妻 恋 坂の 

道場へ かけ もどり、 まだ 丹 波が 寝て いる 部屋の 外まで 

はいりこんだ 与の 公、 

「チヨ ッ、 殿様、 峰の 旦那！ 寝て いる 場合 じ ゃァご 

ざん せん ぜ」 

六 


与吉 から、 委細の 話 を 聞いた 峰 丹 波 は、 

「ゥ ム！ これ は、 日光の 方角に、 何やら 容易なら ぬ 

ことが 行なわれん としてお るに 相違ない テ。 ことによ 

ると、 あの方 面に こけ 猿の 茶壺が あると でもい うよう 

な、 有力な 聞き こみが はいって、 それで こうして 三組 

の 者 どもが、 あわてふためいて 日光へ 向かった ので あ 

ろう」 

ちんし 

じっと 何事 か 沈思に おちて いた 丹 波、 ハタと 膝 を 

打って、 ニヤ リ とした。 

「与 吉、 日光 を 見ざる うち は、 結構と 言うな かれ じ や _ 

そち も 見物に まいる か」 


「へ ェ、 ぜひお 供いた してえ もので」 

そこで 丹 波、 どういう 策略が あるの か、 あわただし 

く、 起きぬ けの 萩 乃に 目通り を 願い出て、 

「サテ お 嬢 様、 今日まで 私 は、 意地ず くから、 心なら 

よし 

ず も 源三郎 さまに お 敵対 申し あげ、 あなた 様に も 由な 

いお 苦しみ をお かけ 申して まいった が、 御存じの とお 

りお 蓮の 方 は、 逐電 あそばされ るし、 拙者 も つくづく 

考える ところ ござって、 このたび 転向 …… 」 

転向？ そんな こと は 言わない。 

「このたび 源三郎 様に おわび を 申し入れました ところ、 

さすが は理の わかった お 方、 今までの 非礼 を ことごと 


くお ゆるしく だされました のみならず —— 」 

うまく 萩 乃 を 言い くるめた ものです。 

何事 か 思いた つて、 源 三郎は ゆうべの うちに、 急に 

日光へ 向かって 発足した。 ついては、 丹 波に 萩 乃 を 

ことづて 

守 つ て、 あとから 追い つくよう にと いう 伝言 だ つ たと 

くちが ま 

も つ ともらし い 口 構え。 

兄 対 馬 守 は 造営 奉行と して、 目下 登晃 中な の だから 

源 三郎が 所要あって、 そっちへ 出む くこと は、 不自然 

ではない。 

なるほど、 源 様 は、 ゆうべ 三人 を 連れていつ のまに 

か、 屋敷 を 抜け出て いる。 


自分の 幼い 時分から、 この 不知 かの 道場に いて、 父 

十 方 斎の 信任 あっかった 峰 丹 波の 言う ことです。 こと 

に は、 源三郎 とも 和 を 結んだ という。 

萩 乃が 信用した の も、 無理で はない。 

峰 丹 波、 わざと 供 はつれません。 つづみの 与吉 ただ 

ひとり。 

まもなく、 いかめしい 道場の 門 を あとに した 旅 ごし 

ら えの 三人 は、 何も 知らぬ 萩 乃 を 中に、 右に 丹 波、 左 

に 与の 公。 

おおぜい  かさ 

多勢の 不知火の 弟子 どもに 送られて、 笠 を 振 リ振リ 

妻 恋 坂 をく だりながら、 もう 道中 気分の 与の 公 は、 馬 


鹿に いい 気持に な つてし ま つ て、 

「ねえ 峰の 殿様、 旦那、 先生 …… 旅 は道づ れつて 言い 

ますけ ど、 正直のと ころ、 野郎ば かりの 道中 じ ゃァぁ 

んま リドッ としね えが、 こうして 妻 恋 小町の 萩 乃 さま 

を 真ん中に はさんで ゆく と、 どうも ハヤ 往来の 者が み 

ん な振リ かえります ぜ。 実に どうも 萩 乃 様 は、 生き 弁 

天で げすから ね」 

だまって 三 歩と は 歩かない 与の 公、 

「ねえ、 峰の 旦那、 殿様、 ィ ャサ、 先生。 こうやって 

わつ ちら 三人が、 ブラ リブラ リ 日光 見物に 出かける と 

ころ は、 さぞ かし 結 溝な 身分と 見え やしよう な。 きつ 


いき 

と 知らね え 者が 見たら、 あっし は 人間が 粋に できて い 

おお だ.^ 

やすから、 さしずめ 大店の 若旦那、 お 嬢 様 は その 許婚。 

へッ、 峰の 先生 は、 用人 棒に 頼まれて きな すった 店子 

の 御 浪人 —— そ う 思 う に 相違 >  /ざん せん ぜ」 

「たわむれ にも、 無礼な こと を 言う やつ じ や。 じ やが、 

きさん 

まァ、 よいよ い。 旅 は 気散じ じ やでの う」 

一 本道の 日光 街道。 

足弱 を 連れて、 道 はは かどり はしない が、 ひと 晚と 

すぎと 

まった 翌日 は、 粕 壁から 一里で 二つ や、 杉戸。 

あれから かけまして、 幸 手の 堤。 

と、 はるかむ こうに、 ァレ！ 豆の ように 小さな 四 


人の 人影が …… 。 

七 

「アツ！ 源 三郎様 だ！」 

と、 遠くへ 小手 を かざして 与吉 がさけ ぶと、 それと 

聞いて 萩 乃 は、 今までお くれが ちだった 脚が、 にわか 

に はやま つて …… 。 

源三郎 とすつ かリ 仲な おりが できて、 彼に 頼まれて 

くちまえ 

萩 乃 を 送って ゆく という 口前で、 連れ だして 来たの だ 

から、 峰 丹 波 も与吉 も、 いま 狂気の ように 急ぎ だした 


萩 乃 を、 引きと める こと はでき ません。 

小 走りに 歩 を 早める 萩 乃に、 引っぱられる ように、 

しょうこと なしに 丹 波と 与吉 は、 だんだん 源 三郎の 一 

行に 近づいて ゆく。 

幸 手の 堤の 木立ちの かげに 立ち どまって、 じっと 振 

りかえ りながら 待って いた 源 三郎。 

とうとう 顔 を 会わせた 伊賀の 暴れ ン坊 と、 峰 丹 波。 

お 

足 をと めて、 キッと 顔 を 見合わせた 丹 波の 横 を、 萩 

乃 はすり 抜ける ように、 源 三郎へ かけ 寄って、 

「マ ァ、 やっと …… 江戸 を 出てから 今まで、 ほんとう 


わぼく 

に 気が 気で は ございません でした。 でも、 丹 波と 和睦 

をされ たとの こと、 これから は 道場 も 平穏、 こんなう 

れし いこと は ございません」 

源 三 郎にロ をき かれて、 この 狂言が 割れて はた まら 

ぬと、 丹 波 は 急いで、 

「ァ いや、 種々 お 話 申し あげ、 またお わびすべき とこ 

ろ は、 いかよう にもお わび 申し あげん と、 かくはお あ 

と を 追つ てまい りたる しだい  」 

と 懸命に 目く ばせ する の を、 源三郎 はは やく も その 

意 をく みと つ て、 

「ィ ャ、 こういう ことで あろうと 存じ、 お待ち かたが 


た、 ゆっくり まいった。 旅 は 多勢の ほうが にぎやかで 

よろしい。 それで は、 ごいつし よに、 ブラ リブラ リと 

まいる としょう か」 

表面 は うちとけても、 内心 は、 すきが ありし だい や 

き 

にわに 斬りつ け もし かね まじい 気組み。 

それ は 丹 波 も 同じ ことで、 白刃 をつ つんだ 笑顔のう 

ちに 談笑しながら、 一 行 七 人。 

くり はし 

栗 橋、 中 田、 古河 …… 。 

古河 は、 土 井大炊 頭、 八 万 石、 江戸より 十六 里で ご 

さ レます 

あれから 野 本、 まま 田、 と 進んで ゆく と。 


お やま 

小山へ 近づいた 灌木の 茂みの かげから …… 。 

何者の 手す さび？ 

つまび  ね 

爪弾きの 三味線の 音が 流れ出て、 

「尺取り虫、 虫、 

尺 取れ 寸 取れ 

足の 先から 頭まで —— 」 

何者？ と言うまで もな く …… 櫛 巻お 藤 は 疲れ 休め 

に、 藪 かげに 足 を 投げ だして、 たった ひとつの、 旅の 

荷の 三味線 を 取り だし、 そう 思い出し たように 口の な 

かで 唄つ て いる そばに。 

大刀 濡れ 燕 を かたえ に 引きつけ、 大の 字な りに 草 


の 上に 寝ころん でいた 丹 下 左 膳。 

枕 もとに 咲きみ だれる 秋の 七草 を、 野 分が 吹いて 通 

る。 

と、 突然、 その 藪 原から 二、 三 間 はなれた 街道に、 

あしおと 

来 かかった 旅人の 跫 音が、 乱れ 立って、 

「おお ッ、 あの 唄 声！ 尺取り虫の 唄 だッ？ 旦那 方、 

御用 心なせ え！ 櫛 巻の 姐御が いるから にや ァ、 あの 

丹 下 左 膳て ェ 化け物 侍 も、 どうやら この 近くに とぐ ろ 

をまい ている に ちげ えね え」 

と、 頓狂な 声 を あげる の は、 まぎれ もな く つづみの 

与吉。 


とたんに、 源 三郎の 大声で、 

「ナ 二？ 丹 下 左 膳が 近くに おる と？ オイ 左 膳 殿！ 

ォ 1 ィ、 丹 下 …… ！」 

なつかし そうな 声で よばわりながら、 ガサ ガサと 草 

を 分けて、 こっちへ 来る 気配。 

八 

道し るべ の 立 つ ている 四つの 角 —— 丹 波に と つて は、 

知らず、 生命の 辻。 

腰から 上 を 穂す すきの 波に 浮かべて、 ぬつ と 街道へ 


たち 現われた 丹 下 左 膳 を 見る が 早い か、 

かわじ リ  すまい 

「三方 子 川尻の、 漁師 六 兵衛の 住居 以来だった ナァ」 

ニタ つと 笑って、 そう つぶやいた 伊賀の 暴れん坊、 

いきなり、 右の 肩が グイと あがって、 白い 棒の ような 

光が、 細い 鏡の ごとく 陽に 光った と 思う と …… 抜いた 

の だ。 斬りつ けたの だ。 

居 合 抜き …… 。 

「アツ 痛ゥ  」 

ざッ くり 横腹 を 割りつ けられて うめきながら よろめ 

いたの は、 ほかで もない …… 峰 丹 波。 

「ナ、 何 をす る！ これ、 源三郎 殿、 何 をな さるる！」 


腕の 相違と いう もの は、 いたしかたがない。 

そく 

足 も ひらかず、 からだ も 動かさずに、 突如、 刀で 指 

さすよう に 横に はらった 源 三 郎の剣 を、 峰 丹 波、 受け 

るに は 受けた。 が、 胴ッ 腹で 受けた。 これ じゃァ 受け 

たこと にならない。 

与吉 は、 すでに 逃げ腰、 左 膳に つづいて 草 むらから 

あらわれた 櫛 巻お 藤 を はじめ、 源三郎 手付きの 若侍 三 

人、 萩 乃な ど あっけに とられて いるな かで、 伊賀の 暴 

れん 坊の凜 たる 声。 

「い っぞ やお あずかりの ままの 真剣勝負 だ。 貴公より 

も おれよりも、 剣 腕の 上の 者が、 判定に 立ち あう ので 


なければ 勝負 はせんと、 言い はった が、 いまこ こへ、 

丹 下 左 膳と いう あつらえむきの 立会人が 出て 来たから 

な」 

「おのれ ッ！」 

刻々 に 細る 息で あえぎながら、 丹 波の 指先 は 虫の よ 

うに おののいて、 いたずらに 帯刀の 柄 を はう が、 もう 

抜く 気力 もない ところ を！ 

「  」 

無声の 声、 無音の 音。 恐ろしい 気合いで、 源 三郎の 

振りお ろした 二の 太刀に。 

あわれ 丹 波！ 胴 首と ころ を 二つに して、 街道の 砂 


ちのり 

塵に まみれた 血糊の 首が、 ガッと 小石 を嚙ん だ。 秋草 

に 飛ぶ 赤黒い 血。 

「 と は 言う も の の  」 

と 伊賀の 暴れん坊 は、 大 あくび を かみしめながら、 

さし 出した 血 刀 を 部下の 一人に、 懐紙 一 帖で すっと 

ぬぐわせつつ、 

「その 丹 下 左 膳が、 おれより 上の 腕と は、 まだき まら 

はくちゅう 

ぬテ。 まず 伯仲で あろうと は 思う が、 いずれ その 決 

着 も、 つく 折リ があろう、 ゥ フフ フフ」 

「くだらぬ 者 を 斬った な。 それより ゃァ 畑の 大根で も 

切る ほうが、 ましだろう。 日光へ か」 


「ゥ ム、 兄貴が 行って おる でな ァ。 貴様 はまた 何し に 

日光へ」 

問われた 左 膳の 一 眼 は、 忘れよう としても 忘れる こ 

とので きない、 美しい 顔が、 そこに にっこり 立って い 

るの を 認めて、 萩 乃へ 眼で 挨拶。 

「おう ィ！ 伊賀の 暴れん坊 とやら、 あんまり 荒つ ぼ 

いこた ァ しねえ がいい ぜ。 それから 丹 下の 殿様、 お 藤 

の 姐御、 また 江戸で お 眼に かかる こと も あり やしよう。 

泰軒 先生が 言い やした ョ。 君子 あやうき に 近 よらず ッ 

てね、 へ ッへッ へ」 

と 遠くの 街道から このと き 捨て台詞の 流れて くるの 


に、 振り かえって みれば。 

逃げ足の はやい のが、 この つづみの 与 吉の性 得。 も 

う ドン ドン 江戸の ほう へ 引つ かえし かけて、 はや その 

姿 は、 わらじの 蹴 あげる 土煙に、 消えさって しまった。 

はからずも ここに、 ふたたび 顔 を 会わせた 伊賀の 暴 

れん 坊と丹 下 左 膳。 

両雄。 

剣 技 をき そう 烈々 たる 敵 心 をつつ むに、 一見 旧友の 

ごとき 談笑のう ちに、 美女 二人 を 加えての 一 行 七 人、 

小山から 小金 井、 下石 橋、 あれから かけて、 やがての 

ことに 大沢、 今巿 と、 おいおい 日光へ …… 。 


えいえん  ぎもんぶ 

永遠の 疑問符 


一 足さき に 日光へ 着いた 泰軒 先生と チヨ ビ安、 造営 

奉行所へ まともに 願い出た ところで、 作 阿弥に 会わせ 

て もらえる わけはな いから、 町の 噂、 人の 口裏 を、 そ 

れ となく 聞き だし、 つづり 合わせて 考える と …… 。 

霧 降りの 滝の 近くの 谷に、 さきごろから 小屋 を 結ん 


で、 誰 を も 近づけずに、 何やら 仕事 をして いる 一人の 

老人が あるとの こと。 

それよりも、 二人が 気になって ならない 聞き こみと 

いうの は、 護摩堂の 壁と やらへ 人柱 を 塗り こめる こと 

おやこ  いけにえ  さんない 

になって、 もう、 その 母 娘の 犠牲が、 どこかの 山 内の 

秘密の 場所に、 養われて いると いう。 

人の 口に 戸 を 立てる こと はでき ない。 もうこん なに 

知れ わたって、 町の 人々 は 恐ろし そうに、 ささやき か 

わして いた。 

もしかすると、 お 蓮 様と お 美 夜ち やんで はない かし 

ら？ 


そう 思う と、 チヨ ビ安 も泰軒 居士 も、 一 刻の 猶予 も 

ならない。 

といって、 どこに その 二人が かくまわれ ている のか、 

それ をたず ねで もしょう ものなら、 即座に こっちの 命 

が あぶない にき ま つてい る。 

で、 まず 第一 に、 作 爺さんに 会わねば と …… こうし 

て 今。 

霧 降り 道から わかれて、 急な 崖 を 谷底へ たど リ 着い 

た チヨ ビ 安と 泰 軒先 生。 

「お 爺ち やん！ あたいだ よ、 安 公 だよ！ 泰軒小 父 

ちゃん も いっしょ だよ。 江戸から お前 をたず ねて 来た 


んだ。 あけて くんね え」 

いぶかし そうに 戸 をく つた 作 爺さんが、 顔 を 出して、 

「おお 安ッ！ これ はこれ は、 泰軒 先生 も」 

「さまざまの 話 は あとと して」 

と泰軒 居士 は、 いつにな く あわてぎ みに、 

「さっそく じ やが、 お 美夜坊 とお 蓮 はこ こに たずねて 

こんかった かな？」 

「ナ 二、 お 美 夜と お 蓮 も、 この 日光へ 来て いるの じ や 

と 9  はは あ！」 

ボンと 平手 を 打つ と 同時に、 サッと 顔色 を 変えた 作 

可尔、 


「思い当たる ことがあります わい。 母と 娘の 旅の 者 を、 

人柱に 捕えた という こと を 聞いた が、 さて は —— 」 

「ザ、 われらが うれうる も そのこと。 一刻 もはやく 救 

い 出さねば …… と 申して、 どこに かくされて いるもの 

やら」 

突然、 チヨ ビ 安が、 うしろの 山の 上 を 指さして、 

「あ ッ、 たいへん だたい へんだ！ 山火事 じ やない か 

しら」 

さけぶ 声に、 泰 軒と 作 阿弥が 振り あおいで 見る と、 

なるほど …… 日光の 町の かなたに 当たって、 一団の 焰 

が 炎々 と 空 を こがして いる。 


「町 はさ わぎら し い  ゥム！ この どさくさに まぎ 

れて 探せば、 ひょっと すれば、 知れぬ こと も あるまい 

と 思われる が」 

「とにかく、 一  刻 を あらそう 場合」 

作 爺さん は 何 を 思った か、 仕事部屋の 板 敷 を 一 足と 

びに、 その 奥の 土間へ かけこん だかと 思う と、 

あしび き 

「これ！ 足曳 や、 われと おら あながい あいだ、 ひと 

つ 屋根の 下に 暮らして、 たがいに 気心 も 知り合つ たな 

か だ。 今 おれの 娘と 孫娘が、 むごたら しく 人柱に され 

ようとい う 瀬戸ぎ わ だ。 一 つ、 存分に 働いて くれよ な 

ァ …… 」 


と、 まるで 人に もの 言うよう …… にわかに くつ わ を 

取リ つけ、 裸馬の まま 引き出して きたのへ、 

「うむ、 これ は 思いつき！」 

ととび 乗る 泰軒 居士、 身の 軽い 老人と 子供の こと だ 

から、 作 阿弥と チヨ ビ安を 前後に かかえこんで、 三人 

を 乗せた 名馬 足曳 は、 一 路焰を 望んで、 道な き 山道 を 

日光の 町へ —— 。 

二 

「おお、 かような ところに、 小 流れが ある」 


と、 足 もとの 闇 をす かして、 源 三郎が 言った。 

やっとの ことで、 一行が 日光の 町の 下まで たどり 着 

いた 夜中。 

眼の 前に は、 真つ 黒な 山が 切り立 つよう に そびえて、 

はるか 上の 断崖の ふちに、 雑木林に かこまれた 一軒家 

の 灯が、 何事 か 語り 顔に チラ チラして いる。 

下流へ 行って、 大 谷川と でも 合する のであろう。 こ 

の 崖の 裾 をめ ぐって、 落ち葉 朽ち葉の あいだ を、 一条 

せいれつ 

のせ せらぎ が 清冽な 音 をた てて いる。 

ひとまた ぎで とび 越せる 小川。 

だが、 ためらう 萩 乃 は、 源 三郎の 部下の 一 人に しょ 


われて、 一 同 は 川 を 越した。 お 藤 姐御 だけ はすました 

もので、 しゃがんで 背 をむ ける 一 人 を、 

「おふざけ でない よ」 

と こづいた まま、 白い 脚 も あらわに ピョィ ととび 越 

して、 ほほ ほと 笑った もの だ。 

そのと き 左 膳が、 何 を 見つけた か、 水辺に しゃがみ 

こんで、 

「なんだ、 こんなと ころに、 こんな 竹筒つ ぼうが ひつ 

かかって おる」 

と、 指 を 冷たい 水に ぬらして、 川岸の 水草の 根の あ 

いだから つまみ あげたの を 見る と、 籠 花 活けのお とし 


らしい 竹筒 だ。 

「なにかと 思えば、 くだらぬ …… 」 

つぶやいた 左 膳、 そのまま 草 むらへ 投げ捨てた —— 

ィャ、 投げ捨てよ うとして、 ふと 気がつく と、 その 竹 

筒の 口に、 蠟 のかた まりが ついている ではない か！ 

竹筒の 口 を、 蠟で封 じて あるの だ。 ハ テナ …… と、 

好奇心 を そそられた 左 膳、 コッ コッと 竹の さき を かた 

わらの 立ち木の 幹に 打ちつ け、 蠟を うち 落として 中 を 

見る と！ 

「オヤ、 文が はいって おる ぞ」 

「フ ー ム、 この 上流から 流した ものら しいな」 


と 源三郎 も、 仔細 ありと 見て、 寄って きた。 とり か 

こむ 人々 のなかで、 心き いた 一人が、 がんどう 提灯 を 

左 膳の 顔へ、 かかげる。 

闇に 浮か ぶ 隻眼 刀痕 の妖 面。 

「なんだ と？」 

竹筒の 中から 取り出した 文 を、 一 度 黙読した 左 膳 は、 

ぎよ つ と 顔色 を 打ち 変え、 

「われら 母 娘の 者 は、 ごま 堂の 人柱に 塗り こめられん 

として、 今 この 崖の 上なる 一 つ 家に とじこめられ てお 

よよし よ-つし よ-つ 

る 者な リ、 お救いく ださら ば、 世々 生々 御 恩 は 忘る ま 

じく …… お 蓮、 お 美 夜、 と ある ぞ」 


「ナ 二、 お 蓮？ うむ！ これ はお もしろ い。 助けて 

やろう。 彼女に 娘が あると は、 知らなん だが —— 」 

うめいた 源 三郎を 先頭に、 一 行 は ガサ ガサと 藤 蔦の 

つる 

蔓 にっか まり 合って、 断崖 を よじ登り だした。 萩 乃 や 

お 藤 姐御まで、 かいがいしく 裾 を からげ て。 

なんでも いい、 人 さえ 斬れる ところなら、 どこへ で 

めくぎ 

も 顔 を 出したい 丹 下 左 膳、 もう 濡れ 燕の 目釘に しめり 

を くれて、 伊賀の 暴れん坊 とさき を あらそう。 

こうして 一同が、 その、 お 蓮 様と お 美 夜 ちゃんの 幽 

閉 されて いる 家へ、 裏から なだれ 込んだ とき は …… 。 

家の 中には、 二人の 影 はなく。 


啞の 娘が ただ 一 人、 ポ ツネ ン とす わった まま、 左 膳 

と 源 三郎へ 向か つ てし きりに 日光の 町の ほう を 指さし 

て はもの 言い たげ な 風情 を 示す のみ。 

「そうだ ッ！ 護摩堂の 壁へ —— と、 求援の 文に あつ 

た。 これ は 急がねば まに 合うまい」 

気づいた 左 膳が さきに 立って、 一 行 は ただちに 造営 

奉行所に 近い 護摩堂へ と、 かけつけた のだった。 

乱闘の 場 …… 火 は、 こうして 起こった のです。 


暴風雨に まぎれて、 求 援状を 封 じこめ た 竹筒 を、 お 

美 夜ち やん に 持た して 裏山 づ たい、 谷川の 流れに 投げ 

こんだ ものの …… 。 

いつ 誰の 眼に 触れて、 拾い あげられよう という 当て 

もない。 

言いよう もない 心細 さのうち に 日 は 容赦な くた つ。 

同時に、 眼に 見えない 人が き はぐる りと 幾重に も、 そ 

の 監禁の 家 をと り 巻 い て —— 0 

と、 今宵。 

その 眼に 見えない 牢 格子の 扉が、 ギ イツと 音な き 音 

をた てて あいたの です。 


「サ、 お 美 夜 や、 もうこう なったら 助かりよう はあり 

ません。 たとえ どんな ことにな ろうと、 あたしと お前 

は、 母と 娘と して、 いつまでも 離れない ように、 一 つ 

壁の 中へ 塗り こめられ るの だから、 せめて は それ を 喜 

びに して、 いっしょに 死んで おくれ、 ねえお 美 夜」 

母と 娘の きずな を そのままに、 人柱と して 永遠に 残 

る ことが、 お 蓮 様に は、 かえって このうえ もない 満足。 

人間、 死 を 覚悟す ると、 すぐ あとに 幸福感が つづく。 

お 美 夜 ちゃんとお 蓮 様 は、 手 をと リ 合った まま、 護 

摩 堂の 中へ 連れ こまれた のだった が。 

このと き！ 十重二十重に とり 巻く 警護の 武士が、 


ドッ！ とどよ めきだった かと 思う と、 左 膳の 濡れ 燕 

が 闇に ひらめいて！ 

源三郎 にして みれば、 この 造営 を 受け持って いるの 

は 兄の 対 馬 守。 やいば を ふるって たち 向かって は、 同 

じ 家中の 者 ども を 手に かけねば ならぬ。 

といって、 あわれな 母 娘が 人柱な どと いう、 荒 唐 無 

稽な 迷信の 犠牲に ならん としてい るの を、 黙視す るに 

は 忍びない。 

したがえ てきた 部下 三人に、 すばやく 耳う ち をした 

伊賀の 暴れん坊。 

「左 膳の 狼藉 をと りお さえる がごと く 見せかけて、 彼 


が 母 娘の 者 を 連れて 脱出す る、 その 逃げ道 をつ くって 

やれ、 よい か。 ぬかる ナ！」 

という わけ。 四 人 はいつ せいに 抜き つれたが、 左 膳 

をと り 巻いて やたらに 刀 を 振り まわしながら、 護摩堂 

の 中へ なだれこむ だけで、 左 膳 を 斬る でもな く、 また、 

伊賀の 藩士た ちと やいば を 合わせる ので も、 むろんな 

ヽ o 

レ 

ただ、 源三郎 たち は、 付近 を 一 大 混乱の 渦に 巻き こ 

んだ だけ だ。 でも、 それで 十分。 左 膳の 濡れ 燕に か 

かった 伊賀 侍、 十数 名。 

白い 煙の ような 護摩堂の 奥深く、 血 刀と ともに さま 


よい こんだ 丹 下 左 膳。 

そこの 荒壁の 前に、 母 娘 だき 合って 失神 せんば かり 

の、 お 蓮 様と お 美 夜ち やん を 見かける より 早く、 

「ォ イツ！ さあ、 もう 大丈夫 だ。 良民 を とらえて 人 

柱な どと、 これ も、 この 徳川 へのお べっか か。 なんだ、 

この 日光な ど、 私墳 にす ぎぬ もの を …… この 丹 下 左 膳 

が 来たから に や ァ、 かような 無道な こと は 断じて させ 

ぬ」 

と、 二人 を かかえて のがれ 出ようと すると、 近くの 

お 作 事 部屋に 火が あがった。 これ も、 源三郎 がー 人に 

命じて、 混乱の 度 を 大きく する ために、 火 を はなさせ 


たの だ。 

この 火事が、 はるか 霧 降りの 滝の 下の 作 爺さんの 眼 

に 映って、 折りから そこへ たずねて 行った チヨ ビ安、 

かんば あしび き 

泰軒 居士の 二人 は、 作 爺さんと ともに、 悍馬 足 曳に三 

人 鈴な りの 体、 雑沓の 護摩堂 付近へ 馬 を 乗り入れ たと 

き、 ちょうど 群集 を 斬り はらいながら たち 現われた 左 

膳と、 バッ タリ —— 。 

「おお、 お 父上！」 

と チヨ ビ安は 涙声、 

「お 美 夜ち やん も、 無事で！」 

「ァ ラ、 チヨ ビ安 兄ち やん！ お 爺ち やん も 来て くだ 


すった の」 

「ゥ ム、 あぶない ところ を 助かった か、 これ、 お 蓮、 

お 美 夜、 ここで は 話 もで きんから …… 」 

と、 片手に 足曳 のく つ わ を 取った 作 爺さんの 横顔に、 

燃えさ かる 作 事 部屋の 火が、 赤かった。 

騒動に まぎれて、 日光の 山 をく だリ かけた 一 同が、 

振リ かえって 見る と、 作 事 部屋の 火 は 大事に いたらず 

してす ぐ 消し止め たらしく、 明け はなれよう とする 夜 


空に、 火 映え は どこに も 見られなかった。 

それから 数 刻の のちに は。 

カラ ッ とした 秋の 朝 陽の 降る 日光 街道に、 今 巿の方 

向 を さして 急ぎつつ ある、 異様な 姿の 一 行が 見られた。 

「御 好意 返上」 とだけ、 筆太に 書いた 紙 を 馬の くつ わ 

あしび き 

に 結びつけて、 そのまま 足曳を 手ば なした 作 爺さん は、 

放心 状態 の お 美 夜ち やん とお 蓮 様の 手 を 引いて … … そ 

れを とり 巻く 左 膳、 源 三郎、 萩 乃、 お 藤、 チヨ ビ安、 

泰軒 たち。 

ま 

思い出し たように、 歩 をと めた 泰 軒が、 

「安 大人、 お前 は 下山して しまって は、 なつかしの 父 


上に 会えぬ ではない か」 

「ォ ォ、 安の 父親が 知れました か」 

おどりた つ 作 爺さんの 問いに、 チヨ ビ安 は、 

「ゥ ム、 お いらの 父 は、 なんでも こんどの 日光 造営の 

竣工式に、 紫の 衣装 をつ けて 出る 人 だと 聞いて、 それ 

を 頼りに この 日光まで、 わざわざ 会いに 来たんだ けど」 

「ナ 二。 むらさきの 衣装 をつ けて 出る 人 だ？」 

と 立ち どま つ て 考え こんだ 作 爺さん、 

「フ— ム、 紫の …… ィャ しかし、 まさか —— だが、 伊 

賀に ゆかりと 言う ことに は …… 」 

思いき つたよう に 作 爺さん は、 


「コ レ、 安、 しっかり しろ ョ。 お前の 父親 かどう か は 

知らぬ が、 竣工の 式に 紫の 衣装 をつ ける 人 は、 ただ 一 

人 …… 造営 奉行の 柳 生 対 馬 守 様 —— と 聞いた ぞ」 

ちゃん 

「エツ！ すると、 それが おいらの 父親！」 

うめいた チヨ ビ安 は、 何 を 思った か、 眼 いっぱいの 

涙。 おどろい たの は 源三郎 で、 もし それが 事実なら、 

チヨ ビ安は 自分の 甥。 

「安 ッ！ 貴様 は 柳 生 対 馬 守の 落し胤で も あるの か。 

えらい ことにな つ たもの だな」 

ぼうぜん 

と 呆然た る 左 膳へ、 チヨ ビ安は すすり泣いて、 

「何 言つ て やんで え、 おいら ァ うれしく ッて 泣いて る 


ん じゃァ ねえ や。 あたいの 父 は 大名 か。 ヘン、 なァ 

ちゃん 

ンだ。 お 大名の 父なん ざ あ、 この チヨ ビ安 兄ち やん 

は 用 はねえん だ。 そうわかったら、 一度にお 座が 覚め 

ちゃった い。 おいらの 父 は やっぱり このお 侍さん。 

ねえ、 お 父上、 いつまでもお 父上で いてお くれね え… 

…むこうの 辻のお 地蔵さん、 ちょっと きくから 教えて 

おくれ —— なんでえ、 おら あ 大名の 子なん かじゃ あね 

え や、 トン ガリ 長屋の 安兄哥 だい」 

ドッと あがる 笑いの なかには、 言 い 知れぬ 涙が 含ま 

れて。 

左 膳と お 藤が、 両側から チヨ ビ 安の 手 を —— 左 膳 は 


はずかしがる 萩 乃の 手 を 取って、 源三郎 とならんで 歩 

かせました。 

泰軒 だけ は、 一人ぼっちの 大道せ ましと、 江戸へ 江 

戸へ と、 一 同 帰りの 旅路に。 

作 阿弥 は、 やはり もとの トン ガリ 長屋の 作 爺さん。 

お 美 夜 ちゃんと チヨ ビ 安と、 母親の 本性 をと り 戻した 

お 蓮 様と、 楽しい くらしが 続く に 相違ない。 

江戸へ はいるす こし 手前で、 お 藤の 手 を 振りき つた 

左 膳 は、 萩 乃と 源 三郎を 祝福しながら、 煙の ごとく 消 

息 を 絶った という、 伊賀の 暴れ ン坊と は 惜しい 未 勝負 

の ま ま 


あの、 柳 生の 大 財宝 を 秘める という こけ 猿の 茶壺 だ 

け は、 永遠の 疑問符 だ。 いまだに、 どこかの 古道 屋に、 

がらくたと い つ しょに ほうり 出されて あるの かもしれ 

ない が、 一風 宗匠な き 今日、 鑑定の くだしよう もない。 

この 日光 造営が 終わった とき、 愚 楽 老人 は 殿中で 二 

ャ ニヤして、 大岡越 前 守へ ささやい たと 言 います。 

「とにかく、 大団円で 結構 じ や。 なかなか 因縁の 多い 

仕事 じ やった が、 何しろ まあ、 めでたく 終わって 

ちょうじょう 

重 畳 じ やよ」 

越 前 守、 クスッ と 笑って、 無言で うなずいた。 

五 巻 了 


底本 ： 「林不 忘 傑作 選 5 丹 下 左 膳 (五) 日光の 巻」 

山手 書房 新 社 

1992  (平成 4) 年 9 月^日 初版 発行 

さんぼうし  さんぼうし 

※ 「三方 子」 と 「三方 子」 の 混在 は、 底本 通りに しま 

した。 

》 「唐ケ 原」、 「程ケ 谷」、 「歌ケ 浜」、 「越ケ 谷」 の 「ケ」 

を 小 書きし ない 扱い は、 底本 通りに しました。 

入力 .. 

校正 ： 地 田 尚 

2  003 年 2 月が 日 作成 

2  o  o  3 年 5 月 T; 日 修正 


青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


